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Sカレ͸1�೥໨をܴ͑ɺ2�大学2�ゼミ3��ਓ΋の学生͕ɺ�つのテーマに分かΕて
੒果ൃදに௅Έましたɻ

ൃදさΕたօさんに͸ɺコϩφՒのなかɺྫ ೥にくら΂ۤ࿑͕多かったͱࢥいますɻ
ͦΕに͚ͣ࠳ɺΈͣからબんͩ課題を一ॴ͑ߟ໋ݒɺ஥ؒͱ݌ʑᨣʑのٞ࿦を行
いɺ多くのؒ࣌ͱखؒをか ら͚Εたこͱにܟҙをදしますɻ

ͦのۤ࿑の分͚ͩɺօさん͕ڞಉしてऔり૊んͩ会社課題΍社会課題を解決Ͱ
きたͱい͏ୡ੒ײ΍ॆ࣮ײ΋ͻͱきΘ大きくなったのͰ͸ないͰしΐ͏ かɻまたɺチーム
メンόーͱͱ΋に学ͼのݧܦをੵΉなかͰɺ৽しい஥ؒ΍自分の࢟をݟつ͚るこͱ͕
ͰきたのͰ͸ないかͱࢥいますɻ

ͦΕにして΋ɺօさんのൃද࡞品のレϕル͸ߴくなりましたɻSカレのਐ化のεテップ
をࡢ೥ࢦఠしました͕ɺ今ճ΋දͰࣔしておきますɻ

Sカレのझࢫ

SカレʢSUVEFOU *OOPWBU JPO $PM MFHFʣ͸ɺ࣮ ըاす商品ࢦに商品化を໨ࡍ

のインλーカレッジͰすɻͦ のझࢫ͸ɺ「未དྷのマーケλー」のҭ੒ͱなりますɻ大学

͸ҧ Ͳ͑΋マーケティングを学΅ ͱ͏ࢤをಉじくするएい஥ؒたち͕ɺޓいにॿ͚߹

い しͦて੾᛭ୖຏしɺ商品اըのཧ࿦を学ͼつつɺͦ Εを࣮ફしていくதͰɺ自ら

のاըをαイトͰެ開しϢーβーからのҙݟをௌきɺͦ こからվળしたاըをا業

にఏҊしɺ࣮ ৔において໰͏ɺͱいࢢの࣮ݱした商品をݱ プ͏ϩηεをମݧしますɻ

۩ମతに͸ɺଞに͸ないҎԼのΑ͏ な特௃͕ɺҭ੒のカΪͩͱ͑ߟていますɻ

商品化の実現

֤テーマͰ1位になったプラン͸ɺ࣮ した結果౼ݕに商品化さΕますɻ΋ちΖんࡍ

தࢭ΋ り͋ます͕ɺຖ೥多くの商品͕ൃചさΕていますɻこΕ͕ɺଞの商品اըコン

ϖに͸ないɺSカレの࠷大の特௃ͱい ま͑すɻ

実践的コミュニケーション

商品اըプϩηεのதͰɺ学生のօさん͕࣮ࡍのϢーβー΍ا業のํͱコミϡ

χケーシϣンしな͕ら商品اըをਐΊるͱい͏࣮ફతなマーケティングを学Ϳػ会

΋ɺੈ ք޿しͱい Ͳ͑΋このSカレにしか り͋ませんɻ

リアルタイムの競争

૪するͱい͏৔΋ڝな͕らリアルλイムにݟըஈ֊のライόルチームの੒果をا

特௃తͰすɻこ͏ したڝ૪͕ɺアイσアのࠩผ化΍ɺͦ の׬੒౓の্޲にഥंをか

͚ていきますɻ

全員での交流の場

コンηプトൃදの「ळカン」ʢカンϑΝレンεʣ΍ɺプランൃදの「ౙカン」なͲશһ

͕ूまるイϕントをॏࢹしていますɻ୯にൃදするͱい͏͚ͩͰなくɺࢀՃ学生ͱا

業ɺさらに͸ライόルチームͱ΋ަྲྀ͕生まΕていますɻळカンͰ͸ɺલ೥౓の商品

化ୡ੒チームにΑり૯߹優勝΋ڝΘΕɺࢀՃ学生に良いӨڹを༩͑ていますɻ

Sカレҕһ会

Sカレ2021をऴ͑て

Sカレ͕࠷ॳに࢝まったࠒ͸ɺこのදͰݴ ͱ͏ʪレϕル̍ ʫͰしたɻͦ のޙຖ೥ɺ৽し
いཁૉ͕ೖってきてɺදͰݴ ͱ͏ʪレϕル̐ ʫにまͰདྷていましたɻさらに今ճ͸ɺ社会
課題を解決する製品 くͮりͩ ͚Ͱなくɺ৽しいࢢ৔ くͮり΍ؔ܎ くͮりに΋௅Έੈのத
のಈきを௒ Α͑͏ ͱするグループ΋ग़てきていますɻレϕル̑ をॻきՃ͑ないͱい͚ない
のか΋しΕませんɻ

このΑ͏ にɺSカレ͸ڻくほͲのਐ化をしてきましたɻこ͏ したSカレのਐ化を΋たらした
の͸ɺ学生のօさん͕Sカレ΁のઌഐたちのࢥいにײڞする一ํͰɺͦ のઌഐたちを
一าͰ΋൒าͰ΋৐りӽ Α͑͏ ͱ౒ྗさΕてきた結果にଞなりませんɻ

こ͏ したօさんの࣋ؾち΍౒ྗをҭてたの͸ɺSカレ͕ஙき͋͛てきた఻౷のࣀ෺
Ͱ΋ り͋ますɻͦ Εに͸ɺօさんͱͱ΋にɺࢧԉ֤社のํʑ΍ࢦಋさΕたઌ生ํを͸じ
Ίͱしてɺ多くのํʑの͕͋ྗڠったこͱを๨Εて͸い͚ませんɻؔ のํʑにͦのऀ܎
こͱにँײしな͕らɺSカレͰ஝ ら͑Εたօさんのマーケティングのྗをଘ分に社会に
さΕていかΕるこͱを期଴していますɻشてൃ͚޲

て௖いているํʑにおྱをਃし্͛ますɻいつ΋な͑ࢧになりました͕ɺSカレをޙ࠷
͕らSカレのҙٛをཧ解し多大の͝ྗڠをࣀったࢧԉ֤社のօ༷ɺ学生たちをஸ
ೡにࢦಋしていたͩき り͕͋ ͱ͏ ͟͝いましたɻ

SカレをӡӦして௖いた学生ҕһのํʑ΋大มͩったͱࢥいますɻこΕͰഓったプ
ϩグラムをマωジメントするݧܦ΍ɺྗڠし߹った஥ؒたちͱのつな͕り͕ ɺこΕからの
օ༷にͱって大いなるྗͱなるこͱを期଴していますɻ

こ͏ した多くのํʑのࢧԉにରして͋らたΊて৺Αりおྱをਃし্͛ますɻ

Sカレҕһ長 石井३ଂ
神戸大学ʗྲྀ௨Պ学大学໊༪ڭत

ௐࠪのਅࣅ事

モノͮ くりಋೖ

٬ධՁಋೖސ

マーケティングಋೖ

レϕル1

レϕル2

レϕル3

レϕル�

「ௐࠪʙاը」

「ௐࠪʙاըʙ࡞ࢼ品 くͮり」

「ௐࠪʙاըʙ࡞ࢼ品 くͮりʙධՁʙ׬੒品」

「ௐࠪʙاըʙ࡞ࢼ品 くͮりʙ
ධՁʙ׬੒品ʙコミϡχケーシϣンʙӦ業」

Student Innovation College 2021 Student Innovation College 20212 3



Sカレ͸1�೥໨をܴ͑ɺ2�大学2�ゼミ3��ਓ΋の学生͕ɺ�つのテーマに分かΕて
੒果ൃදに௅Έましたɻ

ൃදさΕたօさんに͸ɺコϩφՒのなかɺྫ ೥にくら΂ۤ࿑͕多かったͱࢥいますɻ
ͦΕに͚ͣ࠳ɺΈͣからબんͩ課題を一ॴ͑ߟ໋ݒɺ஥ؒͱ݌ʑᨣʑのٞ࿦を行
いɺ多くのؒ࣌ͱखؒをか ら͚Εたこͱにܟҙをදしますɻ

ͦのۤ࿑の分͚ͩɺօさん͕ڞಉしてऔり૊んͩ会社課題΍社会課題を解決Ͱ
きたͱい͏ୡ੒ײ΍ॆ࣮ײ΋ͻͱきΘ大きくなったのͰ͸ないͰしΐ͏ かɻまたɺチーム
メンόーͱͱ΋に学ͼのݧܦをੵΉなかͰɺ৽しい஥ؒ΍自分の࢟をݟつ͚るこͱ͕
ͰきたのͰ͸ないかͱࢥいますɻ

ͦΕにして΋ɺօさんのൃද࡞品のレϕル͸ߴくなりましたɻSカレのਐ化のεテップ
をࡢ೥ࢦఠしました͕ɺ今ճ΋දͰࣔしておきますɻ

Sカレのझࢫ

SカレʢSUVEFOU *OOPWBU JPO $PM MFHFʣ͸ɺ࣮ ըاす商品ࢦに商品化を໨ࡍ

のインλーカレッジͰすɻͦ のझࢫ͸ɺ「未དྷのマーケλー」のҭ੒ͱなりますɻ大学

͸ҧ Ͳ͑΋マーケティングを学΅ ͱ͏ࢤをಉじくするएい஥ؒたち͕ɺޓいにॿ͚߹

い しͦて੾᛭ୖຏしɺ商品اըのཧ࿦を学ͼつつɺͦ Εを࣮ફしていくதͰɺ自ら

のاըをαイトͰެ開しϢーβーからのҙݟをௌきɺͦ こからվળしたاըをا業

にఏҊしɺ࣮ ৔において໰͏ɺͱいࢢの࣮ݱした商品をݱ プ͏ϩηεをମݧしますɻ

۩ମతに͸ɺଞに͸ないҎԼのΑ͏ な特௃͕ɺҭ੒のカΪͩͱ͑ߟていますɻ

商品化の実現

֤テーマͰ1位になったプラン͸ɺ࣮ した結果౼ݕに商品化さΕますɻ΋ちΖんࡍ

தࢭ΋ り͋ます͕ɺຖ೥多くの商品͕ൃചさΕていますɻこΕ͕ɺଞの商品اըコン

ϖに͸ないɺSカレの࠷大の特௃ͱい ま͑すɻ

実践的コミュニケーション

商品اըプϩηεのதͰɺ学生のօさん͕࣮ࡍのϢーβー΍ا業のํͱコミϡ

χケーシϣンしな͕ら商品اըをਐΊるͱい͏࣮ફతなマーケティングを学Ϳػ会

΋ɺੈ ք޿しͱい Ͳ͑΋このSカレにしか り͋ませんɻ

リアルタイムの競争

૪するͱい͏৔΋ڝな͕らリアルλイムにݟըஈ֊のライόルチームの੒果をا

特௃తͰすɻこ͏ したڝ૪͕ɺアイσアのࠩผ化΍ɺͦ の׬੒౓の্޲にഥंをか

͚ていきますɻ

全員での交流の場

コンηプトൃදの「ळカン」ʢカンϑΝレンεʣ΍ɺプランൃදの「ౙカン」なͲશһ

͕ूまるイϕントをॏࢹしていますɻ୯にൃදするͱい͏͚ͩͰなくɺࢀՃ学生ͱا

業ɺさらに͸ライόルチームͱ΋ަྲྀ͕生まΕていますɻळカンͰ͸ɺલ೥౓の商品

化ୡ੒チームにΑり૯߹優勝΋ڝΘΕɺࢀՃ学生に良いӨڹを༩͑ていますɻ

Sカレҕһ会

Sカレ2021をऴ͑て

Sカレ͕࠷ॳに࢝まったࠒ͸ɺこのදͰݴ ͱ͏ʪレϕル̍ ʫͰしたɻͦ のޙຖ೥ɺ৽し
いཁૉ͕ೖってきてɺදͰݴ ͱ͏ʪレϕル̐ ʫにまͰདྷていましたɻさらに今ճ͸ɺ社会
課題を解決する製品 くͮりͩ ͚Ͱなくɺ৽しいࢢ৔ くͮり΍ؔ܎ くͮりに΋௅Έੈのத
のಈきを௒ Α͑͏ ͱするグループ΋ग़てきていますɻレϕル̑ をॻきՃ͑ないͱい͚ない
のか΋しΕませんɻ

このΑ͏ にɺSカレ͸ڻくほͲのਐ化をしてきましたɻこ͏ したSカレのਐ化を΋たらした
の͸ɺ学生のօさん͕Sカレ΁のઌഐたちのࢥいにײڞする一ํͰɺͦ のઌഐたちを
一าͰ΋൒าͰ΋৐りӽ Α͑͏ ͱ౒ྗさΕてきた結果にଞなりませんɻ

こ͏ したօさんの࣋ؾち΍౒ྗをҭてたの͸ɺSカレ͕ஙき͋͛てきた఻౷のࣀ෺
Ͱ΋ り͋ますɻͦ Εに͸ɺօさんͱͱ΋にɺࢧԉ֤社のํʑ΍ࢦಋさΕたઌ生ํを͸じ
Ίͱしてɺ多くのํʑの͕͋ྗڠったこͱを๨Εて͸い͚ませんɻؔ のํʑにͦのऀ܎
こͱにँײしな͕らɺSカレͰ஝ ら͑Εたօさんのマーケティングのྗをଘ分に社会に
さΕていかΕるこͱを期଴していますɻشてൃ͚޲

て௖いているํʑにおྱをਃし্͛ますɻいつ΋な͑ࢧになりました͕ɺSカレをޙ࠷
͕らSカレのҙٛをཧ解し多大の͝ྗڠをࣀったࢧԉ֤社のօ༷ɺ学生たちをஸ
ೡにࢦಋしていたͩき り͕͋ ͱ͏ ͟͝いましたɻ

SカレをӡӦして௖いた学生ҕһのํʑ΋大มͩったͱࢥいますɻこΕͰഓったプ
ϩグラムをマωジメントするݧܦ΍ɺྗڠし߹った஥ؒたちͱのつな͕り͕ ɺこΕからの
օ༷にͱって大いなるྗͱなるこͱを期଴していますɻ

こ͏ した多くのํʑのࢧԉにରして͋らたΊて৺Αりおྱをਃし্͛ますɻ

Sカレҕһ長 石井३ଂ
神戸大学ʗྲྀ௨Պ学大学໊༪ڭत

ௐࠪのਅࣅ事

モノͮ くりಋೖ

٬ධՁಋೖސ

マーケティングಋೖ

レϕル1

レϕル2

レϕル3

レϕル�

「ௐࠪʙاը」

「ௐࠪʙاըʙ࡞ࢼ品 くͮり」

「ௐࠪʙاըʙ࡞ࢼ品 くͮりʙධՁʙ׬੒品」

「ௐࠪʙاըʙ࡞ࢼ品 くͮりʙ
ධՁʙ׬੒品ʙコミϡχケーシϣンʙӦ業」

Student Innovation College 2021 Student Innovation College 20212 3



Ճゼミ঺հࢀ

大学ـۙ
ኍ田 ষޫゼミ
を活༻しߟࢥ大学ኍ田ゼミ͸ɺσβインـۙ
特定のਓʑ΁のײڞを௨じてɺ৽たな໰題
をൃݟɺ解決をするɻळカンͰのչしさをόω
にɺኍ田ゼミならͰ͸の࢐৽なアイσアをൃҊ
しɺౙカンͰ͸શチーム優勝を໨ࢦすɻ 

たちখྛゼミ͸ɺेࢲ ೋਓेೋ
৭なメンόー͕日ʑܹࢗを༩͑߹ ゼ͏ミͰ͋
るɻエシカルফඅをテーマͱしたマーケティング
を学んͰおりɺا業ͱのڞಉイϕント࣮ ޲にݱ
͚てෆᎡෆ۶のਫ਼神のݩ活ಈしているɻౙカ
ンͰ͸チーム一 ͱؙなって優勝を໨ࢦすɻ

大ࢢࡕ立大学
খྛ ఩ゼミ

ϑレンυリーかつ和ؾ᥄ʑͰɺී
ஈ͸ しָΈな ら͕΍る࣌͸΍るͱい͏ ੾りସ ΋͑
しっかりग़དྷるの͕京都産業大学্ݩゼミの
特長Ͱ る͋ɻ3期生͕ࢀՃする今೥౓のSカレ
Ͱ͸チーム͝ ͱに੾᛭ୖຏしてؾ࢜をߴΊ߹
いɺプラン1位をࢹދᚳʑͱૂ っているɻ 

ୡ宮尾ゼミ͸ेਓे৭なゼミࢲ
ͩɻݸ性๛かなメンόーͱͱ΋にɺSカレ΁のࢀ
Ճのଞɺྠ ಡ΍グループϫークを௨じてɺイノ
ϕーシϣン΍ا業のϏジωεモσルについて学
Ϳɻ宮尾ઌ生ͱɺおؾにೖりの͏ り̈́ ーͱͱ΋に
Sカレ優勝を໨ࢦして௅戦するɻ 

たち山田ゼミ͸ਓをಈかࢲ
す࢓૊Έをσβインの؍఺からڀݚしているɻ
2ਓͱい͏ গਓ਺な ら͕ɺ֤ ʑݸ性తͰɺָ しく
しͦて一生໋ݒに活ಈしているɻळカンͰ得る

こͱ͕ ग़དྷた学ͼを࠷大ݶに活かしɺౙカンͰ
͸優勝を໨ࢦしたいɻ 

京都産業大学
࿱ゼミ ݩ্

ؔ西大学ಙ山ゼミ͸ɺහ࿹ڭ
तのಙ山ઌ生のԼͰɺݸ性ҲΕる13ਓの༇
շなゼミ生 「͕ϑィールυϫークから学Ϳマーケ
ティング」をテーマに活ಈしているɻౙカンに޲
͚チーム一 ͱؙなりɺΑり良い商品開ൃに͚޲
ਫ਼ਐしていくɻさ͋ ɺ優勝を௫ΈऔΖ͏ ɻ 

ؔ西大学
ಙ山 ඒ௡ܙゼミ

甲南大学
佐藤 圭ゼミ
たちのゼミ͸ɺ1�ਓの༇շな஥ؒたちからࢲ
なるゼミͰ る͋ɻゼミͰ͸ɺ̨カレ΍ଞا業ͱの
ಉ開ൃを௨してマーケティングを学んͰいڞ
るɻ佐藤ゼミ͸ઌ生ͱのڑ཭͕ײඇৗに くۙɺ
「佐藤Ո」をܗ੒しているɻ佐藤Ո自ຫの団
結ྗͰౙカンに௅Ήɻ 

ಉࢤ社大学
෌田 ݈司ゼミ
たち෌田ゼミ͸「෕」ɺ෌田݈司をච಄ࢲ
にɺ೤ҙҲΕるएਓୡ͕શࠃからू ɻ͏商品
開ൃをத৺ͱしたマーケティング戦ུのߏங
を行 ゼ͏ミͰ る͋ɻౙカンͰ͸ɺ෌田ゼミらしい
ॊೈなߟࢥͱɺՈ଒Ѫͱ΋ݴ ΂͏き団結ྗͰ
優勝を੮רするつ΋りͩ ɻ 

ؔ西学Ӄ大学
石෵ ॱ໵ゼミ
石෵ゼミ͸「ߟಈྗ」をテーマにݸ性๛かͰ
多ํ໘に活༂している学生͕ɺͦ ΕͧΕの特
性ͱݧܦを活かしたҙݟͰٞ࿦する༗ҙٛ
なゼミͰ る͋ɻౙカンͰ͸զʑのڧΈͰ る͋Պ
学తな分ੳを༻いɺ「ࢗさるコンηプト」Ͱਫ਼
౓のߴい商品化をશһͰ໨ࢦすɻ

ۨᖒ大学
ੁ野 佐৫ゼミ
Ϣーモラεなੁ野ઌ生のݩにूまったਫ਼Ӷた
ち͸ɺマーケティング分野のதͰ΋ओにফඅऀ
行ಈ࿦のڀݚにྭんͰいるɻ「΍りたいこͱを
΍りɺݴいたいこͱをݴ �͏」ͱい͏ モットーͰɺݸ
性ҲΕるアイσィアをग़しな ら͕ɺౙカン優勝を
໨ࢦしているɻ 

神戸大学
宮尾 学ゼミ

立大学ݝլ࣎
山田 าゼミ

専修大学
奥瀬 喜之ゼミ

լ大学࣎
山Լ ༔ゼミ
ͻͱきΘݸ性తなઌ生にूったɺे ࿡ਓे࿡
৭の「し͕ ない」ݸ性೿ू団ɻ΍る͕ؾ り͋す
る͕͗ いをしࢥにɺશһ͕ळカンͰ͸չしいނ

たɻངかઌのશ൝優勝を໨ඪにɺチームの஥
ؒを৴じてɺ一ؙͱなってશྗͰऔり૊Ήɻͻ
Αってるౕいるʙʁ 

大学ࡁܦ࡚ߴ
佐藤 හٱゼミ
஍からू֤ࠃ大学佐藤ゼミ͸ɺશࡁܦ࡚ߴ
まったݸ性๛かな学生たち͕ओମͱなりマー
ケティングをத৺に༷ʑな活ಈを行っているɻ
SカレͰ͸ౙカン1位ͱい͏ ໨ඪに͚޲てɺゼミ
શମͰ੾᛭ୖຏしな らָ͕しΉこͱを๨Εͣ
日ʑฃಆதͰ る͋ɻ

法政大学
杉浦 未樹ゼミ
ը΍ൢചاたち法政大学杉浦ゼミ͸商品ࢲ
ଅਐのεキルのश得を໨ඪにɺ杉浦ઌ生の͝
Ͱ΋ゼミ生Ͳ͏ڥಋの΋ͱɺΦンライン؀ࢦ し日ʑ
೤いҙྲྀަݟを行い੾᛭ୖຏしているɻSカ
レͰ͸チームͦ ΕͧΕのݸ性を活かしたൃද
Ͱ૯߹優勝を໨ࢦすɻ

法政大学西川・本條ゼミͰ͸ɺh「ָしい」を
カλチにする࣮ફతマーケティング をɦテーマに
メリϋリの る͋ゼミ活ಈを行なっているɻݸ性๛
かなゼミ生͕ੵۃతにٞ࿦を行いɺおޓいߴ
Ί߹いな ら͕「Sカレ優勝」を本ؾͰ໨ࢦすɻ 

෢ଂ野大学
川 一郎ゼミݹ
川ゼミ͸ɺओに商品開ݹたち෢ଂ野大学ࢲ
ൃ΍マーケティングについて学んͰいるɻチーム
ͱ͝に࿩し߹い΍ௐࠪをしな ら͕SカレͰ優勝

するこͱを໨ࢦしてɺ日ʑ౒ しྗているɻ 

法政大学
西川英彦・本條晴一郎ゼミ

たち໌ւ大学খ୩ゼミ͸ɺִࢲ
िͰԕִत業になるதͰɺॳΊての商品ا
ը立Ҋに࢛ۤീۤしな͕ら΋ɺָ しΈな͕ら
マーケティングを学んͰいるɻळカンͰ௖いたߨ
ධを౿ま͑ ɺౙカンに͚޲てさらにプランをຏ
きɺ社会からٻΊらΕる΋のをߟ た͑いɻ

໌ւ大学
খ୩ ࢠܙゼミ

ྲྀ௨Պ学大学
ਗ਼ਫ ৴೥ゼミ

和歌山大学
佐野 楓ゼミ

「ָしく」ɺ「೪りڧく」͸佐野ゼミの࣋ちຯɻ
「ָしく」औり૊Ή事͕日ʑのݪಈ ͱྗなりɺͦ
Ε͸活ಈにおいて޷॥؀を生Ήɻͦ のΑ͏ な
チームなのͰɺ多਺決Ͱ͸ないݸਓのࢹ఺を
大੾にͰきɺޙ࠷まͰఘΊないᩦཉさ͕チー
ムの優勝をޙԡしするɻ 

和歌山大学
柳 到亨ゼミ
和歌山大学柳ゼミ͸ɺ柳ઌ生の͝ ಋの΋ͱࢦ
12ਓの஥ؒたち͕ ɺߴいにଚॏしޓ Ί߹いな

ら͕࣮ફతにマーケティングを学Ϳɻ1೥か て͚
਎につ͚た஌ ͱࣝ団結ྗをSカレ本番の෣୆
Ͱଘ分にൃشしɺౙカン優勝をશһͰ௫Έऔ
るɻ 

த京大学
宮಺ ඒึゼミ
たち宮಺ゼミ͸ɺෳ਺のϏジωεコンテεトࢲ
΁のग़৔を௨してマーケティングについて学
んͰいるɻまたɺ課題解決ྗ΍࣭໰ ͱྗいった
社会ਓにඞཁなೳྗを਎につ る͚たΊ日ʑ
औり૊んͰいるɻSカレͰ͸ɺ今まͰ学んͩこͱ
をશてൃشし優勝を໨ࢦすɻ 

日本大学
石田 大యゼミ

南山大学
川๺ ᚸࢠلゼミ

たち͸ྠಡ・グループࢲ
ϫークを௨して商品開 ͱൃফඅऀ行ಈを学ん
ͰいるɻこΕまͰの活ಈͱしてɺલ೥౓のSカレఏ
Ҋ商品をリλーンͱしたクラ΢υϑΝンσィングを
しɺ໨ඪֹۚをୡ੒したɻౙカンͰ͸ɺ商ࢪ࣮
品化権獲得のたΊ֤テーマ優勝を໨ࢦすɻ 

立大学ࢢ屋ݹ໊
山本 ಸԝゼミ
立大学山本ಸԝゼࢢ屋ݹ໊
ミ͸ɺ࣮ た活ಈをத৺͚޲の商品開ൃにࡍ
にマーケティングを学んͰいるɻコϩφ΢イルε
のӨڹͰゼミ΋ΦンラインͰ͋った͕ɺͦ Εを΋
のͱ΋しないチームϫークͰ優勝を໨ࢦすɻ 

தଜ学Ԃ大学
໌神 ࣮ࢬゼミ
たち໌神ゼミ͸ɺओにグルーࢲ
プϫークを௨してマーケティングについて学ん
Ͱいるɻݸ性๛かなメンόーの΋ͱɺ「ࣦഊし
て΋いいからɺࢥいっきり」をモットーにऔり૊
んͰいるɻSカレͰ͸優勝ͱい͏ ໨ඪに͚޲௅
戦していくɻ 

ೣをѪして΍まない川๺ઌ生を
ච಄にɺࢲたち͸य़から஍اݩ業の ͱํ産学
࿈ܞ活ಈをさせていたͩきɺ商品開ൃ΍社
会໰題解決΁のऔり૊ΈにྭんͰきたɻSカレ
優勝に͚޲ɺ஥ؒಉܹࢗ࢜し͋ いɺ࣭ のߴい
商品اըにߋにຏきをか て͚いくɻ 

たち日本大学石田ゼミ͸ɺ石ࢲ
田ઌ生の͝ ڞ性๛かなゼミ生ͱݸಋの΋ͱࢦ
にྠಡ΍グループϫークを௨してマーケティン
グ΍製品開ൃプϩηεについて日ʑ学んͰい
るɻSカレͰ͸ɺ商品化を໨ඪにɺશチーム੾
᛭ୖຏしな ら͕「優勝」を໨ࢦすɻ 

日本大学
ਫ野 学ゼミ
ਫ野ゼミを一ݴͰදすͱ多༷性ɻ 
།一ແೋの くًݸ性を࣋つ�ਓ͕ɺҙݟをަΘ
しな ら͕ૅجをݻΊコンテεト΍産学࿈ܞͰ型

りഁに௅戦ɻݸ性ֻ͕͚߹ΘさるこͱͰ化学൓
Ԡをىこすਫ野ゼミ͕ ɺSカレͰ΋ݸ性をരൃさ
せ優勝を໨ࢦすɻ

໨ന大学
長࡚ 秀ढ़ゼミ
�期生͸ݱ在13໊͕在੶ɻマーケティング΍
ブランυをओに学んͰいるɻօҙཉతͰマーケ
ティング͕大޷きなਓୡ͕ू結ɻ࿩し߹い͚ͩ
Ͱなくɺ自ओษڧ会΍レクを行い஥をਂΊてい
るɻSカレͰ͸ゼミશମͰテーマ͝ ͱにٞ࿦をし
૯ྗ戦Ͱ௅んͰいるɻ

ྲྀ௨Պ学大学ਗ਼ਫゼミ͸ɺ商
品اըをメインにマーケティングについて学ん
ͰいるɻSカレͰ͸テーマ͕ҧ ଞ͏チームに΋ア
υόイεし߹いɺ੾᛭ୖຏしているɻޙ࠷まͰ
しɺౙカンͰ͸ͦޡࡨ行ࢼ ΕͧΕのチーム͕
優勝を໨ࢦすɻ

京都橘大学
⅖良兼司・今井まりなゼミ
⅖良・今井ゼミ͸ɺ࣮ ફを௨してマーケティング
を学んͰいるɻSカレ2021Ͱ͸ɺް Έの る͋࣊
ѪにຬちたఏҊͰɺߋなるߴΈ΁௓༂するɻ
༿にɺ਺ݴ߹たち͸ɺ「�SカレさまͰす」をࢲ
多くのࢼ࿅をクリアしɺ࣋ଓ可ೳな商品のا
ըを࣮ݱするɻ
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大学ـۙ
ኍ田 ষޫゼミ
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法政大学西川・本條ゼミͰ͸ɺh「ָしい」を
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ൃ΍マーケティングについて学んͰいるɻチーム
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するこͱを໨ࢦしてɺ日ʑ౒ しྗているɻ 
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ムの優勝をޙԡしするɻ 

和歌山大学
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和歌山大学柳ゼミ͸ɺ柳ઌ生の͝ ಋの΋ͱࢦ
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せ優勝を໨ࢦすɻ

໨ന大学
長࡚ 秀ढ़ゼミ
�期生͸ݱ在13໊͕在੶ɻマーケティング΍
ブランυをओに学んͰいるɻօҙཉతͰマーケ
ティング͕大޷きなਓୡ͕ू結ɻ࿩し߹い͚ͩ
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⅖良兼司・今井まりなゼミ
⅖良・今井ゼミ͸ɺ࣮ ફを௨してマーケティング
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ըを࣮ݱするɻ
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Sカレ2021  活ಈ࣮੷・༧定

学生ҕһ会 コンηプトൃ ද

"VUVNO $POGFSFODF

テーマ͝ ͱに৹ࠪ
コンηプト・テーマ1位

�つのテーマ
2�大学2�ゼミ3��໊の3೥生

ਵ࣌'BDFCPPLϖージެ開

;PPNミーティングにてɺ
Sカレҕһ・学生ҕһに
Αる会ٞを開࠵

ळカンͰのࢦఠを͏ ͚ɺ
੒࡞ըॻاしつつɺ౼ݕ࠶

;PPNミーティングにΑるळカンに
てɺテーマに分かΕてコンηプト
ൃදͱ৹ࠪにΑりɺコンηプト・
テーマ1位を決定

ಉ࣌にɺࡢ೥౓のSカレ2020の
商品化ୡ੒ʢ࣮ࡍにൃചʣチー
ムの૯߹優勝戦にΑりɺ૯߹優
勝なͲを決定 

のͦޙɺ࠙ ਌会࣮ࢪ

;PPNミーティングにΑるౙカンに
てɺテーマに分かΕてプランൃද
ͱ৹ࠪにΑりɺプラン・テーマ1位を
決定

さらに֤テーマ̍ 位͸プラン優勝
戦΁ʢৄࡉ͸࣍ϖージʣ

のͦޙɺ৹ ・ࠪදজを行いɺ࠙ ਌
会࣮ࢪ

Ճ学生のલࢀ೥౓ळカンの࣍
Ͱ࣮ࢪさΕるɺϑΝイφリεトの
商品化ൃදͱ৹ࠪにΑりɺ૯߹
優勝なͲを決定ʢ開࣌・ߍ࠵期
͸未定ʣ

プランൃද 商品化ൃද Sカレ2020૯߹優勝

8JOUFS $POGFSFODF

プラン・テーマ1位
プラン優勝 準優勝 3位

学生賞 日本マーケティング学会賞
吉田秀雄記念事業財団ঐ

"VUVNO $POGFSFODF

商品化ୡ੒の
優秀賞チームର৅

૯߹優勝 
準優勝 3位

テーマا業ͱのଧち߹Θせを行͏

�݄຤ʢ༧定ʣまͰに商品化ୡ੒
ʢ࣮ࡍにൃചʣのチームに͸優
秀賞͕त༩さΕɺ૯߹優勝戦
のϑΝイφリεトͱなる
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ますカプηル
Sカレ201� 商品ൃച

Sカレ࣮੷ 今೥౓商品化 Sカレ࣮੷

Ήしキϟッチリー 

Sカレ2020 商品ൃച

ʠお෦屋にग़た஬を৮らͣ ؆୯
に֎にಀ͕すʡͱい͏ ɺࡴ஬・๷
஬に͙࣍৽しい஬ରࡦの「ಀ
஬」にண໨した৽ࢢ৔の商品
Ͱ る͋ɻ 

ʢ日本大学/ਫ野学ゼミʣ 

σコϖλシール

Sカレ2020 商品ൃച

ݟো͕いऀ΍ɺ日ৗతに֮ࢹ
͑ͮらさをײじるํに͚޲てߟ
Ҋɻషるͩ ͚Ͱ「୭Ͱ΋৮ってす
͙に」΋ののࣝผ͕可ೳになる
シールɻ 

ʢ法政大学/西川英彦・本條
晴一郎ゼミʣ 

ுし͕ちなۓ
एख社һにリϙDʂ 

Sカレ2020 商品ൃച

λーήットをۓுし͕ ちなएख社
һにઃ定ɻۓுからくる৯ཉෆ
ৼに「リϙD」ͱい͏ બ୒ࢶを૿
΍すプϩモーシϣンをߟҊɻ 

ʢ神戸大学/宮尾学ゼミʣ

今をߴΊるコレクシϣン
ʙ多可コレʙ

Sカレ2020 商品ൃച

૆෕฼ͱଙͰシミラールックをண
༻したࣸਅをࡱりɺ*OsUBHSBN
Ͱ̩ 多可コレを෇ て͚౤ߘするͱ
多可町の໊産品͕౰たるܟ࿝
の日イϕント 

ʢ和歌山大学ʗ柳到亨ゼミʣ 

S5"35 61ˢ
ब勝メーク 

Sカレ2020 商品ൃച

メークの೰Έを໢ཏతに解決す
るこͱ͕ ͰきるαーϏεɻ 
ීஈメークに৮ΕないਓͰ΋Θか
り΍すいコンテンツͱなっているɻ 
ʢۙـ大学ʗኍ田ষޫゼミʣ 

33 5SJQ JO ࣎լ 

Sカレ2020 商品ൃച

じるָしײ΍ӡಈを௨して࡞޻
さͱ3つの3	リσϡーεɺリϢー
εɺリαイクル
に৮ΕるこͱͰ得
る学ͼをඋ た͑旅行プランɻ 

ʢؔ西学Ӄ大学/石෵ॱ໵ゼミʣ 

ϐλッͱチΣキ

Sカレ2020 商品ൃച

本製品͸チΣキプリントぴったり
αイズのマグωットシールͰマグ
ωット͕ つく৔ॴならͲこͰ΋チΣ
キプリントを০るこͱ͕ Ͱきるɻ

ʢ法政大学ʗ杉浦未樹ゼミʣ υシラι;͊Έωット
Sカレ201� 商品ൃച

定 リラックマ5シϟツݶۭؔ
Sカレ201� 商品ൃച

DPM'JUUFSʢͲる; っ͌たーʣ
Sカレ201� 商品ൃച

ぺっちΌんこ஬か͝
Sカレ201� 商品ൃച

ますカプηル
Sカレ201� 商品ൃച

շ຾εイッチ
Թパジϟマ
Sカレ201� 商品ൃച

3V$VsI J PO 	りΎっくしΐん

Sカレ201� 商品ൃച

ѪकᐩʢΊ΋りますʣ
Sカレ201� 商品ൃച

キϟリーの
Α͏ にͻらく
多ػೳ
リϡック
Sカレ201� 商品ൃച

ϙッチϟリン袋
Sカレ201� 商品ൃച

DSFBN リϙD
Sカレ201� 商品ൃച

Ѫを
΅ڣ ʂ͏
アイε
クリーム
の旅
山தԹઘ
Sカレ201� 商品ൃച

DIBDLIPNF
Sカレ201� 商品ൃച

Ίくってଗ͑て ջ࿩;ͩ
Sカレ201� 商品ൃച

ϙジレコ
Sカレ201� 商品ൃച
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Sカレ࣮੷

5PLJ 5BUF
Sカレ2013 商品ൃച

$0/S)&-'
Sカレ2013 商品ൃച

か̍らの学生生活
Ή大学生ا
学生のࢹ఺からపఈ解 ʂ໌

Sカレ2013 
商品ൃച

か̍らのܦӦ学෦
Sカレ2013 商品ൃച

エιラ
Sカレ2013 商品ൃച

Sカレ201�商品ൃച
ΘちΌ

か̍らの学生生活
大学生活にજΉӨྗڹを
学生のࢹ఺からపఈ解 ʂ໌

Sカレ2013
商品ൃച

か̍らの学生生活
大学生 き̫っか͚

Sカレ2013 
商品ൃച

Sカレ201�商品ൃച
૊Έ立てマεɻ

Sカレ201�商品ൃച
3FWPMVUJPOBSZ .PWFNFOU

Sカレ201�商品ൃച
たたΊるクッシϣンʡGVBSEʡ

Θってμーε
Sカレ201� 商品ൃച

ឺ シ̩ϟツ
0S030
Sカレ201� 商品ൃച

Sカレ201� 商品ൃച
"S0#PEZ

Sカレ201� 商品ൃച
ます߳

B@.6G 
ʙឺを͙ܨマグカップʙ
Sカレ201�商品ൃച

Sカレ201� 商品ൃച
クレンジングˑαプライズ

Ζ͏࡞ ʂ自分஍ਤ
Sカレ201� 商品ൃച

HQ
Sカレ201� 商品ൃച

Sカレ201� 商品ൃച
3"*/#066 �̨̗ ̠̚ ̩

Sカレ201� 商品ൃച

インλーンシップ
から࢝Ίる
ब活ノート
Sカレ201� 商品ൃച

Sカレ201� 商品ൃച
̢BsNPLF

カルݞ
クッシϣン
トート
Sカレ201� 商品ൃച

ますこ;Ε
Sカレ201� 商品ൃച

αンカットϔアϗイップ
Sカレ201� 商品ൃച

な͚Έん͙ テープ
Sカレ201� 商品ൃച

DFDP�DIFFSʙσコッチϟʙ
Sカレ201� 商品ൃച

."."
-&*S63&
Sカレ201� 商品ൃച

ま͙ ͶΘらい
Sカレ201� 商品ൃച

Sカレ࣮੷
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Sカレ࣮੷
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ϖットϘトル͕ೖる1$όック
Sカレ200� 商品αンプル化

ヘアメークスペースやリラックススペース、
PCスペースなど写真映えする空間に
パワーアップ！おひとりでも、
お友達と一緒でも楽しんでいただけますので
渋谷での待ち合わせにピッタリです。

2022 年 2月、DHCコミュニケーションスペースがリニューアルオープン

Twitter Instagram

Student Innovation College 202114
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クリアシート便利グッズ
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1 ࡯؍� Observation 2 ࡞品੍࡞ࢼ� Prototyping 3 �ൢചଅਐ Promotion

ؔ西学Ӄ大学ɹ石෵ॱ໵ゼミ/ۚ୔௚樹ɺླ ໦ᰜɺؙ Ԭࢻҥࡊ

ચড়ޙのマ΢εϐーεのਫؾを
かす便利グッズס

εϙーツ༻マ΢εϐーεをׯすͱい͏商
品Ͱ͋るɻεϙーツ༻のマ΢εϐーε͸
使ったޙにอ؅する৔ॴ͕ແくてద౰
に์ஔしてしま͏ ਓ͕多いɻͦ の結果ɺマ
΢εϐーεͰ૿͕ە৩しࣃपපに΋ܨ
͕りかͶない໰題͕͋ったɻͦ こͰマ΢ε
ϐーεにؔ࿈した商品͕গない事から
΋ɺマ΢εϐーεをׯしてอ؅৔ॴを֬
อするͱい͏ 商品Ͱ͋るɻ໘Ͱ͸なくઢͰ
૊Έ立てたҝਫؾをམͱしסかす事͕
Ͱきɺまた࣋ちӡͼ可ೳな商品Ͱ͋るɻ
この商 品͕࣮ するͱɺマ΢εϐーεをݱ
すͱい͏ׯ ৽たなจ化を૑ग़する事͕Ͱ
きるɻ

日ৗ生活のதͰちΐっͱ໘౗षいなͱ
ࢥ こ͏ͱを୳しग़しɺͦ Εを解決Ͱきる
商品͕͋Ε͹いいなͱい こ͏ͱを͑ߟ
たɻχッチࢢ৔をλーήットͱしɺ今ま
Ͱにແかった৽しい商品を࡞りग़す
こͱをコンηプトͱしたɻͦ い͏ったܦҢ
Ͱɺҩྍ༻・εϙーツ༻マ΢εϐーε
にয఺を౰てɺਫؾを১きऔるの͕
໘౗षいこͱをχーズͱしてଊ͑たɻ

マ΢εϐーεのཷまったਫを্खくམ
ͱすҝにɺ໘Ͱ͸なくઢになるߏ଄を
ҙ ࣝしてࢼ ڙ 品 ੍ を行っていっ࡞
たɻ࣮ にマ΢εϐーε利༻ऀ਺໊ࡍ
に使༻して΋ら͏ ͱɺ্ खくਫ͕ؾऔ
Εたͱの੠͕多かったɻまた෦活ಈ
のԕ੐౳࣋ちӡͼ可ೳな商品にし
たくɺ૊Έ立て͕؆୯な商品を৺ֻ
͚たɻ

マ΢εϐーε専 ໳ ళにൢ ച ଅ ਐを
行ったɻまͣ͸マ΢εϐーεをׯすจ
化͕ແいҝɺマ΢εϐーεߪೖऀに
͸ノϕルティͱして഑ ෍して「 「すׯ
श׳෇͚をࢼΈたɻ࣮ ࿏ઌのൢࡍ
֬อͱして্खくいったҝɺϗϫイトχ
ング༻のマ΢εϐーεにண໨しࣃҩ
ऀに΋ൢചଅਐを行っていったɻ

һڭಋࢦ
石෵ॱ໵ઌ生
からのコメント

マ΢εϐーε<ほ>ελンυ͸ɺ৽ࢢ৔૑଄を໨ࢦすը期తな商品Ͱ͋るɻマ΢εϐーε使༻ऀ
の೰Έにண໨した఺ɺ઀৮໘をઢにするなͲの製品վ良ɺ)65にΑるプϩトλイプධՁなͲɺ
ஸೡな開ൃを行っていた఺͕ૉ晴らしいɻこのݧܦをब活ɺকདྷの࢓事に活かしてほしいɻ

クリアシート便利グッズ

マ΢εϐーε［ほ］ελンυʤマ΢εϐーε<ほ>ελンυʥ
京都産業大学ɹ্ݩ࿱ゼミ/西ํ雄࠸ɺ஑田෫優߳ɺ和田ۏඒɺञ井෣

チΣキ専༻の りં৞Έࣜアルόム

஀生日αプライズをするͱきに使 る͑ジϟ
όラ型のチΣキアルόムͰ͋るɻチΣキ
͕ೖるϙケット͸� ຕ ೖりになっておりɺ
αプライズの࣌にϕットの্なͲに০りɺ
ͦのޙ͸ંりたたんͰアルόムにͰきるɻ
λーήット͸ߍߴ生΍大学生のチΣキ
を使༻しているਓ・஀生日αプライズを
ったɻͦߜているਓに͑ߟ の日にࡱった
チΣキ΍ࢥいग़のチΣキをೖΕる͚ͩ
なのͰɺ୭Ͱ΋؆୯に可ѪくおॕいͰき
るΑ͏ になっているɻチΣキ͚ͩͰなくメッ
ηージカーυ΋ϙケットにೖΕるこͱ͕ Ͱき
るɻ

大࠷たち͸クリアシートの特性をࢲ
りた࡞に活かすこͱのͰきる΋のをݶ
いͱ͑ߟた結果ɺアルόムのΑ͏ な΋
の͕Αいͱ͑ߟたɻएいੈ ୅にチΣ
キ͕ਁ ಁしているこͱ΍チΣキのൢ
ച୆਺͕೥ʑ૿Ճしているこͱからɺ
チΣキ専༻のクリアアルόムを࡞って
Έたら໘നいのͰ͸ないかͱ͑ߟたɻ

Ίのஈ֊Ͱ͸ંりたたΉこͱ͕Ͱ࢝
きない商品Ͱ͋った͕ɺൢ ച࣌のこ
ͱを͑ߟɺં りたたΊたほ͏͕コンパ
クトになりൢചし΍すいͱͮؾきɺࢼ
行ޡࡨを܁りฦした結果ɺジϟόラ
型になったɻまたɺ࣮ に਺ࡍ ໊に商
品をखにऔって΋らいҙݟ΍ײ૝を
ฉきɺ商品のվળに活かしたɻ

ൢ࿏ͱして͸ɺλーήット͕ 生΍ߍߴ
大学生ͱいったएい೥ྸ૚のたΊɺ
Ձ֨ࠒ΍ϩϑトͱいったおखۉ100
な商品をऔりѻっているおళにしたɻ
商品のൢച৔ॴ΋ɺパーティーグッ
ズ΍チΣキ͕ஔいて͋るブーεͱ決
Ίɺほかの商品ͱ一ॹにܰؾにखに
औって΋ら͑ るΑ͏ にしたɻ

һڭಋࢦ
࿱ઌ生ݩ্
からのコメント

商品のアイσアをग़すのにす くۤ͝࿑しておりɺコンηプトをݻΊるまͰに多大なؒ࣌をཁし
た͕ɺۙ ೥ਓߴ͕ؾまっているチΣキにண໨したアルόムͱい͏の͸ண؟఺ͱして͸良いͱ
するに͸΋͏ݱ商品ͱのࠩผ化を࣮߹ڝじたɻたͩɺײ 一޻෉ඞཁͰ͋るΑ͏ にࢥΘΕるɻ

クリアシート便利グッズ

, J V JʤチΣキライズʥ
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京都橘大学ɹ⅖良兼司・今井まりなゼミ/ࣣݪࢢւɺՃ藤୓໵ɺதଜਫԻ

૆෕฼ͱのつな り͕をݟ௚ͦ͏ �
չͱのさΑ͏ޙ ならɻ

この商品͸ɺଙͱのࣸਅ͕ೖるおༀख
ாͱ਍ ࡯ ݊ ೖΕͰ͋るɻ૆ ෕ ฼ͱのコ
ミϡχケーシϣン͕ݮった大学生をλー
ήットにઃ定しɺ૆෕฼ͱのผΕをޙչ
しないたΊにɺ஀生日をきっか͚に૆෕
฼ͱ会͏ػ会を૑ग़しΑ͏ ͱ͑ߟたɻͦ の
ɺ஀生日プレゼントͱしてこの商品をଃࡍ
るたΊɺϢーβー͸૆෕฼ͱなるɻこの
商品を௨してɺՈ଒のつな り͕を֬࠶ೝ
Ͱきるɻまたɺおༀखா͕͋Ε͹ༀの౤
༩にΑる事ނを未વに๷͗ɺສ一の࣌
に਎͕ݩΘかるたΊɺおༀखாを࣋ちา
くこͱ͕ɺ૆෕฼の໋をकるこͱに΋つな
͕る商品Ͱ͋るɻ

メンόーશһɺ大学生活͕๩しくੲͱ
ൺ΂て૆෕฼に会͏ػ会͕ݮってし
まったɻͦこͰɺ大学生ͱͦ の૆෕฼΁
インλϏϡーを行いɺおޓいに΋っͱ会
いたいͱࢥっているに΋かかΘらͣɺ会

た͏Ίの行ಈをىこせていないこͱ͕
൑໌したɻこのままͰ͸ɺ྆ ऀͱ΋ޙչ
してしま͏ たΊɺ大学生ͱ૆෕฼͕会

た͏Ίのきっか͚͕ඞཁ ͱͩ͑ߟたɻ

ᶃおༀखாɺᶄ਍݊࡯΍อূݥɺ
ᶅࣸਅ͕ೖるΑ͏ にઃܭしたɻ਍࣌࡯
に使 ᶄ͏͸ɺ�ຕೖるΑ͏ にしたɻ�ຕೖり
のཧ༝͸ɺ૆෕฼΁のインλϏϡーͰɺ
௨Ӄ࣌に࣋っていく਍݊࡯の਺͕ɺ࠷
大Ͱ�ຕのํ͕多かったからͰ る͋ɻさら
にɺଙͱのࣸਅをೖΕɺいつͰ΋ݟฦせ
るΑ͏ にするこͱͰɺおༀखாのඞܞͱい

社͏会課題の解決にܨ る͕ͱߟ た͑ɻ

'BDFCPPLのϖージのࢧԉऀͰ͋
る1�1໊の大学生にɺアンόαμー
ͱしてɺS/SͰ商品を঺հしていた

くͩɻ౤ߘするࡍ͸ɺ�ま͝ こΖϑΥル
μーɺ� ૆ ෕ ฼ ޹ 行 ɺ�ま͝ こΖɺͱ
ϋッシϡλグをつ͚て΋ら͏ ɻまたɺλー
ήットͰ͋る大 学 生͕঺ հするこͱ
Ͱɺଞの大学生に΋自分 ͱ͝ͱしてߟ
͑ɺ行ಈして΋ら͏ こͱ͕ Ͱきるɻ

һڭಋࢦ
⅖良兼司ઌ生
今井まりなઌ生
からのコメント

໨ઌの便利にनΘΕͣɺ࠷ऴతに͸「ଙ৺」͕ こ΋ったఏҊͱなったɻ໰題解決に஫ྗす
る͋まりɺ事લにܭըした௨りに෺事͕ਐまないこͱをɺ௧ײした日ʑͰ͋ったͱ͏ࢥɻͱ͸い
͑ɺࠜ ってɺͥ࣋੎について͸自৴を࢟くਪしਐΊるڧؾ ͻͱ΋今ޙに活かしてほしいɻ

クリアシート便利グッズ

αンクリアʤま͝ こΖϑΥルμーʥ
田ඔਅɺদ૔ѥఠɺ山田ࣿಸҥࠇ/大学ɹኍ田ষޫゼミـۙ

খさな日ৗを࢓෣͏

「෣΅ͱるケーε」͸ɺண෺をணてࡦࢄ
する٬ޫ؍をλーήットͱした商品Ͱ͋
るɻண෺ޫ؍においてɺݹ都のੈք؍
にೖりࠐΊるΑ͏ にトーλルコーσィωート
をしてࡦࢄする͕ɺͦ のࡍに࣋ちาくϖッ
トϘトル をଳͼてしま͏「ײ࣮ݱ͕」 ɻつま
りɺඇ日ৗにೖりࠐΉまͰ「ޙ࠷の1ϐー
ε」͕ ͸まっていないのͰ͋るɻͦ んな೰
Έを解決するたΊɺ「খさな日ৗを࢓෣
͏」ケーεを開 ൃしたɻࢲたち͸この商
品を௨して「ココϩに࢒るݹ都ମݧ」を
ఏڙするɻ

ち෺についてアンケー࣋Ͱの࣌ޫ؍
トを行ったɻするͱɺ௨ৗのޫ؍Ͱ͸
ҿΈ෺を࣋ちาくこͱにରしɺண෺ண
ちาかないਓ͕࣋Ͱ͸ޫ؍の࣌༺
多くいるこͱ͕分かったɻௐࠪをਐΊ
るͱɺҿΈ෺を࣋ちาくこͱͰ「࣮ݱ
͕「ײ てしま͏͑ݟ こͱ͕ݪҼͩͱؾ
ͮくɻͦ こͰࢲたち͸「খさな日ৗを
෣͏」ケーεを開ൃしΑ͏࢓ ͱ͑ߟたɻ

ٱ品͸ɺ૊Έ立てのしқさ΍଱࡞ࢼ
性ɺ࣋ちखの޻෉なͲԿ౓΋վ良を
ॏͶたɻ࣮ ূݕき޲に京都΁ग़ࡍ
をしたりɺ٬30ޫ؍ਓに੠をか͚た
りして使༻ײの֬ೝを行ったɻまたɺ
この商品を使༻するલͱޙの࣋ؾち
のม化をインλϏϡーしɺޮ ༻͚ͩͰ
なくମݧをσβインするこͱをҙࣝし
たɻ

この商品͸ண෺をணてࡦࢄするޫ؍
٬͕λーήットのたΊɺλーήット͕ ඞ
ͣ๚Εるண෺レンλル屋さんをൢ࿏ઌ
にӦ業を行ったɻަ বを行 ͱ͏ɺレンλ
ルͱしてのିग़΍ങऔなͲͰऔりѻって
΋ら͏ こͱになったɻプϩモーシϣン͸ۙ
大学のൃ৴ྗを活༻するɻ「෣ـ ͱ̈́
るケーε」を௨してコϩφՒのଧܸを受
͚たޫ؍஍を੝り্ ͛たいͱߟ た͑ɻ

һڭಋࢦ
ኍ田ষޫઌ生
からのコメント

పఈした/�1のχーズ୳ࡧから京都΍Թઘ஍のண෺ண༻行ಈにお る͚໰題をൃݟɻͦ の໰
題にରしクリアૉࡐを使って解決した展開͸ りฦしてվ良を܁ͱ࣮૷を࡞ࢼくධՁさΕるɻߴ
ॏͶɺ京都ɺ༗അԹઘͰのݱ஍Ͱのௐࠪを࣮ࢪした行ಈ ͱྗチーム࿈ܞ͸ くධՁさΕるɻߴ

クリアシート便利グッズ

#&"3Sʤ෣΅ͱるケーεʥ
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京都橘大学ɹ⅖良兼司・今井まりなゼミ/ࣣݪࢢւɺՃ藤୓໵ɺதଜਫԻ

૆෕฼ͱのつな り͕をݟ௚ͦ͏ �
չͱのさΑ͏ޙ ならɻ

この商品͸ɺଙͱのࣸਅ͕ೖるおༀख
ாͱ਍ ࡯ ݊ ೖΕͰ͋るɻ૆ ෕ ฼ͱのコ
ミϡχケーシϣン͕ݮった大学生をλー
ήットにઃ定しɺ૆෕฼ͱのผΕをޙչ
しないたΊにɺ஀生日をきっか͚に૆෕
฼ͱ会͏ػ会を૑ग़しΑ͏ ͱ͑ߟたɻͦ の
ɺ஀生日プレゼントͱしてこの商品をଃࡍ
るたΊɺϢーβー͸૆෕฼ͱなるɻこの
商品を௨してɺՈ଒のつな り͕を֬࠶ೝ
Ͱきるɻまたɺおༀखா͕͋Ε͹ༀの౤
༩にΑる事ނを未વに๷͗ɺສ一の࣌
に਎͕ݩΘかるたΊɺおༀखாを࣋ちา
くこͱ͕ɺ૆෕฼の໋をकるこͱに΋つな
͕る商品Ͱ͋るɻ

メンόーશһɺ大学生活͕๩しくੲͱ
ൺ΂て૆෕฼に会͏ػ会͕ݮってし
まったɻͦこͰɺ大学生ͱͦ の૆෕฼΁
インλϏϡーを行いɺおޓいに΋っͱ会
いたいͱࢥっているに΋かかΘらͣɺ会

た͏Ίの行ಈをىこせていないこͱ͕
൑໌したɻこのままͰ͸ɺ྆ ऀͱ΋ޙչ
してしま͏ たΊɺ大学生ͱ૆෕฼͕会

た͏Ίのきっか͚͕ඞཁ ͱͩ͑ߟたɻ

ᶃおༀखாɺᶄ਍݊࡯΍อূݥɺ
ᶅࣸਅ͕ೖるΑ͏ にઃܭしたɻ਍࣌࡯
に使 ᶄ͏͸ɺ�ຕೖるΑ͏ にしたɻ�ຕೖり
のཧ༝͸ɺ૆෕฼΁のインλϏϡーͰɺ
௨Ӄ࣌に࣋っていく਍݊࡯の਺͕ɺ࠷
大Ͱ�ຕのํ͕多かったからͰ る͋ɻさら
にɺଙͱのࣸਅをೖΕɺいつͰ΋ݟฦせ
るΑ͏ にするこͱͰɺおༀखாのඞܞͱい

社͏会課題の解決にܨ る͕ͱߟ た͑ɻ

'BDFCPPLのϖージのࢧԉऀͰ͋
る1�1໊の大学生にɺアンόαμー
ͱしてɺS/SͰ商品を঺հしていた

くͩɻ౤ߘするࡍ͸ɺ�ま͝ こΖϑΥル
μーɺ� ૆ ෕ ฼ ޹ 行 ɺ�ま͝ こΖɺͱ
ϋッシϡλグをつ͚て΋ら͏ ɻまたɺλー
ήットͰ͋る大 学 生͕঺ հするこͱ
Ͱɺଞの大学生に΋自分 ͱ͝ͱしてߟ
͑ɺ行ಈして΋ら͏ こͱ͕ Ͱきるɻ

һڭಋࢦ
⅖良兼司ઌ生
今井まりなઌ生
からのコメント

໨ઌの便利にनΘΕͣɺ࠷ऴతに͸「ଙ৺」͕ こ΋ったఏҊͱなったɻ໰題解決に஫ྗす
る͋まりɺ事લにܭըした௨りに෺事͕ਐまないこͱをɺ௧ײした日ʑͰ͋ったͱ͏ࢥɻͱ͸い
͑ɺࠜ ってɺͥ࣋੎について͸自৴を࢟くਪしਐΊるڧؾ ͻͱ΋今ޙに活かしてほしいɻ

クリアシート便利グッズ

αンクリアʤま͝ こΖϑΥルμーʥ
田ඔਅɺদ૔ѥఠɺ山田ࣿಸҥࠇ/大学ɹኍ田ষޫゼミـۙ

খさな日ৗを࢓෣͏

「෣΅ͱるケーε」͸ɺண෺をணてࡦࢄ
する٬ޫ؍をλーήットͱした商品Ͱ͋
るɻண෺ޫ؍においてɺݹ都のੈք؍
にೖりࠐΊるΑ͏ にトーλルコーσィωート
をしてࡦࢄする͕ɺͦ のࡍに࣋ちาくϖッ
トϘトル をଳͼてしま͏「ײ࣮ݱ͕」 ɻつま
りɺඇ日ৗにೖりࠐΉまͰ「ޙ࠷の1ϐー
ε」͕ ͸まっていないのͰ͋るɻͦ んな೰
Έを解決するたΊɺ「খさな日ৗを࢓෣
͏」ケーεを開 ൃしたɻࢲたち͸この商
品を௨して「ココϩに࢒るݹ都ମݧ」を
ఏڙするɻ

ち෺についてアンケー࣋Ͱの࣌ޫ؍
トを行ったɻするͱɺ௨ৗのޫ؍Ͱ͸
ҿΈ෺を࣋ちาくこͱにରしɺண෺ண
ちาかないਓ͕࣋Ͱ͸ޫ؍の࣌༺
多くいるこͱ͕分かったɻௐࠪをਐΊ
るͱɺҿΈ෺を࣋ちาくこͱͰ「࣮ݱ
͕「ײ てしま͏͑ݟ こͱ͕ݪҼͩͱؾ
ͮくɻͦ こͰࢲたち͸「খさな日ৗを
෣͏」ケーεを開ൃしΑ͏࢓ ͱ͑ߟたɻ

ٱ品͸ɺ૊Έ立てのしқさ΍଱࡞ࢼ
性ɺ࣋ちखの޻෉なͲԿ౓΋վ良を
ॏͶたɻ࣮ ূݕき޲に京都΁ग़ࡍ
をしたりɺ٬30ޫ؍ਓに੠をか͚た
りして使༻ײの֬ೝを行ったɻまたɺ
この商品を使༻するલͱޙの࣋ؾち
のม化をインλϏϡーしɺޮ ༻͚ͩͰ
なくମݧをσβインするこͱをҙࣝし
たɻ

この商品͸ண෺をணてࡦࢄするޫ؍
٬͕λーήットのたΊɺλーήット͕ ඞ
ͣ๚Εるண෺レンλル屋さんをൢ࿏ઌ
にӦ業を行ったɻަ বを行 ͱ͏ɺレンλ
ルͱしてのିग़΍ങऔなͲͰऔりѻって
΋ら͏ こͱになったɻプϩモーシϣン͸ۙ
大学のൃ৴ྗを活༻するɻ「෣ـ ͱ̈́
るケーε」を௨してコϩφՒのଧܸを受
͚たޫ؍஍を੝り্ ͛たいͱߟ た͑ɻ

һڭಋࢦ
ኍ田ষޫઌ生
からのコメント

పఈした/�1のχーズ୳ࡧから京都΍Թઘ஍のண෺ண༻行ಈにお る͚໰題をൃݟɻͦ の໰
題にରしクリアૉࡐを使って解決した展開͸ りฦしてվ良を܁ͱ࣮૷を࡞ࢼくධՁさΕるɻߴ
ॏͶɺ京都ɺ༗അԹઘͰのݱ஍Ͱのௐࠪを࣮ࢪした行ಈ ͱྗチーム࿈ܞ͸ くධՁさΕるɻߴ

クリアシート便利グッズ

#&"3Sʤ෣΅ͱるケーεʥ
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1 ࡯؍� Observation 2 ࡞品੍࡞ࢼ� Prototyping 3 �ൢചଅਐ Promotion

甲南大学ɹ佐藤圭ゼミ/ಊ本ਅҥɺ戸∁樹ɺ宮本༘༿

ຖ日の業຿�ങい෺をεムーズに

「͸しこ」͸ɺεーパーマーケットのׂりസ
を一 હͣつऔるこͱを可 ೳにした商 品
Ͱ͋るɻ
この商品͸ɺطに͋るおസϘックεͱ͸
ҧいɺଞのׂりസに৮Εるこͱなく一હ
ͣつऔΕるͱい͏఺ͰӴ生తͰ͋るɻま
た౪難๷ࢭの؍఺からおസϘックεを
ઃஔしていないɺগྔしかิॆしていな
いͱい ε͏ーパーマーケット͕ ๊͑ている
課題を解ফしɺิ ・ॆ഑෍のखؒをলく
こͱ͕Ͱきるɻさらにɺクリアシートの特௃
Ͱ͋るܰ ・ྔಁ ໌ͱい こ͏ͱを活かしɺӡ
ૹඅのݮ࡟΍ิॆ؅ཧを༰қにしたɻ

εーパーマーケットのレジのళһさんか
らɺ「おസ͕ඞཁҎ্にऔらΕてしま
いࠔっている」ͱい͏ ੠をฉいたɻݱ在
のׂりസ഑෍ํ法͸ɺ্ ෦͕開いた
おസϘックε΍ख౉し͕一ൠతͰ͋
るɻこの഑෍ํ法͸ళһさんのิॆ
のखؒ΍౉し๨ΕɺӴ生໘Ͱ課題͕
͋ったɻͦこͰࢲたち͸ɺおസを一હͣ
つऔΕるϘックεを࡞りたいͱ͑ߟたɻ

ׂりസ͕Αりεムーズにかつ一હͣつ
ग़てくる࢓૊ΈをԿ౓΋ࢼ行ޡࡨし
したɻׂ࡞੍ りസิॆ෦分͸ళһさ
んׂ͕りസをิॆし΍すくɺかつ؆୯
に͸औるこͱのͰきない֖の࢓૊Έͮ
くりを৺͕͚たɻ઀ண෦分を޻෉する
こͱͰӡૹ࣌のମੵを࠷খݮݶらし
たɻまた࣮ࡍにɺ商品にׂりസをೖΕ
଱ٱ性΍ಈ࡞の֬ೝを行ったɻ

まͣεーパーマーケットにこの商品を
ೝ஌して΋ら͏ たΊɺεーパーマーケッ
トにڙࢼ品をఏڙするɻͦ のࡍに23
コーυなͲͰアンケートをಉ෧しϑィー
υόックを΋らいɺ商品のվ良・今ޙ
のҙݟを獲得するɻマイφεのҙݟ
͸վ良につな͛る一ํɺプラεのҙ
తにൃ৴していきɺঃʑにۃ͸ੵݟ
商品の৴པ性をアϐールしていくɻ

һڭಋࢦ
佐藤圭ઌ生
からのコメント

ळカンͰ͸おസを1હͣつऔりग़す࢓૊Έ͕未׬੒Ͱ り͋ɺͦ の͏͑ 「こͦ టରࡦ」ͱࠅධさ
ΕたアイσアͰ͋った͕ɺখചళฮのै業һからの生の੠を大੾にしɺͦ の೰Έを解決しΑ͏
ͱ؏き௨した࢟੎͸立೿Ͱ͋るɻついに࢓૊Έ͸׬੒した͕ɺͦ のઌ͕一าಧかなかったɻ

クリアシート便利グッズ

ͻͩまりʙのʤ͸しこʥ
専修大学ɹ奥瀬喜之ゼミ/野本ਅึɺদ本๖Ֆɺഡݪਅل

ە߅にܰؾ ୎্ϋンカチׯし

ؾ͸ɺೞΕたϋンカチを「してクリンׯ」
ܰにׯすこͱのͰきるσεクϫーク༻୎
্ϋンカチׯしͰ͋るɻ自੮を࣋つΦϑィ
εͰಇくਓをλーήットͱしɺ୎্Ͱの使
༻͕メインͰ͋るɻೞΕたϋンカチ͕ؾに
なる͕ɺׯす৔ॴ͕ないͱい Φ͏ϑィεͰ
ಇくਓにಧ͚たいɻ本商品͸ە߅Ճ޻
をࢪしておりɺϋンカチのەのൟ৩͕ؾ
になるํにおすすΊͰ͋るɻまたɺϋンカ
チをׯしていないͱきに͸෇ᝦ΍メモを
షΕるメモελンυͱしての使༻΋可ೳͰ
͋るɻ

͸じΊ͸ɺೞΕたϋンカチ͕ؾになる
ͱい͏ҙݟにண໨したɻௐࠪをਐΊる
ͱɺಇくਓのதͰɺ਎ͩしなΈを੔͑
るたΊにϋンカチをॴ༗するਓ͕多
いこͱ͕ ΘかったɻしかしɺΦϑィεͰೞ
Εたϋンカチをׯす৔ॴ͕定まって
おらͣɺアンケートௐࠪͰ΋ೞΕたϋ
ンカチ͕ؾになるͱい͏ҙ͕ݟ多਺
͋ったこͱからɺ本商品をߟҊしたɻ

クリアシートをંりたたΈɺ本商品を
自立させɺϋンカチをׯせるΑ͏ にઃ
ೳҎػしのׯしたɻまたɺϋンカチܭ
֎にɺ本商品に෇ᝦ౳をషり෇͚ら
Εるεϖーεをઃ ら͚ΕるΑ͏ にしたɻ
シンプルなઃܭͱɺクリアシートのಁ
໌さを活かし໨立たせなくするこͱͰɺ
ΦϑィεͰ΋使༻ͰきるΑ͏ に製 し࡞
たɻ

ϋンカチメーカー΁の๚໰ௐࠪからɺ
ೞΕたϋンカチに೰Ή૬ஊ͕͋るこ
ͱ͕ ΘかったɻҎ্を౿ま͑ ɺϋンカチ
メーカーにɺηットചりͱノϕルティ商品
ͱしてアプϩーチしたɻさらにɺλーήッ
トͰ͋る「自੮を࣋つΦϑィεͰಇく
ਓ」΁本商品をಧ る͚たΊɺΦϑィε༻
品ൢചళ΁ノϕルティ商品ͱして΋ア
プϩーチを行いɺൢ ࿏֦大をਤったɻ

һڭಋࢦ
奥瀬喜之ઌ生
からのコメント

Φϑィεにお͚るೞΕたϋンカチのѻいにؔするχーズに஫໨したͱこΖ͸ૉ晴らしいɻͦ の
一ํͰɺ商品特性ͱλーήットを౿ま͑ るͱɺൢ ࿏開୓ɺൢ ചଅਐ͕難しい商品Ͱ り͋ɺۤ
戦したɻϋンカチをׯしていないͱきの使༻ํ法について΋ɺ΋͏ 一޻෉ほしかったɻ

クリアシート便利グッズ

チームϑラϖチʤׯしてクリンʥ



1 ࡯؍� Observation 2 ࡞品੍࡞ࢼ� Prototyping 3 �ൢചଅਐ Promotion

St u d en t  In n o v at i o n  Co l l e g e  2 0 2 1 St u d en t  In n o v at i o n  Co l l e g e  2 0 2 120 21

1 ࡯؍� Observation 2 ࡞品੍࡞ࢼ� Prototyping 3 �ൢചଅਐ Promotion

甲南大学ɹ佐藤圭ゼミ/ಊ本ਅҥɺ戸∁樹ɺ宮本༘༿

ຖ日の業຿�ങい෺をεムーズに

「͸しこ」͸ɺεーパーマーケットのׂりസ
を一 હͣつऔるこͱを可 ೳにした商 品
Ͱ͋るɻ
この商品͸ɺطに͋るおസϘックεͱ͸
ҧいɺଞのׂりസに৮Εるこͱなく一હ
ͣつऔΕるͱい͏఺ͰӴ生తͰ͋るɻま
た౪難๷ࢭの؍఺からおസϘックεを
ઃஔしていないɺগྔしかิॆしていな
いͱい ε͏ーパーマーケット͕ ๊͑ている
課題を解ফしɺิ ・ॆ഑෍のखؒをলく
こͱ͕Ͱきるɻさらにɺクリアシートの特௃
Ͱ͋るܰ ・ྔಁ ໌ͱい こ͏ͱを活かしɺӡ
ૹඅのݮ࡟΍ิॆ؅ཧを༰қにしたɻ

εーパーマーケットのレジのళһさんか
らɺ「おസ͕ඞཁҎ্にऔらΕてしま
いࠔっている」ͱい͏ ੠をฉいたɻݱ在
のׂりസ഑෍ํ法͸ɺ্ ෦͕開いた
おസϘックε΍ख౉し͕一ൠతͰ͋
るɻこの഑෍ํ法͸ళһさんのิॆ
のखؒ΍౉し๨ΕɺӴ生໘Ͱ課題͕
͋ったɻͦこͰࢲたち͸ɺおസを一હͣ
つऔΕるϘックεを࡞りたいͱ͑ߟたɻ

ׂりസ͕Αりεムーズにかつ一હͣつ
ग़てくる࢓૊ΈをԿ౓΋ࢼ行ޡࡨし
したɻׂ࡞੍ りസิॆ෦分͸ళһさ
んׂ͕りസをิॆし΍すくɺかつ؆୯
に͸औるこͱのͰきない֖の࢓૊Έͮ
くりを৺͕͚たɻ઀ண෦分を޻෉する
こͱͰӡૹ࣌のମੵを࠷খݮݶらし
たɻまた࣮ࡍにɺ商品にׂりസをೖΕ
଱ٱ性΍ಈ࡞の֬ೝを行ったɻ

まͣεーパーマーケットにこの商品を
ೝ஌して΋ら͏ たΊɺεーパーマーケッ
トにڙࢼ品をఏڙするɻͦ のࡍに23
コーυなͲͰアンケートをಉ෧しϑィー
υόックを΋らいɺ商品のվ良・今ޙ
のҙݟを獲得するɻマイφεのҙݟ
͸վ良につな͛る一ํɺプラεのҙ
తにൃ৴していきɺঃʑにۃ͸ੵݟ
商品の৴པ性をアϐールしていくɻ

һڭಋࢦ
佐藤圭ઌ生
からのコメント

ळカンͰ͸おസを1હͣつऔりग़す࢓૊Έ͕未׬੒Ͱ り͋ɺͦ の͏͑ 「こͦ టରࡦ」ͱࠅධさ
ΕたアイσアͰ͋った͕ɺখചళฮのै業һからの生の੠を大੾にしɺͦ の೰Έを解決しΑ͏
ͱ؏き௨した࢟੎͸立೿Ͱ͋るɻついに࢓૊Έ͸׬੒した͕ɺͦ のઌ͕一าಧかなかったɻ

クリアシート便利グッズ

ͻͩまりʙのʤ͸しこʥ
専修大学ɹ奥瀬喜之ゼミ/野本ਅึɺদ本๖Ֆɺഡݪਅل

ە߅にܰؾ ୎্ϋンカチׯし

ؾ͸ɺೞΕたϋンカチを「してクリンׯ」
ܰにׯすこͱのͰきるσεクϫーク༻୎
্ϋンカチׯしͰ͋るɻ自੮を࣋つΦϑィ
εͰಇくਓをλーήットͱしɺ୎্Ͱの使
༻͕メインͰ͋るɻೞΕたϋンカチ͕ؾに
なる͕ɺׯす৔ॴ͕ないͱい Φ͏ϑィεͰ
ಇくਓにಧ͚たいɻ本商品͸ە߅Ճ޻
をࢪしておりɺϋンカチのەのൟ৩͕ؾ
になるํにおすすΊͰ͋るɻまたɺϋンカ
チをׯしていないͱきに͸෇ᝦ΍メモを
షΕるメモελンυͱしての使༻΋可ೳͰ
͋るɻ

͸じΊ͸ɺೞΕたϋンカチ͕ؾになる
ͱい͏ҙݟにண໨したɻௐࠪをਐΊる
ͱɺಇくਓのதͰɺ਎ͩしなΈを੔͑
るたΊにϋンカチをॴ༗するਓ͕多
いこͱ͕ ΘかったɻしかしɺΦϑィεͰೞ
Εたϋンカチをׯす৔ॴ͕定まって
おらͣɺアンケートௐࠪͰ΋ೞΕたϋ
ンカチ͕ؾになるͱい͏ҙ͕ݟ多਺
͋ったこͱからɺ本商品をߟҊしたɻ

クリアシートをંりたたΈɺ本商品を
自立させɺϋンカチをׯせるΑ͏ にઃ
ೳҎػしのׯしたɻまたɺϋンカチܭ
֎にɺ本商品に෇ᝦ౳をషり෇͚ら
Εるεϖーεをઃ ら͚ΕるΑ͏ にしたɻ
シンプルなઃܭͱɺクリアシートのಁ
໌さを活かし໨立たせなくするこͱͰɺ
ΦϑィεͰ΋使༻ͰきるΑ͏ に製 し࡞
たɻ

ϋンカチメーカー΁の๚໰ௐࠪからɺ
ೞΕたϋンカチに೰Ή૬ஊ͕͋るこ
ͱ͕ ΘかったɻҎ্を౿ま͑ ɺϋンカチ
メーカーにɺηットചりͱノϕルティ商品
ͱしてアプϩーチしたɻさらにɺλーήッ
トͰ͋る「自੮を࣋つΦϑィεͰಇく
ਓ」΁本商品をಧ る͚たΊɺΦϑィε༻
品ൢചళ΁ノϕルティ商品ͱして΋ア
プϩーチを行いɺൢ ࿏֦大をਤったɻ

һڭಋࢦ
奥瀬喜之ઌ生
からのコメント

Φϑィεにお͚るೞΕたϋンカチのѻいにؔするχーズに஫໨したͱこΖ͸ૉ晴らしいɻͦ の
一ํͰɺ商品特性ͱλーήットを౿ま͑ るͱɺൢ ࿏開୓ɺൢ ചଅਐ͕難しい商品Ͱ り͋ɺۤ
戦したɻϋンカチをׯしていないͱきの使༻ํ法について΋ɺ΋͏ 一޻෉ほしかったɻ

クリアシート便利グッズ

チームϑラϖチʤׯしてクリンʥ
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ಉࢤ社大学ɹ෌田݈司ゼミ/石௩ಸ࣮ɺதଜ৺

հݱޢ৔Ͱのɺༀトラブルゼϩ
社会をつくる

クリアシートͰ࡞った୎্カレンμーのΑ
͏なϕーεにɺ�つのϙケットをつ͚た商
品Ͱ͋るɻ
1िؒのༀ؅ཧをܧଓして行 こ͏ͱをख
ॿ͚するたΊに開ൃしたɻ
使༻ํ法͸まͣͦの日ҿんͩ多਺のༀ
の͝Έを༵日͕ॻいて͋るԼのϙケット
にೖΕるɻ࣍に࣍の日にͰたༀの͝Έ΋ɺ
લ日の͝Έを࢒したままྡのϙケットにೖ
Εていくɻ࠷ऴతに一िؒ分の͝Έ͕た
まるɻͦ して一िؒの͝Έ͕ཷまったらɺ
のिの͸じΊにલिの͝Έをࣺてるɻ࣍
1िؒの͝Έ͕ݟ る͑化Ͱきɺ఻ୡෆ଍
トラブルを解ফするこͱに͕ܨる商品Ͱ
͋るɻ

たち͸ɺコϩφՒ΍ਓखෆ଍Ͱますまࢲ
すෛՙ͕かかる「հݱޢ৔」において
の課題を解決したいͱ͑ߟたɻ࣮ にࡍ
࿝ਓϗームにインλϏϡーにいったͱこ
Ζɺෳ਺のհ1͕ऀޢਓのऀྸߴをհ
に生じるɺༀのೋॏ౤༩΍ҿࡍするޢ
Έ๨Ε͕ىきているこͱ͕ 課題Ͱ る͋ͱ
஌ったɻͦこͰɺհݱޢ৔Ͱのༀトラブル
をゼϩにする商品を࡞るこͱに決Ίたɻ

ҿんͩༀの͝Έ͕一໨ͰΘかるΑ͏
にɺༀの͝Έಉ͕࢜ॏならないこͱに
をつ͚てɺϙケットの෯の大きさのඍؾ
ௐઅを܁りฦしな͕ら࡞ࢼ品を࡞っ
たɻまたɺࢼ行ޡࡨをしɺ৽たなػೳを
෇͚Ճ な͑ ら͕࡞ࢼ品を׬੒させたɻ
品ͱઆ໌をఴ͑てհ࡞ࢼ੒させた׬
商品シϣップに໰い߹Θせをしɺアυޢ
όイε΍લ޲きなҙݟをいたͩいたɻ

コϩφ΢イルεにΑる࿑ಇऀෆ଍なͲ͕
໰題ͱさΕているհޢ業քɺさらに৸た
きりのऀྸߴͱい͏ いλーήットઃ定ڱ
を行ったɻここからൢചళͱしてɺ࠷΋ޮ
果త ͱͩ͑ߟたの͕஍Ҭのհޢ༻品
シϣップͰ る͋ɻී ஈのհޢ༻品をհޢ
の�ついͰങい�をૂ͏ࡍೖするߪ͕ऀ ɻ
σイαーϏεのհऀޢにߪೖしていたͩ
きɺ࿝ਓϗームͰの大ྔߪೖを໨ࢦすɻ

һڭಋࢦ
෌田݈司ઌ生
からのコメント

この商品͸ɺༀのҿΈ๨Ε΍ೋॏ౤༩を๷͙ҙຯͰඇৗに役に立つɻؒ࣌ଳͰհޢ୲౰
ऀ͕ೖΕସΘるࡍにこ͏ したリεク͸ߴまる͕ɺこの商品͕͋Ε͹この໰題を解決Ͱきるɻメン
όーͰհࢪޢઃを๚໰しɺこの໰題をݟつ͚ग़したマーケティングྗに͸大いにײ৺Ͱきるɻ

クリアシート便利グッズ

トΡクトΡクʤҿんͩༀの͝Έ͑ʙるʥ
தଜ学Ԃ大学ɹ໌神࣮ࢬゼミ/֯田ሡഅɺ࡚ߐ楓ɺؠ⃻өඒ

Ӎにෛ͚ない੔಴Ϙックε

ココϋレ͸ɺ自స ं ௨ 学தɺڭ Պ ॻ͕
ӍにೞΕるこͱを๷͙商 品Ͱ͋るɻこの
商品͸ɺӍͰڭՊॻ͕ೞΕるのを๷͙
ͱͱ΋にɺόッグのதͰڭՊॻの੔ཧ੔
಴͕Ͱきる商 品ͩɻαイズௐ ੔ 可 ೳな
఺΍ɺଆ໘のϙケットにプリントをऩೲͰ
きる఺ɺߋにڭՊॻをόックからصにҠ
しସ る͑ͦࡍのままصにऩೲするこͱ͕Ͱ
きऔりग़し͕༰қͰ͋るこͱ͕ڧΈͰ͋
るɻλーήット͸ɺ自సं௨学のதߴ生
ͱしたɻ൴らにͱって͸ٸなӍ͸大ఢͰ
͋るɻͦ の೰Έを解決するたΊɺࢲୡ͸
この商品を開ൃしたɻ

ߍりɺ学ߜ生にλーήットをߴୡ͸ɺதࢲ
生活Ͱෆ便なこͱをௐࠪしたͱこΖɺ多く
の学生 「͕Ӎの日にڭՊॻ͕ೞΕてし
ま͏ 」ͱճ౴したɻͦこͰɺ͕ࡿ使༻Ͱきな
い自సं௨学の学生にয఺を౰てɺア
ンケートௐࠪをਐΊた結果ɺ੔ཧ੔಴を
行いな ら͕΋ӍからڭՊॻをकりたいͱ
ࢥ͏ ਓ͕多いこͱにؾ෇いたɻͦこͰࢲୡ
͸ɺӍからڭՊॻをकるͱͱ΋に੔ཧ੔
಴͕ग़དྷる商品を࡞りたいͱ͑ߟ たɻ

ӍにΑりڭ Պ ॻ͕ೞΕたܦ ͕͋ݧ
るɺ自స ं ௨ 学のத ߴ 生にϖルι
φઃ定を૊んͩɻͦ の結果ɺλブレッ
トのಋ ೖ͕ 行ΘΕているதͰ΋特
定のڭՊॻͱノートを࣋ちาくඞཁ
͕͋るこͱ͕Θかったɻͦ Εに߹Θせ
てࢼ行ޡࡨを܁りฦしɺ商品にϘλ
ンをつ͚てαイズにௐ੔を可ೳにし
たɻ

αイズௐ੔͕可ೳなたΊɺαイズ展
開͸行Θͣ୯ 品 ൢ ചͱするɻՁ ֨
͸300ʙ�0 0ԁͱしɺϩϑトなͲのࡶ
՟ళにൢചしΑ͏ ͱ͑ߟているɻλー
ήット͕தߴ生のたΊɺதߴ生͕Α
く立ちೖるϩϑトをൢചઌͱしてબ୒
したɻこの商品を஌って΋ら͏ たΊにɺ
தߴ生͕Αく利༻するS/Sを利༻し
てൢചଅਐを行͏༧定ͩɻ

һڭಋࢦ
໌神࣮ࢬઌ生
からのコメント

アイσア͕ݟつからない期͕ؒ長ったΑ͏ にߴ͕͏ࢥɺ つきɺ͕ͦؾり事にࠔ生のߍ Εをஸ
ೡにཧ解していったɻͦ ΕҎ߱ɺグループ಺のௐࠪ൝ɺ製଄൝なͲの࿈ܞମ੍͕ڧまりɺ
੒΋εムーズにいっていたɻいつ΋ָしͦ࡞ըا に͏औり૊んͰいたの͕印৅に࢒っているɻ

クリアシート便利グッズ

5FFO" M M Zʤココϋレʥ
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ಉࢤ社大学ɹ෌田݈司ゼミ/石௩ಸ࣮ɺதଜ৺

հݱޢ৔Ͱのɺༀトラブルゼϩ
社会をつくる

クリアシートͰ࡞った୎্カレンμーのΑ
͏なϕーεにɺ�つのϙケットをつ͚た商
品Ͱ͋るɻ
1िؒのༀ؅ཧをܧଓして行 こ͏ͱをख
ॿ͚するたΊに開ൃしたɻ
使༻ํ法͸まͣͦの日ҿんͩ多਺のༀ
の͝Έを༵日͕ॻいて͋るԼのϙケット
にೖΕるɻ࣍に࣍の日にͰたༀの͝Έ΋ɺ
લ日の͝Έを࢒したままྡのϙケットにೖ
Εていくɻ࠷ऴతに一िؒ分の͝Έ͕た
まるɻͦ して一िؒの͝Έ͕ཷまったらɺ
のिの͸じΊにલिの͝Έをࣺてるɻ࣍
1िؒの͝Έ͕ݟ る͑化Ͱきɺ఻ୡෆ଍
トラブルを解ফするこͱに͕ܨる商品Ͱ
͋るɻ

たち͸ɺコϩφՒ΍ਓखෆ଍Ͱますまࢲ
すෛՙ͕かかる「հݱޢ৔」において
の課題を解決したいͱ͑ߟたɻ࣮ にࡍ
࿝ਓϗームにインλϏϡーにいったͱこ
Ζɺෳ਺のհ1͕ऀޢਓのऀྸߴをհ
に生じるɺༀのೋॏ౤༩΍ҿࡍするޢ
Έ๨Ε͕ىきているこͱ͕ 課題Ͱ る͋ͱ
஌ったɻͦこͰɺհݱޢ৔Ͱのༀトラブル
をゼϩにする商品を࡞るこͱに決Ίたɻ

ҿんͩༀの͝Έ͕一໨ͰΘかるΑ͏
にɺༀの͝Έಉ͕࢜ॏならないこͱに
をつ͚てɺϙケットの෯の大きさのඍؾ
ௐઅを܁りฦしな͕ら࡞ࢼ品を࡞っ
たɻまたɺࢼ行ޡࡨをしɺ৽たなػೳを
෇͚Ճ な͑ ら͕࡞ࢼ品を׬੒させたɻ
品ͱઆ໌をఴ͑てհ࡞ࢼ੒させた׬
商品シϣップに໰い߹Θせをしɺアυޢ
όイε΍લ޲きなҙݟをいたͩいたɻ

コϩφ΢イルεにΑる࿑ಇऀෆ଍なͲ͕
໰題ͱさΕているհޢ業քɺさらに৸た
きりのऀྸߴͱい͏ いλーήットઃ定ڱ
を行ったɻここからൢചళͱしてɺ࠷΋ޮ
果త ͱͩ͑ߟたの͕஍Ҭのհޢ༻品
シϣップͰ る͋ɻී ஈのհޢ༻品をհޢ
の�ついͰങい�をૂ͏ࡍೖするߪ͕ऀ ɻ
σイαーϏεのհऀޢにߪೖしていたͩ
きɺ࿝ਓϗームͰの大ྔߪೖを໨ࢦすɻ

һڭಋࢦ
෌田݈司ઌ生
からのコメント

この商品͸ɺༀのҿΈ๨Ε΍ೋॏ౤༩を๷͙ҙຯͰඇৗに役に立つɻؒ࣌ଳͰհޢ୲౰
ऀ͕ೖΕସΘるࡍにこ͏ したリεク͸ߴまる͕ɺこの商品͕͋Ε͹この໰題を解決Ͱきるɻメン
όーͰհࢪޢઃを๚໰しɺこの໰題をݟつ͚ग़したマーケティングྗに͸大いにײ৺Ͱきるɻ

クリアシート便利グッズ

トΡクトΡクʤҿんͩༀの͝Έ͑ʙるʥ
தଜ学Ԃ大学ɹ໌神࣮ࢬゼミ/֯田ሡഅɺ࡚ߐ楓ɺؠ⃻өඒ

Ӎにෛ͚ない੔಴Ϙックε

ココϋレ͸ɺ自స ं ௨ 学தɺڭ Պ ॻ͕
ӍにೞΕるこͱを๷͙商 品Ͱ͋るɻこの
商品͸ɺӍͰڭՊॻ͕ೞΕるのを๷͙
ͱͱ΋にɺόッグのதͰڭՊॻの੔ཧ੔
಴͕Ͱきる商 品ͩɻαイズௐ ੔ 可 ೳな
఺΍ɺଆ໘のϙケットにプリントをऩೲͰ
きる఺ɺߋにڭՊॻをόックからصにҠ
しସ る͑ͦࡍのままصにऩೲするこͱ͕Ͱ
きऔりग़し͕༰қͰ͋るこͱ͕ڧΈͰ͋
るɻλーήット͸ɺ自సं௨学のதߴ生
ͱしたɻ൴らにͱって͸ٸなӍ͸大ఢͰ
͋るɻͦ の೰Έを解決するたΊɺࢲୡ͸
この商品を開ൃしたɻ

ߍりɺ学ߜ生にλーήットをߴୡ͸ɺதࢲ
生活Ͱෆ便なこͱをௐࠪしたͱこΖɺ多く
の学生 「͕Ӎの日にڭՊॻ͕ೞΕてし
ま͏ 」ͱճ౴したɻͦこͰɺ͕ࡿ使༻Ͱきな
い自సं௨学の学生にয఺を౰てɺア
ンケートௐࠪをਐΊた結果ɺ੔ཧ੔಴を
行いな ら͕΋ӍからڭՊॻをकりたいͱ
ࢥ͏ ਓ͕多いこͱにؾ෇いたɻͦこͰࢲୡ
͸ɺӍからڭՊॻをकるͱͱ΋に੔ཧ੔
಴͕ग़དྷる商品を࡞りたいͱ͑ߟ たɻ

ӍにΑりڭ Պ ॻ͕ೞΕたܦ ͕͋ݧ
るɺ自స ं ௨ 学のத ߴ 生にϖルι
φઃ定を૊んͩɻͦ の結果ɺλブレッ
トのಋ ೖ͕ 行ΘΕているதͰ΋特
定のڭՊॻͱノートを࣋ちาくඞཁ
͕͋るこͱ͕Θかったɻͦ Εに߹Θせ
てࢼ行ޡࡨを܁りฦしɺ商品にϘλ
ンをつ͚てαイズにௐ੔を可ೳにし
たɻ

αイズௐ੔͕可ೳなたΊɺαイズ展
開͸行Θͣ୯ 品 ൢ ചͱするɻՁ ֨
͸300ʙ�0 0ԁͱしɺϩϑトなͲのࡶ
՟ళにൢചしΑ͏ ͱ͑ߟているɻλー
ήット͕தߴ生のたΊɺதߴ生͕Α
く立ちೖるϩϑトをൢചઌͱしてબ୒
したɻこの商品を஌って΋ら͏ たΊにɺ
தߴ生͕Αく利༻するS/Sを利༻し
てൢചଅਐを行͏༧定ͩɻ

һڭಋࢦ
໌神࣮ࢬઌ生
からのコメント

アイσア͕ݟつからない期͕ؒ長ったΑ͏ にߴ͕͏ࢥɺ つきɺ͕ͦؾり事にࠔ生のߍ Εをஸ
ೡにཧ解していったɻͦ ΕҎ߱ɺグループ಺のௐࠪ൝ɺ製଄൝なͲの࿈ܞମ੍͕ڧまりɺ
੒΋εムーズにいっていたɻいつ΋ָしͦ࡞ըا に͏औり૊んͰいたの͕印৅に࢒っているɻ

クリアシート便利グッズ

5FFO" M M Zʤココϋレʥ
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こる೰Έを解決ى戦Ͱ؍അڝ
しɺεトレεのないڝഅ؍戦を

この商品͸クリアシートͰ製࡞さΕたഅ
݊専༻ケーεͰ͋るɻڝഅ৔Ͱىこる೰
Έを解決しɺεトレεなくڝഅ؍戦͕Ͱき
る商品ͱなっているɻクリアシートのಁ໌
ͱい͏特௃を生かしɺഅ݊をケーεにೖ
Εたままࢹೝするこͱ͕Ͱきるɻまたɺഅ
݊ϙケット͕�つ͋りɺഅ݊ߪೖのࡍに
ඞཁͱなるマークシート΋ೖΕるこͱ͕Ͱ
きるのͰ͋るɻこの商品の࠷大の特௃ͱ
してɺߗΊのクリアシートを使༻している
たΊɺ立ったままͰ΋Լෑき୅Θりͱしてɺ
マークシートを記ೖするこͱ͕ 可ೳͱなっ
ているɻ

き޷അڝたち͸メンόーの1ਓ͕ࢲ
ͱい こ͏ͱ΋͋りɺڝ അ ࢢ ৔に஫໨し
たɻ特にコϩφՒͰΦンラインڝഅ͕
ྲྀ行っているதɺݱ஍に行っている
஍೿に஫໨をしたɻͦݱ こͰ͸ɺڝഅ
を行 ま͏ͰのྲྀΕに3つの೰Έ͕ଘ
在しているこͱ͕分かったɻͦ こͰɺこ
の೰Έを解決する商品を࡞りたいͱ
たɻ͑ߟ

品࡞ࢼ
࣮ ݱにࡍ ஍Ͱഅ ݊をߪ ೖしている
ਓからҙݟをฉきɺഅ݊ɺマークシー
トをೖΕるϙケットの਺からɺケーε
の大きさɺܗなͲを決定したɻ࡞ࢼ品
͸ओに3つのλイプを製࡞しɺ࣮ にࡍ
をݟഅをするਓに使って΋らいҙڝ
ฉいた͏͑ Ͱɺ今ճの商品Ͱ製࡞す
るこͱにしたɻ

ࢲ たち͸この 商 品をωットൢ ചͰ
ചりग़していこ͏ ͱ͑ߟているɻͦ の
たΊɺこの 商 品 の ೝ ஌ のたΊにɺ
5XJ U U F SなͲͰࠂ޿を͏ つɻͦ のཧ
༝͸λーήットͰ͋るݱ஍೿のਓた
ち͸5XJ U U F SなͲͰڝഅ৘ใをೖ
खしていたからͩɻこの商品をڝഅ
৔をΑりࢢഅڝ஍೿のਓにಧ͚ɺݱ
活性化させたいͱ͑ߟているɻ

һڭಋࢦ
ਫ野学ઌ生
からのコメント

ଞͱ͸ҧ ৔৘ใݱのۭ࿦Ͱ͸なくɺ΋っͱ΋っͱ্ص৔にண໨したのͩからɺࢢ「Ίた߈͏」
にͮجいたاըにऔり૊んͰいΕ͹ɻ

クリアシート便利グッズ

おΉらいすʤ.:#",&/ʥ
法政大学ɹ本條晴一郎ゼミ/ࡈ藤ڹɺਂ 山੐秀ɺฏ田Ѫ果ɺຟ田སԝ

ԋ૗தにָ譜をΊくる2࣌ຕΊく
Εてしま͏ こͱを๷͙商品

「ぺらっ譜」͸ϐアノԋ૗ऀָ͕譜Ίくり
をਖ਼֬に行 た͏Ίの商品Ͱ͋るɻ
ԋ૗しな͕らの譜Ίくり͸ۃΊて難しくɺ
2ຕΊくΕてしま͏ ͱい͏ॏ大なミε΋多ʑ
こるɻまたɺΊくりํに͸大きく分͚てى

「 ָ 譜の୺をつまΉ」「 譜 ໘をεライυ
してΊくる」の2छྨ͕ り͋ɺऀޙを࠾༻
するਓ͕多いɻしかしࢢ৔に͸લऀをα
ϙートする製品͕ほͱんͲͰɺऀޙをα
ϙートする製品͸使いࣺてのߴՁな΋の
しかଘ在しないɻぺらっ譜͸「܁りฦし使

る͑」「εライυࣜの譜Ίくりをαϙートす
る製品」ͱしてۭനのࢢ৔をຒΊるこͱ
͕ͰきるのͰ͋るɻ

テーマの「便利グッズ」にؔして「h ෆ
便なこͱ ΋ɦ׳Εてしま͏ ͱͦ じなくײ͏
なるΑͶ」ͱい͏ ൝һの一ݴから「৭ʑ
なこͱに׳Εるલ」Ͱ͋る࣌ڙࢠ୅に
ண໨ɻ࣌ڙࢠ୅の「शい事」に多いϐ
アノに஫໨したɻͦ のऀݧܦޙ΁のイ
ンλϏϡー΍アンケートから「ָ譜Ίく
り」特に「2ຕΊくΕてしま͏ こͱ」΁の
೰Έ͕多いこͱ͕ ໌らかになったɻ

ϐアノのऀݧܦ΍インεトラクλーのํ
に࣮ࡍに৮って΋らいな͕らɺさま͟ ま
なվ良をࢪしたɻたͱ͑ ͹「ख͕ס૩し
てしまってΊくりͮ らいͱい͏ 」�0୅のํ
のҙݟをվળす΂くऄෲߏ଄を࠾༻
したりɺ͕ڙࢠつかって΋҆શなΑ͏ に
֯をશて くؙしたりなͲͰ͋るɻこのΑ͏
なมߋをܦて෯޿い೥୅のํに使っ
て΋ら͑ る製品に্͕࢓ったͱ͏ࢥɻ

この製品͸ݴ༿Ͱのઆ໌を受 る͚Ҏ
্に࣮ࡍに使って΋ら͏ こͱͰͦの使い
΍すさ͕分かるɻͦ のたΊళ಄Ͱ͸ぺ
らっ譜のࢼ༻εϖーεをઃ͚て΋ら͏ こ
ͱをܭըしているɻまたɺ使いํ͕؆୯
に分かるΑ͏ に使༻ํ法の解આಈը
を࡞りɺͦ の23コーυ΋印刷したख࡞
りの101をࢼ༻εϖーε෇ۙにࣔܝ
して΋ら͏ こͱにΑってߪങଅਐをૂ͏ɻ

һڭಋࢦ
本條晴一郎ઌ生
からのコメント

プラン優勝ɺ学生賞ɺ日本マーケティング学会賞おΊͰͱ͏ʂプランを࡞るաఔͰコンηプト
ͦの΋の͕ຏかΕていったこͱ͸ɺ商品اըͱしてཧ૝తなͩܗったɻࢦఠさΕた໰題఺
をすさまじい଎さͰ௵していくલਐྗを࣋ったチームなのͰɺ今ޙのൃ展を期଴しているɻ

クリアシート便利グッズ

Q)ʤぺらっ譜ʥ
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してɺߗΊのクリアシートを使༻している
たΊɺ立ったままͰ΋Լෑき୅Θりͱしてɺ
マークシートを記ೖするこͱ͕ 可ೳͱなっ
ているɻ

き޷അڝたち͸メンόーの1ਓ͕ࢲ
ͱい こ͏ͱ΋͋りɺڝ അ ࢢ ৔に஫໨し
たɻ特にコϩφՒͰΦンラインڝഅ͕
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஍೿に஫໨をしたɻͦݱ こͰ͸ɺڝഅ
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自立しないエコόッグを自立させ
るശ型のࠎ૊Έ

エコόッグελンυ͸自立しないエコόッ
グを自立させるΑ͏ にするɺエコόックの
தにೖΕて使͏ശ型の商品Ͱ͋るɻこの
商品͸ڈ೥からレジ袋͕༗ྉ化さΕた
こͱにΑってɺエコόッグを使༻するਓ͕
かなり૿ՃしているのͰ͸ないかͱ͑ߟɺ

こͦͰこの商品Ͱ自立しないエコόッグ
を自立させɺങい෺Ͱのՙ෺のग़しೖ
ΕをָにするこͱにΑってɺগしͰ΋エコ
όッグを使い΍すくなっていた͚ͩΕ͹
ͱࢥいɺこのエコόッグελンυ͕生まΕ
たɻ

ೖߪॳ͸ɺエコόッグのதにങい෺Ͱ࠷
した商品をೖΕたࡍにエコόッグのఈ
͕ԚΕてしま͏ 事を解ফするたΊにエコ
όッグのఈにෑくԼෑきをൃҊしていた
͕ɺͦΕ ͱͩインパクトに͚ܽていたりɺԼ
ෑき͕ ͣΕて使い෺にならなかったりͱ໰
題఺͕多くɺͦΕらを解ফするたΊにͣ Ε
ないΑ͏ にശ型にܗをม͑ɺエコόッグを
自立させるͱい͏ ೳ΋Ճ͑ػ る事にしたɻ

ঢ়Ͱ͸なくܗ品͸ɺശ型の࡞ࢼॳの࠷
エコόッグの྆ଆ໘ͱఈ໘にクリアシート
をෑいたܗঢ়の෺を製࡞したɻしかしこ
Ε ͱͩଆ໘෦分͕಺ଆに౗Εてしまいɺ
エコόッグを自立させるこͱ͕ ग़དྷなかっ
たɻͦこͰശ型のܗঢ়Ͱ製࡞するこͱにし
たɺこΕにΑってଆ໘͕౗Εてしま͏ ͱい͏
໰題を解ফしつつߴい଱ٱ性を࣋った
する事に੒ޭしɺശ型࡞ঢ়の෺を製ܗ
のܗঢ়Ͱ製࡞する事に決定したɻ

このエコόッグελンυͱい͏商品͸ɺ
΍͸りコンϏχ΍εーパーマーケット
なͲͱいったエコόック͕Αく使༻さ
ΕるΑ͏ な৔ॴͰൢചするの͕良い
ͱ͑ߟたɻまたɺී ஈからエコόッグ
なͲを利༻していͦ͏ なओ්のํʑ
΍一 ਓ ฻らしの学 生なͲにੵ ۃ త
に13を行いൢചをଅすɻ

һڭಋࢦ
খ୩ࢠܙઌ生
からのコメント

ळカンにग़੮ͰきͣɺౙカンのΈのൃදͱなったɻ準උෆ଍͸൱Ίない͕ɺメンόー͸ɺ商
品開ൃ͚ͩͰなくɺこΕまͰにしたこͱ͕ない༷ʑな͕ݧܦͰきたͱ͏ࢥɻ今ޙのਓ生Ͱɺ一
つのこͱにਅ᎜にଧちࠐΉݧܦをしてཉしいɻ

クリアシート便利グッズ

チーム山田ʤエコόッグελンυʥ
໨ന大学ɹ長࡚秀ढ़ゼミ/生井ѪԻᣦɺ西࣮ݪ優ɺ໼野ਅ都

マンΨΦλクのこͩΘりをັせる
ケーε

「コミック߽ఛ」͸ɺマンΨΦλクのたΊ
に生まΕたɺマンΨ本専༻ケーεͩɻ
マンΨอޢを໨తͱしたطଘの商品に
ରしてɺΦλク特༗のෆຬ͕多਺ଘ在
しておりɺͦ ΕらにରԠする΂く࡞らΕた
の͕この商品Ͱ͋るɻ
Αりݻڧなૉࡐを使༻しɺશ໘を෴ こ͏
ͱͰɺෆ ຬ͕ 多かったอ ޢ 性 ೳをڧ
化ɻさらに͸ɺマンΨΦλクの行ಈ࡯؍
から得たɺ「マンΨをັྗతに০りたい」
「本ମදࢴをݟたい」ͱい͏2つのજ在
χーズにԠ る͑σβインを࣮ݱしたɻ
「マンΨ特化」にৼり੾りɺࢢ৔Ͱ།一
のϙジシϣンを֬立した఺͕ɺこの商品
一番のັྗͩɻ

マンΨΦλクの行 ಈを஌るたΊにɺ
*OsUBHSBNͰ「�ອը෦屋」͕ ෇い
た౤ߘを300݅Ҏ্ௐࠪしたɻͦ の結
果ɺたͩ本୨にマンΨをしま͏ Θ͚Ͱ͸
なくɺ޻෉してදݟ͕ࢴ る͑Α͏ にஔく
なͲɺ「ັせํ」にこͩ Θりを࣋っている
ਓ͕ඇৗに多いこͱをൃݟしたɻこΕを
જ在χーズͱ͑ߟɺͦ い͏った০りํ͕
؆୯にͰきる商品σβインをߟҊしたɻ

「શ֯౓からマンΨ͕៉ྷにݟ る͑」
「 ද カόーͱଳを良いঢ়ࢴ ଶͰอ
ଘͰきる」「 本 ମ ද ಡΈ΍す͕ࢴ
い」こΕらす΂てをクリアするσβイン
を࡞るたΊɺઃ り܁ͱ૊Έ立てをܭ
ฦしɺήームカηットのケーεからώント
を得て׬੒させたɻ࣮ にɺອը専ࡍ
໳ブックカϑΣにࢼ ࡞ 品をઃ ஔしɺ
໿2か݄ؒɺ使༻ײௐࠪを行ったɻ

λーήットをマンΨΦλクにߜっている
たΊɺൢ ࿏ઌのީิからࢥい੾って
一ൠॻళを֎しɺマンΨ・アχメカル
チϟー専໳ళをൢ࿏ઌͱしてબんͩɻ
۩ମతなൢଅࡦࢪͱして͸ɺマンΨͱ
ಉじܗのൢଅ101をɺ商品のதにೖ
Εてചり৔に০るこͱͰɺ使༻イメージ
を෸かせるํ法なͲをߟҊしɺ࣮ にࡍ
ൢଅ101のプϩトλイプを࡞੒したɻ

һڭಋࢦ
長࡚秀ढ़ઌ生
からのコメント

このチーム͸行ಈྗに秀Ͱていたɻかなりૣい࣌期から࡞ࢼ品を࡞り্͛ɺͦ Εをஔいて΋
ら͏ ళฮまͰ自らަবし୳しग़してきたɻまたಠ自ௐࠪをܭըしɺ300ਓن໛のඃऀݧを
͋っͱい͏ؒにूΊてきたɻプレゼンࢿྉの׬੒౓΋ߴくɺଞチームに΋Өڹを༩͑ていたɻ

クリアシート便利グッズ

χシキアφΰʤコミック߽ఛʥ
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໌ւ大学ɹখ୩ࢠܙゼミ/山田།ਓɺҏ藤༐رɺ山本وത
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ྲྀ௨Պ学大学ɹਗ਼ਫ৴೥ゼミ/த山Ѯɺ佐໌ݹԻɺ山Լ෣ಸ

ͻͱつͰࡾ役�ഉਫߔカόー

「クリアϑィット」͸खをԚさͣにഉਫߔ
の生ΰミをࣺてるこͱ͕ग़དྷるɺ؆୯に
ચ る͑ɺڥ؀に΍さしいͱい 3͏つのメリッ
ト͕͋るഉ ਫ カόーͰ͋るɻഉߔ ਫ ߔ
のΰミ受͚ͱい͑͹ਫ੾りωット͕ओྲྀ
͕ͩɺԚくてૉखͰ৮りたくないͱい͏ཧ
༝から૟ আ ස ౓͕Լ͕ってしま͏ ਓ΋
多いɻまたɺਫ੾りωットを使༻するͱマイ
クϩプラεチック͕Լਫॲཧ৔をすりൈ
͚ɺւまͰྲྀΕてしま͏ ɻクリアϑィット͸こ
Εらの೰Έを解ফする商品Ͱ͋るɻ

たち͸まͣɺ৽型コϩφ΢ィルεのࢲ
ӨڹͰม化したこͱをௐࠪしたɻͦ の
結 果 ɺお ち͏࣌ ͕ؒ૿͑たこͱͰྉ
ཧを࢝Ίたਓɺ૟আをසൟにするΑ
に͏なったਓ͕多いこͱ͕分かったɻ

さらにキッチンをゼϩのঢ়ଶに໭すɺ
キッチンリηット͕ྲྀ行っているこͱ΋
分かりɺキッチンの૟আグッズ͸धཁ
たɻ͑ߟいͱߴ͕

まͣɺ一ൠతにൢചしているਫ੾り
ωットのฏۉのαイズをௐ΂たɻ੾り
औりઢをೖΕてクリアシート1ຕͰ2α
イズ࡞ΕるΑ͏ に࡞ࢼ品を੍࡞したɻ
パーツをࠩしࠐんͩՕॴからΰミ͕
࿙ΕないΑ͏ にしたりɺ๐立てるたΊ
に݀の大きさを޻෉したりしたɻͦ し
てɺ׬੒した࡞ࢼ品をओ්のํに࣮
૝をฉいたɻײに使༻して΋らいɺࡍ

ൢചํ法͸ࢽࡶ͚޲ڙࢠの෇࿥を
฼਌のお͕ڙࢠているɻこΕ͸ɺ͑ߟ
ख఻いͱして使༻して΋ら͏ ໨తͰ る͋ɻ
またɺ૊Έ立てࣜなのͰ෇࿥にし΍す
いɻなͥओ්ࢽࡶ͚޲の෇࿥にしな
いのかͱい͏ ͱɺओ්ࢽࡶ͚޲に͸ɺ෇
࿥を෇͚ていない͕ࢽࡶほͱんͲͰɺま
たɺϑライパン΍Ոܭ฽なͲɺ෇࿥メイ
ンͰߪೖさΕる৔߹͕多いたΊͩɻ

һڭಋࢦ
ਗ਼ਫ৴೥ઌ生
からのコメント

୆ॴまΘりͱい͏਎ۙな৔ॴͰのӅΕたχーズにয఺をߜりɺਫ੾りωットなͲのطଘ商品
ͱのࠩผ性をΑく͑ߟたاըɻクリアシートならͰ͸の特長をͲ͏ 活かすかɺͱい͏఺Ͱۤ࿑
していた͕ɺؒ࣌をか͚て製࡞したプϩトλイプ͸かなりのग़དྷ͹ ͱ͑ධՁͰきるɻ

クリアシート便利グッズ

"."ʤクリアϑィットʥ
和歌山大学ɹ柳到亨ゼミ/੺দࣿ໻ɺ֯ 野Ֆསɺֿݪᆹݾ

ಥ વのೈ 便に೰まない� ຖ日
使ってɺパットきΕいに

「パットル」͸ɺѪݘのೈ便のॲཧのし
ͮらさを解ফする商品Ͱ͋るɻこの商品
を使 こ͏ͱͰೈ便を஍໘にམͱすこͱな
くॲ ཧͰきɺ஍ ໘を১くख ͕ؒなくなる
たΊϑンॲ ཧの࣌ ؒ ୹ ॖにつな͕るɻ
さらにɺ袋をೖΕるϙケット΋͋るたΊ袋
を๨Εてしま͏ こͱ͸΋͏ ないɻઌ୺のε
トッパーに袋をཹΊΕ͹ࢄาதに྆ख
࠶าをࢄるこͱ΋なくなりɺす͙に͕࠹͕
開するこͱ͕ͰきるɻѪݘのೈ便ॲཧに
೰Ήશてのࣂいओさんにμイレクトϑン
キϟッチϟー「パットル」をଃりたいɻ

౰ॳ͸ҟなる商品をاըしΑ͏ ͱして
いた͕ɺインλϏϡーのࡍに「ೈ便ॲ
ཧのํ͕ࠔっているからͦ っちを解
決してཉしい」ͱݴΘΕɺΑり多くのࣂ
いओさんにアンケートを࣮ࢪしたɻす
るͱɺೈ便ॲཧに೰んͰいるਓ͕多
いこͱ͕Θかるͱಉ࣌にɺ解決しな͚
Ε͹ならない大きな໰題Ͱ͋るͱߟ
͑たɻ

パットルのܗ͸्ҩさんͱの໘ஊのࡍ
にුかんͰきたɻ࣮ にパットル͕Ͱきࡍ
てから͸ɺさま͟ まݘछのݘのࣂいओ
さんに使っていたͩきɺ商品を࡞って
きたɻ۩ମతなվળͱして͸ɺͲんな
のお৲のԼに΋ೖるΑ͏ݘ にߴさをௐ
અしたこͱͰ る͋ɻまたɺ商品ػೳの袋
༻ϙケットͱઌ୺のεトッパー͸ࢼ༻
ௐࠪͰのফඅऀの੠から生まΕたɻ

ϖットシϣップ΍ࣂいओ΁のインλ
Ϗϡーௐࠪの結果ɺϑンキϟッチϟー
͸ೝ஌さΕていないこͱ͕Θかったɻ
ͦのたΊɺノϕルティൢ ചͰ޿いೝ
஌を獲得するඞཁ͕͋るɻノϕルティ
ൢചީิͱして͸ɺ௎の݈߁をଅਐ
するυッグϑーυメーカー΍ݘのϑン
ॲཧ袋メーカーを͑ߟたɻ

һڭಋࢦ
柳到亨ઌ生
からのコメント

৺優しくࠜ い.",&ʂ5ɻ「ϑンキϟッチϟーパットル」͸ɺϖットのՈ଒化ͱい͏ڧؾ 社会ೝࣝ
りఴった΋دいओにࣂのೈ便ॲཧに೰Ήݘの࣌าࢄまるதɺ生まΕたϖットؔ࿈商品ɻڧ͕
のͰ͋るɻݟ事にクリアシートの特性を活かせた఺ɺ࠷ऴஈ֊のӦ業活ಈ͸๙Ίて͋͛たいɻ

クリアシート便利グッズ

.",& �5ʤパットルʥ



1 ࡯؍� Observation 2 ࡞品੍࡞ࢼ� Prototyping 3 �ൢചଅਐ Promotion

St u d en t  In n o v at i o n  Co l l e g e  2 0 2 1 St u d en t  In n o v at i o n  Co l l e g e  2 0 2 128 29

1 ࡯؍� Observation 2 ࡞品੍࡞ࢼ� Prototyping 3 �ൢചଅਐ Promotion

ྲྀ௨Պ学大学ɹਗ਼ਫ৴೥ゼミ/த山Ѯɺ佐໌ݹԻɺ山Լ෣ಸ

ͻͱつͰࡾ役�ഉਫߔカόー

「クリアϑィット」͸खをԚさͣにഉਫߔ
の生ΰミをࣺてるこͱ͕ग़དྷるɺ؆୯に
ચ る͑ɺڥ؀に΍さしいͱい 3͏つのメリッ
ト͕͋るഉ ਫ カόーͰ͋るɻഉߔ ਫ ߔ
のΰミ受͚ͱい͑͹ਫ੾りωット͕ओྲྀ
͕ͩɺԚくてૉखͰ৮りたくないͱい͏ཧ
༝から૟ আ ස ౓͕Լ͕ってしま͏ ਓ΋
多いɻまたɺਫ੾りωットを使༻するͱマイ
クϩプラεチック͕Լਫॲཧ৔をすりൈ
͚ɺւまͰྲྀΕてしま͏ ɻクリアϑィット͸こ
Εらの೰Έを解ফする商品Ͱ͋るɻ

たち͸まͣɺ৽型コϩφ΢ィルεのࢲ
ӨڹͰม化したこͱをௐࠪしたɻͦ の
結 果 ɺお ち͏࣌ ͕ؒ૿͑たこͱͰྉ
ཧを࢝Ίたਓɺ૟আをසൟにするΑ
に͏なったਓ͕多いこͱ͕分かったɻ

さらにキッチンをゼϩのঢ়ଶに໭すɺ
キッチンリηット͕ྲྀ行っているこͱ΋
分かりɺキッチンの૟আグッズ͸धཁ
たɻ͑ߟいͱߴ͕

まͣɺ一ൠతにൢചしているਫ੾り
ωットのฏۉのαイズをௐ΂たɻ੾り
औりઢをೖΕてクリアシート1ຕͰ2α
イズ࡞ΕるΑ͏ に࡞ࢼ品を੍࡞したɻ
パーツをࠩしࠐんͩՕॴからΰミ͕
࿙ΕないΑ͏ にしたりɺ๐立てるたΊ
に݀の大きさを޻෉したりしたɻͦ し
てɺ׬੒した࡞ࢼ品をओ්のํに࣮
૝をฉいたɻײに使༻して΋らいɺࡍ

ൢചํ法͸ࢽࡶ͚޲ڙࢠの෇࿥を
฼਌のお͕ڙࢠているɻこΕ͸ɺ͑ߟ
ख఻いͱして使༻して΋ら͏ ໨తͰ る͋ɻ
またɺ૊Έ立てࣜなのͰ෇࿥にし΍す
いɻなͥओ්ࢽࡶ͚޲の෇࿥にしな
いのかͱい͏ ͱɺओ්ࢽࡶ͚޲に͸ɺ෇
࿥を෇͚ていない͕ࢽࡶほͱんͲͰɺま
たɺϑライパン΍Ոܭ฽なͲɺ෇࿥メイ
ンͰߪೖさΕる৔߹͕多いたΊͩɻ

һڭಋࢦ
ਗ਼ਫ৴೥ઌ生
からのコメント

୆ॴまΘりͱい͏਎ۙな৔ॴͰのӅΕたχーズにয఺をߜりɺਫ੾りωットなͲのطଘ商品
ͱのࠩผ性をΑく͑ߟたاըɻクリアシートならͰ͸の特長をͲ͏ 活かすかɺͱい͏఺Ͱۤ࿑
していた͕ɺؒ࣌をか͚て製࡞したプϩトλイプ͸かなりのग़དྷ͹ ͱ͑ධՁͰきるɻ

クリアシート便利グッズ

"."ʤクリアϑィットʥ
和歌山大学ɹ柳到亨ゼミ/੺দࣿ໻ɺ֯ 野Ֆསɺֿݪᆹݾ

ಥ વのೈ 便に೰まない� ຖ日
使ってɺパットきΕいに

「パットル」͸ɺѪݘのೈ便のॲཧのし
ͮらさを解ফする商品Ͱ͋るɻこの商品
を使 こ͏ͱͰೈ便を஍໘にམͱすこͱな
くॲ ཧͰきɺ஍ ໘を১くख ͕ؒなくなる
たΊϑンॲ ཧの࣌ ؒ ୹ ॖにつな͕るɻ
さらにɺ袋をೖΕるϙケット΋͋るたΊ袋
を๨Εてしま͏ こͱ͸΋͏ ないɻઌ୺のε
トッパーに袋をཹΊΕ͹ࢄาதに྆ख
࠶าをࢄるこͱ΋なくなりɺす͙に͕࠹͕
開するこͱ͕ͰきるɻѪݘのೈ便ॲཧに
೰Ήશてのࣂいओさんにμイレクトϑン
キϟッチϟー「パットル」をଃりたいɻ

౰ॳ͸ҟなる商品をاըしΑ͏ ͱして
いた͕ɺインλϏϡーのࡍに「ೈ便ॲ
ཧのํ͕ࠔっているからͦ っちを解
決してཉしい」ͱݴΘΕɺΑり多くのࣂ
いओさんにアンケートを࣮ࢪしたɻす
るͱɺೈ便ॲཧに೰んͰいるਓ͕多
いこͱ͕Θかるͱಉ࣌にɺ解決しな͚
Ε͹ならない大きな໰題Ͱ͋るͱߟ
͑たɻ

パットルのܗ͸्ҩさんͱの໘ஊのࡍ
にුかんͰきたɻ࣮ にパットル͕Ͱきࡍ
てから͸ɺさま͟ まݘछのݘのࣂいओ
さんに使っていたͩきɺ商品を࡞って
きたɻ۩ମతなվળͱして͸ɺͲんな
のお৲のԼに΋ೖるΑ͏ݘ にߴさをௐ
અしたこͱͰ る͋ɻまたɺ商品ػೳの袋
༻ϙケットͱઌ୺のεトッパー͸ࢼ༻
ௐࠪͰのফඅऀの੠から生まΕたɻ

ϖットシϣップ΍ࣂいओ΁のインλ
Ϗϡーௐࠪの結果ɺϑンキϟッチϟー
͸ೝ஌さΕていないこͱ͕Θかったɻ
ͦのたΊɺノϕルティൢ ചͰ޿いೝ
஌を獲得するඞཁ͕͋るɻノϕルティ
ൢചީิͱして͸ɺ௎の݈߁をଅਐ
するυッグϑーυメーカー΍ݘのϑン
ॲཧ袋メーカーを͑ߟたɻ

һڭಋࢦ
柳到亨ઌ生
からのコメント

৺優しくࠜ い.",&ʂ5ɻ「ϑンキϟッチϟーパットル」͸ɺϖットのՈ଒化ͱい͏ڧؾ 社会ೝࣝ
りఴった΋دいओにࣂのೈ便ॲཧに೰Ήݘの࣌าࢄまるதɺ生まΕたϖットؔ࿈商品ɻڧ͕
のͰ͋るɻݟ事にクリアシートの特性を活かせた఺ɺ࠷ऴஈ֊のӦ業活ಈ͸๙Ίて͋͛たいɻ

クリアシート便利グッズ

.",& �5ʤパットルʥ
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長期型避難自粛ケア商品ఏҊ

୆෩・߽ Ӎ・஍਒΍৽型コϩφ΢イルεのຮԆにΑりɺ๷ࡂඋ஝のߟ
͑ํ͸ɺै དྷの「避難࣌の࣋ちग़し」ͩ ͚Ͱ͸なくɺ避難΍自粛生
活r͕த長期化するこͱͰ「த長期の避難・自粛生活のケア」͕ ඞ
ཁͱなっているɻҿΈਫ΍਺日分の৯ྉͱい͏໋を͙ܨたΊのඋ஝
品Ͱ͸なくɺ避難΍自粛͕長期化するこͱに൐͏ɺ݈ ໰題ɺεキン߁
ケアɺεトレεケアɺମॏ؅ཧɺମௐ؅ཧなͲɺD)$ならͰ͸の๷ࡂ
උ஝商品΍αーϏεをاըఏҊするɻ
商品化͸ɺ化হ品・݈ 商品・μイエット・ϑΝッシϣンなͲɺ͋߁ らΏる
事業からঁ性のඒͱ݈߁を͑ࢧている「D)$」͕ ɻࢪ࣮

St u d en t  In n o v at i o n  Co l l e g e  2 0 2 1 31

0 3 2 Αりͦ いΈるく

0 3 3 MFssDVF NF

0 3 4 $030/

0 3 5 く΋っͱ

0 3 6 ग़社メシ

0 3 7 SF ᶘɻʢリリーʣ

0 3 8 ͹りき΋ち

0 3 9 かくしてほせるん

0 4 0 すっΆりん

0 4 1 ,BJLB

0 4 2 '6,6"3"*

0 4 3 ,03& EB $"3&

0 4 4 εキンケアクリームパクト

0 4 5 ΂たつきリηットブラシ

0 4 6 /VUS JNJ[F

0 4 7 S-&&1όッグ



1 ࡯؍� Observation 2 ࡞品੍࡞ࢼ� Prototyping 3 �ൢചଅਐ Promotion

St u d en t  In n o v at i o n  Co l l e g e  2 0 2 1 St u d en t  In n o v at i o n  Co l l e g e  2 0 2 132 33

1 ࡯؍� Observation 2 ࡞品੍࡞ࢼ� Prototyping 3 �ൢചଅਐ Promotion

大ࢢࡕ立大学ɹখྛ఩ゼミ/๺த樹࠸ɺݹ୩݈ଠɺ和多田തՆ

いつͰ΋ͲこͰ΋҆શͰす͙ にҿ
ませるこͱ͕ Ͱきるミルク

避難ॴͰ͸ɺプライόシーの؍఺からत
ೕɺݯࢿの؍఺からคミルクを࡞るこͱ
難Ͱ͋るɻͦࠔ͕ こͰӷମミルク͕஫໨
さΕるの͕ͩɺै དྷの製 品Ͱ͸1 ౓ ᄡ
ೕළにҠすඞཁ͕ り͋ɺख͕ؒかかるこ
ͱ΍ෳ ਺ ճ 利 ༻のࡍ ɺӴ 生 ໘にෆ ҆
るɻͦ࢒͕ こͰ使いࣺて型の༰ثにする
こͱͰ避難࣌にదした商品ͱしたɻまたͦ
のΑ͏ な特௃からిंに৐っているͱき
なͲɺ日ৗ使༻΋可ೳͱなっているɻさら
に౬ઝ可ೳな༰ث΍ツーαイズ展開の
ൢ ചを行 こ͏ͱͰɺै དྷ 製 品の୹ ॴを
վળする商品ͱなっているɻ

ۙ೥多くの஍ํ自࣏ମ͕࣌֐ࡂ΍
௨ৗのϩーリングεトックͱしてӷମミ
ルクを࠾༻している༷ݟ͕ࢠ受͚ら
Εるɻまたɺ੺ちΌん͕大ٽきしている
ͱきにคミルクを࡞るの͸ࠔ難ͩͱい
͏੠΋͋るɻͦ のたΊ避難生活Ͱޮ
果をൃشしɺ日ৗ生活Ͱ΋ॏๅさΕ
るӷମミルクにࢢ৔の੒長性をײじ
たɻ

ӷମミルクをઁऔするの͸੺ちΌん
Ͱ͋るこͱからɺパ΢チ型の༰ثͰҿ
Ήこͱ͕Ͱきるのかͱい͏఺について
たɻ࣮͑ߟ に੺ちΌんにҿんͰ΋らࡍ
こ͏ͱ͸ͰきなかったたΊɺ༰ثをٯ

さにしてࢼすํ法Ͱɺ༰қにҿΊる
かͱい͏ ఺についてূݕをॏͶたɻ

S/SͰたͩ商品をએ఻する͚ͩͰ
なくɺӷ ମミルクͰෆ ҆ さΕる҆ࢹ
શ໘に഑ྀしているこͱを޿ใしてい
る఺͕஫໨す΂き఺ͩɻさらにൢച
チϟωルͱしてɺ避難ॴになり͏ る஍
ํ自࣏ମをઃ定するこͱͰɺ避難࣌
にਝ଎に商品をఏڙͰきるこͱにՃ
͑てɺ商 品のએ ఻΋可 ೳͱなってい
るɻ

һڭಋࢦ
খྛ఩ઌ生
からのコメント

のඋ࣌֐ࡂ ͱ͑してೕࣇのӷମミルクのඋ஝͸ɺχーズ΋ り͋໘നいアイσアͩͱ͏ࢥɻた
ͩしɺ฼ೕͰのࢠҭて͕良いなͲこのछのࢢ৔͸かなりอकతͰɺফඅऀのҙࣝվֵ͕
ඞཁなたΊɺͦ の఺を੝りࠐんͩプϩモーシϣンఏҊ͕͋Ε͹なお良かったɻ

長期型避難自粛ケア商品

ま͚΁んͰʤΑりͦ いΈるくʥ
ؔ西学Ӄ大学ɹ石෵ॱ໵ゼミ/Ԭཹ࣮رɺࡔ本ཧࢠɺኍ຤さくら

カόンにೖらなくて΋೰まない�メイ
クͱ৺のおॿ͚コεメ

この商品͸ɺマεク生活にΑって化হ่
Εの೰Έ͕ਂࠁ化したに΋ؔΘらͣɺカ
όン͕খさくかさ͹るコεメを࣋ちӡ΂な
い�ͱい͏ɺྲྀ 行にහײなঁࢠ大学生の
೰Έを解決する商品Ͱ͋るɻ

化হ௚しにඞཁなɺอ࣪όームɺϑΝン
σーシϣンɺパ΢μーɺアイシϟυ΢ɺアイ
ブϩ΢の�つのコεメ͕εマートϑΥンの
൒分αイズのパレットにू໿さΕているɻ

またɺパレット1つͰ日ৗのメイク௚し΋避
難࣌にお͚る࠷௿ݶのメイク΋可ೳͰ͋
るɻ

「マεク生活Ͱ࣋っていきたいコεメ͕
૿͑た͕ɺカόン͕খさく࣋ってい͚な
い」ͱい͏ メンόーの೰Έ͕ى఺Ͱ͋っ
たɻपりのঁࢠ大学生にアンケートௐ
ࠪを行 ͱ͏ɺಉじ೰Έを๊ て͑いたɻͦし
てɺこの໰題͸த長期避難࣌に΋ىこ
るこͱにؾ෇き「かさ͹るコεメを࣋って
いくこͱ͕ 難しい」ͱい͏ ௨の課題をڞ
解決する商品を࡞りたいͱ͑ߟたɻ

品にΑりɺパϑͱϑΝンσーシϣン࡞ࢼ
͸ϑィルム͕͋るこͱͰ௚઀৮Εない
たΊɺਗ਼ܿに使༻可ೳͰ͋るͱূݕ
するこͱ͕Ͱきたɻまたɺ༰ثͱϑィル
ムを一ମ型にするこͱͰɺメイクをする
したこͱ͕͋るͰݧܦ1౓͸͕ࢠঁ
͋Ζ 「͏ϑィルム͕いつのؒにかなく
なっている」ͱい͏೰Έを解決するこ
ͱ͕ Ͱきたɻ

λーήットͰ͋るঁࢠ大学生のೝ஌
獲得のたΊにɺ൴ঁたち͕コεメの৘
ใを得るツールͱしてසൟにӾཡする
S/S΍ޱコミαイトͰのൢചଅਐを
ଅすɻ特に利༻͕多い*OsUBHSBN・
-*1S・!DPsNFにおいてɺD)$ެ
ࣜアカ΢ントͰの౤ߘをڧ化するɻさら
にɺキϟンϖーンを行 こ͏ͱͰޱコミを
૿΍しɺߪೖαイクルをܗ੒するɻ

һڭಋࢦ
石෵ॱ໵ઌ生
からのコメント

「レεキϡミ」͸ɺ避難͚ͩ࣌Ͱなくීஈ΋使͑るɺঁ 性の化হ品にؔする೰Έにدりఴ͏
ૉ晴らしい商品Ͱ͋るɻஸೡに࡞੒さΕたプϩトλイプ΍ɺ৘ใをߜりࠐんͩ分かり΍すい
プレゼンࢿྉ΋ૉ晴らしかったɻSカレͰ得たݧܦをब活ɺকདྷの࢓事に活かしてほしいɻ

長期型避難自粛ケア商品

3B J OCPXʤMF s s DVF NFʥ
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いつͰ΋ͲこͰ΋҆શͰす͙ にҿ
ませるこͱ͕ Ͱきるミルク

避難ॴͰ͸ɺプライόシーの؍఺からत
ೕɺݯࢿの؍఺からคミルクを࡞るこͱ
難Ͱ͋るɻͦࠔ͕ こͰӷମミルク͕஫໨
さΕるの͕ͩɺै དྷの製 品Ͱ͸1 ౓ ᄡ
ೕළにҠすඞཁ͕ り͋ɺख͕ؒかかるこ
ͱ΍ෳ ਺ ճ 利 ༻のࡍ ɺӴ 生 ໘にෆ ҆
るɻͦ࢒͕ こͰ使いࣺて型の༰ثにする
こͱͰ避難࣌にదした商品ͱしたɻまたͦ
のΑ͏ な特௃からిंに৐っているͱき
なͲɺ日ৗ使༻΋可ೳͱなっているɻさら
に౬ઝ可ೳな༰ث΍ツーαイズ展開の
ൢ ചを行 こ͏ͱͰɺै དྷ 製 品の୹ ॴを
վળする商品ͱなっているɻ

ۙ೥多くの஍ํ自࣏ମ͕࣌֐ࡂ΍
௨ৗのϩーリングεトックͱしてӷମミ
ルクを࠾༻している༷ݟ͕ࢠ受͚ら
Εるɻまたɺ੺ちΌん͕大ٽきしている
ͱきにคミルクを࡞るの͸ࠔ難ͩͱい
͏੠΋͋るɻͦ のたΊ避難生活Ͱޮ
果をൃشしɺ日ৗ生活Ͱ΋ॏๅさΕ
るӷମミルクにࢢ৔の੒長性をײじ
たɻ

ӷମミルクをઁऔするの͸੺ちΌん
Ͱ͋るこͱからɺパ΢チ型の༰ثͰҿ
Ήこͱ͕Ͱきるのかͱい͏఺について
たɻ࣮͑ߟ に੺ちΌんにҿんͰ΋らࡍ
こ͏ͱ͸ͰきなかったたΊɺ༰ثをٯ

さにしてࢼすํ法Ͱɺ༰қにҿΊる
かͱい͏ ఺についてূݕをॏͶたɻ

S/SͰたͩ商品をએ఻する͚ͩͰ
なくɺӷ ମミルクͰෆ ҆ さΕる҆ࢹ
શ໘に഑ྀしているこͱを޿ใしてい
る఺͕஫໨す΂き఺ͩɻさらにൢച
チϟωルͱしてɺ避難ॴになり͏ る஍
ํ自࣏ମをઃ定するこͱͰɺ避難࣌
にਝ଎に商品をఏڙͰきるこͱにՃ
͑てɺ商 品のએ ఻΋可 ೳͱなってい
るɻ

һڭಋࢦ
খྛ఩ઌ生
からのコメント

のඋ࣌֐ࡂ ͱ͑してೕࣇのӷମミルクのඋ஝͸ɺχーズ΋ り͋໘നいアイσアͩͱ͏ࢥɻた
ͩしɺ฼ೕͰのࢠҭて͕良いなͲこのछのࢢ৔͸かなりอकతͰɺফඅऀのҙࣝվֵ͕
ඞཁなたΊɺͦ の఺を੝りࠐんͩプϩモーシϣンఏҊ͕͋Ε͹なお良かったɻ
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ؔ西学Ӄ大学ɹ石෵ॱ໵ゼミ/Ԭཹ࣮رɺࡔ本ཧࢠɺኍ຤さくら

カόンにೖらなくて΋೰まない�メイ
クͱ৺のおॿ͚コεメ

この商品͸ɺマεク生活にΑって化হ่
Εの೰Έ͕ਂࠁ化したに΋ؔΘらͣɺカ
όン͕খさくかさ͹るコεメを࣋ちӡ΂な
い�ͱい͏ɺྲྀ 行にහײなঁࢠ大学生の
೰Έを解決する商品Ͱ͋るɻ

化হ௚しにඞཁなɺอ࣪όームɺϑΝン
σーシϣンɺパ΢μーɺアイシϟυ΢ɺアイ
ブϩ΢の�つのコεメ͕εマートϑΥンの
൒分αイズのパレットにू໿さΕているɻ

またɺパレット1つͰ日ৗのメイク௚し΋避
難࣌にお͚る࠷௿ݶのメイク΋可ೳͰ͋
るɻ

「マεク生活Ͱ࣋っていきたいコεメ͕
૿͑た͕ɺカόン͕খさく࣋ってい͚な
い」ͱい͏ メンόーの೰Έ͕ى఺Ͱ͋っ
たɻपりのঁࢠ大学生にアンケートௐ
ࠪを行 ͱ͏ɺಉじ೰Έを๊ て͑いたɻͦし
てɺこの໰題͸த長期避難࣌に΋ىこ
るこͱにؾ෇き「かさ͹るコεメを࣋って
いくこͱ͕ 難しい」ͱい͏ ௨の課題をڞ
解決する商品を࡞りたいͱ͑ߟたɻ

品にΑりɺパϑͱϑΝンσーシϣン࡞ࢼ
͸ϑィルム͕͋るこͱͰ௚઀৮Εない
たΊɺਗ਼ܿに使༻可ೳͰ͋るͱূݕ
するこͱ͕Ͱきたɻまたɺ༰ثͱϑィル
ムを一ମ型にするこͱͰɺメイクをする
したこͱ͕͋るͰݧܦ1౓͸͕ࢠঁ
͋Ζ 「͏ϑィルム͕いつのؒにかなく
なっている」ͱい͏೰Έを解決するこ
ͱ͕ Ͱきたɻ

λーήットͰ͋るঁࢠ大学生のೝ஌
獲得のたΊにɺ൴ঁたち͕コεメの৘
ใを得るツールͱしてසൟにӾཡする
S/S΍ޱコミαイトͰのൢചଅਐを
ଅすɻ特に利༻͕多い*OsUBHSBN・
-*1S・!DPsNFにおいてɺD)$ެ
ࣜアカ΢ントͰの౤ߘをڧ化するɻさら
にɺキϟンϖーンを行 こ͏ͱͰޱコミを
૿΍しɺߪೖαイクルをܗ੒するɻ

һڭಋࢦ
石෵ॱ໵ઌ生
からのコメント

「レεキϡミ」͸ɺ避難͚ͩ࣌Ͱなくීஈ΋使͑るɺঁ 性の化হ品にؔする೰Έにدりఴ͏
ૉ晴らしい商品Ͱ͋るɻஸೡに࡞੒さΕたプϩトλイプ΍ɺ৘ใをߜりࠐんͩ分かり΍すい
プレゼンࢿྉ΋ૉ晴らしかったɻSカレͰ得たݧܦをब活ɺকདྷの࢓事に活かしてほしいɻ

長期型避難自粛ケア商品
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京都産業大学ɹ্ݩ࿱ゼミ/ҏఉສཬࡊɺ໦ଜ՚南ɺ໳ࡔຑ༝

いつͰ΋ɺͲこͰ΋ɺ؆୯にɺコϩコ
ϩコϩン�

ࡂ きた避ى͕֐ 難 にɺഽトラブル΍࣌
ഽケアの໰ 題についてࢲたち͸自粛・
避難の྆ํに使͑る商品を開ൃしたɻ
D)$社の化হਫ΍ೕӷɺඒ༰ӷなͲ
をϩールΦンͱい͏ඒҙࣝのߴい多くの
ঁ性͕利༻しているɺपғをؾにせͣ
に使༻したい෦分にコϩコϩͱస͕して
利 ༻するλイプの化 হ 品 ༻ ඒ ༰ϩー
ラーのதにಋೖするɻまたɺ͋ Ϳらͱりࢴ
をϘールঢ়にしてϩールΦンλイプにし
た͋ͿらͱりϘールを൓ରଆに઀ணしɺ
28":にしたɻͦ のೋ఺のޮೳをϖン
ঢ়にしコンパクトͰ࣋ちӡͼ΍すいいつ
Ͱ΋ɺͲこͰ΋ɺഽをؾにか͚らΕる商品
ఏҊɻ

D)$のओͱしたイメージͰ る͋ߴՁな化
হਫ΍ඒ༰ӷにண໨しɺएऀͰ΋खに
औり΍すいՁ֨Ͱ࣋ちӡͼに便利なए
ऀ໨ઢͰの商品を࡞りたいͱߟ た͑ɻ今
日のएऀ͸࣋ち෺の࠷খݶ化΍大きな
カόンを࣋ちาかない޲܏に る͋ɻͦ の
特௃をऔりೖΕコンパクトͰ28":Ҏ
্のػೳを୲いɺ٧Ίସ ΋͑可ೳなαε
テφブルな商品を開 しൃΑ͏ ͱߟ た͑ɻ

ϩールΦンλイプの༰ثの商品を࣮
品を࡞ࢼೖし使༻したのͰɺߪにࡍ
るこͱ͸しなかった͕ɺ୅Θりにイ࡞
メージਤを࡞ったɻ࣮ に͋る商品ࡍ
を૊Έ߹Θせるͱい͏ఏҊͩったの
Ͱ࡞ࢼ品͸࡞Εなかった͕ɺը૾を
Ճ޻して長さ΍෯΋決Ίて׬੒品を
イメージͰきるΑ͏ にしたɻ

S/SͰアンケートをͱったͱこΖ༉औり
ちӡͿਓ͸গないこͱ͕࣋をࢴ 分かっ
たɻ༉औりϘール͸ΰミ͕ ग़ないの͕
ΈͰ΋͋ڧ るのͰ こͦをਪしてɺ؆୯に
ちӡ΂るͱい͏࣋ こͱをアϐールするඞ
ཁ͕͋るɻேのメイクલのΉくΈͱりな
ͲͰ化হਫをృりな͕らマッαージͰ
きるͱい͏ɺ֎ग़͚ͩ࣌Ͱ͸なく在宅
Ͱ΋使༻Ͱきるͱい͏࣌ ఺΋アϐールɻ

һڭಋࢦ
࿱ઌ生ݩ্
からのコメント

メンόーಉ࢜のงғ͕ؾ良くɺڭһ΍ゼミ生͕ݟていないत業ؒ࣌֎ͰΑく౒ྗしている
チームͰ͋るͱい͏印৅を࣋ったɻௐࠪ΍プϩモーシϣンなͲɺ΋͏ গしؤுΕるͱこΖ΋͋っ
たͱ͸͕͏ࢥɺ避難・自粛૒ํͰ使 る͑便利な商品に্͕࢓ったͱ͑ߟているɻ

長期型避難自粛ケア商品

ϋッϐーミラクルεテーシϣン3ʤ$030/ʥ
༎ඒɺ多田ຑඒɺத野さつきɺதଜちなつࡊ大学ɹኍ田ষޫゼミ/ਗ਼ਫـۙ

ັせるϤΨマット

「く΋っͱ」͸ɺऩೲεϖーεにࠔらͣɺ避
難࣌に΋使༻ͰきるӢ型のϤΨマットͰ
͋るɻこの商品͸ɺطଘのϤΨマットにର
する೰ΈͰ͋る「෦屋にೃછまない৭・
ऩೲεϖーεにࠔる」ͱい͏2఺を解決
する商品Ͱ͋るɻ「く΋っͱ」の࠷大の特
௃͸͗ܨ໨に͋るɻジϣイントマットのΑ͏
に؆୯に͛ܨたり֎したりͰきるたΊɺト
レーχングに߹Θせて大きさのௐ ੔͕
可ೳͰ͋るɻまたɺ避難࣌に͸৸۩ͱし
てػೳするこͱからɺ「く΋っͱ」を自粛生
活ͱ避難生活の2ํ໘Ͱ役立つ商品ͱ
してೝ஌֦大をਤりたいɻ

自粛生活தに৽たに࢝Ίたこͱをฉく
ͱɺ11�ਓ͕自宅ͰのトレーχングʢҎ
Լ「宅トレ」ʣͱճ౴したɻここからɺ宅ト
レを行͏ਓ΁のインλϏϡーを΋ͱにϤ
Ψマット΁のෆຬをௐࠪするͱɺ「ऩ
ೲにࠔる」・「෦屋にೃછまない」ͱの
੠͕͛ڍらΕたɻͦこͰࢲたち͸分解
ͰきるこͱͰコンパクトになりɺ෦屋に
ೃછΉ商品を࡞りたいͱ͑ߟたɻ

大学生をϖルࢠに宅トレを行͏ঁࡍ࣮
ιφにઃ定しɺͦこからのώアリングͰ得
た৘ใを΋ͱに࡞ࢼ品を࡞੒したɻ「Ϥ
Ψマットͱしてػೳするこͱ」・「઀ଓ෦
分͕֎ΕないΑ͏ にするこͱ」にۤ戦
しɺԿ౓΋商品վ良を܁りฦしたɻ࣮
にメンόーࡍ ト͕レーχングを行͏࣮
た໨・使い৺ݟ品の࡞ࢼをしɺݧ࣮ূ
஍について͸ଞऀにҙݟをٻΊたɻ

宅トレঁࢠ΁のインλϏϡーからɺトレー
χングを行͏ࡍの৘ใݩͱしてɺ「ϤΨ
͕「S/S」・「਌΍஌ਓ」・「ࢽࡶ ͛ڍ
らΕたɻͦこͰͦΕͧΕのഔମ΁ɺアプ
ϩーチを行ったɻ࣮ ΁ࢽࡶにϤΨࡍ
のࡌܝͱ&$αイトのൢ࿏を獲得しɺま
たϤΨࣨڭͰのコラϘاըɺS/SͰ
の৘ใ֦ࢄをࢪすこͱͰɺ෯޿いλー
ήット૚΁のೝ஌֦大を໨ࢦしたɻ

һڭಋࢦ
ኍ田ষޫઌ生
からのコメント

コϩφՒͰ自宅ϤΨを࣮ફする学生͕૿Ճした行ಈのม化に஫໨したɻطଘのϤΨマット
๊͕ る͑ɺ෦屋のインテリアにマッチしないɺ࣋ちӡͼ͕ෛ୲なͲの໰題を૊Έ立てࣜマット
ͱい͏ํ法Ͱ解決したɻ使༻ূݕɺࢢ৔ಋೖํ法΋ݕ౼さΕており׬੒౓͕ߴいɻ

長期型避難自粛ケア商品

1P s U� �ʤく΋っͱʥ
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京都産業大学ɹ্ݩ࿱ゼミ/ҏఉສཬࡊɺ໦ଜ՚南ɺ໳ࡔຑ༝

いつͰ΋ɺͲこͰ΋ɺ؆୯にɺコϩコ
ϩコϩン�

ࡂ きた避ى͕֐ 難 にɺഽトラブル΍࣌
ഽケアの໰ 題についてࢲたち͸自粛・
避難の྆ํに使͑る商品を開ൃしたɻ
D)$社の化হਫ΍ೕӷɺඒ༰ӷなͲ
をϩールΦンͱい͏ඒҙࣝのߴい多くの
ঁ性͕利༻しているɺपғをؾにせͣ
に使༻したい෦分にコϩコϩͱస͕して
利 ༻するλイプの化 হ 品 ༻ ඒ ༰ϩー
ラーのதにಋೖするɻまたɺ͋ Ϳらͱりࢴ
をϘールঢ়にしてϩールΦンλイプにし
た͋ͿらͱりϘールを൓ରଆに઀ணしɺ
28":にしたɻͦ のೋ఺のޮೳをϖン
ঢ়にしコンパクトͰ࣋ちӡͼ΍すいいつ
Ͱ΋ɺͲこͰ΋ɺഽをؾにか͚らΕる商品
ఏҊɻ

D)$のओͱしたイメージͰ る͋ߴՁな化
হਫ΍ඒ༰ӷにண໨しɺएऀͰ΋खに
औり΍すいՁ֨Ͱ࣋ちӡͼに便利なए
ऀ໨ઢͰの商品を࡞りたいͱߟ た͑ɻ今
日のएऀ͸࣋ち෺の࠷খݶ化΍大きな
カόンを࣋ちาかない޲܏に る͋ɻͦ の
特௃をऔりೖΕコンパクトͰ28":Ҏ
্のػೳを୲いɺ٧Ίସ ΋͑可ೳなαε
テφブルな商品を開 しൃΑ͏ ͱߟ た͑ɻ

ϩールΦンλイプの༰ثの商品を࣮
品を࡞ࢼೖし使༻したのͰɺߪにࡍ
るこͱ͸しなかった͕ɺ୅Θりにイ࡞
メージਤを࡞ったɻ࣮ に͋る商品ࡍ
を૊Έ߹Θせるͱい͏ఏҊͩったの
Ͱ࡞ࢼ品͸࡞Εなかった͕ɺը૾を
Ճ޻して長さ΍෯΋決Ίて׬੒品を
イメージͰきるΑ͏ にしたɻ

S/SͰアンケートをͱったͱこΖ༉औり
ちӡͿਓ͸গないこͱ͕࣋をࢴ 分かっ
たɻ༉औりϘール͸ΰミ͕ ग़ないの͕
ΈͰ΋͋ڧ るのͰ こͦをਪしてɺ؆୯に
ちӡ΂るͱい͏࣋ こͱをアϐールするඞ
ཁ͕͋るɻேのメイクલのΉくΈͱりな
ͲͰ化হਫをృりな͕らマッαージͰ
きるͱい͏ɺ֎ग़͚ͩ࣌Ͱ͸なく在宅
Ͱ΋使༻Ͱきるͱい͏࣌ ఺΋アϐールɻ

һڭಋࢦ
࿱ઌ生ݩ্
からのコメント

メンόーಉ࢜のงғ͕ؾ良くɺڭһ΍ゼミ生͕ݟていないत業ؒ࣌֎ͰΑく౒ྗしている
チームͰ͋るͱい͏印৅を࣋ったɻௐࠪ΍プϩモーシϣンなͲɺ΋͏ গしؤுΕるͱこΖ΋͋っ
たͱ͸͕͏ࢥɺ避難・自粛૒ํͰ使 る͑便利な商品に্͕࢓ったͱ͑ߟているɻ
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ັせるϤΨマット

「く΋っͱ」͸ɺऩೲεϖーεにࠔらͣɺ避
難࣌に΋使༻ͰきるӢ型のϤΨマットͰ
͋るɻこの商品͸ɺطଘのϤΨマットにର
する೰ΈͰ͋る「෦屋にೃછまない৭・
ऩೲεϖーεにࠔる」ͱい͏2఺を解決
する商品Ͱ͋るɻ「く΋っͱ」の࠷大の特
௃͸͗ܨ໨に͋るɻジϣイントマットのΑ͏
に؆୯に͛ܨたり֎したりͰきるたΊɺト
レーχングに߹Θせて大きさのௐ ੔͕
可ೳͰ͋るɻまたɺ避難࣌に͸৸۩ͱし
てػೳするこͱからɺ「く΋っͱ」を自粛生
活ͱ避難生活の2ํ໘Ͱ役立つ商品ͱ
してೝ஌֦大をਤりたいɻ

自粛生活தに৽たに࢝Ίたこͱをฉく
ͱɺ11�ਓ͕自宅ͰのトレーχングʢҎ
Լ「宅トレ」ʣͱճ౴したɻここからɺ宅ト
レを行͏ਓ΁のインλϏϡーを΋ͱにϤ
Ψマット΁のෆຬをௐࠪするͱɺ「ऩ
ೲにࠔる」・「෦屋にೃછまない」ͱの
੠͕͛ڍらΕたɻͦこͰࢲたち͸分解
ͰきるこͱͰコンパクトになりɺ෦屋に
ೃછΉ商品を࡞りたいͱ͑ߟたɻ

大学生をϖルࢠに宅トレを行͏ঁࡍ࣮
ιφにઃ定しɺͦこからのώアリングͰ得
た৘ใを΋ͱに࡞ࢼ品を࡞੒したɻ「Ϥ
Ψマットͱしてػೳするこͱ」・「઀ଓ෦
分͕֎ΕないΑ͏ にするこͱ」にۤ戦
しɺԿ౓΋商品վ良を܁りฦしたɻ࣮
にメンόーࡍ ト͕レーχングを行͏࣮
た໨・使い৺ݟ品の࡞ࢼをしɺݧ࣮ূ
஍について͸ଞऀにҙݟをٻΊたɻ

宅トレঁࢠ΁のインλϏϡーからɺトレー
χングを行͏ࡍの৘ใݩͱしてɺ「ϤΨ
͕「S/S」・「਌΍஌ਓ」・「ࢽࡶ ͛ڍ
らΕたɻͦこͰͦΕͧΕのഔମ΁ɺアプ
ϩーチを行ったɻ࣮ ΁ࢽࡶにϤΨࡍ
のࡌܝͱ&$αイトのൢ࿏を獲得しɺま
たϤΨࣨڭͰのコラϘاըɺS/SͰ
の৘ใ֦ࢄをࢪすこͱͰɺ෯޿いλー
ήット૚΁のೝ஌֦大を໨ࢦしたɻ

һڭಋࢦ
ኍ田ষޫઌ生
からのコメント

コϩφՒͰ自宅ϤΨを࣮ફする学生͕૿Ճした行ಈのม化に஫໨したɻطଘのϤΨマット
๊͕ る͑ɺ෦屋のインテリアにマッチしないɺ࣋ちӡͼ͕ෛ୲なͲの໰題を૊Έ立てࣜマット
ͱい͏ํ法Ͱ解決したɻ使༻ূݕɺࢢ৔ಋೖํ法΋ݕ౼さΕており׬੒౓͕ߴいɻ
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神戸大学ɹ宮尾学ゼミ/্ଜྒྷɺੁ 生༝ժɺ橘໦ޞ町ɺ౦良旅ਓ

コεト0๷ࡂʷ社һ΁のே৯ఏ
αーϏεڙ

業の社һ΁اたち宮尾ゼミ͸ɺதখࢲ
のே৯ఏڙαーϏεͰ͋る「ग़社メシ」
をఏҊしたɻこのαーϏε͸ɺΦϑィεに
ઃஔさΕたD)$の多਺の৯品͕ೖっ
たϘックεから社һ͕޷きな商品をߪೖ
しɺͦ のままΦϑィεͰே৯をͱるこͱ͕Ͱ
きるͱい ΋͏のͰ͋るɻこのαーϏεをಋ
ೖするこͱͰɺ৯ྉのඋ஝͕ਐΈにくい
தখا業͕コεトをか͚ͣにϩーリングε
トックするこͱ͕ग़དྷる͚ͩͰ͸なくɺே
৯をͱる社һ͕૿͑るこͱͰɺ社һの生
産性্͕޲するͱい͏ޮ果΋期଴Ͱきる
ͱࢲたち͸͑ߟたɻ

தখا業のඋ஝ಋೖをਐΊるたΊɺ
業の「৯」にؔする課題に஫໨しɺௐا
ࠪをしたɻ࢓事の生産性にӨڹを༩͑
るே৯のॏཁ性をཧ解しɺ৯΂たいͱ
って͸いる΋ののɺ৯΂ていないਓ͕ࢥ
多くいるこͱ͕ Θかったɻこ͏ したै業һに
ே৯をఏڙするこͱ͕ ɺඋ஝につな る͕
αーϏεをつくΕ͹ɺதখا業Ͱ΋උ஝
͕ਐΉͱ͑ߟɺ本αーϏεをߟҊしたɻ

#たちのఏҊ͸ࢲ Uѓ #のαーϏ
εのఏڙͰ り͋ɺαーϏε಺༰をアン
ケートするこͱͰ࡞ࢼ品੍࡞ͱしたɻ
アンケート͸ΦϑィεͰಇくํʑにお
౴͑いたͩいた͕ɺαーϏεを利༻し
たいཧ༝ɺͦ Θないཧ༝を多਺ࢥ͏
いたͩいたɻこのアンケートにΑりɺே
৯・࣌֐ࡂのͲちらに΋χーズ͕͋る
こͱを֬ೝするこͱ͕ ग़དྷたɻ

ൢച࣌のルートͱして͸ɺこΕまͰا業
にରしてଞの商品ൢചを展開してきた
"S,6-を利༻するɻಋೖޙɺ商品͕
଍りなくなったλイミングͰ利༻ا業༷に
"S,6-のαイトを௨じてඞཁな分のൃ
஫ґཔをしていた くͩɻこのํ法にΑりɺこ
ΕまͰऔҾを行っていたا業༷にରして
ԁ׈にӦ業͕Ͱきɺྲྀ ௨にؔして༨分
なखؒのかからないಋೖ͕可ೳͱなるɻ

һڭಋࢦ
宮尾学ઌ生
からのコメント

日ৗͰ΋使͑ɺかつඇৗ࣌に΋役立つ商品をߟ る͑ͱい͏ 難しい課題ͩった͕ɺ໘നいアイσ
アに୧りணいたɻしかしɺ#UP#Ͱのൢ࿏֬立΍ൢചଅਐの໰題をे分に解決Ͱきなかっ
たɻアイσア くͮりに͕ؒ࣌かかってしまいɺͦ のূݕにؒ࣌をׂ͚なかったの͕൓ল఺かɻ

長期型避難自粛ケア商品

り͏΅ーメシʤग़社メシʥ
ۨᖒ大学ɹੁ野佐৫ゼミ/খྛ೹߳ɺؠᔹ؏ଠ

খさなͻͱखؒͰ༊しを

D)$エッηンシϟルΦイル഑߹マεクε
プレー「 S F ᶘɻ」をఏ Ҋするɻこの商 品
͸マεクのআ のΈならͣखە ΍υアࢦ
ノブɺصなͲに΋使͑るマルチআ εプە
レーͩɻさらにエッηンシϟルΦイルにΑる
εトレε؇和ޮ果ͱফषޮ果΋͋りɺ日
ৗ࣌ͱ࣌֐ࡂの྆৔໘Ͱ活༂するɻௐ
ࠪΑりアルコールにΑるഽߥΕを৺഑す
るਓ͕多いͱ൑໌したたΊɺカテキンを
഑߹しఱવ༝དྷのエλノールを使༻し
たഽに優しい੒分に্͛࢓たɻখ型Ͱ
ಁ໌の༰ثにしɺ࣋ちӡͼし΍すくϩーリ
ングεトック΋し΍すいɺϢーβー໨ઢの
商品ͱなったɻ

௨໰題ڞ΍自粛ɺ日ৗ生活の֐ࡂ
ͱしてεトレεにΑる݈߁ඃ͕͋֐るɻ
またɺ1 0 ୅ ʙ 3 0 ୅のঁ 性にインλ
Ϗϡーを࣮ࢪしたͱこΖɺ多く͕ 1日の
தͰ長ؒ࣌マεクをண͚ɺ1ຕのマε
クをઅ໿して使༻しଓ͚るͱճ౴し
たɻこのΑ͏ なݱঢ়からखܰにεトレε
を؇和させるこͱ͕可ೳなマεクεプ
レーにண໨したɻ

ҟなるαイズの࡞ࢼ品を࡞੒しɺ࣌֐ࡂ
Ͱ΋࣋ちาき΍すいかɺ日ৗ使いし΍すい
かɺͱい͏ ఺からλーήットのए೥૚の؍
ঁ性にࢼして΋らいɺద੾なαイズײを௥
したɻٻ
আޮە果をᨳ͏ ΂くアルコールن定ྔを
഑߹しɺద੾な り߳にするҝɺ商品վ良
をॏͶたɻ
またɺ࡞ࢼ品をゼミ生2�໊に഑෍しɺ࣮
の֬ೝ΋行っײ༺に使༻して΋らい使ࡍ
たɻ

D)$ެࣜ*OsUBHSBNにてɺ商品を
使 シ͏ーン΍ํ法をリール౤ߘするɻ
リール͸ϑΥϩϫーҎ֎に΋ൃݟλブ
Ͱද ࣔさΕるたΊɺ商 品のೝ ஌ ޲
ӨࡱΊるɻさらにWMPH෩にࠐݟ্͕
しɺ日ৗͰ商品を使っている༷ࢠを
自વମにදݱするこͱͰɺλーήット
に਌ۙײを༩ る͑ɻ

һڭಋࢦ
ੁ野佐৫ઌ生
からのコメント

൴らの൝͸アϩマ る߳マεクεプレーのఏҊを行ったɻ൴ら͸化হ品ا業にۈΊる0#に૬ஊしな͕ らɺ
いߴ੒౓の׬Ίる੒分を༻いて商品をつくりɺパッケージσβインを෇༩してかなりࠐݟのޮ果をࡍ࣮
に使って΋ら͏ࡍ੒させたɻまたɺαンプル商品を࣮׬品を࡞ࢼ なͲɺௐ ΋ࠪੵ తに行いな͕ۃ らاըを
ਐΊていたɻͥ ͻ商品化してཉしかったɻ

長期型避難自粛ケア商品

̠̠ ʤ̠SF ᶘɻʢリリーʣʥ
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神戸大学ɹ宮尾学ゼミ/্ଜྒྷɺੁ 生༝ժɺ橘໦ޞ町ɺ౦良旅ਓ
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͕ਐΉͱ͑ߟɺ本αーϏεをߟҊしたɻ
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井ོ޲ɺ宮࡙قඒ໊ɺ෋田ཹߐլ大学ɹ山Լ༔ゼミ/Ԭ田一ฏɺ土࣎

戦͏大学生のきͼͩん͝

「͹りき΋ち」͸ɺいつͰ΋ͲこͰ΋खܰに
తにおෲをຬたすこͱ͕ग़དྷる؁߁݈
くないؒ ৯Ͱ͋るɻ͝ ൧ લ΍ۭ ෲをຬ
たしたいͱきのؒ ৯͸؁くないຯ ෇͚
Ͱ͋ってほしいͱࢥったこͱ͸ないͩΖ͏
か ݪ ࡐ ྉ͸നۄ คͱݰ ถ คͱD ) $
のࠄࡶ和͑のૉをࠞͥ߹Θせておりɺ
ग़ो෩ຯのૉ๿なຯ෇ ͱ͚なっているɻ
ͦのたΊɺおかͣに΋߹いɺྉཧͱして΋
アレンジするこͱ΋可ೳͩɻまた৯΂るࡍ
͸೏い΍Ի͕しないこͱ΍่ܗΕ͕ない
たΊɺ৔ॴをબ͹ないɻ1ޱαイズのた
Ίख΍ݩޱをԚさͣɺྔ のௐઅ͕؆୯
にͰきる৽しいؒ৯になっているɻ

ઌ行ௐࠪからɺ࣌֐ࡂに大学生にͱっ
て࠷΋ඞཁ性のߴい෺品͸৯ྉͰ͋
るこͱ͕ Θかったɻこのこͱから৯に஫໨
しɺͦこからアンケートௐࠪを行ったͱこ
Ζɺ多くの大学生͕ීஈからؒ৯を৯
΂ていてɺかつ؁くないؒ৯͕ཉしいこ
ͱ͕ ൑໌したɻͦ こͰࢲたち͸大学生
͕खܰにおෲをຬたせる؁くないؒ
৯͚޲の৯品を࡞りたいͱ͑ߟたɻ

キッチンελジΦをआりɺ�ճに࿱るࢼ
ݰを行ったɻ࡞ ถ คͱനۄ คの഑
߹のׂ߹ɺຯのௐઅなͲのࡐݪྉ
のબ 定・ௐ ੔΍ɺࣽ る・ৠすなͲௐ
ཧํ法のۛຯを行ったɻまたɺײછ
঱ରࡦをపఈし特ผにڐ可を受͚
てɺ本学の学ࡇにདྷ৔した学生�0
ਓに࡞ࢼ品を഑෍しɺアンケートௐ
ࠪを行ったɻ

λーήットͰ͋る大 学 生にͲΕ͚ͩ
ೝ஌して΋らいɺ商品の良さを஌って
΋ら͏ か͕ݤͱなるɻ大 学 生 Ͱのڠ
ൢച͕ओͱなるたΊ学৯トレイࠂ޿
なͲを༻いて大学生に޿くೝ஌して
΋ら͏ ɻまたɺD)$͕ࢍڠͱしてイϕン
ト౳Ͱのແ ྉ ഑ ෍ ɺS / SͰの౤ ߘ
ผൢചݸऴతに͸࠷ըを行͏ɻا
からまͱΊങいにҠ行していくɻ

һڭಋࢦ
山Լ༔ઌ生
からのコメント

ෳࡶなテーマ΁のチϟレンジͩったのͰɺळカン͕ऴΘるまͰかなり戸࿭っていたΑ͏ ͩɻプ
ϩトλイプͱなる৯品を࡞੒しɺࢼ৯して΋らいɺώアリングを行ってɺプϩトλイプをվળする
ͱい͏αイクルを্खくճせていたの͕ɺ良い結果につな͕ったͱݴ る͑ͩΖ͏ ɻ

長期型避難自粛ケア商品

ミルメークʤ͹りき΋ちʥ
専修大学ɹ奥瀬喜之ゼミ/৽井ٛ和ɺ੨山ྱಸɺԘᖒઍՂ

ӅしׯしͰɺす΂てのঁ性に҆
৺した฻らしを

「かくしてほせるん」͸日ৗをؚΊɺ避難
ॴなͲͰԼணをӅしな͕らׯせる商品
Ͱ͋るɻ
プライόシー͕ଘ 在しない避 難 ॴなͲ
Ͱɺঁ 性͕Լணをׯしͮらいͱい͏೰Έ
に஫໨したɻ
աڈの֐ࡂͰ͸ɺׯすこͱをたΊらいચ
୕をせͣにײછ঱΍ഽのかͿΕをҾき
こしたྫ΋͋るɻى

「かくしてほせるん」をஈϘールのนなͲ
にֻ͚るこͱͰɺ避難ॴͰ΋ਓの໨をؾ
にせͣにԼணをׯすこͱ͕Ͱきるɻ避難
ॴͰঁ性の೰Έにدりఴ͏の͕この「か
くしてほせるん」Ͱ͋るɻ

ݱ ঢ়を೺ ѲするたΊ౦ 京 ྟ ւ ޿
Ҭ๷ެࡂԂにෝきɺ๷࢜ࡂのํに
お࿩を࢕ったɻͦ のࡍにɺ避難ॴ͸
パーテーシϣン͕௿くɺプライόシー
͕֬อさΕていないۭؒͰ͋るͱؾ
ͮいたɻͦ こからվΊてঁ性の೰Έ
にண໨しɺঁ 性のԼ ண ໰ 題͕ුか
ͼ্͕ってきたのͰ͋るɻ

まͣӅせるこͱをୈ一優ઌにɺסき΍
すいߏ଄になるΑ͏ に޻෉したɻ౰ॳ
͸ฏׯしのΈの2ஈߏ଄をߟ て͑いた
͕ɺূݕ結果からॎׯしのほ͏ きס͕
΍すいこͱ͕ 分かったɻ生஍͸ɺपりを
෴ の͏Εん෦分に͸ബいテトϩン生஍ɺ
ฏׯしの઀৮໘に͸סき΍すい໨の
ૈいメッシϡの生஍を使༻したɻまたɺ
৭͸避難ॴͰ໨立たないࠇにしたɻ

ੈ ୅ ผにҟなるアプϩーチをͱるɻ
�0ʙ�0୅に͸「D)$sUZ M F」΍ެ
ࣜ S / S ɺ2 0 ୅ ʙ 3 0 ୅に͚޲て͸
*OsUBHSBNなͲからアプϩーチをす
るɻD)$sUZ M Fのࢽ໘に͸分かり΍
すくϙイントを3つࡌせɺまたͩ࣌֐ࡂ
͚Ͱなく日ৗ 使い΋可 ೳͩͱ分かる
ࣸਅをࡌせたɻ

һڭಋࢦ
奥瀬喜之ઌ生
からのコメント

避難ॴのプライόシー໰題のதͰ΋特にঁ性のԼண໰題にண໨したɻD)$༷のओཁな٬ސ
૚ͱ΋ほ΅ॏなるɺ࣮ ଳ性ɺૢܞ性ɺסいఏҊͰ͋るɻӅせる͚ͩͰなくɺ଎ߴ可ೳ性のݱ ࡞
性なͲ΋ূݕしている఺΋ධՁͰきるɻ۩ମతなൢചଅਐについて͸まͩ の༨஍͕͋るɻ౼ݕ

長期型避難自粛ケア商品

マッシϡʤかくしてほせるんʥ
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戦͏大学生のきͼͩん͝

「͹りき΋ち」͸ɺいつͰ΋ͲこͰ΋खܰに
తにおෲをຬたすこͱ͕ग़དྷる؁߁݈
くないؒ ৯Ͱ͋るɻ͝ ൧ લ΍ۭ ෲをຬ
たしたいͱきのؒ ৯͸؁くないຯ ෇͚
Ͱ͋ってほしいͱࢥったこͱ͸ないͩΖ͏
か ݪ ࡐ ྉ͸നۄ คͱݰ ถ คͱD ) $
のࠄࡶ和͑のૉをࠞͥ߹Θせておりɺ
ग़ो෩ຯのૉ๿なຯ෇ ͱ͚なっているɻ
ͦのたΊɺおかͣに΋߹いɺྉཧͱして΋
アレンジするこͱ΋可ೳͩɻまた৯΂るࡍ
͸೏い΍Ի͕しないこͱ΍่ܗΕ͕ない
たΊɺ৔ॴをબ͹ないɻ1ޱαイズのた
Ίख΍ݩޱをԚさͣɺྔ のௐઅ͕؆୯
にͰきる৽しいؒ৯になっているɻ

ઌ行ௐࠪからɺ࣌֐ࡂに大学生にͱっ
て࠷΋ඞཁ性のߴい෺品͸৯ྉͰ͋
るこͱ͕ Θかったɻこのこͱから৯に஫໨
しɺͦこからアンケートௐࠪを行ったͱこ
Ζɺ多くの大学生͕ීஈからؒ৯を৯
΂ていてɺかつ؁くないؒ৯͕ཉしいこ
ͱ͕ ൑໌したɻͦ こͰࢲたち͸大学生
͕खܰにおෲをຬたせる؁くないؒ
৯͚޲の৯品を࡞りたいͱ͑ߟたɻ

キッチンελジΦをआりɺ�ճに࿱るࢼ
ݰを行ったɻ࡞ ถ คͱനۄ คの഑
߹のׂ߹ɺຯのௐઅなͲのࡐݪྉ
のબ 定・ௐ ੔΍ɺࣽ る・ৠすなͲௐ
ཧํ法のۛຯを行ったɻまたɺײછ
঱ରࡦをపఈし特ผにڐ可を受͚
てɺ本学の学ࡇにདྷ৔した学生�0
ਓに࡞ࢼ品を഑෍しɺアンケートௐ
ࠪを行ったɻ

λーήットͰ͋る大 学 生にͲΕ͚ͩ
ೝ஌して΋らいɺ商品の良さを஌って
΋ら͏ か͕ݤͱなるɻ大 学 生 Ͱのڠ
ൢച͕ओͱなるたΊ学৯トレイࠂ޿
なͲを༻いて大学生に޿くೝ஌して
΋ら͏ ɻまたɺD)$͕ࢍڠͱしてイϕン
ト౳Ͱのແ ྉ ഑ ෍ ɺS / SͰの౤ ߘ
ผൢചݸऴతに͸࠷ըを行͏ɻا
からまͱΊങいにҠ行していくɻ

һڭಋࢦ
山Լ༔ઌ生
からのコメント

ෳࡶなテーマ΁のチϟレンジͩったのͰɺळカン͕ऴΘるまͰかなり戸࿭っていたΑ͏ ͩɻプ
ϩトλイプͱなる৯品を࡞੒しɺࢼ৯して΋らいɺώアリングを行ってɺプϩトλイプをվળする
ͱい͏αイクルを্खくճせていたの͕ɺ良い結果につな͕ったͱݴ る͑ͩΖ͏ ɻ

長期型避難自粛ケア商品

ミルメークʤ͹りき΋ちʥ
専修大学ɹ奥瀬喜之ゼミ/৽井ٛ和ɺ੨山ྱಸɺԘᖒઍՂ

ӅしׯしͰɺす΂てのঁ性に҆
৺した฻らしを

「かくしてほせるん」͸日ৗをؚΊɺ避難
ॴなͲͰԼணをӅしな͕らׯせる商品
Ͱ͋るɻ
プライόシー͕ଘ 在しない避 難 ॴなͲ
Ͱɺঁ 性͕Լணをׯしͮらいͱい͏೰Έ
に஫໨したɻ
աڈの֐ࡂͰ͸ɺׯすこͱをたΊらいચ
୕をせͣにײછ঱΍ഽのかͿΕをҾき
こしたྫ΋͋るɻى

「かくしてほせるん」をஈϘールのนなͲ
にֻ͚るこͱͰɺ避難ॴͰ΋ਓの໨をؾ
にせͣにԼணをׯすこͱ͕Ͱきるɻ避難
ॴͰঁ性の೰Έにدりఴ͏の͕この「か
くしてほせるん」Ͱ͋るɻ

ݱ ঢ়を೺ ѲするたΊ౦ 京 ྟ ւ ޿
Ҭ๷ެࡂԂにෝきɺ๷࢜ࡂのํに
お࿩を࢕ったɻͦ のࡍにɺ避難ॴ͸
パーテーシϣン͕௿くɺプライόシー
͕֬อさΕていないۭؒͰ͋るͱؾ
ͮいたɻͦ こからվΊてঁ性の೰Έ
にண໨しɺঁ 性のԼ ண ໰ 題͕ුか
ͼ্͕ってきたのͰ͋るɻ

まͣӅせるこͱをୈ一優ઌにɺסき΍
すいߏ଄になるΑ͏ に޻෉したɻ౰ॳ
͸ฏׯしのΈの2ஈߏ଄をߟ て͑いた
͕ɺূݕ結果からॎׯしのほ͏ きס͕
΍すいこͱ͕ 分かったɻ生஍͸ɺपりを
෴ の͏Εん෦分に͸ബいテトϩン生஍ɺ
ฏׯしの઀৮໘に͸סき΍すい໨の
ૈいメッシϡの生஍を使༻したɻまたɺ
৭͸避難ॴͰ໨立たないࠇにしたɻ

ੈ ୅ ผにҟなるアプϩーチをͱるɻ
�0ʙ�0୅に͸「D)$sUZ M F」΍ެ
ࣜ S / S ɺ2 0 ୅ ʙ 3 0 ୅に͚޲て͸
*OsUBHSBNなͲからアプϩーチをす
るɻD)$sUZ M Fのࢽ໘に͸分かり΍
すくϙイントを3つࡌせɺまたͩ࣌֐ࡂ
͚Ͱなく日ৗ 使い΋可 ೳͩͱ分かる
ࣸਅをࡌせたɻ

һڭಋࢦ
奥瀬喜之ઌ生
からのコメント

避難ॴのプライόシー໰題のதͰ΋特にঁ性のԼண໰題にண໨したɻD)$༷のओཁな٬ސ
૚ͱ΋ほ΅ॏなるɺ࣮ ଳ性ɺૢܞ性ɺסいఏҊͰ͋るɻӅせる͚ͩͰなくɺ଎ߴ可ೳ性のݱ ࡞
性なͲ΋ূݕしている఺΋ධՁͰきるɻ۩ମతなൢചଅਐについて͸まͩ の༨஍͕͋るɻ౼ݕ

長期型避難自粛ケア商品

マッシϡʤかくしてほせるんʥ
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ಉࢤ社大学ɹ෌田݈司ゼミ/ޱࡔ༝ಸɺ佐藤Έなඒɺ෋Ӭาඒ

1ਓ฻らしのएऀの๷ࡂҙࣝ
্޲

「すっΆりん」͸৸袋Ͱ͋りな͕らリϡッ
クαックのΑ͏ に৞Ήこͱ͕Ͱきɺͦ のத
に๷ࡂηットをೖΕるこͱ͕Ͱきる࡞りͰ
͋るɻ
またதにऔり֎し可ೳなアルミシート͕
ೖっておりɺפいقઅの๷ػפೳ΋උ
Θっているɻ࣋ちาきに΋อ؅に΋৔ॴ
をऔるͱい͏෧౵型৸袋のৗࣝを෴す
ը期తアイテムͰ͋るɻ
શମのαイズ͸大ฑなஉ性Ͱ΋༨༟Ͱ
৸らΕる1�0̫ �2DNͰอԹ性ͱコンパク
トऩೲɺলεϖーε͕࣮ݱさΕているɻ
またɺすっΆりん͸避難࣌にഎෛ こ͏ͱ͕
ͰきるたΊ྆ख͕;さ͕らないͱこΖ΋ັ
ྗの一つͩɻ

アンケートの結果からɺ「ى͕֐ࡂこ
る可ೳ性͕͋るͱࢥっているਓ͕多
いに΋かかΘらͣɺ๷ ࡂ ҙ ͕ࣝ௿く
๷ࡂグッズを࣋っているਓ͕গない」
ͱい͏ໃ६͕社会課題Ͱ͋るͱ͑ߟ
たɻ特に一 ਓ ฻らしのए ऀの๷ ࡂ
グッズのॴ༗཰の௿さ͕໨立ったɻͦ
こͰࢲたち͸「一ਓ฻らしをしている
एऀ」のたΊの๷ࡂグッズを͑ߟたɻ

৸袋をリϡックαックのΑ͏ にするに͸
Ͳ͏ したら良いかԿճ΋ࢼ行ޡࡨを
りฦしたɻ܁
தに๷ࡂグッズをೖΕるҝɺ୯ମͰ
ްΈの͋る৸袋をいかにコンパクトに
ͰきるのかをこͩΘったɻ๷פରࡦͱ
してアルミシートをۊணにしてதに๷
グッズをೖΕるͱい͏ࡂ りにしɺத਎࡞
をऔりग़し΍すいΑ͏ に޻෉したɻ

ൢചଅਐͱしてS/Sを༻いたએ఻を
行͏ɻアンケートから�ׂ͕S/Sの13か
らߪೖしΑ͏ ͱࢥったこͱ͕ ͋るͱճ౴
したɻͦ こͰɺएऀにਓؾなインϑルエ
ンαーにS/Sを௨じてすっΆりんをએ
఻して΋らいɺ๷ࡂグッズのॏཁ性ɺ
すっΆりんの使༻法なͲをൃ৴して΋
らいɺएऀの๷ࡂҙࣝをߴΊるͱͱ΋
にɺすっΆりんのೝ஌౓্޲をૂ͏ɻ

һڭಋࢦ
෌田݈司ઌ生
からのコメント

この商品͸֐ࡂの多いࡢ今ɺඞཁͰ͋るɻ特に一ਓ฻らしのਓ͸ɺ୭に΋པΕなかったりɺ土
஍͕צແかったりするたΊɺこの商品͸ඇৗにॏๅするɻリϡックαックͰ΋͋るたΊɺதに๷
を٧ΊらΕる఺͕便利Ͱ͋るɻ྆۩༺ࡂ ख͕自༝になるのͰ֐ࡂに͸ܽかせない商品ͩɻ

長期型避難自粛ケア商品

マンωズʤすっΆりんʥ
தଜ学Ԃ大学ɹ໌神࣮ࢬゼミ/஑田ࠫከɺՃ藤優ɺ佐藤一Ֆ

日ৗɺ避難࣌ͲんなͱきͰ΋҆ら
͗のՖを࡙かせます

「 , B J L B 」͸ਓ・ݘ 兼༻のアϩマミεト
Ͱ͋るɻ೏い͸ラϕンμーͱϢーカリの2
छ展開Ͱɺお ち͏༻の100N Mͱܞଳ༻
の1 0 N Mの2 本ηットͰのൢ ചͰ͋るɻ
100NMの༰ث͸インテリアに΋ೃછΈ΍
すいシンプルなカラーのブラ΢ンɺ10NM
の༰ث͸མͱして΋ׂΕにくいԹかΈの
͋る໦ 製 ༰ ݕをث ౼ ɻ஋ ஈ ઃ 定͸੫
༺しているɻ使౼ݕͰ1000ԁҎ಺Ͱࠐ
ํ法͸௚઀ݘにεプレーするのͰ͸な
くɺまͣࣂいओのखのͻらにεプレーしɺ
ͦΕをݘのഎ த΍࿬ ෲに優しく෡Ͱɺ
にブラッシングͰೃછませるɻޙ࠷

たち͸ීஈの生活ͱ避難ॴͰのࢲ
΁の೰Έをௐࠪしݘつ࣋いओ͕ࣂ
たɻするͱී ஈの生 活 ɺ避 難 ॴͱ΋
にɺषい͕ؾになるͱい͏ڞ ௨の໰
題͕͛ڍらΕたɻͦ こͰݘの೏い໰
題を解決するたΊにアϩマεプレー
のジϟンルにண໨しɺݘͱਓのͲちら
に΋使༻Ͱきる商品を࡞りたいͱ͑ߟ
たɻ

ϖットアϩマ΢ΣルϏーڠ会のํに࿈
བྷをしɺݘのアϩマの使༻ํ法΍༻
్についてお࿩を௖いたのͰɺͦ Ε
をߟࢀにਫ਼製ਫͱアϩマΦイルͰࢼ
࡞ 品を࡞ ੒したɻ࣮ に商ࡍ 品 化を
に΋商品ͱಉじ使༻ํ法ݘਾ͑てݟ
Ͱ使༻してΈたɻ಺༰ྔについて΋
੒しௐઅしたɻ࡞品を࡞ࢼ

アϩマミεト͸ࢢ ৔にطにଘ 在する
ҝɺଞの商品ͱのҧいを໌ࣔするඞ
ཁ͕͋るɻͦ こͰࢲたち͸ݘ΋利༻Ͱ
きるこͱɺプルーεトޮ果を༻いたアϩ
マミεトͰ͋るͱい 2͏఺からࠩҟ化を
ਤるɻ利༻シーンをイメージして΋らい
΍すい༷にɺイラεトなͲͰ利༻のྲྀ
Εをදしたいͱߟ る͑ɻ

һڭಋࢦ
໌神࣮ࢬઌ生
からのコメント

一ݟするͱݟಀすΑ͏ なχーズをݟつ͚ग़すこͱ͕得ҙなチームͩったɻインλϏϡーௐࠪ
にग़か͚ɺ٬ސのજ在χーズを௫Έɺํ 性͕定まったΑ͏޲ ͩったɻͦ のޙ΋ɺୈऀࡾのҙ
ɻ͏ࢥΊたͱߴ੒౓を׬をฉきな͕ら಺༰をχーズに߹Θせて大୾にม͑ていったこͱ͕ݟ

長期型避難自粛ケア商品

Ίんたいʙ ʤ່,B J L Bʥ
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࡞ 品を࡞ ੒したɻ࣮ に商ࡍ 品 化を
に΋商品ͱಉじ使༻ํ法ݘਾ͑てݟ
Ͱ使༻してΈたɻ಺༰ྔについて΋
੒しௐઅしたɻ࡞品を࡞ࢼ

アϩマミεト͸ࢢ ৔にطにଘ 在する
ҝɺଞの商品ͱのҧいを໌ࣔするඞ
ཁ͕͋るɻͦ こͰࢲたち͸ݘ΋利༻Ͱ
きるこͱɺプルーεトޮ果を༻いたアϩ
マミεトͰ͋るͱい 2͏఺からࠩҟ化を
ਤるɻ利༻シーンをイメージして΋らい
΍すい༷にɺイラεトなͲͰ利༻のྲྀ
Εをදしたいͱߟ る͑ɻ

һڭಋࢦ
໌神࣮ࢬઌ生
からのコメント

一ݟするͱݟಀすΑ͏ なχーズをݟつ͚ग़すこͱ͕得ҙなチームͩったɻインλϏϡーௐࠪ
にग़か͚ɺ٬ސのજ在χーズを௫Έɺํ 性͕定まったΑ͏޲ ͩったɻͦ のޙ΋ɺୈऀࡾのҙ
ɻ͏ࢥΊたͱߴ੒౓を׬をฉきな͕ら಺༰をχーズに߹Θせて大୾にม͑ていったこͱ͕ݟ

長期型避難自粛ケア商品

Ίんたいʙ ʤ່,B J L Bʥ
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立大学ɹ山本ಸԝゼミ/ҏ౦༎ਅɺՃ藤ຑҥɺ神୩ࣿөࢢ屋ݹ໊

ਫ͕ないなら 2ຕのシートͰચ
�΋อ࣪΋όッチリإ

「'6,6"3"*」͸ਫ͕なくて΋ɺચإ
ͱอ࣪を可ೳにするシートλイプのεキ
ンケア商品Ͱ͋るɻ
「ਫを自༝に使 こ͏ͱ͕ Ͱきない生活」を
たこͱ͕͋るͩΖ͏͑ߟ かɻࢲたち͸౦日
本大਒ऀݧܦࡂのํ΁のインλϏϡー
を௨しɺਫ͕使͑ないこͱのաࠅさを਎
にછΈてײじたɻਫ͕なくて΋إのԚΕ
を১きऔるこͱ͕Ͱきる૘շײͱɺס૩し
た避難ॴͰ΋े分なอ͕࣪Ͱきるຬ଍
༺ͱอ࣪༺إするたΊにɺચڙをఏײ
にシートを分͚たɻ避難生活ͱ日ৗ生活
の྆ํͰ役立ちɺϩーリングεトックに࠷
దな商品͕ɺこの'6,6"3"*Ͱ͋るɻ

避難生活のݱ৔の੠をฉくたΊにɺ
౦日本大਒ऀݧܦࡂのํʑにインλ
Ϗϡー΍アンケートを࣮ࢪしたɻ避難生
活にお る͚εキンケア໰題ͱして͕ڍっ
たの͕ɺ「إのほこり」「ס૩」「හײ
ഽ」Ͱ る͋ɻまたɺ「避難生活Ͱεキンケ
アにࠔるの͸உ性΋ಉじͩ 」ͱい͏ ҙݟ
΋͋ ったɻͦこͰɺ୭Ͱ΋使 こ͏ͱ͕ Ͱきる
εキンケア商品を࡞りたいͱߟ た͑ɻ

'6,6"3"*を日ৗ生活Ͱ΋࣋ち
าいて΋ら͏ たΊにɺ࣋ちӡͼ΍すい
αイズײにこͩΘったɻͦ の結果ɺ಺
༰ྔ͸1パック1�ຕೖりに決定したɻ
またɺジΣンμーレεをҙࣝしたパッ
ケージσβインにするたΊにɺさま͟ ま
な৭΍ฑをࢼ した結࡞ 果 ɺ྘・੨・
നのεトライプฑ͕࠷΋޷ධͩったɻ

๷ ࡞パンϑレットをࡂ ੒しɺカλϩグ
΍ 商 品ͱ一 ॹにૹ ෇ するこͱͰ ɺ
避 難グッズͱして' 6 , 6 " 3 " *͕
役 立つこͱをೝ ஌して΋ら͏ ɻさらに
*Os U BH S BNͰ͸ɺඒ༰にؾを使っ
ているํに͚޲てɺ֎ ग़ ؾͰ΋࣌
ܰにεキンケア͕Ͱきる商 品ͱして
'6,6"3"*をൃ৴するɻ

һڭಋࢦ
山本ಸԝઌ生
からのコメント

ඃࡂさΕたํ΁のஸೡなௐࠪを࣮ࢪしɺ避難ॴͰのਫෆ଍にண໨した఺ɺͦして課題解決の
ํ法を౰事ऀの࣋ؾちにدりఴって͑ߟた఺͕ くධՁͰきるɻまたジΣンμーレεなパッケーߴ
ジ౳大学生ಠ自のࢹ఺を੝りࠐんͩ఺ɺプレゼンの޻෉をࠜڧؾく行った఺΋ධՁしたいɻ

長期型避難自粛ケア商品

΍らφイトʤ'6,6"3"*ʥ
日本大学ɹਫ野学ゼミ/ਢᖒ՚ɺ大ߐ๖๬ɺ૿ 田݈ే

Ͳんな࣌Ͱ΋ɺͲんな৔ॴͰ΋ɺ
ણࡉなঁ性のഽを͑ࢧたい

避 難 ॴ 生 活をܦ したํ΁のインλݧ
Ϗϡーからɺ長期の避難ॴ生活Ͱഽ͕
Εてしまった͕ɺεキンケア化হ品のߥ
උ ஝͸なくɺまたɺ഑ ࣌さΕるまͰڅ ؒ
͕かかったこͱɻさらにɺ避 難 ॴͰ͸᩵
୔品ѻいさΕるͱい こ͏ͱを஌りɺඋ஝͕
Ͱきるεキンケア化হ品͕ඞཁͩͱ͑ߟ
たɻখ分͚にするこͱͰ長期のอଘを可
ೳにしɺݟた໨͸ݶりなくシンプルにしたɻ
またɺී ஈ使いͰ͸「ママムεࢢ৔」を
λーήットͱするこͱͰɺফඅεϐーυを্
͛る͚ͩͰなくɺए೥૚΁のリーチまͰ
期଴Ͱきる商品ͱなったɻ

খ分͚の特性Ͱ͋る「シΣア͕Ͱき
る」ͱい͏؍఺を生かすたΊにインλ
Ϗϡーௐࠪをしているͱɺ່ ͱಉじε
キンケアをつかっているͱい͏ओ්͕
いたɻͦ こからアンケートௐࠪをਐΊる
ͱ໿�ׂのਓ͕εキンケアをシΣアし
ているͱい͏ こͱ͕ Θかりɺこの「ママム
εࢢ৔」にରԠした商品を࡞Ζ ͱ͏
たɻ͑ߟ

自分たち͕ݟつ͚たɺ「฼਌ͱ່の
シΣア」ͱい͏χーズɻͦ して避難ॴ
にお͚るɺεキンケア化হ品の使༻
を͑ߟɺさま͟ まなܗのശ΍パッケー
ジを͑ߟたɻ避 難 Ͱ΋पりの໨を࣌
にせͣεキンケア͕ͰきるΑ͏ؾ に֎
ശにڸをつ͚るなͲɺফඅऀの੠を
ฉきな͕らɺ޻෉をڽらした࡞ࢼ品
を੍࡞したɻ

ൢ࿏͸D)$のΦンラインシϣップͰの
定期ߪೖɻͦ ͏するこͱͰɺৗにՈに
උ஝さΕているঢ়گをつくるこͱ͕Ͱ
きるɻまたɺアンケート結果にΑるͱɺঁ
生͸εキンケアにؔする৘ใをߴࢠ
༑ୡからೖखしているɻঁ 生͕ߴࢠ

「,03& EB $"3&」を学ߍに࣋っ
ていきɺママムεの࿩題͕生まΕたらɺ
ଞのՈఉに΋֦ൢ͕期଴Ͱきるɻ

һڭಋࢦ
ਫ野学ઌ生
からのコメント

උ஝ͱීஈ使いを྆立させるたΊにɺ「ママムεࢢ৔」をݟつ͚てきた୳ྗࡧ͸ߴくධՁ
Ͱきるɻͦ Εを活かせる商品اըに΋っͱؒ࣌をׂくこͱ͕ͰきΕ͹ɻ

長期型避難自粛ケア商品

5&53"ʤ,03& EB $"3&ʥ
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෢ଂ野大学ɹݹ川一郎ゼミ/大野࠼ಸɺ֯ 井Նٓߴɺ ౢྰԢɺਫ໦ྋᠳ

「সإに自৴を」

「εキンケアクリームパクト」͸ɺͲこͰ΋
ͰきるこͱͰɺഽをき͕ࡦ૩ରסにܰؾ
ΕいにอてるこͱのͰきる商品Ͱ͋るɻ
この商品͸ɺマεクをつ͚るこͱͰຎࡲ΍
ৠΕ͕生じてしまいɺס૩͕すすΈഽߥ
Εしてしま͏ ͱい͏ ໰題΍ɺ化হ่Ε͕ࠅ
くなってしま͏ ͱい͏೰Έにண໨してͰき
たɻ
コンパクトにยखͰѻ る͑σβインにする
こͱͰɺ৔ॴをબ͹ͣॠ࣌にঁ性のメイ
ク௚しをαϙートͰきるΑ͏ にしたɻ

しͦてɺ多くのঁ性に࣋ࢧさΕるΑ͏ ɺ৭
ຯ΍σβインを޻෉したɻ

௨఺͸マڞたち͸ɺ避難ͱ自粛のࢲ
εクͰ͋るͱい͏ からɺマεクをする͑ߟ
こͱͰ生じる೰Έについてௐ΂ɺメイク
่Εにؔして೰Έを࣋っているਓ͕
多いこͱを஌りɺ20୅લ൒のඒ༰に
ؔ৺のߴいਓにɺ化হ௚しの೰Έに
ついてインλϏϡーをしたɻͦ の結果ɺ
खܰに化হ௚し͕Ͱきɺอ࣪ޮ果の
͋る商品͕ඞཁͰ͋るͱΘかったɻ

Θなかっ׎するこͱ͸࡞品を੍࡞ࢼ
た͕ɺڝ߹商品に͋たる商品のޱコ
ミ΍自分たち͕ීஈ使っている化হ
品΁の೰Έをߟࢀにɺվળ఺をಋき
ग़しɺΑり使い΍すくなるͰ͋Ζ͏ パッ
ケージを͑ߟたɻωイルをইつ͚ͣに
ѻ こ͏ͱのͰきる࡞り΍ɺパϑをし くͣ
型にするなͲしてɺࡉ෦まͰこͩΘっ
たɻ

多くのεキンケア商品のதからߪೖし
て΋ら͏ に͸ɺ࿩題性͕ඞཁͰ る͋ͱߟ
͑たɻͦ こͰࢲたち͸ɺS/SͰόズるこ
ͱͰ商品͕ߪೖさΕるͱい͏ όズফඅ
にண໨しɺ商品ൃചͱಉ࣌にコεメブ
ランυのアンόαμーをืूするなͲ
Ͱ࿩題になるͱ͑ߟたɻൢ ച৔ॴ͸ɺ
ެࣜ௨ൢͱ20୅ঁ性͕化হ品を࠷
΋ߪೖするυラッグεトアの2つͰ る͋ɻ

һڭಋࢦ
川一郎ઌ生ݹ
からのコメント

ळカンͰの֤チームにରするクライアントの൓ԠをΈてɺౙカンͰ͸コンηプトをશ໘తにม
したɻアϑλーコϩφͰ΋マεクなͲͰഽのෛ୲͸૿ߋ る͑のͰɺอ࣪のඞཁ性͕͋るこͱを
৽たなコンηプトͱしてɺ୹ؒ࣌Ͱプランを࡞り௚した一番๯ݥ৺の͋るチームɻ

長期型避難自粛ケア商品

"/EF3ʤεキンケアクリームパクトʥ
໨ന大学ɹ長࡚秀ढ़ゼミ/ӓ໦優ࢠɺখ૔ᣦࢠɺۙ 野ᚸࡊɺ佐藤優ҥ

Ͳんな࣌΋΂たつきલ൅に೰Ή
ਓのຯํに

「΂たつきリηットブラシ」͸ɺ׼΍ൽࢷ
にΑりϕλついたલ൅をクリアパ΢μー
を෇͚たマεカラλイプのブラシͰᑃか
すこͱͰɺϕλつきを解ফするこͱ͕ग़དྷ
る商品Ͱ͋るɻ
この商品͸ɺ「લ൅のϕλつきに೰んͰ
いるਓ 」ͱい͏χッチな૚に໨を͚޲た
商品Ͱ り͋ɺこΕまͰલ൅͕നくなりな͕
ら΋ϑΣイεパ΢μーͰ୅༻したりɺ解決
つからͣఘΊてきたਓたちにͱっݟ͕ࡦ
ての৺ڧいຯํͰ り͋たいͱい͏૝いの
΋ͱ開ൃしたɻ

の໰題఺を「લ࣌ୡ͸避難・自粛ࢲ
൅の΂たつき」ͱԾ定しɺલ൅の΂たつ
き͕ になった事͕ؾ る͋かௐࠪしたͱこ
Ζ໿�ׂ͕֘౰しɺલ൅の΂たつきに
೰Ήਓ͸多いͱ分かったɻߋにͦ の࣌
のରॲ法をௐࠪするͱɺパ΢μーをલ
൅に෇ る͚͕ ന きුするͱい͏ ੠͕多くɺ
こͦからനුきせͣにલ൅の΂たつき

を解ফͰきる商品を࡞りたいͱߟ た͑ɻ

するに͋たりD)$の࡞品を੍࡞ࢼ
ϑΣイεパ΢μーɺマεカラブラシɺଞ
社のϔア༻マεカラブラシを使༻し
たɻ20୅ʙ30୅ঁ性に͝ྗڠいた
ͩきͲちらのマεカラブラシ͕Αり使い
΍すいのかɺվળ఺͸ないͩΖ͏か
をௐࠪしたɻௐࠪからग़てきた課題
にରして΍ɺ商品化に͚޲たূݕ΋
行ったɻ

λーήットを20୅ʙ30୅ঁ性にબ
定したたΊɺ20୅30୅の利༻཰͕
い*Osߴ UBHSBNɺ5JL5PLೋつの
S/Sを活༻したいͱ͑ߟたɻS/Sに
౤ߘさΕた商品঺հをݟてɺߪೖ
するきっか͚になったこͱ͕ 多いͱい͏
σーλからೋつのS/Sを௨してೝ஌
を得てɺಉじ೰Έを๊͑ているਓたち
にߪೖしてཉしいɻ

һڭಋࢦ
長࡚秀ढ़ઌ生
からのコメント

避難࣌・自粛࣌のΦンライン会ٞ΍त業Ͱ͸૬खのࢹઢ͕إにूதするこͱɺまたマεク
にલ൅͕࣪り͕࣌ ちになる఺にண໨したの͸良いࢹ఺Ͱ͋ったɻळカンͰ͸1位を獲得する
΋ౙカンͰ͸�位に௜ん͕ͩɺ࡞ࢼ品 くͮり΍࣮͕ࠪݧܦ良い学ͼになった͸ͣͰ͋るɻ

長期型避難自粛ケア商品

.:3:ʤ΂たつきリηットブラシʥ
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෢ଂ野大学ɹݹ川一郎ゼミ/大野࠼ಸɺ֯ 井Նٓߴɺ ౢྰԢɺਫ໦ྋᠳ

「সإに自৴を」

「εキンケアクリームパクト」͸ɺͲこͰ΋
ͰきるこͱͰɺഽをき͕ࡦ૩ରסにܰؾ
ΕいにอてるこͱのͰきる商品Ͱ͋るɻ
この商品͸ɺマεクをつ͚るこͱͰຎࡲ΍
ৠΕ͕生じてしまいɺס૩͕すすΈഽߥ
Εしてしま͏ ͱい͏ ໰題΍ɺ化হ่Ε͕ࠅ
くなってしま͏ ͱい͏೰Έにண໨してͰき
たɻ
コンパクトにยखͰѻ る͑σβインにする
こͱͰɺ৔ॴをબ͹ͣॠ࣌にঁ性のメイ
ク௚しをαϙートͰきるΑ͏ にしたɻ

しͦてɺ多くのঁ性に࣋ࢧさΕるΑ͏ ɺ৭
ຯ΍σβインを޻෉したɻ

௨఺͸マڞたち͸ɺ避難ͱ自粛のࢲ
εクͰ͋るͱい͏ からɺマεクをする͑ߟ
こͱͰ生じる೰Έについてௐ΂ɺメイク
่Εにؔして೰Έを࣋っているਓ͕
多いこͱを஌りɺ20୅લ൒のඒ༰に
ؔ৺のߴいਓにɺ化হ௚しの೰Έに
ついてインλϏϡーをしたɻͦ の結果ɺ
खܰに化হ௚し͕Ͱきɺอ࣪ޮ果の
͋る商品͕ඞཁͰ͋るͱΘかったɻ

Θなかっ׎するこͱ͸࡞品を੍࡞ࢼ
た͕ɺڝ߹商品に͋たる商品のޱコ
ミ΍自分たち͕ීஈ使っている化হ
品΁の೰Έをߟࢀにɺվળ఺をಋき
ग़しɺΑり使い΍すくなるͰ͋Ζ͏ パッ
ケージを͑ߟたɻωイルをইつ͚ͣに
ѻ こ͏ͱのͰきる࡞り΍ɺパϑをし くͣ
型にするなͲしてɺࡉ෦まͰこͩΘっ
たɻ

多くのεキンケア商品のதからߪೖし
て΋ら͏ に͸ɺ࿩題性͕ඞཁͰ る͋ͱߟ
͑たɻͦ こͰࢲたち͸ɺS/SͰόズるこ
ͱͰ商品͕ߪೖさΕるͱい͏ όズফඅ
にண໨しɺ商品ൃചͱಉ࣌にコεメブ
ランυのアンόαμーをืूするなͲ
Ͱ࿩題になるͱ͑ߟたɻൢ ച৔ॴ͸ɺ
ެࣜ௨ൢͱ20୅ঁ性͕化হ品を࠷
΋ߪೖするυラッグεトアの2つͰ る͋ɻ

һڭಋࢦ
川一郎ઌ生ݹ
からのコメント

ळカンͰの֤チームにରするクライアントの൓ԠをΈてɺౙカンͰ͸コンηプトをશ໘తにม
したɻアϑλーコϩφͰ΋マεクなͲͰഽのෛ୲͸૿ߋ る͑のͰɺอ࣪のඞཁ性͕͋るこͱを
৽たなコンηプトͱしてɺ୹ؒ࣌Ͱプランを࡞り௚した一番๯ݥ৺の͋るチームɻ

長期型避難自粛ケア商品

"/EF3ʤεキンケアクリームパクトʥ
໨ന大学ɹ長࡚秀ढ़ゼミ/ӓ໦優ࢠɺখ૔ᣦࢠɺۙ 野ᚸࡊɺ佐藤優ҥ

Ͳんな࣌΋΂たつきલ൅に೰Ή
ਓのຯํに

「΂たつきリηットブラシ」͸ɺ׼΍ൽࢷ
にΑりϕλついたલ൅をクリアパ΢μー
を෇͚たマεカラλイプのブラシͰᑃか
すこͱͰɺϕλつきを解ফするこͱ͕ग़དྷ
る商品Ͱ͋るɻ
この商品͸ɺ「લ൅のϕλつきに೰んͰ
いるਓ 」ͱい͏χッチな૚に໨を͚޲た
商品Ͱ り͋ɺこΕまͰલ൅͕നくなりな͕
ら΋ϑΣイεパ΢μーͰ୅༻したりɺ解決
つからͣఘΊてきたਓたちにͱっݟ͕ࡦ
ての৺ڧいຯํͰ り͋たいͱい͏૝いの
΋ͱ開ൃしたɻ

の໰題఺を「લ࣌ୡ͸避難・自粛ࢲ
൅の΂たつき」ͱԾ定しɺલ൅の΂たつ
き͕ になった事͕ؾ る͋かௐࠪしたͱこ
Ζ໿�ׂ͕֘౰しɺલ൅の΂たつきに
೰Ήਓ͸多いͱ分かったɻߋにͦ の࣌
のରॲ法をௐࠪするͱɺパ΢μーをલ
൅に෇ る͚͕ ന きුするͱい͏ ੠͕多くɺ
こͦからനුきせͣにલ൅の΂たつき

を解ফͰきる商品を࡞りたいͱߟ た͑ɻ

するに͋たりD)$の࡞品を੍࡞ࢼ
ϑΣイεパ΢μーɺマεカラブラシɺଞ
社のϔア༻マεカラブラシを使༻し
たɻ20୅ʙ30୅ঁ性に͝ྗڠいた
ͩきͲちらのマεカラブラシ͕Αり使い
΍すいのかɺվળ఺͸ないͩΖ͏か
をௐࠪしたɻௐࠪからग़てきた課題
にରして΍ɺ商品化に͚޲たূݕ΋
行ったɻ

λーήットを20୅ʙ30୅ঁ性にબ
定したたΊɺ20୅30୅の利༻཰͕
い*Osߴ UBHSBNɺ5JL5PLೋつの
S/Sを活༻したいͱ͑ߟたɻS/Sに
౤ߘさΕた商品঺հをݟてɺߪೖ
するきっか͚になったこͱ͕ 多いͱい͏
σーλからೋつのS/Sを௨してೝ஌
を得てɺಉじ೰Έを๊͑ているਓたち
にߪೖしてཉしいɻ

һڭಋࢦ
長࡚秀ढ़ઌ生
からのコメント

避難࣌・自粛࣌のΦンライン会ٞ΍त業Ͱ͸૬खのࢹઢ͕إにूதするこͱɺまたマεク
にલ൅͕࣪り͕࣌ ちになる఺にண໨したの͸良いࢹ఺Ͱ͋ったɻळカンͰ͸1位を獲得する
΋ౙカンͰ͸�位に௜ん͕ͩɺ࡞ࢼ品 くͮり΍࣮͕ࠪݧܦ良い学ͼになった͸ͣͰ͋るɻ

長期型避難自粛ケア商品

.:3:ʤ΂たつきリηットブラシʥ
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和歌山大学ɹ佐野楓ゼミ/߂ࡀ૘༝Ֆɺԣ佐ࡊݹʑɺ஑戸ઍՃɺՖਗ਼ӍԻ

避難生活の࣭を৯から্޲さ
せɺ避難のݻ定֓念をม る͑

本商品͸避難৯にちΐい଍しするこͱͰ
ෆ଍しているӫཆૉをิॆしɺ৺਎ͱ΋
に良いӨڹを༩ る͑こͱ͕ૂいͰ͋るɻま
たɺ避難͚ͩ࣌Ͱなくීஈの৯事Ͱ͸
野ࡊを੾るखؒをলくこͱに΋役立つ商
品Ͱ͋るɻ
商品のϙイント͸؆୯ӫཆઁऔɺখ分
͚ɺカελマイズの3఺Ͱ͋るɻס૩野ࡊ
͕த৺Ͱɺ౬໭しͰ؆୯にӫཆをઁऔ
Ͱきるɻまたɺখ分͚Ͱ͋るたΊ1৯分の
໨͕҆分かり΍すくɺগྔから使༻可ೳ
Ͱ͋るɻさらにɺ�大ӫཆૉにՃ͑ɺݸਓ
の೰Έにدりఴったӫཆૉをߪೖする
こͱ͕Ͱきɺछྨ͕๛෋Ͱ͋る఺΋本商
品の特௃Ͱ͋るɻ

அਫࢢした和歌山ݧにମࡍୡ͕࣮ࢲ
のݧܦ΍౦日本大਒ࡂのσーλɺਫ֐
に߹った田ลࢢのฉきࠐΈௐࠪなͲか
らɺ避難࣌の৯事͸ɺྫྷ たい・まͣ いなͲ
のਫ਼神໘の໰題͚ͩͰなくɺӫཆૉの
大෯なภりͱい͏ ਎ମ໘の໰題をൃݟし
たɻͦ のたΊɺ「֐ࡂにΑる݈߁ೋ࣍ඃ
を๷͙֐ たΊのӫཆを੔ る͑」かつ「避
難生活の࣭を্ る͛」こͱにண໨したɻ

ࢼ ࡞ 品͸チームͰ࡞ ੒したɻס ૩
野ࡊ͸εーパーͰചらΕている΋の
を使༻したɻ大༰ྔの΋の͕多いた
Ίɺॏさをଌりݸแ૷の袋に٧Ίସ
͑たɻס૩野ࡊをೖΕるശ͸ߴさ΍
ฒ΂΍すさにこͩΘってൢࢢの΋の
をબんͩɻ自分たちͰプϩトλイプを
੒するの͸難しかった͕ɺ商品͕࡞
じたɻײをײ͸ୡ੒࣌になったܗ

「/VUSJNJ[FͰඋ஝৯品アイσィアレ
シϐબख権」を開࠵するɻ自宅のඇৗ
৯ͱ本商品を༻いたアレンジレシϐを
S/SͰืूするこͱͰɺফඅऀにΑって
本商品の࣮༻性͕֬立さΕɺফඅऀ
ͱのՁ஋ڞ૑͕可ೳになるɻまたɺϩー
リングεトックのश׳を定ணさせɺ本商
品の定期ߪೖをଅす͚ͩͰなくɺ๷ࡂ
උ஝のϩーリングεトックをଅਐするɻ

һڭಋࢦ
佐野楓ઌ生
からのコメント

避難生活ͱ͑ݴ͹「҉い」「ෆ自༝」「ਏい」「զຫ」なͲのωΨティブなイメージͰ͋る͕ɺ
学生たち͸ͦのݻ定֓念を避難৯のちΐいग़しにΑって「プレミアム避難生活」にม͑たい
ͱい͏ࢥいͰɺͦ の商品をاըしたɻ৽઱な؍఺を࣋ったͦのاըをධՁしたいͱ͏ࢥɻ

長期型避難自粛ケア商品

チームsOBD �ʤ/VU S JN J [ Fʥ
和歌山大学ɹ柳到亨ゼミ/খౡເًɺࡔ本ޫ࡙ɺ藤吉ಸ都ඒ

όッグͰおしΌΕを しָΈな ら͕ປ
ͱໟ෍を࣋ちͩ して避難のਭ຾に
උ͑ る
S-&&1όッグ͸ɺී ஈ使いͰきるόッ
グを避難࣌に͸ປにม਎させるこͱ͕Ͱ
きる商品ͩɻまたɺεトラップにアルミブラ
ンケットを෇ ଐしたɻ;か;かのປͱอ
Թػೳに優Εたアルミブランケットの૊
Έ߹ΘせͰɺΑり避難࣌のਭ຾のշద
さを௥ したɻීٻ ௨のປ΍ブランケット
͸避難࣌に࣋ちग़すこͱ͸Ͱきないɻし
かしɺS-&&1όック͸ීஈから਎ۙに
ஔいてお͚る΋のなのͰɺਭ຾グッズを
避難にඋ る͑ୈ一าにして΋ら͑ るͱ͑ߟ
るɻこの商品Ͱ避難࣌΋リラックεしてਭ
຾をऔって΋らいɺ݈ にա͝してほし߁
いɻ

るこͱ͸ԿかࠔͰ࣌たち͸ɺ避難ࢲ
について避難ऀݧܦにインλϏϡー
を行ったͱこΖɺશһにڞ ௨してਭ
຾Ͱ͋るこͱをൃ したɻまたɺアンݟ
ケートΑりɺ避難未ऀݧܦ΋ڕࡶ৸
Ͱのਭ຾にෆ҆を๊いているこͱ͕
分かったɻこのこͱからɺਭ຾໰題に
ண໨しɺ日ৗͰ΋使͑てɺ避難࣌に役
立つ商品を࡞りたいͱ͑ߟたɻ

όッグにປػೳをつ͚るたΊにɺૉ
にこͩΘりɺ商ࡐ 品 վ良を܁りฦし
たɻݟた໨ɺクッシϣンػ ೳ ɺ৮り৺
஍の3つの؍఺にண໨しɺόッグͱほ
΅มΘらないബさͰປ ػ ೳを࣮ ݱ
したɻまたɺD)$ϢーβーをؚΉ�0
ʙ�0୅ঁ性΁の使༻ґཔをしɺ࣮
࢕をײ༺のόッグ΍ປͱしての使ࡍ
いɺߋなるվ良を行ったɻ

D)$༷͸アパレル商品をళ಄Ͱऔり
ѻっていないたΊɺࢽࡶ΍ΦンラインͰ
のൢଅに஫ྗしたɻ特にɺλーήットͰ

る͋�0ʙ�0୅ঁ性͸ࢽࡶをӾཡする
ͱこ͕ 多いͱ͑ߟɺD)$ελイルͰのൢ
ଅをத৺にਐΊたɻ「避難࣌のਭ຾」
ͱい͏ ま͋りなじΈのないテーマをΑり؆
ܿにɺΑり਎ۙにײじて΋ら͑ るΑ͏ に記
事のσβイン΍ߏ੒に޻෉をڽらしたɻ

һڭಋࢦ
柳到亨ઌ生
からのコメント

৺্޲ の3ਓඣ܈くɺਪਐྗൈߴ 'MVP-JHIUɻஸೡな୳ࡧతௐࠪͰूΊたσーλにج きͮɺ長
期避難においてਭ຾の໰題にண໨しɺ開ൃさΕた「S-&&1 όッグ」ɻී ஈ͸όッグͰおしΌΕをָ
しΉɺ避難࣌͸ਭ຾にඋ る͑こͱͰ り͋ɺ�0ɻ �0୅のঁ性の৺をଊ た͑ػೳ性のߴい商品Ͱ る͋ɻ

長期型避難自粛ケア商品

' M V P - J HI UʤS-&&1όッグʥ
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和歌山大学ɹ佐野楓ゼミ/߂ࡀ૘༝Ֆɺԣ佐ࡊݹʑɺ஑戸ઍՃɺՖਗ਼ӍԻ

避難生活の࣭を৯から্޲さ
せɺ避難のݻ定֓念をม る͑

本商品͸避難৯にちΐい଍しするこͱͰ
ෆ଍しているӫཆૉをิॆしɺ৺਎ͱ΋
に良いӨڹを༩ る͑こͱ͕ૂいͰ͋るɻま
たɺ避難͚ͩ࣌Ͱなくීஈの৯事Ͱ͸
野ࡊを੾るखؒをলくこͱに΋役立つ商
品Ͱ͋るɻ
商品のϙイント͸؆୯ӫཆઁऔɺখ分
͚ɺカελマイズの3఺Ͱ͋るɻס૩野ࡊ
͕த৺Ͱɺ౬໭しͰ؆୯にӫཆをઁऔ
Ͱきるɻまたɺখ分͚Ͱ͋るたΊ1৯分の
໨͕҆分かり΍すくɺগྔから使༻可ೳ
Ͱ͋るɻさらにɺ�大ӫཆૉにՃ͑ɺݸਓ
の೰Έにدりఴったӫཆૉをߪೖする
こͱ͕Ͱきɺछྨ͕๛෋Ͱ͋る఺΋本商
品の特௃Ͱ͋るɻ

அਫࢢした和歌山ݧにମࡍୡ͕࣮ࢲ
のݧܦ΍౦日本大਒ࡂのσーλɺਫ֐
に߹った田ลࢢのฉきࠐΈௐࠪなͲか
らɺ避難࣌の৯事͸ɺྫྷ たい・まͣ いなͲ
のਫ਼神໘の໰題͚ͩͰなくɺӫཆૉの
大෯なภりͱい͏ ਎ମ໘の໰題をൃݟし
たɻͦ のたΊɺ「֐ࡂにΑる݈߁ೋ࣍ඃ
を๷͙֐ たΊのӫཆを੔ る͑」かつ「避
難生活の࣭を্ る͛」こͱにண໨したɻ

ࢼ ࡞ 品͸チームͰ࡞ ੒したɻס ૩
野ࡊ͸εーパーͰചらΕている΋の
を使༻したɻ大༰ྔの΋の͕多いた
Ίɺॏさをଌりݸแ૷の袋に٧Ίସ
͑たɻס૩野ࡊをೖΕるശ͸ߴさ΍
ฒ΂΍すさにこͩΘってൢࢢの΋の
をબんͩɻ自分たちͰプϩトλイプを
੒するの͸難しかった͕ɺ商品͕࡞
じたɻײをײ͸ୡ੒࣌になったܗ

「/VUSJNJ[FͰඋ஝৯品アイσィアレ
シϐબख権」を開࠵するɻ自宅のඇৗ
৯ͱ本商品を༻いたアレンジレシϐを
S/SͰืूするこͱͰɺফඅऀにΑって
本商品の࣮༻性͕֬立さΕɺফඅऀ
ͱのՁ஋ڞ૑͕可ೳになるɻまたɺϩー
リングεトックのश׳を定ணさせɺ本商
品の定期ߪೖをଅす͚ͩͰなくɺ๷ࡂ
උ஝のϩーリングεトックをଅਐするɻ

һڭಋࢦ
佐野楓ઌ生
からのコメント

避難生活ͱ͑ݴ͹「҉い」「ෆ自༝」「ਏい」「զຫ」なͲのωΨティブなイメージͰ͋る͕ɺ
学生たち͸ͦのݻ定֓念を避難৯のちΐいग़しにΑって「プレミアム避難生活」にม͑たい
ͱい͏ࢥいͰɺͦ の商品をاըしたɻ৽઱な؍఺を࣋ったͦのاըをධՁしたいͱ͏ࢥɻ

長期型避難自粛ケア商品

チームsOBD �ʤ/VU S JN J [ Fʥ
和歌山大学ɹ柳到亨ゼミ/খౡເًɺࡔ本ޫ࡙ɺ藤吉ಸ都ඒ

όッグͰおしΌΕを しָΈな ら͕ປ
ͱໟ෍を࣋ちͩ して避難のਭ຾に
උ͑ る
S-&&1όッグ͸ɺී ஈ使いͰきるόッ
グを避難࣌に͸ປにม਎させるこͱ͕Ͱ
きる商品ͩɻまたɺεトラップにアルミブラ
ンケットを෇ ଐしたɻ;か;かのປͱอ
Թػೳに優Εたアルミブランケットの૊
Έ߹ΘせͰɺΑり避難࣌のਭ຾のշద
さを௥ したɻීٻ ௨のປ΍ブランケット
͸避難࣌に࣋ちग़すこͱ͸Ͱきないɻし
かしɺS-&&1όック͸ීஈから਎ۙに
ஔいてお͚る΋のなのͰɺਭ຾グッズを
避難にඋ る͑ୈ一าにして΋ら͑ るͱ͑ߟ
るɻこの商品Ͱ避難࣌΋リラックεしてਭ
຾をऔって΋らいɺ݈ にա͝してほし߁
いɻ

るこͱ͸ԿかࠔͰ࣌たち͸ɺ避難ࢲ
について避難ऀݧܦにインλϏϡー
を行ったͱこΖɺશһにڞ ௨してਭ
຾Ͱ͋るこͱをൃ したɻまたɺアンݟ
ケートΑりɺ避難未ऀݧܦ΋ڕࡶ৸
Ͱのਭ຾にෆ҆を๊いているこͱ͕
分かったɻこのこͱからɺਭ຾໰題に
ண໨しɺ日ৗͰ΋使͑てɺ避難࣌に役
立つ商品を࡞りたいͱ͑ߟたɻ

όッグにປػೳをつ͚るたΊにɺૉ
にこͩΘりɺ商ࡐ 品 վ良を܁りฦし
たɻݟた໨ɺクッシϣンػ ೳ ɺ৮り৺
஍の3つの؍఺にண໨しɺόッグͱほ
΅มΘらないബさͰປ ػ ೳを࣮ ݱ
したɻまたɺD)$ϢーβーをؚΉ�0
ʙ�0୅ঁ性΁の使༻ґཔをしɺ࣮
࢕をײ༺のόッグ΍ປͱしての使ࡍ
いɺߋなるվ良を行ったɻ

D)$༷͸アパレル商品をళ಄Ͱऔり
ѻっていないたΊɺࢽࡶ΍ΦンラインͰ
のൢଅに஫ྗしたɻ特にɺλーήットͰ

る͋�0ʙ�0୅ঁ性͸ࢽࡶをӾཡする
ͱこ͕ 多いͱ͑ߟɺD)$ελイルͰのൢ
ଅをத৺にਐΊたɻ「避難࣌のਭ຾」
ͱい͏ ま͋りなじΈのないテーマをΑり؆
ܿにɺΑり਎ۙにײじて΋ら͑ るΑ͏ に記
事のσβイン΍ߏ੒に޻෉をڽらしたɻ

һڭಋࢦ
柳到亨ઌ生
からのコメント

৺্޲ の3ਓඣ܈くɺਪਐྗൈߴ 'MVP-JHIUɻஸೡな୳ࡧతௐࠪͰूΊたσーλにج きͮɺ長
期避難においてਭ຾の໰題にண໨しɺ開ൃさΕた「S-&&1 όッグ」ɻී ஈ͸όッグͰおしΌΕをָ
しΉɺ避難࣌͸ਭ຾にඋ る͑こͱͰ り͋ɺ�0ɻ �0୅のঁ性の৺をଊ た͑ػೳ性のߴい商品Ͱ る͋ɻ

長期型避難自粛ケア商品

' M V P - J HI UʤS-&&1όッグʥ
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χチレイマグωット

在宅生活に役立つ磁石商品

インテリアۭؒ͸࣌୅のྲྀΕͰৗにਐ化しているɻトレンυͱして磁石
のணくน͕ࡐ৽商品化さΕたりɺކ・ ఝ・Ϗεのཁらない磁石グッズ
͕商品ͱしてొ৔してきたɻコϩφՒͰม化している在宅生活΁΋ɺ
एいײ性͋;Εる自༝なൃ૝ͰɺマグωシートなͲのॊらかいマグ
ωットの特௃を活かしたۭؒのଘ在ײをߴΊる商品をఏҊするɻ
商品化͸ɺ「磁石をม͑ɺ社会にݙߩしたいɻ」ͱい͏ཧ念を΋ͱに
༷ʑなマグωットɺマグωット商品を製࡞している「χチレイマグωット」
ɻࢪ࣮͕

St u d en t  In n o v at i o n  Co l l e g e  2 0 2 1 49

0 5 0 ͸たらく�৯΂෺マグωット

0 5 1 ॅマートレイ

0 5 2 から;る

0 5 3 ϐλラック

0 5 4 磁౬自在εマϗケーε

0 5 5 ぴったΆるて

0 5 6 ぱぴたつ

0 5 7 ま͙ ͛い͟ー

0 5 8 チϡーリッパ

0 5 9 ͱΊʙる

0 6 0 ぺたクト

0 6 1 ϐλസͱま΋るくん

0 6 2 ぱͣͶっͱ

0 6 3 SP MVU JPO 3JOHs

0 6 4 ϐマット
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大ࢢࡕ立大学ɹখྛ఩ゼミ/和田๖Ֆɺۚ ᖒ一ڽɺ໊ औ優ر

਌ؒ࣌ࢠを๛かにする৯ҭマ
グωット

「す͝い৯΂෺マグωット」͸ɺマグωッ
トͱֆ本を૊Έ߹Θせɺڙࢠୡに৯΂
෺のੌさを͑ڭる商品Ͱ͋るɻコϩφՒ
にお͚る在 宅 生 活Ͱ૿ Ճした਌ ࢠ ࣌
ؒにண໨しɺۙ ೥ݮগしていた਌ࢠのコ
ミϡχケーシϣンを๛かにするこͱを໨త
ͱしているɻදに野ࡊɺཪに野ࡊのޮೳ
͕記ࡌさΕたマグωットを土୆につ͚る
事にΑりɺクイズࣜܗͰ野ࡊにؔする஌
ࣝを得るこͱ͕ग़དྷる商品Ͱ͋るɻまたɺ
野ࡊのす͝さを఻ る͑ֆ本ͱซ༻するこ
ͱͰɺΑりৄ に野ࡉ いݏき޷を஌りɺࡊ
るɻ͛ܨ෰にࠀ

たち͸在ࢲ 宅 生 活においてม 化し
た事のதͰɺ਌ؒ࣌ࢠの૿Ճに໨
をつ͚たɻ฼਌のෛ୲͕૿Ճͱい͏
多い一ํɺ͕ͦ͑ߟ Εをプラεにଊ
͑ɺ਌ࢠのコミϡχケーシϣンを๛か
にग़དྷないかͱ͑ߟたɻ「৯ҭ」ͱい
͏分野͕ۙ೥஫໨さΕている事に໨
をつ͚ɺマグωットͱ৯ҭを߹Θせた
商品を࡞りたいͱ͑ߟたɻ

ळカンൃද࣌のҊを΋ͱに࡞ࢼ品を࡞
੒しɺอҭԂにてͦ のޮ果を࡯؍する
Ͱ͸にݧを行ったɻ今ճの࣮ݧ࣮ূݕ
んじん・きΎ͏ り・ほ͏ Εん૲をର৅野ࡊͱ
した͕ɺ「す͝ い৯΂෺マグωット」使༻
いͱ౴ݏ͕ࡊに͸事લにର৅野ޙ た͑
ԂؚࣇΊɺશһ͕ͦ ΕͧΕの野ࡊを׬
৯するこͱ͕ Ͱきɺ野ݏࡊいࠀ෰に͕ܨ
る可ೳ性͕大いに る͋こͱ͕ Θかったɻ

商品のൢചܦ࿏͸ɺ"NB[PO΍χチレ
イマグωット༷ のӡӦする「ぺたぺたん
υットコム」をߟ て͑いるɻまたɺൢ ചに͋
たり࡞ࢼ品の੍࡞に౰たってアυόイ
ε౳の͝ を௖いた΢Σブメσィア༷ྗڠ
΍ൢࢽࡶചا業༷を͸じΊɺ৯ҭをѻ
͏༷ ʑなڭҭメσィアを௨じてએ఻を行

こ͏ͱͰɺ৯ҭにڵຯを࣋つλーήット
૚にΑりޮ 果తなアプϩーチをਤるɻ

һڭಋࢦ
খྛ఩ઌ生
からのコメント

製品のコンηプトɺ࣮ اく製品վળɺプϩモーシϣンํ法なͲɺ良く࿅らΕたͮجにݧ࣮ূ
ըͰɺ製品自ମの׬੒౓΋ߴいɻڧいて課題を͋͛るならɺマグωットͰ͋るඞવ性ʢඞཁ
性͸͋るʣͱɺ৯ҭχーズॆ଍खஈʢڝ߹おΑͼ୅ସ商品ʣの多さか 

在宅生活に役立つ磁石商品

ぺたΆん ʤͣ͸たらく�৯΂෺マグωットʥ
ؔ西大学ɹಙ山ඒ௡ܙゼミ/ࣉ井ষՈɺ田ۼઍ都ɺۚ ࡚७ฏ

ҠಈにదしたモノͰɺノート1$ Α͕
りշదに利༻Ͱきる࣋ちӡͼऩೲ
製品

「ॅマートレイ」͸ɺܗঢ়͕ܗ֯ࡾͰ͋
るこͱからɺトランプの3のҙຯを࣋つトレ
イɺ੔ཧശͱしてのトレイをֻ͚߹Θせた
εマートなऩೲ製品Ͱ͋るɻಉ商品͸ɺ
マグωットシートのްΈ΍使༻するՕॴ
を࠷௿ݶに཈ る͑こͱͰコεトμ΢ンする
こͱ΍ɺ商品をܰྔ化をするこͱͰεマー
トに্͛࢓たɻまたɺऩೲ಺෦にεチー
ルϖーパーを使༻するこͱͰコεトμ΢ン
をしつつɺখ ෺をऩ ೲする෦ 分にマグ
ωットを使༻するこͱͰɺ使༻ऀの利༻
໨తに߹ΘせɺԿ౓Ͱ΋ॊೈにมߋͰ
きるΑ͏ に製࡞さΕているɻ

大学生のΦンラインत業ڥ؀について
ௐࠪした結果ɺՈఉ಺のෳ਺の৔ॴ
Ͱत業を受͚るこͱ͕൑໌したɻͦ の
ちӡͼ͕大มͰ࣋ɺ༻۩のࡍ る͋こͱɺ
カメラのߴさ͕ ߹Θないͱいった೰Έ͕
ちӡͼする༻۩ͱして͸ɺイ࣋らΕたɻݟ
Ϡϗンɺจ๪۩なͲのখ෺ྨ͕多くの
ׂ߹を઎ΊていたɻҎ্ΑりɺこΕらの೰
Έを解決Ͱきる製品を࡞るこͱにしたɻ

খ෺に߹Θせたෳ਺のऩೲϙケット
を༻ҙしɺマグωットの特性Ͱ͋るண
୤の自༝౓をֻ͚߹ΘせるこͱͰɺ
༷ʑな使༻༻్にରԠͰきるΑ͏ に
したɻまたɺノート1$に֯౓を෇͚るこ
ͱ͕ͰきるΑ͏ に商品のܗをܗ֯ࡾͱ
しɺऩೲの֎૷に͸ϑΣイクレβーを
༻いるこͱͰߴɺ をग़しつつɺノーײڃ
ト1$͕׈りにくくなるΑ͏ に޻෉したɻ

χチレイマグωットのΦンラインシϣッ
プの利༻のଞにωットシϣッϐング利
༻ऀのたΊの"NB[POの利༻ɺ࣮
෺を֬ೝͰきる-0'5౳の専໳ళ
の利༻を͑ߟたɻプϩモーシϣンにؔ
してɺ大 学 生 にてൢڠ ചするこͱͰ
商品のೝ஌を૿΍していくこͱを͑ߟ
たɻ

һڭಋࢦ
ಙ山ඒ௡ܙઌ生
からのコメント

Φブβϕーシϣンにۤ࿑しているΑ͏ ͰしたɻΦンラインͰのत業΍࢓事͕ৗଶになった今を
自分たちの໨Ͱきちんͱ࡯؍するこͱ͕良い商品اըにつな͕るͱࢥいますɻアイσィア͕ݻ
まったޙ͸ɺチームの良さをൃشしɺプϩトλイプ࡞੒まͰεムーズにͰきたͱࢥいますɻ

在宅生活に役立つ磁石商品

DI"SNʤॅマートレイʥ
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਌ؒ࣌ࢠを๛かにする৯ҭマ
グωット

「す͝い৯΂෺マグωット」͸ɺマグωッ
トͱֆ本を૊Έ߹Θせɺڙࢠୡに৯΂
෺のੌさを͑ڭる商品Ͱ͋るɻコϩφՒ
にお͚る在 宅 生 活Ͱ૿ Ճした਌ ࢠ ࣌
ؒにண໨しɺۙ ೥ݮগしていた਌ࢠのコ
ミϡχケーシϣンを๛かにするこͱを໨త
ͱしているɻදに野ࡊɺཪに野ࡊのޮೳ
͕記ࡌさΕたマグωットを土୆につ͚る
事にΑりɺクイズࣜܗͰ野ࡊにؔする஌
ࣝを得るこͱ͕ग़དྷる商品Ͱ͋るɻまたɺ
野ࡊのす͝さを఻ る͑ֆ本ͱซ༻するこ
ͱͰɺΑりৄ に野ࡉ いݏき޷を஌りɺࡊ
るɻ͛ܨ෰にࠀ

たち͸在ࢲ 宅 生 活においてม 化し
た事のதͰɺ਌ؒ࣌ࢠの૿Ճに໨
をつ͚たɻ฼਌のෛ୲͕૿Ճͱい͏
多い一ํɺ͕ͦ͑ߟ Εをプラεにଊ
͑ɺ਌ࢠのコミϡχケーシϣンを๛か
にग़དྷないかͱ͑ߟたɻ「৯ҭ」ͱい
͏分野͕ۙ೥஫໨さΕている事に໨
をつ͚ɺマグωットͱ৯ҭを߹Θせた
商品を࡞りたいͱ͑ߟたɻ

ळカンൃද࣌のҊを΋ͱに࡞ࢼ品を࡞
੒しɺอҭԂにてͦ のޮ果を࡯؍する
Ͱ͸にݧを行ったɻ今ճの࣮ݧ࣮ূݕ
んじん・きΎ͏ り・ほ͏ Εん૲をର৅野ࡊͱ
した͕ɺ「す͝ い৯΂෺マグωット」使༻
いͱ౴ݏ͕ࡊに͸事લにର৅野ޙ た͑
ԂؚࣇΊɺશһ͕ͦ ΕͧΕの野ࡊを׬
৯するこͱ͕ Ͱきɺ野ݏࡊいࠀ෰に͕ܨ
る可ೳ性͕大いに る͋こͱ͕ Θかったɻ

商品のൢചܦ࿏͸ɺ"NB[PO΍χチレ
イマグωット༷ のӡӦする「ぺたぺたん
υットコム」をߟ て͑いるɻまたɺൢ ചに͋
たり࡞ࢼ品の੍࡞に౰たってアυόイ
ε౳の͝ を௖いた΢Σブメσィア༷ྗڠ
΍ൢࢽࡶചا業༷を͸じΊɺ৯ҭをѻ
͏༷ ʑなڭҭメσィアを௨じてએ఻を行

こ͏ͱͰɺ৯ҭにڵຯを࣋つλーήット
૚にΑりޮ 果తなアプϩーチをਤるɻ
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ҠಈにదしたモノͰɺノート1$ Α͕
りշదに利༻Ͱきる࣋ちӡͼऩೲ
製品

「ॅマートレイ」͸ɺܗঢ়͕ܗ֯ࡾͰ͋
るこͱからɺトランプの3のҙຯを࣋つトレ
イɺ੔ཧശͱしてのトレイをֻ͚߹Θせた
εマートなऩೲ製品Ͱ͋るɻಉ商品͸ɺ
マグωットシートのްΈ΍使༻するՕॴ
を࠷௿ݶに཈ る͑こͱͰコεトμ΢ンする
こͱ΍ɺ商品をܰྔ化をするこͱͰεマー
トに্͛࢓たɻまたɺऩೲ಺෦にεチー
ルϖーパーを使༻するこͱͰコεトμ΢ン
をしつつɺখ ෺をऩ ೲする෦ 分にマグ
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һڭಋࢦ
ಙ山ඒ௡ܙઌ生
からのコメント

Φブβϕーシϣンにۤ࿑しているΑ͏ ͰしたɻΦンラインͰのत業΍࢓事͕ৗଶになった今を
自分たちの໨Ͱきちんͱ࡯؍するこͱ͕良い商品اըにつな͕るͱࢥいますɻアイσィア͕ݻ
まったޙ͸ɺチームの良さをൃشしɺプϩトλイプ࡞੒まͰεムーズにͰきたͱࢥいますɻ

在宅生活に役立つ磁石商品

DI"SNʤॅマートレイʥ
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ؔ西学Ӄ大学ɹ石෵ॱ໵ゼミ/ݪ圭ޗɺീ໦ਅԝɺ෭ౢ࠼೫

นͰ༡΂る৽֮ײϘーυήーム

「から;る」͸ɺนにషって༡Ϳこͱ͕
Ͱきるશく৽しい৽ ײ ֮Ϙーυήーム
ͩɻす͝Ζくのද໘ͱキーϫーυにԊって
トークするཪ໘Ͱߏ੒さΕているɻͦ Ε
ͧΕのマε͕ಠ立しておりɺ自༝自在に
ルート΍マεの഑ஔをม ら͑Εるの͕特
௃తͩɻコϩφՒにΑって多くのਓʑ͕

「Ո଒ؒ࣌」をҙࣝするΑ͏ になったɻ
をΑりָしくɺさらؒ࣌たち͸このՈ଒ࢲ
に͸今ޙ΋ͣっͱ大੾にしたいͱ͑ߟる
͝Ո଒の࣋ؾちをޙԡしするたΊに本
製品を開ൃしたɻ「から;る」͸Ո଒Έ
んなͰ࿩してָしΊるɺՈ ଒ ࣌ ؒのお
商品Ͱ͋るɻڙ

たち͸在宅生活におࢲ る͚Ո଒ؒ࣌
にண໨ɻௐࠪの結果ɺ�2�3�のՈఉ͕
Ո଒ؒ࣌の૿Ճをମײしていたɻͦこ
Ͱɺ長期化した在宅生活をՈ଒શһ
ͰΑりָ しΊるήームをマグωシートͰ࣮
たɻ結果ɺ「྆໘活͑ߟͰきないかͱݱ
༻Ͱきる」ͱい͏ マグωシートの特性を活
かしɺܗを自༝自在にม て͑Կ౓΋ָし
Ίるす͝ Ζくήームの࡞੒にࢸったɻ

খさなお༷ࢠに഑ྀしɺ֯ のないؙ
型の製品にするɺޡҿを๷͙αイズ
޻にするなͲのײ ෉を行 こ͏ͱͰ҆
શ໘にे分഑ྀした製品 くͮりをҙ
ࣝしたɻまたɺ製品のܗ΍αイズにՃ
͑ɺ製品に記すキーϫーυ΍จষの
಺༰1つ1つに΋こͩΘりɺՈ଒Ͱ会
࿩をָしΉこͱのͰきる製品を׬੒さ
せるこͱ͕ Ͱきたɻ

ൢചଅਐ͸ҎԼの2఺Ͱ͋るɻ1఺໨
͸ɺS/Sを௨してফඅऀにೝ஌させ
るɻS/S্のインϑルエンαーͱྗڠ
するこͱ΍自ら͕ アプリを使いɺ৘ใൃ
৴するこͱͰ商品自ମをೝ஌させるɻ2
఺໨͸ɺڙࢠୡ͕खにऔって࣮ࡍに
༡΂る৔に商品をઃஔするɻೝ஌させ
る͚ͩͰなくɺ࣮ ݧに༡ͿこͱͰମࡍ
Ձ஋ͱして商品のັྗを఻ て͑いくɻ

һڭಋࢦ
石෵ॱ໵ઌ生
からのコメント

「から;る」͸ɺコϩφՒのՈ଒のա͝しํをΑり良くするૉ晴らしい商品Ͱ͋るɻนにషΕ
るϘーυήームを௨じてɺՈ଒のឺをΑりਂΊɺD9にΑるྗࢹ௿Լからڙࢠをकるͱい コ͏
ンηプト΋໌֬Ͱૉ晴らしかったɻSカレͰのݧܦをब活ɺকདྷの࢓事に活かしてほしいɻ

在宅生活に役立つ磁石商品ؔ

シϟインますかっͱʤから;るʥ
京都産業大学ɹ্ݩ࿱ゼミ/石࠼ࠫڮɺҏ藤Ֆ࣮ɺ᝞ౡ大وɺ西ݪ一੣

に੒長するऩೲ୨ڞͲ΋ͱࢠ

ଆ໘にマグωットシートͱεテンレεシート
͕షって͋る製品Ͱɺ製品ಉ࢜をくっつ
͚るこͱͰ֦ுして使༻ͰきるऩೲϘッ
クεͰ͋るɻॎにॏͶたりԣにくっつ͚た
りͱ༷ʑな૊Έ߹Θせ͕可ೳͰ͋りɺレ
イア΢トをม するこͱ͕可ߋ ೳͩɻ本 ମ
͸ܰくてڧ౓のߴいパインू੒ࡐを使
༻しており30DNの立ํମͰ͋るɻ使༻
༻్ͱして͸ࢠͲ΋の؝۩΍ֆ本・࡞品
౳ɺ੒長していくࢠͲ΋のࢥいग़の品を
ऩೲするϘックεͩɻࢠͲ΋͸ऩೲする΋
の͕มΘっていくதͰαイズ΍レイア΢ト
を自༝にมߋͰきるたΊ長期ؒ利༻す
るのに長͚ているɻ

今ճ在宅生活にΑって࠷΋Ө͕ڹ
͋ったこͱͱしてɺզʑ͸ਓͱのؔΘり
ํ͕มΘったこͱにண໨したɻまた在
宅生活Ͱ૿͑た行ಈについてௐࠪ
した結 果 ɺ૟ আ΍ย෇͚の࣌ ͕ؒ
૿͑たこͱ͕分かったたΊɺՈ଒ͱの
ؔΘりを生Έग़すย෇͚༻品を開
ൃするにࢸったɻ

ॳ͸ɺ୨શମにマグωットシートͱ࠷
εテンレεシートをషる૝定をしてい
た͕コεト͕ す͗たたΊシートをషߴ
る໘を޻෉しɺ࢛つ֯のΈにషるͱい
͏มߋをՃ る͑こͱͰコεトݮ࡟をࢼ
Έたɻこの商品のΑ͏ に୨ಉ͕࢜磁
石Ͱくっつく商品͸ݱ在のࢢ৔にଘ
在しないのͰಠ自性のߴい商品Ͱ͋
るɻ

在宅生活に͚޲た商品のたΊɺਓ
ͱのかかΘりを૿΍す活ಈにয఺を
͋てたɻͦ こͰࢲたち͕ఏҊしたҊ͕
「お ち͏Ͱϐλラックコンテεト」Ͱ͋
るɻこの活ಈ͸ɺ૊Έ͕͑׵自༝な୨
ͱい ϐ͏λラックのڧΈを生かしɺたく
さんのਓの૊Έସ͑ํのࣸਅ౳を
S/SͰ「�お ち͏Ͱϐλっͱ」Ͱ౤ߘし
て΋らいೝ஌౓をߴΊる活ಈͰ͋るɻ

һڭಋࢦ
࿱ઌ生ݩ্
からのコメント

今೥�チーム͋ったதͰɺ࠷ॳからޙ࠷まͰ౒ྗをଓ͚ߴいҙࣝͰ優勝を໨ࢦしたチー
ムͰ͋ったɻ優勝に͸ならなかった΋ののɺコンηプト開ൃ΍ௐࠪɺ࡞ࢼ品੍࡞にプϩモー
シϣンなͲɺ今ճのऔり૊ΈͰ得たݧܦをこΕから社会にग़てからଘ分に活かしてほしいɻ

在宅生活に役立つ磁石商品

/F U U F S sʤϐλラックʥ
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京都橘大学ɹ⅖良兼司・今井まりなゼミ/ക山ҥɺ大୩ేܚɺۚ ਸ਼าࢠ

お෩࿊ؒ࣌を౬ʙޮ活༻� 磁
౬ʙに使 る͑εマϗケーε

この商品͸ɺཋࣨのนにくっつくೖཋ༻
εマϗケーεͰ͋るɻ๷ਫ性ɺ଱ٱ性ɺ
Ի࣭ɺಶりにくさɺૢ 性ɺશて໰題な࡞
しɻマグωットを使 こ͏ͱͰɺนにషるこͱ
͸΋ちΖんɺεマϗに߹Θせてケーεのα
イズをௐ੔Ͱきるの͕ັྗͩɻนにεマ
ϗをషるこͱͰɺ಄͕લを޲くこͱからɺ
ݱ ୅ පͰ͋るεマϗटを解 ফしɺ࢟ ੎
を自વにҙࣝしな͕らɺΏっくりͱೖཋ͕
ͰきるɻなかͰ΋おすすΊ͸ɺお෩࿊Ͱ
ᛉ૝する「マインυ෩࿊ωε」ͩ ɻこの商
品͸ɺ࢟੎のҙࣝͱೖཋをश׳化する
きっか͚を૑るɻまさにɺ「在宅生活に役
立つ磁石商品」Ͱ͋るɻ

コϩφՒͰɺΦンラインत業΍リモート
ϫーク͕૿͑ɺ࢟੎͕ѱくなるこͱ͕ ૿
͑たɻͦこͰɺී ஈから࢟੎͕良いਓを
ௐࠪしɺ࢟੎をҙࣝするきっか ͱ͚श׳
͕ඞཁͰ る͋ͱΘかったɻまたɺコϩφՒ
にお る͚εトレε΍ෆ҆の解ফͱしてɺ
お෩࿊ؒ࣌にண໨しɺೖཋするこͱͰ
日ࠒのർΕを༊΍しな͕らɺ࢟੎をҙ
ࣝするたΊのश͕׳ඞཁ ͱͩߟ た͑ɻ

良い࢟੎をҙࣝͰきておらͣ ɺೖཋश
ແい大学生をλーήットにઃ定͕׳
しɺϢーβーテεトを࣮ࢪしたɻԻ࣭͸
ѱくないかɺը໘͸ಶらͣ៉ྷに͑ݟ
るかɺนにしっかりͱషり෇くかをపఈ
తにূݕしたɻさらにɺ1000ճにٴͿ
෇͚֎しの଱ٱテεトͱ๷ਫテεト΋࣮
を΋ͱにɺ෦分ূݕしたɻࢪ ͱ͝の磁石
ೳするΑ͏ػ͕ ɺࡉかなվ良をॏͶたɻ

੎の໰題ͱೖཋするこͱの大੾さに࢟
ついてɺコンテンツ౤ߘアプリ「OPUF」
Ͱൃ৴してきたɻ౤ߘ͸ɺ΢メλͱχコɺ
໸石さん͕໰題についてָしく解આしɺ
੎΍日ʑのർΕに೰Ίるօ༷に͸ɺ࢟
ඞಡの಺༰Ͱ͋るɻこの౤ߘにײڞ
しɺ൓Ԡしていたͩいたɺ૯߹಺Պ・ٹ
Պ専໳ҩ΍カ΢ンηラーのํʑに͝ٸ
ಇしてൢചଅਐを行ڠりɺࣀԉをࢧ ɻ͏

һڭಋࢦ
⅖良兼司ઌ生
今井まりなઌ生
からのコメント

こΕまͰݟա͝さΕてきた໰題をൃݟしɺϙεトコϩφをݟਾ͑たఏҊͰ͋ったɻマグωット
ͱ޲き߹った日ʑ͸ɺ「�磁Ѫ」ͱい͏ܗͰɺ記࿥͚ͩͰ͸なくɺؔ っ࢒くڧの記Աに΋ऀ܎
ているɻ「�SカレさまͰす」のྠを֦͛ɺSカレの৽たなಓを੾り୓いたチームͰ͋るɻ

在宅生活に役立つ磁石商品

ക୩ࢠʤ磁౬自在εマϗケーεʥ
࡞ɺਅ໦༟ಸɺ西༔ࢠ大学ɹኍ田ষޫゼミ/தౡ和Յـۙ

磁 石Ͱ生Έग़すফ ಟ 専 ༻ε
ϖーε

「ぴったΆるて」͸ɺؔݰपりにεϖーε
͕ແい一ਓ฻らしのਓをλーήットした
商品Ͱ り͋ɺこの商品をؔݰ൶にషるこ
ͱͰ෺͕ஔ͚るεϖーεを࡞りग़すɻこ
の商品͸ɺコϩφՒに൐いɺ֎のۭؒに
ۙいؔݰͰফಟを行いたい͕ɺ一ਓ฻
らしのؔݰ͸εϖーε͕ແいこͱ͕ཧ༝
ͰɺؔݰͰফಟをग़དྷないͱい͏೰Έを
解決するたΊに開ൃしたɻ1�0౓に開く
こͱ͕可ೳͰ͋るたΊɺ使༻しない࣌͸
εϖーεをऔらͣɺද໘͕ϗϫイトϘーυ
ૉࡐͰ͋るたΊメモをॻきࠐΉこͱ͕可
ೳɻまたɺཪଆ͕磁石Ͱ͋るたΊԼにখ
෺を௻りԼ͛るこͱ΋Ͱきるɻ

品をফ࣋たち͸コϩφՒになり「ॴࢲ
ಟする」ͱい͏ ਓ͕多くなったこͱからɺ
ͦのਓたちにয఺を౰てたɻ࣮ にこࡍ
のश׳を࣋つϖルιφの行ಈを࡯؍
してΈるͱ「Ոのதのモノͱফಟલのモ
ノを分͚たい」͕ 「εϖーε͕ແくফಟ
৔ॴ͕ແい」ͱい͏ ೰Έをൃݟしたɻͦ
の೰Έを磁石Ͱ解決しɺࢢ৔に͸ແ
い৽たな商品を࡞りたいͱ͑ߟたɻ

ώϠリング΍࣮ূ࣮ݧをෳ਺のλー
ήットに行ったこͱͰɺ଱ྗٱを૿Ճ
させる৽たなアイσア͚ͩͰなくɺ৽た
な使いํのఏҊをൃݟするこͱ͕ग़
དྷたɻͦ Εらの৘ใをجに࡞ࢼ品ͱし
てվ良を܁りฦしɺメンόー自਎͕࣮
をԿ౓΋行ったɻͦݧのମࡍ ͏するこ
ͱͰɺχーズͱ҆શ性の૒ํを兼Ͷ
උ͑た࡞ࢼ品͕׬੒したのͰ͋るɻ

インテリア製品のߪೖઌにɺ&$αイトͱ
インテリアࡶ՟屋͕多く͛ڍらΕたɻͦ
のたΊɺఏҊ商品のコンηプトに֘౰
するا業にӦ業を行いɺ࣮ ళฮͱ&$
αイトの྆ํのൢ࿏を獲得したɻまたɺ
プϩモーシϣン͸ۙـ大学の޿ใͱɺイ
ンテリア৘ใをൃ৴しているインελグラ
マーにྗڠのঝ୚を得たこͱͰɺΑり多
くのλーήット૚΁のೝ஌を໨ࢦしたɻ

һڭಋࢦ
ኍ田ষޫઌ生
からのコメント

コϩφՒの一ਓ฻らしの学生のআەにؔする໰題をൃݟしテーマを΋ͱに解決につな͛たɻ
౰事ऀͱして大学からؼ宅したؔݰͰεマートϑΥン΍財෍なͲ਎のճりの΋のをͦ のまま࣋
ちࠐΈたくないײ৘をى఺ͱし磁石ٕज़を活༻しআەମݧを૑଄した׬੒౓のߴいاըɻ

在宅生活に役立つ磁石商品

7ʂNBUFZʤぴったΆるてʥ
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京都橘大学ɹ⅖良兼司・今井まりなゼミ/ക山ҥɺ大୩ేܚɺۚ ਸ਼าࢠ

お෩࿊ؒ࣌を౬ʙޮ活༻� 磁
౬ʙに使 る͑εマϗケーε

この商品͸ɺཋࣨのนにくっつくೖཋ༻
εマϗケーεͰ͋るɻ๷ਫ性ɺ଱ٱ性ɺ
Ի࣭ɺಶりにくさɺૢ 性ɺશて໰題な࡞
しɻマグωットを使 こ͏ͱͰɺนにషるこͱ
͸΋ちΖんɺεマϗに߹Θせてケーεのα
イズをௐ੔Ͱきるの͕ັྗͩɻนにεマ
ϗをషるこͱͰɺ಄͕લを޲くこͱからɺ
ݱ ୅ පͰ͋るεマϗटを解 ফしɺ࢟ ੎
を自વにҙࣝしな͕らɺΏっくりͱೖཋ͕
ͰきるɻなかͰ΋おすすΊ͸ɺお෩࿊Ͱ
ᛉ૝する「マインυ෩࿊ωε」ͩ ɻこの商
品͸ɺ࢟੎のҙࣝͱೖཋをश׳化する
きっか͚を૑るɻまさにɺ「在宅生活に役
立つ磁石商品」Ͱ͋るɻ

コϩφՒͰɺΦンラインत業΍リモート
ϫーク͕૿͑ɺ࢟੎͕ѱくなるこͱ͕ ૿
͑たɻͦこͰɺී ஈから࢟੎͕良いਓを
ௐࠪしɺ࢟੎をҙࣝするきっか ͱ͚श׳
͕ඞཁͰ る͋ͱΘかったɻまたɺコϩφՒ
にお る͚εトレε΍ෆ҆の解ফͱしてɺ
お෩࿊ؒ࣌にண໨しɺೖཋするこͱͰ
日ࠒのർΕを༊΍しな͕らɺ࢟੎をҙ
ࣝするたΊのश͕׳ඞཁ ͱͩߟ た͑ɻ

良い࢟੎をҙࣝͰきておらͣ ɺೖཋश
ແい大学生をλーήットにઃ定͕׳
しɺϢーβーテεトを࣮ࢪしたɻԻ࣭͸
ѱくないかɺը໘͸ಶらͣ៉ྷに͑ݟ
るかɺนにしっかりͱషり෇くかをపఈ
తにূݕしたɻさらにɺ1000ճにٴͿ
෇͚֎しの଱ٱテεトͱ๷ਫテεト΋࣮
を΋ͱにɺ෦分ূݕしたɻࢪ ͱ͝の磁石
ೳするΑ͏ػ͕ ɺࡉかなվ良をॏͶたɻ

੎の໰題ͱೖཋするこͱの大੾さに࢟
ついてɺコンテンツ౤ߘアプリ「OPUF」
Ͱൃ৴してきたɻ౤ߘ͸ɺ΢メλͱχコɺ
໸石さん͕໰題についてָしく解આしɺ
੎΍日ʑのർΕに೰Ίるօ༷に͸ɺ࢟
ඞಡの಺༰Ͱ͋るɻこの౤ߘにײڞ
しɺ൓Ԡしていたͩいたɺ૯߹಺Պ・ٹ
Պ専໳ҩ΍カ΢ンηラーのํʑに͝ٸ
ಇしてൢചଅਐを行ڠりɺࣀԉをࢧ ɻ͏

һڭಋࢦ
⅖良兼司ઌ生
今井まりなઌ生
からのコメント

こΕまͰݟա͝さΕてきた໰題をൃݟしɺϙεトコϩφをݟਾ͑たఏҊͰ͋ったɻマグωット
ͱ޲き߹った日ʑ͸ɺ「�磁Ѫ」ͱい͏ܗͰɺ記࿥͚ͩͰ͸なくɺؔ っ࢒くڧの記Աに΋ऀ܎
ているɻ「�SカレさまͰす」のྠを֦͛ɺSカレの৽たなಓを੾り୓いたチームͰ͋るɻ

在宅生活に役立つ磁石商品

ക୩ࢠʤ磁౬自在εマϗケーεʥ
࡞ɺਅ໦༟ಸɺ西༔ࢠ大学ɹኍ田ষޫゼミ/தౡ和Յـۙ

磁 石Ͱ生Έग़すফ ಟ 専 ༻ε
ϖーε

「ぴったΆるて」͸ɺؔݰपりにεϖーε
͕ແい一ਓ฻らしのਓをλーήットした
商品Ͱ り͋ɺこの商品をؔݰ൶にషるこ
ͱͰ෺͕ஔ͚るεϖーεを࡞りग़すɻこ
の商品͸ɺコϩφՒに൐いɺ֎のۭؒに
ۙいؔݰͰফಟを行いたい͕ɺ一ਓ฻
らしのؔݰ͸εϖーε͕ແいこͱ͕ཧ༝
ͰɺؔݰͰফಟをग़དྷないͱい͏೰Έを
解決するたΊに開ൃしたɻ1�0౓に開く
こͱ͕可ೳͰ͋るたΊɺ使༻しない࣌͸
εϖーεをऔらͣɺද໘͕ϗϫイトϘーυ
ૉࡐͰ͋るたΊメモをॻきࠐΉこͱ͕可
ೳɻまたɺཪଆ͕磁石Ͱ͋るたΊԼにখ
෺を௻りԼ͛るこͱ΋Ͱきるɻ

品をফ࣋たち͸コϩφՒになり「ॴࢲ
ಟする」ͱい͏ ਓ͕多くなったこͱからɺ
ͦのਓたちにয఺を౰てたɻ࣮ にこࡍ
のश׳を࣋つϖルιφの行ಈを࡯؍
してΈるͱ「Ոのதのモノͱফಟલのモ
ノを分͚たい」͕ 「εϖーε͕ແくফಟ
৔ॴ͕ແい」ͱい͏ ೰Έをൃݟしたɻͦ
の೰Έを磁石Ͱ解決しɺࢢ৔に͸ແ
い৽たな商品を࡞りたいͱ͑ߟたɻ

ώϠリング΍࣮ূ࣮ݧをෳ਺のλー
ήットに行ったこͱͰɺ଱ྗٱを૿Ճ
させる৽たなアイσア͚ͩͰなくɺ৽た
な使いํのఏҊをൃݟするこͱ͕ग़
དྷたɻͦ Εらの৘ใをجに࡞ࢼ品ͱし
てվ良を܁りฦしɺメンόー自਎͕࣮
をԿ౓΋行ったɻͦݧのମࡍ ͏するこ
ͱͰɺχーズͱ҆શ性の૒ํを兼Ͷ
උ͑た࡞ࢼ品͕׬੒したのͰ͋るɻ

インテリア製品のߪೖઌにɺ&$αイトͱ
インテリアࡶ՟屋͕多く͛ڍらΕたɻͦ
のたΊɺఏҊ商品のコンηプトに֘౰
するا業にӦ業を行いɺ࣮ ళฮͱ&$
αイトの྆ํのൢ࿏を獲得したɻまたɺ
プϩモーシϣン͸ۙـ大学の޿ใͱɺイ
ンテリア৘ใをൃ৴しているインελグラ
マーにྗڠのঝ୚を得たこͱͰɺΑり多
くのλーήット૚΁のೝ஌を໨ࢦしたɻ

һڭಋࢦ
ኍ田ষޫઌ生
からのコメント

コϩφՒの一ਓ฻らしの学生のআەにؔする໰題をൃݟしテーマを΋ͱに解決につな͛たɻ
౰事ऀͱして大学からؼ宅したؔݰͰεマートϑΥン΍財෍なͲ਎のճりの΋のをͦ のまま࣋
ちࠐΈたくないײ৘をى఺ͱし磁石ٕज़を活༻しআەମݧを૑଄した׬੒౓のߴいاըɻ

在宅生活に役立つ磁石商品

7ʂNBUFZʤぴったΆるてʥ
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甲南大学ɹ佐藤圭ゼミ/લ川࠼楓ɺ山⃻߂ฏɺ໦෦ླྀ៉ࡊ

ஔきؒҧいを๷͙マグωシート

コϩφՒを௨してɺωットシϣッϐングを
利༻するػ会͕૿Ճしたこͱにண໨しɺ
ஔき഑のधཁを֬ೝしたɻͦ こͰࢲたち
͸ɺ഑ ୡのஔきؒ ҧいを๷ 「͙ぱぴた
つ」をاըしたɻै དྷのྨࣅ商品ͱൺ
ֱしてɺ大きな૬ҧ఺͸2つ͋るɻ1つ໨
͸ɺ̔ ෺のஔき৔ॴをࡉかく記ೖͰきる
こͱɻ2つ໨͸ɺݘの଍ ੻をஔき৔ ॴの
ಓしる΂ͱしたこͱͩ ɻ「ぱぴたつ」Ͱɺ཭
せない༻事͕͋って受͚औりにؒに߹
Θないこͱ΍ɺ૝定֎の৔ॴにஔき഑さ
Εるこͱを๷͗ɺΑり良い在宅生活をૹっ
ていたͩきたいɻ

ωットシϣッϐングの利༻཰͕ߴい20
୅にアンケートௐࠪを行ったɻ໿�ׂ
のਓ͕ɺ在宅࣌Ͱ͋って΋ஔき഑を
ر ๬しているこͱ͕൑ ໌したɻまたɺ
ஔき഑の利༻ऀにώアリングしたͱこ
Ζɺ഑ୡのஔき৔ॴにରしての೰Έ
͕多くݟ受 ら͚Εたɻこのこͱからɺஔ
きؒ ҧいを๷͙商 品のߟ Ҋにࢸっ
たɻ

商 品の性 ࣭ ্ ɺ໨につき΍すいカ
ラーリングͰ͋るこͱɺυアにషらΕた
を༩͑ないこͱ͕ॏཁͱײにҧ和ࡍ
なったɻͦ のたΊɺϑΥント΍イラεト౳
のσβイン性を޻෉したɻまたɺυアに
షっての଱ٱ性の֬ೝ΍ɺͲのシー
トを使 ༻するか͕࠷ దか࣮ を行ݧ
いɺࢼ 行 ࡨ ݕをॏͶたɻޡ ূ త ௐ
ࠪͰの੠をجに࠷ऴௐ੔を行ったɻ

商品のೝ஌౓をߴΊるํ法ͱしてɺ
まͣ༣便ࢪ࣮͕ہしている「αンプ
リング」ͱい͏ࠂ޿メχϡーにґཔす
るこͱをݕ౼したɻͦ のଞに΋Өྗڹ
を࣋つインϑルエンαーのํにରしɺ
S/S্にお͚るグッズ঺հの13を
Ҋ݅ͱしてґཔするこͱにΑってɺ৘
ใの֦͕ࢄ期଴Ͱきるͱ͑ߟたɻ

һڭಋࢦ
佐藤圭ઌ生
からのコメント

೰Έに೰んͩチーム͕ఏҊしたアイσア͸ɺࢥΘͣݴいたくなるωーミングのஔき഑グッズ
Ͱ͋ったɻアϑΥーμンεにΑりɺ഑ୡһにεトレεを༩ る͑こͱなくཁ๬を఻ ら͑Εるؾ഑り΋
ૉఢͰ͋るɻチームの೪りڧさをଘ分にൃشしてɺ商品化に͚޲てؤுってほしいɻ

在宅生活に役立つ磁石商品

すらっくʤぱぴたつʥ
ɺલ川ࣿ良ɺ宮݈֞ଠ࿕ࢠلլ大学ɹ山Լ༔ゼミ/井্༝࣎

ΦンラインͰ印৅をࠨӈする「カ
メラ໨ઢ」をαϙート

カンϖػ ೳを໨のߴさに࣋ってくるこͱ
Ͱɺ୆本をಡΈな͕らカメラ໨ઢͰ࿩す
こͱを可 ೳにした商 品Ͱ͋るɻパιコン
の大きさ・֯ ౓にԠじてɺマグωットを使
༻して商品のߴさ΍܏きをௐ੔するこͱ
͕ͰきるɻϗϫイトϘーυૉࡐを使༻して
おりɺݟたいメモを௚઀ॻきࠐΉこͱ΋Ͱ
きɺࢴにॻいてషり෇͚るこͱ΋Ͱきるɻこ
の商品を༻いるこͱͰ໨ઢ͕ͿΕるこͱな
くプレゼン౳͕ͰきるΑ͏ になりɺ自৴の
͋る印৅を༩͑るこͱ͕可ೳになるɻࢲ
たち΋こΕからのब活にプϩトλイプを༗
ޮ活༻していく༧定ͩɻ

たち͸ब活のΦンライン໘઀Ͱਓࢲ
事のํからカメラ໨ઢをࢦఠさΕたͱ
い͏ メンόーの࣮ମݧからɺ大学3・�
ճ生をର৅にアンケートௐࠪを行っ
たͱこΖɺ「カメラ໨ઢをҙࣝしたい͕
Ͱきていない」ͱい͏ਓ͕一定਺いる
こͱ͕分かったɻͦ こͰΦンライン活ಈ
においてɺޮ 果తにカメラ໨ઢをҙࣝ
ͰきるΑ͏ な商品を࡞りたいͱ͑ߟたɻ

に͸ɺ多くの大学生͕ࡍる࡞品を࡞ࢼ
使༻するノートパιコンのαイズײをҙ
ࣝしたɻ༷ ʑなパιコンにରԠͰきるߴ
さௐ੔ػೳɺݟ΍すい֯౓にௐ੔Ͱき
る܏きௐ੔ػೳɺ使Θないࡍにখさく
ંりたたΊるऩೲ性の3つをクリアͰき
るσβインを໛ࡧしɺまたͲこにマグωッ
トシートを使༻すΕ͹ͦの特性を活か
せるかをߟ な͑ ら͕࡞ࢼを܁りฦしたɻ

λーήットͰ͋る大学3ճ生・�ճ生に
ಧ る͚たΊɺ大学生ڠͱのൢചަবを
行ったɻϩット・ख਺ྉ΍Ձ֨͸ཁ૬
ஊͰ͋る͕ɺ商品をஔくこͱをલ޲きに
していたͩいたɻキϟリアエージΣ౼ݕ
ントا業にചりࠐΈɺब活生にಧ͚て
΋ら͏ ͱい͏ #UP#のൢചํ法΋ݕ౼し
ていた͕ɺا業ଆの利ӹ͕ࠐݟΊる
のかෆ໌ͱい͏ こͱͰอཹͱなったɻ

һڭಋࢦ
山Լ༔ઌ生
からのコメント

ळカンまͰにݕ౼していたアイσア͕テーマに߹Θͣリηットͱなりɺ୳ࡧత分ੳから΍り௚
すこͱになったこͱ͸࢒念ɻ自分たち͕௚໘するΦンライン໘઀ͱい͏ब৬活ಈ期の課題に
ண໨したの͸良かったɻ΋͏ গしূݕతௐࠪを行 こ͏ͱ͕ͰきΕ͹良かったɻ

在宅生活に役立つ磁石商品

チームすいかʤま͙ ͛い͟ーʥ
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甲南大学ɹ佐藤圭ゼミ/લ川࠼楓ɺ山⃻߂ฏɺ໦෦ླྀ៉ࡊ

ஔきؒҧいを๷͙マグωシート

コϩφՒを௨してɺωットシϣッϐングを
利༻するػ会͕૿Ճしたこͱにண໨しɺ
ஔき഑のधཁを֬ೝしたɻͦ こͰࢲたち
͸ɺ഑ ୡのஔきؒ ҧいを๷ 「͙ぱぴた
つ」をاըしたɻै དྷのྨࣅ商品ͱൺ
ֱしてɺ大きな૬ҧ఺͸2つ͋るɻ1つ໨
͸ɺ̔ ෺のஔき৔ॴをࡉかく記ೖͰきる
こͱɻ2つ໨͸ɺݘの଍ ੻をஔき৔ ॴの
ಓしる΂ͱしたこͱͩ ɻ「ぱぴたつ」Ͱɺ཭
せない༻事͕͋って受͚औりにؒに߹
Θないこͱ΍ɺ૝定֎の৔ॴにஔき഑さ
Εるこͱを๷͗ɺΑり良い在宅生活をૹっ
ていたͩきたいɻ

ωットシϣッϐングの利༻཰͕ߴい20
୅にアンケートௐࠪを行ったɻ໿�ׂ
のਓ͕ɺ在宅࣌Ͱ͋って΋ஔき഑を
ر ๬しているこͱ͕൑ ໌したɻまたɺ
ஔき഑の利༻ऀにώアリングしたͱこ
Ζɺ഑ୡのஔき৔ॴにରしての೰Έ
͕多くݟ受 ら͚Εたɻこのこͱからɺஔ
きؒ ҧいを๷͙商 品のߟ Ҋにࢸっ
たɻ

商 品の性 ࣭ ্ ɺ໨につき΍すいカ
ラーリングͰ͋るこͱɺυアにషらΕた
を༩͑ないこͱ͕ॏཁͱײにҧ和ࡍ
なったɻͦ のたΊɺϑΥント΍イラεト౳
のσβイン性を޻෉したɻまたɺυアに
షっての଱ٱ性の֬ೝ΍ɺͲのシー
トを使 ༻するか͕࠷ దか࣮ を行ݧ
いɺࢼ 行 ࡨ ݕをॏͶたɻޡ ূ త ௐ
ࠪͰの੠をجに࠷ऴௐ੔を行ったɻ

商品のೝ஌౓をߴΊるํ法ͱしてɺ
まͣ༣便ࢪ࣮͕ہしている「αンプ
リング」ͱい͏ࠂ޿メχϡーにґཔす
るこͱをݕ౼したɻͦ のଞに΋Өྗڹ
を࣋つインϑルエンαーのํにରしɺ
S/S্にお͚るグッズ঺հの13を
Ҋ݅ͱしてґཔするこͱにΑってɺ৘
ใの֦͕ࢄ期଴Ͱきるͱ͑ߟたɻ

һڭಋࢦ
佐藤圭ઌ生
からのコメント

೰Έに೰んͩチーム͕ఏҊしたアイσア͸ɺࢥΘͣݴいたくなるωーミングのஔき഑グッズ
Ͱ͋ったɻアϑΥーμンεにΑりɺ഑ୡһにεトレεを༩ る͑こͱなくཁ๬を఻ ら͑Εるؾ഑り΋
ૉఢͰ͋るɻチームの೪りڧさをଘ分にൃشしてɺ商品化に͚޲てؤுってほしいɻ

在宅生活に役立つ磁石商品

すらっくʤぱぴたつʥ
ɺલ川ࣿ良ɺ宮݈֞ଠ࿕ࢠلլ大学ɹ山Լ༔ゼミ/井্༝࣎

ΦンラインͰ印৅をࠨӈする「カ
メラ໨ઢ」をαϙート

カンϖػ ೳを໨のߴさに࣋ってくるこͱ
Ͱɺ୆本をಡΈな͕らカメラ໨ઢͰ࿩す
こͱを可 ೳにした商 品Ͱ͋るɻパιコン
の大きさ・֯ ౓にԠじてɺマグωットを使
༻して商品のߴさ΍܏きをௐ੔するこͱ
͕ͰきるɻϗϫイトϘーυૉࡐを使༻して
おりɺݟたいメモを௚઀ॻきࠐΉこͱ΋Ͱ
きɺࢴにॻいてషり෇͚るこͱ΋Ͱきるɻこ
の商品を༻いるこͱͰ໨ઢ͕ͿΕるこͱな
くプレゼン౳͕ͰきるΑ͏ になりɺ自৴の
͋る印৅を༩͑るこͱ͕可ೳになるɻࢲ
たち΋こΕからのब活にプϩトλイプを༗
ޮ活༻していく༧定ͩɻ

たち͸ब活のΦンライン໘઀Ͱਓࢲ
事のํからカメラ໨ઢをࢦఠさΕたͱ
い͏ メンόーの࣮ମݧからɺ大学3・�
ճ生をର৅にアンケートௐࠪを行っ
たͱこΖɺ「カメラ໨ઢをҙࣝしたい͕
Ͱきていない」ͱい͏ਓ͕一定਺いる
こͱ͕分かったɻͦ こͰΦンライン活ಈ
においてɺޮ 果తにカメラ໨ઢをҙࣝ
ͰきるΑ͏ な商品を࡞りたいͱ͑ߟたɻ

に͸ɺ多くの大学生͕ࡍる࡞品を࡞ࢼ
使༻するノートパιコンのαイズײをҙ
ࣝしたɻ༷ ʑなパιコンにରԠͰきるߴ
さௐ੔ػೳɺݟ΍すい֯౓にௐ੔Ͱき
る܏きௐ੔ػೳɺ使Θないࡍにখさく
ંりたたΊるऩೲ性の3つをクリアͰき
るσβインを໛ࡧしɺまたͲこにマグωッ
トシートを使༻すΕ͹ͦの特性を活か
せるかをߟ な͑ ら͕࡞ࢼを܁りฦしたɻ

λーήットͰ͋る大学3ճ生・�ճ生に
ಧ る͚たΊɺ大学生ڠͱのൢചަবを
行ったɻϩット・ख਺ྉ΍Ձ֨͸ཁ૬
ஊͰ͋る͕ɺ商品をஔくこͱをલ޲きに
していたͩいたɻキϟリアエージΣ౼ݕ
ントا業にചりࠐΈɺब活生にಧ͚て
΋ら͏ ͱい͏ #UP#のൢചํ法΋ݕ౼し
ていた͕ɺا業ଆの利ӹ͕ࠐݟΊる
のかෆ໌ͱい͏ こͱͰอཹͱなったɻ

һڭಋࢦ
山Լ༔ઌ生
からのコメント

ळカンまͰにݕ౼していたアイσア͕テーマに߹Θͣリηットͱなりɺ୳ࡧత分ੳから΍り௚
すこͱになったこͱ͸࢒念ɻ自分たち͕௚໘するΦンライン໘઀ͱい͏ब৬活ಈ期の課題に
ண໨したの͸良かったɻ΋͏ গしূݕతௐࠪを行 こ͏ͱ͕ͰきΕ͹良かったɻ

在宅生活に役立つ磁石商品

チームすいかʤま͙ ͛い͟ーʥ
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อ༞ਅɺদԼါᏻٱ川Ղ՚ɺ大ٴ/ゼミٱ大学ɹ佐藤හࡁܦ࡚ߴ

日ʑの૟আを΋っͱָに εトレε
ϑリー�

「チϡーリッパ」͸マグωット಺ ଂ 型の
৽しいεリッパͩɻ「チϡーリッパ」ͱい͏
໊の௨りɺεリッパを஦にුかせてऩೲ
͕Ͱきる商品になっているɻ୳ࡧతௐࠪ
を௨してͮؾいたɺ「চ૟আをしている
ɺচにஔいて͋る෺をͲかす行ҝにεࡍ
トレεをײじているਓ͕多い」ͱい͏結
果にண໨しɺ日ʑの૟আにお͚るεトレε
を解ফする商品を͑ߟたɻ෺をුかせ
たऩೲを࣮ݱͰきるの͸マグωット͚ͩ
Ͱ͋るɻු かせたऩೲͰ෺のॅॴをつく
りɺย෇͚のج 本Ͱ͋る「 ෺を΋ͱの৔
ॴに໭す」ͱい͏श׳΋਎につ͚るこͱ͕
Ͱきる商品ͩɻ

͸じΊにコϩφにΑってม化した生活
श׳についてアンケートௐࠪを行っ
たɻͦ の結果を౿ま͑ てɺࢲたち͕ண໨
したの 「͕૟আ」ͱ「ย͚ͮ」ͩ ɻࢲた
ち͸ɺコϩφՒͰ૟আにؾを使͏ਓ͕
૿͑た൓໘ɺͦ こにちΐっͱしたεトレε
をײじているਓ͕いるのͰ͸ないかͱ
たɻͦ͑ߟ んなちΐっͱしたεトレεをײ
じているਓに͚޲た商品をఏҊするɻ

したの͸マグωットのࢹたち͕ॏཁࢲ
αイズͱ଱ՙॏͩɻՈதͲこͰ΋くっつ
くεリッパを࡞るたΊに͸ɺマグωット
͕খさす͗るͱนにくっつ͚るこͱ͕ Ͱ
きなくなってしまいɺ൓ରに大きす͗て
΋ཤき৺஍にӨڹしてしま͏ 可ೳ性
͕͋るɻまたɺマグωットのαイズにΑっ
て΋଱ՙॏ͕ม化してしま͏ たΊɺ্
記の2఺に特にこͩΘって࡞੒したɻ

ൢചଅਐのํ法͸ҎԼの3つͩɻま
ͣɺॅ 宅展ࣔ৔にてདྷ৔ऀにチϡー
リッパを࣮ࡍに使༻して΋らいɺ商品の
ೝ஌౓֦大をਤるɻまたɺए೥૚΁ア
プϩーチをするたΊにɺS/S্Ͱ活༂
しているインϑルエンαーに商品の঺հ
をґཔするこͱをݕ౼しているɻՃ て͑ɺ
த೥૚ߴɺ ೥૚΁のೝ஌౓֦大をૂ
いɺ৘ใαイト΁のࡌܝをߟ て͑いるɻ

һڭಋࢦ
佐藤හٱઌ生
からのコメント

このاը͸日ৗ生活のメインのՈ事Ͱ͸なくɺちΐっͱした໊΋なきՈ事にண໨するɻ૟আす
るࡍにඞͣଘ在する໊΋なきՈ事 「͕ย͚ͮ」Ͱ͋るɻย͚ͮ͸௨ৗɺۭ きεϖーεにدせ
る͚͕ͩͩɺマグωットを使ってɺ一࣌తに立ମతなۭؒにย͚ͮるͱい͏اըͰ͋るɻ

在宅生活に役立つ磁石商品

.BHɹM J G Fʤチϡーリッパʥ
ಉࢤ社大学ɹ෌田݈司ゼミ/ࠇ田ઍ都ੈߴɺ ࢠޞਅ༝ɺ吉田ڮ

৯品΍お՛ࢠの৯΂ஔきに役
立つマグωット商品

「ͱΊʙる」͸ɺ༨った৯品΍お՛ࢠを
ີดɺかつメモを࢒すこͱ͕Ͱきる商品
Ͱ͋るɻ「この৯品ɺいつ開͚たかΘか
らないしࣺててしまお͏」「͕ࢲ৯΂Α͏
ͱࢥって࢒してたお՛ࢠ৯΂らΕた�」
「袋ࢭΊクリップͲこにஔいたっ͚ 」ͱ
い こ͏ͱ͸ないͩΖ͏かɻͱΊʙるͰ͸ɺ
キーリングͰつな͕Εた2ຕのマグωット
シートの ち͏ย໘͕ϗϫイトϘーυになっ
ているたΊɺ開 ෧日΍賞 ຯ 期 なͲ自ݶ
༝にメモするこͱ͕Ͱきɺ৯΂๨Ε๷ࢭ
に役立てるこͱ͕Ͱきるɻまたɺ使༻しな
いࡍ͸ྫྷଂݿにషってお͚͹ɺอ؅৔
ॴにࠔらないɻ

コϩφՒにΑる৯生活のม化をௐࠪし
たɻεーパーに行くස౓͸ݮগしɺ大
༰ྔの商品をߪೖしたいͱߟ る͑ਓ͕
૿Ճしているこͱ͕ Θかったɻまたɺコϩ
φՒにΑる在宅生活Ͱɺؒ ৯ྔ͕૿
Ճしたਓ͕多いͱい͏ 結果を得たɻͦこ
Ͱɺࢲたち͸1つの袋の΋のをෳ਺ճに
分͚て৯΂るػ会͕૿Ճしたͱ͑ߟɺ
便利な袋ࢭΊ商品を࡞るこͱͱしたɻ

2ຕのマグωットシートをԿͰ͙ܨか
໎っていた͕ɺゼミの஥ؒからキーリ
ングのҊを受͚࡞੒するͱɺؤৎͰ
อ؅ํ法の෯΋͕޿ったɻまたɺ࣮
しなূݕΈڬ΍৯品をࢠにお՛ࡍ
͕らɺͲのްさͰ͋Ε͹ ີ ดͰきる
かɺͲの長さ͕ஸ౓良いかɺなͲࡉか
な商品վ良を܁りฦしたɻ

ओ්の໨にཹまり΍すいεーパーマー
ケットのキッチンࡶ՟コーφーͰの௠
ྻɺͦ してコϩφՒͰधཁ͕૿Ճして
いるΦンラインシϣップͰのൢചを૝定
しているɻͱΊʙるの৯΂๨Ε๷ޮࢭ
果にΑりɺ社会໰題Ͱ͋るϑーυϩεを
しɺSDGs12「つくる੹೚ɺつか͏ݮ࡟
੹೚」にݙߩͰきる製品ͱしてൢചす
るこͱͰɺا業イメージの্޲をૂ͏ɻ

һڭಋࢦ
෌田݈司ઌ生
からのコメント

この商品͸プラεチックのクリップͰ͸なくɺマグωットを使った商品Ͱ͋るこͱに໘നさ͕͋
るɻͦ の͏͑ ɺย໘͕ϗϫイトϘーυになっているこͱ͕ϙイントͰ͋るɻ開෧日͚ͩͰなくɺ༑ୡ
΍Ո଒にメッηージを࢒すこͱ΋可ೳͰ͋るたΊɺ使い勝ख͕ۃΊて良い商品ͩɻ

在宅生活に役立つ磁石商品

マグωグマʤͱΊʙるʥ
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อ༞ਅɺদԼါᏻٱ川Ղ՚ɺ大ٴ/ゼミٱ大学ɹ佐藤හࡁܦ࡚ߴ

日ʑの૟আを΋っͱָに εトレε
ϑリー�

「チϡーリッパ」͸マグωット಺ ଂ 型の
৽しいεリッパͩɻ「チϡーリッパ」ͱい͏
໊の௨りɺεリッパを஦にුかせてऩೲ
͕Ͱきる商品になっているɻ୳ࡧతௐࠪ
を௨してͮؾいたɺ「চ૟আをしている
ɺচにஔいて͋る෺をͲかす行ҝにεࡍ
トレεをײじているਓ͕多い」ͱい͏結
果にண໨しɺ日ʑの૟আにお͚るεトレε
を解ফする商品を͑ߟたɻ෺をුかせ
たऩೲを࣮ݱͰきるの͸マグωット͚ͩ
Ͱ͋るɻු かせたऩೲͰ෺のॅॴをつく
りɺย෇͚のج 本Ͱ͋る「 ෺を΋ͱの৔
ॴに໭す」ͱい͏श׳΋਎につ͚るこͱ͕
Ͱきる商品ͩɻ

͸じΊにコϩφにΑってม化した生活
श׳についてアンケートௐࠪを行っ
たɻͦ の結果を౿ま͑ てɺࢲたち͕ண໨
したの 「͕૟আ」ͱ「ย͚ͮ」ͩ ɻࢲた
ち͸ɺコϩφՒͰ૟আにؾを使͏ਓ͕
૿͑た൓໘ɺͦ こにちΐっͱしたεトレε
をײじているਓ͕いるのͰ͸ないかͱ
たɻͦ͑ߟ んなちΐっͱしたεトレεをײ
じているਓに͚޲た商品をఏҊするɻ

したの͸マグωットのࢹたち͕ॏཁࢲ
αイズͱ଱ՙॏͩɻՈதͲこͰ΋くっつ
くεリッパを࡞るたΊに͸ɺマグωット
͕খさす͗るͱนにくっつ͚るこͱ͕ Ͱ
きなくなってしまいɺ൓ରに大きす͗て
΋ཤき৺஍にӨڹしてしま͏ 可ೳ性
͕͋るɻまたɺマグωットのαイズにΑっ
て΋଱ՙॏ͕ม化してしま͏ たΊɺ্
記の2఺に特にこͩΘって࡞੒したɻ

ൢചଅਐのํ法͸ҎԼの3つͩɻま
ͣɺॅ 宅展ࣔ৔にてདྷ৔ऀにチϡー
リッパを࣮ࡍに使༻して΋らいɺ商品の
ೝ஌౓֦大をਤるɻまたɺए೥૚΁ア
プϩーチをするたΊにɺS/S্Ͱ活༂
しているインϑルエンαーに商品の঺հ
をґཔするこͱをݕ౼しているɻՃ て͑ɺ
த೥૚ߴɺ ೥૚΁のೝ஌౓֦大をૂ
いɺ৘ใαイト΁のࡌܝをߟ て͑いるɻ

һڭಋࢦ
佐藤හٱઌ生
からのコメント

このاը͸日ৗ生活のメインのՈ事Ͱ͸なくɺちΐっͱした໊΋なきՈ事にண໨するɻ૟আす
るࡍにඞͣଘ在する໊΋なきՈ事 「͕ย͚ͮ」Ͱ͋るɻย͚ͮ͸௨ৗɺۭ きεϖーεにدせ
る͚͕ͩͩɺマグωットを使ってɺ一࣌తに立ମతなۭؒにย͚ͮるͱい͏اըͰ͋るɻ

在宅生活に役立つ磁石商品

.BHɹM J G Fʤチϡーリッパʥ
ಉࢤ社大学ɹ෌田݈司ゼミ/ࠇ田ઍ都ੈߴɺ ࢠޞਅ༝ɺ吉田ڮ

৯品΍お՛ࢠの৯΂ஔきに役
立つマグωット商品

「ͱΊʙる」͸ɺ༨った৯品΍お՛ࢠを
ີดɺかつメモを࢒すこͱ͕Ͱきる商品
Ͱ͋るɻ「この৯品ɺいつ開͚たかΘか
らないしࣺててしまお͏」「͕ࢲ৯΂Α͏
ͱࢥって࢒してたお՛ࢠ৯΂らΕた�」
「袋ࢭΊクリップͲこにஔいたっ͚ 」ͱ
い こ͏ͱ͸ないͩΖ͏かɻͱΊʙるͰ͸ɺ
キーリングͰつな͕Εた2ຕのマグωット
シートの ち͏ย໘͕ϗϫイトϘーυになっ
ているたΊɺ開 ෧日΍賞 ຯ 期 なͲ自ݶ
༝にメモするこͱ͕Ͱきɺ৯΂๨Ε๷ࢭ
に役立てるこͱ͕Ͱきるɻまたɺ使༻しな
いࡍ͸ྫྷଂݿにషってお͚͹ɺอ؅৔
ॴにࠔらないɻ

コϩφՒにΑる৯生活のม化をௐࠪし
たɻεーパーに行くස౓͸ݮগしɺ大
༰ྔの商品をߪೖしたいͱߟ る͑ਓ͕
૿Ճしているこͱ͕ Θかったɻまたɺコϩ
φՒにΑる在宅生活Ͱɺؒ ৯ྔ͕૿
Ճしたਓ͕多いͱい͏ 結果を得たɻͦこ
Ͱɺࢲたち͸1つの袋の΋のをෳ਺ճに
分͚て৯΂るػ会͕૿Ճしたͱ͑ߟɺ
便利な袋ࢭΊ商品を࡞るこͱͱしたɻ

2ຕのマグωットシートをԿͰ͙ܨか
໎っていた͕ɺゼミの஥ؒからキーリ
ングのҊを受͚࡞੒するͱɺؤৎͰ
อ؅ํ法の෯΋͕޿ったɻまたɺ࣮
しなূݕΈڬ΍৯品をࢠにお՛ࡍ
͕らɺͲのްさͰ͋Ε͹ ີ ดͰきる
かɺͲの長さ͕ஸ౓良いかɺなͲࡉか
な商品վ良を܁りฦしたɻ

ओ්の໨にཹまり΍すいεーパーマー
ケットのキッチンࡶ՟コーφーͰの௠
ྻɺͦ してコϩφՒͰधཁ͕૿Ճして
いるΦンラインシϣップͰのൢചを૝定
しているɻͱΊʙるの৯΂๨Ε๷ޮࢭ
果にΑりɺ社会໰題Ͱ͋るϑーυϩεを
しɺSDGs12「つくる੹೚ɺつか͏ݮ࡟
੹೚」にݙߩͰきる製品ͱしてൢചす
るこͱͰɺا業イメージの্޲をૂ͏ɻ

һڭಋࢦ
෌田݈司ઌ生
からのコメント

この商品͸プラεチックのクリップͰ͸なくɺマグωットを使った商品Ͱ͋るこͱに໘നさ͕͋
るɻͦ の͏͑ ɺย໘͕ϗϫイトϘーυになっているこͱ͕ϙイントͰ͋るɻ開෧日͚ͩͰなくɺ༑ୡ
΍Ո଒にメッηージを࢒すこͱ΋可ೳͰ͋るたΊɺ使い勝ख͕ۃΊて良い商品ͩɻ

在宅生活に役立つ磁石商品

マグωグマʤͱΊʙるʥ
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1 ࡯؍� Observation 2 ࡞品੍࡞ࢼ� Prototyping 3 �ൢചଅਐ Promotion

தଜ学Ԃ大学ɹ໌神࣮ࢬゼミ/খ഼Ѯɺ෱ౡྋൕɺদ本༔ກ

ࣦくさないɺ୳さないɺεϖーε
活༻

「ぺたクト」͸ɺリモートϫークதにඞཁ
な෺を一つにまͱΊるこͱ͕Ͱきる商品Ͱ
͋るɻこの商品͸ɺҜࢠ΍صのԣにషり
෇͚たりɺパιコンのද໘なͲにషり෇͚
たりするこͱ͕Ͱきるɻͦ してɺඞཁになっ
たࡍに͸す͙ にऔりग़して使༻するこͱ΋
Ͱきるɻマ΢εɺϖンɺ6S#なͲのಓ۩か
らॏたいॆిثまͰɺリモートͰඞཁな
ಓ۩をબんͰೖΕてお͚るɻぺたクトͱい
͏໊લの༝དྷ͸ɺ؆୯にషり෇͚るこͱ
͕Ͱきるͱい͏ҙຯのϖλッͱͱɺ自༝に
いΕる΋のをબͿこͱ͕Ͱきるͱい͏ҙຯ
のηレクトを߹Θせた΋のͰ͋るɻ

コϩφͰリモートϫークのधཁ͕ߴまっ
たɻࢲୡ͸ɺリモートϫークதにٸにϖ
ン΍͕ࢴඞཁになったりٸいͰパιコ
ンのॆిثを୳したりする೰Έを๊
͑ていたたΊɺपりのਓୡに΋アンケー
トௐࠪ΍インλϏϡーを࣮ࢪしたɻする
ͱɺ൒਺Ҏ্のਓ͕ಉじΑ͏ な೰Έを
๊͑ているこͱ͕ 分かりɺඞཁな΋のを
まͱΊらΕる商品を࡞りたいͱ͑ߟたɻ

商品の土୆を͸じΊ͸プラεチック
にするつ΋りͩ った͕ɺ͕ܗมߋͰき
ͣɺ৔ॴをऔってしまったɻͦ のたΊɺ
Ϗχール製の袋にมߋしɺॆ なثి
Ͳのগし大きい΋の΋தにೖΕΕるΑ

に͏したɻ࡞੒した࡞ࢼ品に࣮ࡍに
リモートϫークͰ使 ΋͏のをதにೖΕ
てͲのくらいೖるのかɺͲのくらいのॏ
さなら଱ ら͑Εるのかを֬ೝしたɻ

リモートϫークͰの使༻を͑ߟていた
のͰɺՈిྔൢళのパιコンചり৔
΍௨ൢなͲの໨につき΍すい৔ॴͰ
のൢ ചを͑ߟたɻコϩφՒにΑって
Ոిྔൢళに͸৽たにリモートϫー
クؔ ࿈のചり৔͕ͰきたたΊɺͦ の
৔ॴにおいて΋ら͏ ɻ೥୅を໰Θͣリ
モートϫークをしているਓにखにऔっ
て΋ら͏ ɻ

һڭಋࢦ
໌神࣮ࢬઌ生
からのコメント

こΕͱい͏χーズになかなかग़会 こ͏ͱ͕ͰきないͰいた͕ɺ͋ る࣌ ɺϢーβー΁のインλ
Ϗϡーௐࠪを行いɺコϩφՒҎ߱のΑく͋ るࠔり事を্खくٟい্͛ていたɻͦ のޙɺλー
ήットͱコンηプト͕ 定まりɺ࡞ࢼ品を࡞੒するまͰのチームの行ಈྗͱεϐーυにڻいたɻ

在宅生活に役立つ磁石商品

マグωったいʤぺたクトʥ
日本大学ɹਫ野学ゼミ/໦戸未དྷɺ佐藤༦ࡊɺٱถͻかる

イライラ΋സ΋ϐλッͱࢭΊる

「ϐλസͱま΋るくん」͸ɺࢠͲ΋の༡ͼ৯
΂にΑるصの্のෆ҆定なസのམԼを
๷͙商品Ͱ͋るɻ
この商品͸ɺ2ʵ3ࡀのখさなࢠͲ΋͕行
「͏ ༡ͼ৯΂」ͱい͏行 ҝに೰まさΕる

਌ޚさんのεトレεを解ফさせる商品Ͱ
͋るɻ
খさなࢠͲ΋͕৯ 事தに੮を立ったり
にొったりするこͱͰ਎ମの一෦͕സص
΍ɺസを৐せているثにͿつかったりɺ
༳Εてしま͏͕ص こͱにΑってམԼしてし
ま͏ സをɺ磁石を使っておࡼにݻ定しམ
Լを๷͙Α͏ にしたɻ

たち͸まͣɺਓ͕৯ࢲ 事をͱる࣌に
使༻するസ΍खのಈきのҧいをൺ
ֱするたΊɺ自分ୡ΍਎ۙなਓʑの
৯事தのखݩをࡱӨしてസ΍खの
ಈきをࡉかく࡯؍したりɺ:PV5VCF
にてখさなࢠͲ΋の৯事தのಈըを
୳しɺസを使い࢝Ίる࣌΍ٳΊる࣌
のલޙのಈき΍行ಈなͲをࡉかく؍
したɻ࡯

സをམͱしてしま͏ をλーήットにڙࢠ
ઃ定しɺ1番使い΍すいܗͰݻ定Ͱき
るΑ͏ にするたΊに商品վ良を܁りฦし
たɻ࡯؍ௐࠪのதͰസのஔきํɺ࣋ち
ํを࡯؍しɺなる΂くී ஈ௨りのಈ࡞
Ͱݻ定ͰきるΑ͏ にしɺݟた໨΋͋ まり໨
立たないΑ͏ にしたɻまたɺগしの༳ΕͰ
΋സ͕མちないΑ͏ にするたΊにɺڧ౓
に଱ ら͑ΕるかͲ͏ かのௐ ΋ࠪ行ったɻ

ԉのϗームϖージͰ঺ࢧࣇのҭࢢ
հして΋ら͏ こͱ͕దしているͱ͑ߟ
たɻҭࢧࣇԉのϗームϖージに͸ɺ
さΕࡌܝҭてにؔする৘ใ͕多くࢠ
ているɻͦ のたΊɺڙࢠの͋ͦͼ৯΂
にࠔった਌͕インλーωットͰ解 決
ํ法をࡧݕしたࡍɺ໨にཹまるのͰ
͸ないかͱ͑ߟたɻ

һڭಋࢦ
ਫ野学ઌ生
からのコメント

アイσィアをݟつ͚るまͰに͕ؒ࣌かかりɺ࣮ ը΍マーケティングプランにख͕اの商品ࡍ
ճらなかったの͸࢒念ɻ΋͏ গし磁石の特性を活かせるاըになっていΕ͹ɻ

在宅生活に役立つ磁石商品

ϖλぴʤϐλസͱま΋るくんʥ
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1 ࡯؍� Observation 2 ࡞品੍࡞ࢼ� Prototyping 3 �ൢചଅਐ Promotion

தଜ学Ԃ大学ɹ໌神࣮ࢬゼミ/খ഼Ѯɺ෱ౡྋൕɺদ本༔ກ

ࣦくさないɺ୳さないɺεϖーε
活༻

「ぺたクト」͸ɺリモートϫークதにඞཁ
な෺を一つにまͱΊるこͱ͕Ͱきる商品Ͱ
͋るɻこの商品͸ɺҜࢠ΍صのԣにషり
෇͚たりɺパιコンのද໘なͲにషり෇͚
たりするこͱ͕Ͱきるɻͦ してɺඞཁになっ
たࡍに͸す͙ にऔりग़して使༻するこͱ΋
Ͱきるɻマ΢εɺϖンɺ6S#なͲのಓ۩か
らॏたいॆిثまͰɺリモートͰඞཁな
ಓ۩をબんͰೖΕてお͚るɻぺたクトͱい
͏໊લの༝དྷ͸ɺ؆୯にషり෇͚るこͱ
͕Ͱきるͱい͏ҙຯのϖλッͱͱɺ自༝に
いΕる΋のをબͿこͱ͕Ͱきるͱい͏ҙຯ
のηレクトを߹Θせた΋のͰ͋るɻ

コϩφͰリモートϫークのधཁ͕ߴまっ
たɻࢲୡ͸ɺリモートϫークதにٸにϖ
ン΍͕ࢴඞཁになったりٸいͰパιコ
ンのॆిثを୳したりする೰Έを๊
͑ていたたΊɺपりのਓୡに΋アンケー
トௐࠪ΍インλϏϡーを࣮ࢪしたɻする
ͱɺ൒਺Ҏ্のਓ͕ಉじΑ͏ な೰Έを
๊͑ているこͱ͕ 分かりɺඞཁな΋のを
まͱΊらΕる商品を࡞りたいͱ͑ߟたɻ

商品の土୆を͸じΊ͸プラεチック
にするつ΋りͩ った͕ɺ͕ܗมߋͰき
ͣɺ৔ॴをऔってしまったɻͦ のたΊɺ
Ϗχール製の袋にมߋしɺॆ なثి
Ͳのগし大きい΋の΋தにೖΕΕるΑ

に͏したɻ࡞੒した࡞ࢼ品に࣮ࡍに
リモートϫークͰ使 ΋͏のをதにೖΕ
てͲのくらいೖるのかɺͲのくらいのॏ
さなら଱ ら͑Εるのかを֬ೝしたɻ

リモートϫークͰの使༻を͑ߟていた
のͰɺՈిྔൢళのパιコンചり৔
΍௨ൢなͲの໨につき΍すい৔ॴͰ
のൢ ചを͑ߟたɻコϩφՒにΑって
Ոిྔൢళに͸৽たにリモートϫー
クؔ ࿈のചり৔͕ͰきたたΊɺͦ の
৔ॴにおいて΋ら͏ ɻ೥୅を໰Θͣリ
モートϫークをしているਓにखにऔっ
て΋ら͏ ɻ

һڭಋࢦ
໌神࣮ࢬઌ生
からのコメント

こΕͱい͏χーズになかなかग़会 こ͏ͱ͕ͰきないͰいた͕ɺ͋ る࣌ ɺϢーβー΁のインλ
Ϗϡーௐࠪを行いɺコϩφՒҎ߱のΑく͋ るࠔり事を্खくٟい্͛ていたɻͦ のޙɺλー
ήットͱコンηプト͕ 定まりɺ࡞ࢼ品を࡞੒するまͰのチームの行ಈྗͱεϐーυにڻいたɻ

在宅生活に役立つ磁石商品

マグωったいʤぺたクトʥ
日本大学ɹਫ野学ゼミ/໦戸未དྷɺ佐藤༦ࡊɺٱถͻかる

イライラ΋സ΋ϐλッͱࢭΊる

「ϐλസͱま΋るくん」͸ɺࢠͲ΋の༡ͼ৯
΂にΑるصの্のෆ҆定なസのམԼを
๷͙商品Ͱ͋るɻ
この商品͸ɺ2ʵ3ࡀのখさなࢠͲ΋͕行
「͏ ༡ͼ৯΂」ͱい͏行 ҝに೰まさΕる

਌ޚさんのεトレεを解ফさせる商品Ͱ
͋るɻ
খさなࢠͲ΋͕৯ 事தに੮を立ったり
にొったりするこͱͰ਎ମの一෦͕സص
΍ɺസを৐せているثにͿつかったりɺ
༳Εてしま͏͕ص こͱにΑってམԼしてし
ま͏ സをɺ磁石を使っておࡼにݻ定しམ
Լを๷͙Α͏ にしたɻ

たち͸まͣɺਓ͕৯ࢲ 事をͱる࣌に
使༻するസ΍खのಈきのҧいをൺ
ֱするたΊɺ自分ୡ΍਎ۙなਓʑの
৯事தのखݩをࡱӨしてസ΍खの
ಈきをࡉかく࡯؍したりɺ:PV5VCF
にてখさなࢠͲ΋の৯事தのಈըを
୳しɺസを使い࢝Ίる࣌΍ٳΊる࣌
のલޙのಈき΍行ಈなͲをࡉかく؍
したɻ࡯

സをམͱしてしま͏ をλーήットにڙࢠ
ઃ定しɺ1番使い΍すいܗͰݻ定Ͱき
るΑ͏ にするたΊに商品վ良を܁りฦし
たɻ࡯؍ௐࠪのதͰസのஔきํɺ࣋ち
ํを࡯؍しɺなる΂くී ஈ௨りのಈ࡞
Ͱݻ定ͰきるΑ͏ にしɺݟた໨΋͋ まり໨
立たないΑ͏ にしたɻまたɺগしの༳ΕͰ
΋സ͕མちないΑ͏ にするたΊにɺڧ౓
に଱ ら͑ΕるかͲ͏ かのௐ ΋ࠪ行ったɻ

ԉのϗームϖージͰ঺ࢧࣇのҭࢢ
հして΋ら͏ こͱ͕దしているͱ͑ߟ
たɻҭࢧࣇԉのϗームϖージに͸ɺ
さΕࡌܝҭてにؔする৘ใ͕多くࢠ
ているɻͦ のたΊɺڙࢠの͋ͦͼ৯΂
にࠔった਌͕インλーωットͰ解 決
ํ法をࡧݕしたࡍɺ໨にཹまるのͰ
͸ないかͱ͑ߟたɻ

һڭಋࢦ
ਫ野学ઌ生
からのコメント

アイσィアをݟつ͚るまͰに͕ؒ࣌かかりɺ࣮ ը΍マーケティングプランにख͕اの商品ࡍ
ճらなかったの͸࢒念ɻ΋͏ গし磁石の特性を活かせるاըになっていΕ͹ɻ

在宅生活に役立つ磁石商品

ϖλぴʤϐλസͱま΋るくんʥ
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1 ࡯؍� Observation 2 ࡞品੍࡞ࢼ� Prototyping 3 �ൢചଅਐ Promotion

෢ଂ野大学ɹݹ川一郎ゼミ/Ԯᖒୡ໵ɺখྛࢤൕɺ西ଜࠫཏ

パズルから࢝ΊるॳΊてのおษڧ

「ぱͣͶっͱ」͸ɺコϩφՒͰ૿͑たࢠ
りఴった商品Ͱ͋دにؒ࣌ͱのՈ଒ڙ
るɻڙࢠのڭҭに௚結しɺೳྗをҾきग़
すこͱのͰきるパズル型Ͱɺ༡ͼな͕ら学
शͰきるΑ͏ な஌ҭ؝۩商品ͱして開ൃ
したɻλングラムͱԁܗを࠾༻しɺཪ໘に
イラεトをࢪすこͱͰλーήット͕ Ίるϙٻ
イントに多く͛ڍらΕていたൃ展性に෋
んͩ商品Ͱ͋るɻまたɺマグωットの特性
を活かしお෩࿊৔Ͱ΋活༂するこͱͰɺ
ՈதͲこͰ΋༡ͼ৔にม化するこͱ͕Ͱ
きるɻ

テーマͰ͋る在宅生活のม化につい
てௐࠪしたͱこΖɺお฼さん͸ڙࢠの
੒長にدりఴ͏૿͕ؒ࣌Ճしているこ
ͱ͕ ΘかったɻしかしこΕに൐いɺՈͰ
のڙࢠͱのա し͝ํに೰んͰいるͱい
͏੠͕多く͛ڍらΕたɻͦ こͰ؝۩に
の専໳ళにग़۩؝性を定Ίɺ޲ํ
するதͰɺ༡ͼな͕ら学΂る࡯؍き޲
஌ҭ؝۩ͱい͏ たɻ͚޲৔に໨をࢢ

஌ҭ؝۩についてڀݚしていくなか
Ͱɺマグωットをશ໘に活かすこͱ͕
Ͱきる΋の͕パズルͩͱͮؾきɺ࣮ ࡍ
に༮ஓԂ΍ا業のํにϑィーυόッ
クを΋らいな͕ら商品վ良を܁りฦし
たɻڙࢠにѻい΍すいαイズઃ定΍
๞きらΕないΑ͏ にΦリジφルの໰題
らしڽ෉を޻ҊするなͲのߟをࢴ༺
たɻ

お෩࿊Ͱ΋使͑る஌ҭ؝۩商品͸
৔ͱして΋খさいたΊɺ商品を஌っࢢ
て΋ら͏ たΊにɺങいखにෳ ਺の商
品͕ఏڙさΕるお΋ちΌのαブεクリ
プシϣンαーϏεを利༻したൢചଅ
ਐをݕ౼していたɻ在宅生活͕૿͑
たこͱͰαブεクࢢ৔͸֦大してい
るたΊにɺ「 ೝ ஌ 」する఺Ͱ͸ޮ 果
తͰ͋るͱ͑ߟたɻ

һڭಋࢦ
川一郎ઌ生ݹ
からのコメント

σβインతに໘നいプϩトλイプをαッͱ࡞Εるの͸ɺす͝いͱ͏ࢥɻコンηプト くͮりから�1ま
ͰΑく͑ߟた͕ɺ஌ҭ؝۩ͱい͏製品のػೳతなଆ໘を୹ؒ࣌Ͱઆ໌するのにۤ࿑して
いたɻ఻ る͑ͱい マ͏ーケティングのָしさを一番࣮ײしたチームͩったͱ͏ࢥɻ

在宅生活に役立つ磁石商品

ぺったんこʤぱͣͶっͱʥ
໌ւ大学ɹখ୩ࢠܙゼミ/ுՈ߽ɺ宮Լ司قɺ長田ޫ生

在宅生活Ͱ役立つɺまͱΊて磁
石Ͱ੔ཧ੔಴

た商͑ߟたち͕ࢲ 品͸ɺ在 宅 生 活の
೰ΈͰ͕͋った഑ઢ͕まͱまらないɺऩ
ೲ ৔ ॴ͕ないͱい͏໰ 題を解 決する΋
のͩɻχチレイマグωット༷のマグωλッ
キーをリングにつ͚ɺͦ こに結 ଋόンυ
΍マジックテープを使った΋のɻマジック
テープ͚ͩͰ͸たͩ഑ઢをまͱΊる͚ͩ
ͩった͕ɺこの商 品Ͱ͸磁 石を一 ॹに
使 る͑Α͏ にするこͱͰ഑ઢを੔ る͚͑ͩ
Ͱ͸なくɺ磁石͕ணく৔ॴͰ͋Ε͹Ͳこ
Ͱ΋഑ઢ΍コーυをまͱΊɺน΍صのԼ
なͲにऩೲͰきる商品Ͱ͋るɻ

在 宅 生 活のதͰࠔっている事を自
分たちͰリεトアップしɺͦ のதͰص
पりの໰題にϑΥーカεを͋てɺࠔっ
ているこͱ͕ないか ' B D F C P P L΍
*OsUBHSBNͰアンケートをऔった結
果ɺ഑ઢ͕ཚΕているこͱ΍コーυの
ऩೲ৔ॴにࠔっているਓ͕多いこͱ
Θかったɻ

リングঢ়に࡞りマジックテープ΍結
ଋόンυを一ॹに使 ͱ͏い ΋͏のͩっ
たҝ ɺリング͸コーώーの໦ 製マυ
ラーを੾って࡞りɺマジックテープ͸
D"*S0の΋のを੾って࡞ったɻマグ
ωット͸ا業༷からఏڙいたͩいた
αンプルのマグωットを使いリングを
したɻ࡞品を੍࡞ࢼ

たち੍͕ࢲ している商࡞ 品͸จ ๪
۩にۙいたΊɺ' B D F C P P LͰจ ๪
۩にڵຯの͋るํʑをリαーチした
のちɺจ ๪ ۩のこͱにڵ ຯ͕͋るグ
ループ͕͋るのͰͦのグループにೖ
りɺ自分らの͑ߟた商 品をプϩモー
シϣンしたɻまたɺ*OsUBHSBN΋εトー
リーͰ΋商品をࡌܝし৭ʑなํにプ
ϩモーシϣンしたɻ

һڭಋࢦ
খ୩ࢠܙઌ生
からのコメント

ΦンラインͰのコミϡχケーシϣン͸難しい෦分΋͋った͕ɺチームϫーク͸ਐΉ ͱ͝にߴまりɺ
֤自の得ҙ分野を活かして課題にऔり૊んͩɻ優勝͸ಀした͕ɺண࣮なプランͰߴいධ
Ձ΋得るこͱ͕Ͱきたɻ商品اըの難しさͱୡ੒ײをݧܦͰきたͱ͏ࢥɻ

在宅生活に役立つ磁石商品

チームΦンラインʤSP MV U J P O 3 J OH sʥ
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෢ଂ野大学ɹݹ川一郎ゼミ/Ԯᖒୡ໵ɺখྛࢤൕɺ西ଜࠫཏ

パズルから࢝ΊるॳΊてのおษڧ

「ぱͣͶっͱ」͸ɺコϩφՒͰ૿͑たࢠ
りఴった商品Ͱ͋دにؒ࣌ͱのՈ଒ڙ
るɻڙࢠのڭҭに௚結しɺೳྗをҾきग़
すこͱのͰきるパズル型Ͱɺ༡ͼな͕ら学
शͰきるΑ͏ な஌ҭ؝۩商品ͱして開ൃ
したɻλングラムͱԁܗを࠾༻しɺཪ໘に
イラεトをࢪすこͱͰλーήット͕ Ίるϙٻ
イントに多く͛ڍらΕていたൃ展性に෋
んͩ商品Ͱ͋るɻまたɺマグωットの特性
を活かしお෩࿊৔Ͱ΋活༂するこͱͰɺ
ՈதͲこͰ΋༡ͼ৔にม化するこͱ͕Ͱ
きるɻ

テーマͰ͋る在宅生活のม化につい
てௐࠪしたͱこΖɺお฼さん͸ڙࢠの
੒長にدりఴ͏૿͕ؒ࣌Ճしているこ
ͱ͕ ΘかったɻしかしこΕに൐いɺՈͰ
のڙࢠͱのա し͝ํに೰んͰいるͱい
͏੠͕多く͛ڍらΕたɻͦ こͰ؝۩に
の専໳ళにग़۩؝性を定Ίɺ޲ํ
するதͰɺ༡ͼな͕ら学΂る࡯؍き޲
஌ҭ؝۩ͱい͏ たɻ͚޲৔に໨をࢢ

஌ҭ؝۩についてڀݚしていくなか
Ͱɺマグωットをશ໘に活かすこͱ͕
Ͱきる΋の͕パズルͩͱͮؾきɺ࣮ ࡍ
に༮ஓԂ΍ا業のํにϑィーυόッ
クを΋らいな͕ら商品վ良を܁りฦし
たɻڙࢠにѻい΍すいαイズઃ定΍
๞きらΕないΑ͏ にΦリジφルの໰題
らしڽ෉を޻ҊするなͲのߟをࢴ༺
たɻ

お෩࿊Ͱ΋使͑る஌ҭ؝۩商品͸
৔ͱして΋খさいたΊɺ商品を஌っࢢ
て΋ら͏ たΊにɺങいखにෳ ਺の商
品͕ఏڙさΕるお΋ちΌのαブεクリ
プシϣンαーϏεを利༻したൢചଅ
ਐをݕ౼していたɻ在宅生活͕૿͑
たこͱͰαブεクࢢ৔͸֦大してい
るたΊにɺ「 ೝ ஌ 」する఺Ͱ͸ޮ 果
తͰ͋るͱ͑ߟたɻ

һڭಋࢦ
川一郎ઌ生ݹ
からのコメント

σβインతに໘നいプϩトλイプをαッͱ࡞Εるの͸ɺす͝いͱ͏ࢥɻコンηプト くͮりから�1ま
ͰΑく͑ߟた͕ɺ஌ҭ؝۩ͱい͏製品のػೳతなଆ໘を୹ؒ࣌Ͱઆ໌するのにۤ࿑して
いたɻ఻ る͑ͱい マ͏ーケティングのָしさを一番࣮ײしたチームͩったͱ͏ࢥɻ

在宅生活に役立つ磁石商品

ぺったんこʤぱͣͶっͱʥ
໌ւ大学ɹখ୩ࢠܙゼミ/ுՈ߽ɺ宮Լ司قɺ長田ޫ生

在宅生活Ͱ役立つɺまͱΊて磁
石Ͱ੔ཧ੔಴

た商͑ߟたち͕ࢲ 品͸ɺ在 宅 生 活の
೰ΈͰ͕͋った഑ઢ͕まͱまらないɺऩ
ೲ ৔ ॴ͕ないͱい͏໰ 題を解 決する΋
のͩɻχチレイマグωット༷のマグωλッ
キーをリングにつ͚ɺͦ こに結 ଋόンυ
΍マジックテープを使った΋のɻマジック
テープ͚ͩͰ͸たͩ഑ઢをまͱΊる͚ͩ
ͩった͕ɺこの商 品Ͱ͸磁 石を一 ॹに
使 る͑Α͏ にするこͱͰ഑ઢを੔ る͚͑ͩ
Ͱ͸なくɺ磁石͕ணく৔ॴͰ͋Ε͹Ͳこ
Ͱ΋഑ઢ΍コーυをまͱΊɺน΍صのԼ
なͲにऩೲͰきる商品Ͱ͋るɻ

在 宅 生 活のதͰࠔっている事を自
分たちͰリεトアップしɺͦ のதͰص
पりの໰題にϑΥーカεを͋てɺࠔっ
ているこͱ͕ないか ' B D F C P P L΍
*OsUBHSBNͰアンケートをऔった結
果ɺ഑ઢ͕ཚΕているこͱ΍コーυの
ऩೲ৔ॴにࠔっているਓ͕多いこͱ
Θかったɻ

リングঢ়に࡞りマジックテープ΍結
ଋόンυを一ॹに使 ͱ͏い ΋͏のͩっ
たҝ ɺリング͸コーώーの໦ 製マυ
ラーを੾って࡞りɺマジックテープ͸
D"*S0の΋のを੾って࡞ったɻマグ
ωット͸ا業༷からఏڙいたͩいた
αンプルのマグωットを使いリングを
したɻ࡞品を੍࡞ࢼ

たち੍͕ࢲ している商࡞ 品͸จ ๪
۩にۙいたΊɺ' B D F C P P LͰจ ๪
۩にڵຯの͋るํʑをリαーチした
のちɺจ ๪ ۩のこͱにڵ ຯ͕͋るグ
ループ͕͋るのͰͦのグループにೖ
りɺ自分らの͑ߟた商 品をプϩモー
シϣンしたɻまたɺ*OsUBHSBN΋εトー
リーͰ΋商品をࡌܝし৭ʑなํにプ
ϩモーシϣンしたɻ

һڭಋࢦ
খ୩ࢠܙઌ生
からのコメント

ΦンラインͰのコミϡχケーシϣン͸難しい෦分΋͋った͕ɺチームϫーク͸ਐΉ ͱ͝にߴまりɺ
֤自の得ҙ分野を活かして課題にऔり૊んͩɻ優勝͸ಀした͕ɺண࣮なプランͰߴいධ
Ձ΋得るこͱ͕Ͱきたɻ商品اըの難しさͱୡ੒ײをݧܦͰきたͱ͏ࢥɻ

在宅生活に役立つ磁石商品

チームΦンラインʤSP MV U J P O 3 J OH sʥ



1 ࡯؍� Observation 2 ࡞品੍࡞ࢼ� Prototyping 3 �ൢചଅਐ Promotion

St u d en t  In n o v at i o n  Co l l e g e  2 0 2 164

ྲྀ௨Պ学大学ɹਗ਼ਫ৴೥ゼミ/ُ本ઍ௽ࢠɺԬྰಹɺ୩ඒૣل

҆৺҆શランチϣンマット

「ϐマット」͸͕ڙࢠ৯事をするࡍにおこ
るɺ৯ثのస౗なͲを๷͙Φリジφル৯
ͱランチϣンマットのηットͰ͋るɻث
この商品͸ɺ在宅生活ͰڙࢠͱؔΘる
ڙࢠさんにΉ͚てɺޚた਌͑૿͕ؒ࣌
の৯事にରする਌ޚさんの৺഑΍ෆ҆
をগしͰ΋औりআくたΊに開ൃした商品
ͩɻओに৯ثを࡞るଞ社ͱλイアップを
しɺͦ の৯͕ث৯ચػͰ΋ચ͑るΑ͏ に
ఈにమคをつ͚コーティングしランチϣン
マットにマグωットをࠐ࢓Ήͱい͏つくりͰ
৯ثͱランチϣンマット͕ ͻっつき৯ثの
స౗を๷ࢭするɻ

にͲ͏ࡍ৯事をする͕ڙࢠ い͏ঢ়گ
から৯͕ثస౗するͱい こ͏ͱに͕ܨ
るのかを஌るたΊɺ3ࡀʙࡀ�のڙࢠ
の৯事෩ܠの࡯؍ௐࠪを行ったɻͦ
の結果ɺڙࢠからしたらԿؾない行
ಈ͕さま͟ まなݥةに͕ܨるͱい͏ こͱ
͕Θかりɺまたۙくにいる਌ޚさん΋ෆ
҆な࣋ؾちから໨を཭すこͱ͕Ͱきな
いঢ়گͰ͋るͱい͏ こͱ͕ Θかったɻ

今ճの商品Ͱ͸ɺ৯ثにమคをつ る͚
ͱい͏ 難Ͱ͋っࠔ業͕自分たちͰ͸࡞
たたΊ࡞ࢼ品製࡞͸Ͱきなかったɻし
かしɺ磁石のڧ౓Ͱ͋ったり商品のऔ
りѻいํͰ͋ったりͱい͏ ෦分から࣮ࡍ
にࢠҭてをするํ΍商品開ൃを行っ
ているا業のํからアυόイεを࢕いɺ
磁石のૉࡐ決Ί΍૊Έ߹ΘせなͲࢼ
行ޡࡨしてイメージਤを׬੒させたɻ

ଞ社ͱλイアップしɺ৯ثにమคをつ
る͚こͱͱランチϣンマットにマグωットを

ΉこͱͰコεト͕ࠐ࢓ 大෯にかかるこ
ͱ͕Θかったɻͦ こͰࢲୡ͕͑ߟたの
͸ɺগしߴՁなՁ֨ઃ定にして΋ߪೖ
して΋ら͑ るΑ͏ にɺこの商品を਌ޚさ
ん͚޲Ͱ͸なくɺग़産ॕいのΪϑトを
にしग़産ॕいの͚޲ているํʑ͑ߟ
ଃ౴品ͱしてൢചするこͱに決Ίたɻ

һڭಋࢦ
ਗ਼ਫ৴೥ઌ生
からのコメント

ΦブβϕーシϣンͰൃݟしたパパ・ママの課題にɺなんͱか解決ࡦをఏڙしΑ͏ ͱ֨ಆした
ըɻマグωットͱۚଐ෦分の૊߹せํについてɺٕا ज़໘΋ؚΊԿ౓΋ݕ౼をॏͶた౒ྗ
をධՁしたいɻۤ ࿑͕͋って΋໌るくऔり૊んͩチームϫーク΋大事な財産にしてほしいɻ

在宅生活に役立つ磁石商品

チームコットʤϐマットʥ



໌੒ڮ޹ඒज़

社会課題を解決する印刷製品

り事の解決͸ɺお٬༷ࠔ୅社会にお͚る໰題΍課題ɺ೰Έ事΍ݱ

の喜ͼに͕ܨるɻ ͦ͏ ৴じる学生たち͕ɺ多छ多༷なاըσβイン・

特घ印刷Ճٕ޻ज़を使ってɺ製品開ൃにऔり૊Ήɻ

商品化͸ɺ「h り͕͋ ͱ͏ ʱ͕ ୔山ूまるモノͮ くり・コトͮ くりを໨ࢦす」

を߹ݴ༿にɺお٬༷ͱڞにパッケージ製࡞をத৺に「ചΕる商品」

くͮりを໨ࢦす「໌੒ڮ޹ඒज़」͕ ɻࢪ࣮

St u d en t  In n o v at i o n  Co l l e g e  2 0 2 1 65

0 6 6 ぺぱこん

0 6 7 21日ޙに˓˓するࢲɻ日Ίくりカレンμー

0 6 8 ෆొߍվળチΣックシート

0 6 9 #09S5"$,

0 7 0 カラノ

0 7 1 ೤த঱๷ࢭティッシϡカόー

0 7 2 おखࢴ০るんͰす

0 7 3 SP MC JOHήーム

0 7 4 ϑΣミケット

0 7 5 όランプ

0 7 6 ๷ࡂ一क

0 7 7 #3JOH

0 7 8 εマイルす͝Ζく

0 7 9 避難ॴマップ

0 8 0 ノートラブル
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甲南大学ɹ佐藤圭ゼミ/甲൹喜ࣇɺఅ༗Ղࢠɺᖒ井༑ر

௿Ձ֨ɺ௿リεクのパιコン学श
お΋ちΌ

「ぺぱこん」͸୭Ͱ΋༡ͼな͕らϋーυ
΢Σアについて学ͿこͱのͰきるお΋ちΌ
Ͱ͋るɻ
のり΍͸さΈを使Θͣ੾りऔりઢͱ͸Ί
Ͱ૊Έ立てるたΊɺԿ౓Ͱ΋ࣜܗΈࠐ
分解して༡΂ɺコンパクトにऩೲするこͱ
͕ग़དྷるɻ
この 商 品 ͸ ࡢ 今 ਪ ਐ さ Ε て いる
「G*G"εクールߏ૝」の課題Ͱ͋るɺ
「 ػͲ΋たちのࢠ ث औ ѻいにؔする஌
ࣝෆ଍の໰題」にண໨した商品Ͱ͋るɻ

「ぺぱこん」Ͱ༡ ͿこͱͰ༮ গ 期から
Ε਌しΉこͱͰɺকདྷతに׳にثػ5*
ۤखҙࣝを࣋たͣに*5学शに΋ڵຯ
を࣋って΋ら͑ るこͱを໨తͱしたɻ

٬λーήットͰސたち͸ࢲ る͋ࢠҭてத
のอऀޢの*5ڭҭ΁のؔ৺౓΍お΋
ちΌߪೖのಈػについて生の੠を得る
たΊアンケートを࣮ࢪしたɻ*5ڭҭ΁の
ؔ৺͸ߴい͕਌自਎のཧ解͕ઙいこͱ
΍お΋ちΌをબͿج準 Ͳ΋の஌ࣝࢠ͕」
΍ٕज़্޲につな͕るこͱ」Ͱ͋るこͱ
͕ΘかったɻҎ্のこͱから୭Ͱ΋ཧ解
Ͱきるߏ଄の商品ͱなるΑ͏ ৺ֻ͚たɻ

ํ ؟ ࢴ Ͱ ࡞ ੒したプϩトλイプͱ
3D$Gを༻いた׬੒༧૝ਤの2छྨ
を࡞੒したɻ
੒するこͱͰ࡞Ͱプϩトλイプをࢴ؟ํ
͸ΊࠐΈࣜの଱ٱ性を֬ೝしɺ࣮ ࡍ
に༡Ϳ৔໘を૝定するこͱ͕ ग़དྷたɻ
またɺ3D$Gを༻いるこͱͰํࢴ؟Ͱの
プϩトλイプͰ͸ݱ࠶しきΕないカラー
σβインのイメージをิ こ͏ͱ͕ Ͱきたɻ

ചళ΍専༻αイトͰのൢചൢ۩؝
を૝ 定しているɻまたɺ஌ ҭ ؝ ۩Ͱ
͋るたΊ本屋΋ࢹ野にೖΕているɻ
ళͰ͸「パιコンのお΋ちΌ」の۩؝
ブーεͰ͸なく「ϖーパークラϑト」΍
「レΰ」なͲ「 ૊Έ立てるお΋ちΌ」
のブーεにஔくɻさらに͸ɺ༮ஓԂ΍
อҭԂɺখ学ߍにࡐڭͱしてൢചす
るこͱ΋可ೳͰ͋るɻ

һڭಋࢦ
佐藤圭ઌ生
からのコメント

んͩҙཉతなアイσアͰ͋るɻීࠐから੾り޲ঢ়΁ਅっݱ಺のࠃをテーマにɺ「ҭڭ5*」
ஈɺ໨にするػ会͕͋まりないϋーυ΢Σアの໘からɺコンϐϡーλの࢓૊Έをָしく学शͰ
きるɻࢠͲ΋にѪさΕる؝۩ͱしての࢓૊Έを޻෉すΕ͹ɺさらに良いҊͱなったͩΖ͏ ɻ

社会課題を解決する印刷製品

プリンλーマン͂ ʤぺぱこんʥ
神戸大学ɹ宮尾学ゼミ/大ڮѪՃɺখ஑জതɺ∁ڮ৺

21日ؒɺՈ଒ͱ໨ඪୡ੒

「21日ޙに˓˓するࢲ」͸Ո଒Ͱಉ࣌に
ԿかにチϟレンジするこͱͰɺ෺事のश׳
化をॿ͚ɺ๞き性をվળする商品Ͱ͋るɻ
この商品͸ɺ๞き性のਓ͕Ͳ͏ したら෺事
をଓ͚るこͱ͕ Ͱきるのかを͑ߟたઌに生
まΕた΋のͰ͋るɻ21日ؒͱい͏ ਺ࣈをઃ
定したཧ༝͸ɺਓ͕෺事をश׳化し定
ணするたΊにඞཁな࠷୹の日਺Ͱ͋った
からͩɻまたɺ事લのアンケートͰ෺事を
श׳化させるに͸஥ؒのଘ在͕ඞཁෆ
可ܽͰ͋るこͱ͕ ΘかりɺλーήットをՈ଒
ͱしているɻ
「21日ޙに˓˓するࢲɻ」を使いɺ๞き性
のਓ͕෺事をଓ る͚こͱ͕ ͰきるΑ͏ になる
こͱを期଴しているɻ

たち͸਎ۙに͋る社ࢲ 会 ໰ 題ͱし
てɺ๞き性にΑり෺事をୡ੒するこͱ
をં࠳するこͱにண໨したɻ࣮ にアࡍ
ンケートをऔるこͱにΑりɺ多਺のਓ͕
๞き性にΑり෺事をଓ ら͚Εなかった
るこͱ͕Θかったɻ͕ͦ͋ݧܦ こͰɺさ
らになるௐࠪ΍自分らͰ21日ؒの௅
戦をするこͱにΑりɺڞにؤுる஥ؒɺ
໨ඪɺश׳化͕大੾ͩͱΘかったɻ

日Ίくりカレンμーͱ໨ඪシートについ
て࡞ࢼを行ったɻσβイン͸インテリ
アͱして༹͚ࠐΉΑ͏ ϙジティブな৭
使いかつシンプルな΋のを৺͕͚たɻ
また日Ίくりカレンμー͸ී௨のリン
グλイプの日Ίくりカレンμーをٯさに
して্をクリップͰࢭΊるこͱͰɺ྆
໘ݟ開͚るΑ͏ に޻෉を行ったɻ

Ոఉの͕ڙࢠチϟレンジをܧଓͰき
るこͱを໨తͱしたたΊɺൢ ച৔ॴ͸
௅戦するڙࢠ΍ͦの਌͕๚Ε΍す
いɺ本屋のࢿ ॻコーφー΍ߟࢀ֨・
-*/&を௨じたΦンラインͰɺ1000ԁ
Ͱൢചするͱ͑ߟたɻまたɺプϩモー
シϣン͸ɺࢠ の฼ڙ ਌ ੈ ୅Ͱ͋る
3 0ʙ� 0 ୅ ঁ 性の利 ༻ ऀ͕多いɺ
-*/&Ͱ行 こ͏ͱを͑ߟたɻ

һڭಋࢦ
宮尾学ઌ生
からのコメント

アイσアͦの΋の͸໘നかったしɺ自分たち自਎Ͱ21日ؒチϟレンジを行いɺͦ のݧܦを商
品اըに生かすͱい͏ํ法΋良かったɻしかしɺ৭ʑなਓ͕௅戦を్தͰఘΊるこͱ͕社
会課題ͱしてॏཁなのか ͱい͏ٙ໰をޙ࠷まͰ෷১Ͱきなかったɻ

社会課題を解決する印刷製品

チームĊʤ21日ޙに˓˓するࢲɻ日Ίくりカレンμーʥ
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甲南大学ɹ佐藤圭ゼミ/甲൹喜ࣇɺఅ༗Ղࢠɺᖒ井༑ر

௿Ձ֨ɺ௿リεクのパιコン学श
お΋ちΌ

「ぺぱこん」͸୭Ͱ΋༡ͼな͕らϋーυ
΢Σアについて学ͿこͱのͰきるお΋ちΌ
Ͱ͋るɻ
のり΍͸さΈを使Θͣ੾りऔりઢͱ͸Ί
Ͱ૊Έ立てるたΊɺԿ౓Ͱ΋ࣜܗΈࠐ
分解して༡΂ɺコンパクトにऩೲするこͱ
͕ग़དྷるɻ
この 商 品 ͸ ࡢ 今 ਪ ਐ さ Ε て いる
「G*G"εクールߏ૝」の課題Ͱ͋るɺ
「 ػͲ΋たちのࢠ ث औ ѻいにؔする஌
ࣝෆ଍の໰題」にண໨した商品Ͱ͋るɻ

「ぺぱこん」Ͱ༡ ͿこͱͰ༮ গ 期から
Ε਌しΉこͱͰɺকདྷతに׳にثػ5*
ۤखҙࣝを࣋たͣに*5学शに΋ڵຯ
を࣋って΋ら͑ るこͱを໨తͱしたɻ

٬λーήットͰސたち͸ࢲ る͋ࢠҭてத
のอऀޢの*5ڭҭ΁のؔ৺౓΍お΋
ちΌߪೖのಈػについて生の੠を得る
たΊアンケートを࣮ࢪしたɻ*5ڭҭ΁の
ؔ৺͸ߴい͕਌自਎のཧ解͕ઙいこͱ
΍お΋ちΌをબͿج準 Ͳ΋の஌ࣝࢠ͕」
΍ٕज़্޲につな͕るこͱ」Ͱ͋るこͱ
͕ΘかったɻҎ্のこͱから୭Ͱ΋ཧ解
Ͱきるߏ଄の商品ͱなるΑ͏ ৺ֻ͚たɻ

ํ ؟ ࢴ Ͱ ࡞ ੒したプϩトλイプͱ
3D$Gを༻いた׬੒༧૝ਤの2छྨ
を࡞੒したɻ
੒するこͱͰ࡞Ͱプϩトλイプをࢴ؟ํ
͸ΊࠐΈࣜの଱ٱ性を֬ೝしɺ࣮ ࡍ
に༡Ϳ৔໘を૝定するこͱ͕ ग़དྷたɻ
またɺ3D$Gを༻いるこͱͰํࢴ؟Ͱの
プϩトλイプͰ͸ݱ࠶しきΕないカラー
σβインのイメージをิ こ͏ͱ͕ Ͱきたɻ

ചళ΍専༻αイトͰのൢചൢ۩؝
を૝ 定しているɻまたɺ஌ ҭ ؝ ۩Ͱ
͋るたΊ本屋΋ࢹ野にೖΕているɻ
ళͰ͸「パιコンのお΋ちΌ」の۩؝
ブーεͰ͸なく「ϖーパークラϑト」΍
「レΰ」なͲ「 ૊Έ立てるお΋ちΌ」
のブーεにஔくɻさらに͸ɺ༮ஓԂ΍
อҭԂɺখ学ߍにࡐڭͱしてൢചす
るこͱ΋可ೳͰ͋るɻ

һڭಋࢦ
佐藤圭ઌ生
からのコメント

んͩҙཉతなアイσアͰ͋るɻීࠐから੾り޲ঢ়΁ਅっݱ಺のࠃをテーマにɺ「ҭڭ5*」
ஈɺ໨にするػ会͕͋まりないϋーυ΢Σアの໘からɺコンϐϡーλの࢓૊Έをָしく学शͰ
きるɻࢠͲ΋にѪさΕる؝۩ͱしての࢓૊Έを޻෉すΕ͹ɺさらに良いҊͱなったͩΖ͏ ɻ

社会課題を解決する印刷製品

プリンλーマン͂ ʤぺぱこんʥ
神戸大学ɹ宮尾学ゼミ/大ڮѪՃɺখ஑জതɺ∁ڮ৺

21日ؒɺՈ଒ͱ໨ඪୡ੒

「21日ޙに˓˓するࢲ」͸Ո଒Ͱಉ࣌に
ԿかにチϟレンジするこͱͰɺ෺事のश׳
化をॿ͚ɺ๞き性をվળする商品Ͱ͋るɻ
この商品͸ɺ๞き性のਓ͕Ͳ͏ したら෺事
をଓ͚るこͱ͕ Ͱきるのかを͑ߟたઌに生
まΕた΋のͰ͋るɻ21日ؒͱい͏ ਺ࣈをઃ
定したཧ༝͸ɺਓ͕෺事をश׳化し定
ணするたΊにඞཁな࠷୹の日਺Ͱ͋った
からͩɻまたɺ事લのアンケートͰ෺事を
श׳化させるに͸஥ؒのଘ在͕ඞཁෆ
可ܽͰ͋るこͱ͕ ΘかりɺλーήットをՈ଒
ͱしているɻ
「21日ޙに˓˓するࢲɻ」を使いɺ๞き性
のਓ͕෺事をଓ る͚こͱ͕ ͰきるΑ͏ になる
こͱを期଴しているɻ

たち͸਎ۙに͋る社ࢲ 会 ໰ 題ͱし
てɺ๞き性にΑり෺事をୡ੒するこͱ
をં࠳するこͱにண໨したɻ࣮ にアࡍ
ンケートをऔるこͱにΑりɺ多਺のਓ͕
๞き性にΑり෺事をଓ ら͚Εなかった
るこͱ͕Θかったɻ͕ͦ͋ݧܦ こͰɺさ
らになるௐࠪ΍自分らͰ21日ؒの௅
戦をするこͱにΑりɺڞにؤுる஥ؒɺ
໨ඪɺश׳化͕大੾ͩͱΘかったɻ

日Ίくりカレンμーͱ໨ඪシートについ
て࡞ࢼを行ったɻσβイン͸インテリ
アͱして༹͚ࠐΉΑ͏ ϙジティブな৭
使いかつシンプルな΋のを৺͕͚たɻ
また日Ίくりカレンμー͸ී௨のリン
グλイプの日Ίくりカレンμーをٯさに
して্をクリップͰࢭΊるこͱͰɺ྆
໘ݟ開͚るΑ͏ に޻෉を行ったɻ

Ոఉの͕ڙࢠチϟレンジをܧଓͰき
るこͱを໨తͱしたたΊɺൢ ച৔ॴ͸
௅戦するڙࢠ΍ͦの਌͕๚Ε΍す
いɺ本屋のࢿ ॻコーφー΍ߟࢀ֨・
-*/&を௨じたΦンラインͰɺ1000ԁ
Ͱൢചするͱ͑ߟたɻまたɺプϩモー
シϣン͸ɺࢠ の฼ڙ ਌ ੈ ୅Ͱ͋る
3 0ʙ� 0 ୅ ঁ 性の利 ༻ ऀ͕多いɺ
-*/&Ͱ行 こ͏ͱを͑ߟたɻ

һڭಋࢦ
宮尾学ઌ生
からのコメント

アイσアͦの΋の͸໘നかったしɺ自分たち自਎Ͱ21日ؒチϟレンジを行いɺͦ のݧܦを商
品اըに生かすͱい͏ํ法΋良かったɻしかしɺ৭ʑなਓ͕௅戦を్தͰఘΊるこͱ͕社
会課題ͱしてॏཁなのか ͱい͏ٙ໰をޙ࠷まͰ෷১Ͱきなかったɻ

社会課題を解決する印刷製品

チームĊʤ21日ޙに˓˓するࢲɻ日Ίくりカレンμーʥ
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ۨᖒ大学ɹੁ野佐৫ゼミ/山தཅଠɺ௠၃ᘯɺ山田੟དྷ

ؾのS0Sに਌͕しっかりͱڙࢠ
෇ る͚Α͏ に�

ෆొߍの事લ્ࢭɺٴͼいじΊのૣ期
ؾのたΊɺ<こͲ΋のS0Sに大ਓ͕ݟൃ

くͮ>をコンηプトにしڙࢠの行ಈを記࿥
するチΣックシートを࡞੒したɻシート͸
खாにڬΉこͱ͕Ͱきɺ਌͕カレンμー
෦分に˓か˚をつ͚て記࿥するɻ良޷
行 ಈ͕ ଓ͚͹ ˓をܯ ࠂ 行 ಈ͕ ଓ͚
͹˚ͱ記࿥するɻ良޷行ಈのओなྫ͸

「学ߍの࿩をΑくする」΍「স͕إઈ͑
ない」なͲ͕͛ڍらΕɺࠂܯ行ಈ͸「ମ
ௐを่し΍すい」΍「一ਓͰいるこͱ͕
多い」なͲ͕͛ڍらΕるɻڙࢠの行ಈを
ຖ日࡯؍しݟ る͑化する事Ͱෆొߍ๷
੒したɻ࡞を໨తにࢭ

খத学生のෆొߍ਺͸ۙ೥૿Ճ
しており今 ೥͸࠷ ߴ 記 ࿥をߋ ৽し
たɻͦ こͰෆొߍにؔするࢿྉ΍ௐ
ࠪをߟࢀにɺいかにݱ৔Ͱ活༂し͏
る࣮༻性͕͋る商品͕ఏҊͰきるか
をݕ౼し࡯؍したɻまたࢴのखாを
使͏ਓをλーήットͱしௐࠪを行͏事
ͰࢴͰ͋るメリットをఏࣔしたɻ

「๩しいՈఉ͕ຖ日ܧଓするこͱ͕ Ͱ
きるか」を࣠にしɺΑりシンプルにΘかり
΍すさを௥ٻしたɻまた࣮༻性をٻΊ
るたΊにࢿڀݚྉをߟࢀにチΣック
行ಈのリεトアップ΍ରԠマχϡアル
を࡞੒したɻࢀ࣋のखாを使༻する
たΊɺチΣックシートをͲのαイズに౷
一するか͕課題Ͱ͋った͕࡞ࢼ品Ͱ
͸一ൠతな#�αイズを࡞੒したɻ

本商品͸ノϕルティͱい͏ܗのఏҊ
Ͱ͋るɻख ாをൢ ചする会 社΍町
の本屋ͱྗڠしஔいて΋らったりɺ自
し഑ஔして΋ら͏ྗڠମͱ࣏ なͲ͕ओ
なൢ ࿏ͱしてఏ Ҋしたɻ自࣏ ମ ɺڭ
ҭҕһ会なͲのෆొߍ๷ࢭキϟン
ϖーンなͲに使っていたͩいたらఏ
Ҋऀ້利にਚきるͱこΖͰ͋ったɻ

һڭಋࢦ
ੁ野佐৫ઌ生
からのコメント

൴らの൝͸ෆొࣇߍಐをなくすたΊのチΣックシートをఏҊしたɻコϩφՒͰෆొࣇߍಐ͕૿ て͑いる
こͱにண໨した఺͸ͱて΋いいࢹ఺ ͱͩࢥったɻこの൝͸൝һのコミϡχケーシϣン͕ ま͏くいかなかったΑ͏
Ͱ っ͋た͕ɺチームϫークについてさま͟ まなこͱを学んͩ のͰ͸ないかͱ͏ࢥ ɻͥ ͻ今ޙに活かしてཉし
いɻ

社会課題を解決する印刷製品

վળチΣックシートʥߍकるんμーʤෆొݟ
ʑՖࡊլ大学ɹ山Լ༔ゼミ/෱ౡಞɺ藤野ਅ੣ɺদ井࣎

ޮ཰తなऩೲͰϩーリングεトッ
クをଅす印刷製品

#09S5"$,͸ޮ཰の良いऩೲͰɺ
खܰにϩーリングεトックにऔり૊Ίる商
品Ͱ͋るɻこの商品͸ɺඋ஝品をॎにੵ
Έ্͛てɺ্ からೖΕてɺԼからऔりग़
せるΑ͏ になっているɻ商品のશମに͸ɺ
多くのミシン໨Ճ さΕておりɺඋࢪ͕޻
஝品の大きさ΍ઃஔ৔ॴにԠじてɺαイ
ズ΍ܗをカελマイズするこͱ͕Ͱきるɻさ
らに͸ɺऔりग़しޱのαイズのม ΍ɺߋ
උ஝品の在ݿঢ়گを֬ೝする૭の࡞
੒΋可ೳͰ͋るɻ୨をങったりɺҾきग़し
を༻ҙしたりするΑり΋खܰͰ҆ՁͰ͋
りɺϢーβーにͱってಋೖ΁のϋーυル
͕௿い商品Ͱ͋るɻ

日本にお͚る大ن໛な自વ֐ࡂのリ
εク͕ࢦఠさΕるதɺ自分の਎を自分
Ͱकる「自ॿ」のॏཁ性͕ߴまってい
るこͱを஌ったɻͦ Εを受͚ɺアンケート
ௐࠪを行ったͱこΖɺϩーリングεトック
をしていない学生͕多いこͱ͕ Θかっ
たɻͦ こͰɺϩーリングεトックをしてい
ない学生͚޲にɺϩーリングεトックし
΍すくなる商品のاըを行ったɻ

に使って΋らࡍ੒して͸࣮࡞品を࡞ࢼ
いɺ໰題఺を୳しɺҙݟをฉきな ら͕վ
良をॏͶɺೲ得のいく΋のを௥ٻしたɻઃ
るの͸大ม難し࡞ਤからΦリジφルͰܭ
かったɻおखܰさ͕ 商品のϙイントの1つ
Ͱ΋͋ ったこͱからফඅऀ͕؆୯に੍࡞
ͰきるΑ͏ な΋のにするたΊにミシン໨΍ં
り໨のྔなͲにこͩ ΘるこͱͰɺ૊Έ立て
΍すくɺ༷ ʑな商品にରԠͰきる製品ͱ
なったɻ

৽商品Ͱ΋Ϣーβーのखにऔって΋らい
΍すくするたΊにɺطଘのඇৗ༻৯品の
ൢଅ品ͱしてൢചしɺϢーβーからのೝ
஌を֦大していくɻͦ す͏るこͱͰɺ࠷ॳ͸

る͋商品のൢଅ品ͱして#09S5"$,
をखにしたϢーβー͕ɺ自宅に͋るଞ
のඋ஝品に΋利༻するたΊにɺ自਎Ͱ
#UP$のൢ࿏から#09S5"$,をߪೖ
するͱいったྲྀΕにҠ行していくɻ

һڭಋࢦ
山Լ༔ઌ生
からのコメント

「いつか͸ىこる֐ࡂ」にରしてほͱんͲの大学生͕උ る͑こͱ͕ͰきていないͱこΖにண໨
してコンηプトを࡞ったこͱ͸良くɺૣ ʑにプϩトλイプ͕࡞੒さΕたの͸良かったͱ͏ࢥɻ΋͏
গしূݕతௐࠪを行 こ͏ͱ͕ͰきΕ͹良かったɻ

社会課題を解決する印刷製品

Έͣたまりʤ#09S5"$,ʥ
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ۨᖒ大学ɹੁ野佐৫ゼミ/山தཅଠɺ௠၃ᘯɺ山田੟དྷ

ؾのS0Sに਌͕しっかりͱڙࢠ
෇ る͚Α͏ に�

ෆొߍの事લ્ࢭɺٴͼいじΊのૣ期
ؾのたΊɺ<こͲ΋のS0Sに大ਓ͕ݟൃ

くͮ>をコンηプトにしڙࢠの行ಈを記࿥
するチΣックシートを࡞੒したɻシート͸
खாにڬΉこͱ͕Ͱきɺ਌͕カレンμー
෦分に˓か˚をつ͚て記࿥するɻ良޷
行 ಈ͕ ଓ͚͹ ˓をܯ ࠂ 行 ಈ͕ ଓ͚
͹˚ͱ記࿥するɻ良޷行ಈのओなྫ͸

「学ߍの࿩をΑくする」΍「স͕إઈ͑
ない」なͲ͕͛ڍらΕɺࠂܯ行ಈ͸「ମ
ௐを่し΍すい」΍「一ਓͰいるこͱ͕
多い」なͲ͕͛ڍらΕるɻڙࢠの行ಈを
ຖ日࡯؍しݟ る͑化する事Ͱෆొߍ๷
੒したɻ࡞を໨తにࢭ

খத学生のෆొߍ਺͸ۙ೥૿Ճ
しており今 ೥͸࠷ ߴ 記 ࿥をߋ ৽し
たɻͦ こͰෆొߍにؔするࢿྉ΍ௐ
ࠪをߟࢀにɺいかにݱ৔Ͱ活༂し͏
る࣮༻性͕͋る商品͕ఏҊͰきるか
をݕ౼し࡯؍したɻまたࢴのखாを
使͏ਓをλーήットͱしௐࠪを行͏事
ͰࢴͰ͋るメリットをఏࣔしたɻ

「๩しいՈఉ͕ຖ日ܧଓするこͱ͕ Ͱ
きるか」を࣠にしɺΑりシンプルにΘかり
΍すさを௥ٻしたɻまた࣮༻性をٻΊ
るたΊにࢿڀݚྉをߟࢀにチΣック
行ಈのリεトアップ΍ରԠマχϡアル
を࡞੒したɻࢀ࣋のखாを使༻する
たΊɺチΣックシートをͲのαイズに౷
一するか͕課題Ͱ͋った͕࡞ࢼ品Ͱ
͸一ൠతな#�αイズを࡞੒したɻ

本商品͸ノϕルティͱい͏ܗのఏҊ
Ͱ͋るɻख ாをൢ ചする会 社΍町
の本屋ͱྗڠしஔいて΋らったりɺ自
し഑ஔして΋ら͏ྗڠମͱ࣏ なͲ͕ओ
なൢ ࿏ͱしてఏ Ҋしたɻ自࣏ ମ ɺڭ
ҭҕһ会なͲのෆొߍ๷ࢭキϟン
ϖーンなͲに使っていたͩいたらఏ
Ҋऀ້利にਚきるͱこΖͰ͋ったɻ

һڭಋࢦ
ੁ野佐৫ઌ生
からのコメント

൴らの൝͸ෆొࣇߍಐをなくすたΊのチΣックシートをఏҊしたɻコϩφՒͰෆొࣇߍಐ͕૿ て͑いる
こͱにண໨した఺͸ͱて΋いいࢹ఺ ͱͩࢥったɻこの൝͸൝һのコミϡχケーシϣン͕ ま͏くいかなかったΑ͏
Ͱ っ͋た͕ɺチームϫークについてさま͟ まなこͱを学んͩ のͰ͸ないかͱ͏ࢥ ɻͥ ͻ今ޙに活かしてཉし
いɻ

社会課題を解決する印刷製品

վળチΣックシートʥߍकるんμーʤෆొݟ
ʑՖࡊլ大学ɹ山Լ༔ゼミ/෱ౡಞɺ藤野ਅ੣ɺদ井࣎

ޮ཰తなऩೲͰϩーリングεトッ
クをଅす印刷製品

#09S5"$,͸ޮ཰の良いऩೲͰɺ
खܰにϩーリングεトックにऔり૊Ίる商
品Ͱ͋るɻこの商品͸ɺඋ஝品をॎにੵ
Έ্͛てɺ্ からೖΕてɺԼからऔりग़
せるΑ͏ になっているɻ商品のશମに͸ɺ
多くのミシン໨Ճ さΕておりɺඋࢪ͕޻
஝品の大きさ΍ઃஔ৔ॴにԠじてɺαイ
ズ΍ܗをカελマイズするこͱ͕Ͱきるɻさ
らに͸ɺऔりग़しޱのαイズのม ΍ɺߋ
උ஝品の在ݿঢ়گを֬ೝする૭の࡞
੒΋可ೳͰ͋るɻ୨をങったりɺҾきग़し
を༻ҙしたりするΑり΋खܰͰ҆ՁͰ͋
りɺϢーβーにͱってಋೖ΁のϋーυル
͕௿い商品Ͱ͋るɻ

日本にお͚る大ن໛な自વ֐ࡂのリ
εク͕ࢦఠさΕるதɺ自分の਎を自分
Ͱकる「自ॿ」のॏཁ性͕ߴまってい
るこͱを஌ったɻͦ Εを受͚ɺアンケート
ௐࠪを行ったͱこΖɺϩーリングεトック
をしていない学生͕多いこͱ͕ Θかっ
たɻͦ こͰɺϩーリングεトックをしてい
ない学生͚޲にɺϩーリングεトックし
΍すくなる商品のاըを行ったɻ

に使って΋らࡍ੒して͸࣮࡞品を࡞ࢼ
いɺ໰題఺を୳しɺҙݟをฉきな ら͕վ
良をॏͶɺೲ得のいく΋のを௥ٻしたɻઃ
るの͸大ม難し࡞ਤからΦリジφルͰܭ
かったɻおखܰさ͕ 商品のϙイントの1つ
Ͱ΋͋ ったこͱからফඅऀ͕؆୯に੍࡞
ͰきるΑ͏ な΋のにするたΊにミシン໨΍ં
り໨のྔなͲにこͩ ΘるこͱͰɺ૊Έ立て
΍すくɺ༷ ʑな商品にରԠͰきる製品ͱ
なったɻ

৽商品Ͱ΋Ϣーβーのखにऔって΋らい
΍すくするたΊにɺطଘのඇৗ༻৯品の
ൢଅ品ͱしてൢചしɺϢーβーからのೝ
஌を֦大していくɻͦ す͏るこͱͰɺ࠷ॳ͸

る͋商品のൢଅ品ͱして#09S5"$,
をखにしたϢーβー͕ɺ自宅に͋るଞ
のඋ஝品に΋利༻するたΊにɺ自਎Ͱ
#UP$のൢ࿏から#09S5"$,をߪೖ
するͱいったྲྀΕにҠ行していくɻ

һڭಋࢦ
山Լ༔ઌ生
からのコメント

「いつか͸ىこる֐ࡂ」にରしてほͱんͲの大学生͕උ る͑こͱ͕ͰきていないͱこΖにண໨
してコンηプトを࡞ったこͱ͸良くɺૣ ʑにプϩトλイプ͕࡞੒さΕたの͸良かったͱ͏ࢥɻ΋͏
গしূݕతௐࠪを行 こ͏ͱ͕ͰきΕ͹良かったɻ

社会課題を解決する印刷製品

Έͣたまりʤ#09S5"$,ʥ
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ゼミ/෱Ԭါ大ɺଜԬඒཬɺ吉浦ேཅٱ大学ɹ佐藤හࡁܦ࡚ߴ

になるڮ͚ݒো͕いऀͱの֮ࢹ
商品

「カラノ」͸ɺカラーϢχόーαルσβイ
ンを学ͿトランプͰ͋るɻ໨にো͕いを
΋っていないਓ͕ɺ৭໡のํのํ͑ݟを
ਖ਼しくཧ解しɺ「ো͕い」を1つのݸ性ͱ
してೝΊるこͱ͕Ͱきるੈքを࣮ݱする
こͱを໨ࢦしているɻো͕いऀ͚޲の商
品͸多くଘ在する͕ɺ݈ ৗऀ͚޲のো
͕いをਖ਼しくཧ 解するたΊの商品͸গ
ないͱい͏ݱঢ়͕͋るɻڭҭݱ৔Ͱ΋ɺカ
ラーϢχόーαルσβインについてৄし
く学Ϳػ会͸ほͱんͲないɻこの商品に
Αってɺো͕いを࣋っているਓ΋ͦ ͏Ͱな
いਓ΋ɺօ͕฻らし΍すいੈのதを࣮ݱ
するきっか͚をఏڙしたいɻ

ো͕いについてௐ΂ていく͏֮ࢹ ちにɺ
৭໡ͱい͏ ো͕いのঢ়ଶのํ͕ɺクラ
εに਺ਓほͲのׂ߹Ͱいるͱい͏ こͱを
஌ったɻͦ Εに΋かかΘらͣɺアンケート
ௐࠪにΑるͱ৭໡のํ͑ݟをਖ਼しくཧ
解しているਓ͸ɺ3�ほͲͰ͋ったɻͦこ
Ͱࢲたち͸ɺこΕからの࣌୅を୲って
いくத学生をλーήットͱしɺڭҭݱ৔
Ͱ学んͰ΋ら͏ ඞཁ͕ る͋ͱ͑ߟたɻ

3छྨのഽ৮りのࢴを༻ҙしɺ�৭の
ํ͑ݟ৭をઃ定したɻ৭໡のํのݪ
͕ΘかるΑ͏ なアプリを活༻しɺͦ の
にۙくなるΑ͏ํ͑ݟ にカーυの৭ృ
りを行ったɻ1ηット��ຕの࡞ࢼ品を
੒したɻ࣮࡞ のઌ生ํߍにத学ࡍ
にҙݟを΋らいɺڭҭݱ৔ͰͲのΑ͏
に活༻して΋ら͏ かɺࢼ 行 ࡨ をॏޡ
Ͷたɻ

্ໟ৽ฉ༷に記事のࡌܝをおئいし
たͱこΖɺ商品化ͱなΕ͹ࡌܝしていた
ͩ る͚こͱになったɻൢ ࿏ͱして͸ɺڭՊ
ॻ΍ࡐڭのग़൛会社にɺ商品औりѻ
いのަবを行ったɻカラーϢχόーα
ルσβインについて学Ϳこͱ͸ɺ୭΋͕
੒౳に΋活かせるた࡞ྉࢿ΍すいݟ
Ίɺڭҭݱ৔͚ͩͰなくɺݚ修の一؀
ͱしてɺا業に΋ചりࠐんͰいきたいɻ

һڭಋࢦ
佐藤හٱઌ生
からのコメント

カラーϢχόーαルσβインを学ͿトランプͰ͋るɻো֐の͋るなしにؔΘらͣɺ֮ࢹো֐
のࢹ఺を学ͿこͱͰɺ฻らし΍すいੈքを໨ࢦすҙཉతなاըͰ͋るɻத学生のஈ֊Ͱ
ҙࣝを࣋たせɺࢹ野を͛޿て΋らいɺ͑ݟない΋のをݟ る͑Α͏ にしていくこͱをૂっているɻ

社会課題を解決する印刷製品

;くΑしଜʤカラノʥ
த京大学ɹ宮಺ඒึゼミ/ࡔ本ଠ一ɺ田த優رɺྛ ઍࣿݩɺদ޿ߊ

Թ౓Ͱ৭͕มΘるײԹ印刷に
Αりऀྸߴの೤த঱を๷͝͏

「 ೤த঱ ๷ ティッシϡカόー」͸メンࢭ
όーの૆෕͕೤த঱になったݧܦから
生まΕたɻ
本商品͸ɺײԹ印刷ͱい͏Թ౓Ͱ৭͕
มΘる印刷ٕज़にΑりɺࣨ ಺のԹ౓͕
2�ˆになるͱティッシϡカόーに೤த঱
のة を஌らせるจݥ かͼ্͕ු͕ࣈ
りɺ೤ த ঱ ༧ ๷にॏ ཁなؾ Թ ؅ ཧを
にଅす商品ͩɻまたɺ本商品͸ऀྸߴ
のଙ͕৭෇ऀྸߴ ・͚૊Έ立てをしてɺ
૆෕฼΁プレゼントをする૝定Ͱ͋るɻ
ͦのたΊɺ本商品に͸ଙからのメッηー
ジ΍イラεト͕ り͋ߴɺ ྸऀの৺をԹかく
させな͕らɺ೤த঱༧๷͕可ೳͰ͋るɻ

ୡ͸೤த঱にରしての஌͕ࣝないࢲ
たΊɺ೤த঱の専໳Ո΁ௐࠪを行っ
たɻͦしてߴɺ ྸऀ͸ؾԹのม化をײ
じにくいこͱ͕ Θかったɻしかしߴɺ ྸऀ
101໊にアンケートௐࠪを࣮ࢪしたͱこ
Ζɺͦ Εを࣮ײしているਓ͸গ਺Ͱɺ自
分͸まͩ 大ৎ෉ͱࢥっているํ͕大੎
いたɻͦ のたΊߴɺ ྸऀにؾԹのม化
をؾ෇かせるඞཁ͕ る͋ͱڧくײじたɻ

本商品Ͱ使͏ૉࡐ「Ϣϙࢴ」͸ී௨
のࢴͱൺ΂てްさ͕͋るたΊɺ༮ஓԂ
࡞品を࡞ࢼにࡍ可ೳか࣮࡞Ͱ΋੍ࣇ
りɺ༮ஓԂͰূݕを行ったɻͦ の結果ɺ
༮ஓԂࣇͰ΋製࡞可ೳͩったɻまたɺ
༮ஓԂࣇから͸「ָしい」ͱい͏ ੠͕ฉ
こ͑ たɻさらに͕ऀྸߴ喜んͰ使 る͑Α

に͏ɺനࢴを多Ίにしɺଙ͕إࣅֆ΍
おֆかきをͰきるεϖーεを֬อしたɻ

本商品͸ɺಉじ೤த঱༧๷商品Ͱ
͋るิޱܦਫӷのキϟンϖーン商品
ͱしてωットൢ ചするɻまたɺൢ ച ࣌
期͸ɺॳΊऀྸߴからଙ΁ଃるͱい
こ͏ͱから「ܟ࿝の日」を͑ߟていたɻ

しかしɺ「ܟ࿝の日」͸�݄த०Ͱ೤
த঱ରࡦをするに͸஗いたΊɺ�݄�
日の「೤த঱ରࡦの日」ͱい͏記念
日から�݄຤まͰをൢച࣌期ͱしたɻ

һڭಋࢦ
宮಺ඒึઌ生
からのコメント

このチーム͸ɺݱ在可ೳな印刷ٕज़ˠ解決Ͱきる社会໰題のํ޲Ͱ͑ߟたɻͦ のதͰɺ
ཧܥのऀڀݚɺインク౳のメーカーߴɺ ྸऀͱͦ のڙࢠ・ଙɺ༮ஓԂ・อҭԂのઌ生に͝
になったͱ৴じているɻݧܦ念Ͱ͋った͕ɺඞͣ΍いい࢒いたͩいたɻ結果͸ྗڠ

社会課題を解決する印刷製品

の೤த঱を๷͗ऀྸߴ ʤୂ೤த঱๷ࢭティッシϡカόーʥ
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になるڮ͚ݒো͕いऀͱの֮ࢹ
商品

「カラノ」͸ɺカラーϢχόーαルσβイ
ンを学ͿトランプͰ͋るɻ໨にো͕いを
΋っていないਓ͕ɺ৭໡のํのํ͑ݟを
ਖ਼しくཧ解しɺ「ো͕い」を1つのݸ性ͱ
してೝΊるこͱ͕Ͱきるੈքを࣮ݱする
こͱを໨ࢦしているɻো͕いऀ͚޲の商
品͸多くଘ在する͕ɺ݈ ৗऀ͚޲のো
͕いをਖ਼しくཧ解するたΊの商 品͸গ
ないͱい͏ݱঢ়͕͋るɻڭҭݱ৔Ͱ΋ɺカ
ラーϢχόーαルσβインについてৄし
く学Ϳػ会͸ほͱんͲないɻこの商品に
Αってɺো͕いを࣋っているਓ΋ͦ ͏Ͱな
いਓ΋ɺօ͕฻らし΍すいੈのதを࣮ݱ
するきっか͚をఏڙしたいɻ

ো͕いについてௐ΂ていく͏֮ࢹ ちにɺ
৭໡ͱい͏ ো͕いのঢ়ଶのํ͕ɺクラ
εに਺ਓほͲのׂ߹Ͱいるͱい͏ こͱを
஌ったɻͦ Εに΋かかΘらͣɺアンケート
ௐࠪにΑるͱ৭໡のํ͑ݟをਖ਼しくཧ
解しているਓ͸ɺ3�ほͲͰ͋ったɻͦこ
Ͱࢲたち͸ɺこΕからの࣌୅を୲って
いくத学生をλーήットͱしɺڭҭݱ৔
Ͱ学んͰ΋ら͏ ඞཁ͕ る͋ͱ͑ߟたɻ

3छྨのഽ৮りのࢴを༻ҙしɺ�৭の
ํ͑ݟ৭をઃ定したɻ৭໡のํのݪ
͕ΘかるΑ͏ なアプリを活༻しɺͦ の
にۙくなるΑ͏ํ͑ݟ にカーυの৭ృ
りを行ったɻ1ηット��ຕの࡞ࢼ品を
੒したɻ࣮࡞ のઌ生ํߍにத学ࡍ
にҙݟを΋らいɺڭҭݱ৔ͰͲのΑ͏
に活༻して΋ら͏ かɺࢼ 行 ࡨ をॏޡ
Ͷたɻ

্ໟ৽ฉ༷に記事のࡌܝをおئいし
たͱこΖɺ商品化ͱなΕ͹ࡌܝしていた
ͩ る͚こͱになったɻൢ ࿏ͱして͸ɺڭՊ
ॻ΍ࡐڭのग़൛会社にɺ商品औりѻ
いのަবを行ったɻカラーϢχόーα
ルσβインについて学Ϳこͱ͸ɺ୭΋͕
੒౳に΋活かせるた࡞ྉࢿ΍すいݟ
Ίɺڭҭݱ৔͚ͩͰなくɺݚ修の一؀
ͱしてɺا業に΋ചりࠐんͰいきたいɻ

һڭಋࢦ
佐藤හٱઌ生
からのコメント

カラーϢχόーαルσβインを学ͿトランプͰ͋るɻো֐の͋るなしにؔΘらͣɺ֮ࢹো֐
のࢹ఺を学ͿこͱͰɺ฻らし΍すいੈքを໨ࢦすҙཉతなاըͰ͋るɻத学生のஈ֊Ͱ
ҙࣝを࣋たせɺࢹ野を͛޿て΋らいɺ͑ݟない΋のをݟ る͑Α͏ にしていくこͱをૂっているɻ

社会課題を解決する印刷製品

;くΑしଜʤカラノʥ
த京大学ɹ宮಺ඒึゼミ/ࡔ本ଠ一ɺ田த優رɺྛ ઍࣿݩɺদ޿ߊ

Թ౓Ͱ৭͕มΘるײԹ印刷に
Αりऀྸߴの೤த঱を๷͝͏

「 ೤த঱ ๷ ティッシϡカόー」͸メンࢭ
όーの૆෕͕೤த঱になったݧܦから
生まΕたɻ
本商品͸ɺײԹ印刷ͱい͏Թ౓Ͱ৭͕
มΘる印刷ٕज़にΑりɺࣨ ಺のԹ౓͕
2�ˆになるͱティッシϡカόーに೤த঱
のة を஌らせるจݥ かͼ্͕ු͕ࣈ
りɺ೤ த ঱ ༧ ๷にॏ ཁなؾ Թ ؅ ཧを
にଅす商品ͩɻまたɺ本商品͸ऀྸߴ
のଙ͕৭෇ऀྸߴ ・͚૊Έ立てをしてɺ
૆෕฼΁プレゼントをする૝定Ͱ͋るɻ
ͦのたΊɺ本商品に͸ଙからのメッηー
ジ΍イラεト͕ り͋ߴɺ ྸऀの৺をԹかく
させな͕らɺ೤த঱༧๷͕可ೳͰ͋るɻ

ୡ͸೤த঱にରしての஌͕ࣝないࢲ
たΊɺ೤த঱の専໳Ո΁ௐࠪを行っ
たɻͦしてߴɺ ྸऀ͸ؾԹのม化をײ
じにくいこͱ͕ Θかったɻしかしߴɺ ྸऀ
101໊にアンケートௐࠪを࣮ࢪしたͱこ
Ζɺͦ Εを࣮ײしているਓ͸গ਺Ͱɺ自
分͸まͩ 大ৎ෉ͱࢥっているํ͕大੎
いたɻͦ のたΊߴɺ ྸऀにؾԹのม化
をؾ෇かせるඞཁ͕ る͋ͱڧくײじたɻ

本商品Ͱ使͏ૉࡐ「Ϣϙࢴ」͸ී௨
のࢴͱൺ΂てްさ͕͋るたΊɺ༮ஓԂ
࡞品を࡞ࢼにࡍ可ೳか࣮࡞Ͱ΋੍ࣇ
りɺ༮ஓԂͰূݕを行ったɻͦ の結果ɺ
༮ஓԂࣇͰ΋製࡞可ೳͩったɻまたɺ
༮ஓԂࣇから͸「ָしい」ͱい͏ ੠͕ฉ
こ͑ たɻさらに͕ऀྸߴ喜んͰ使 る͑Α

に͏ɺനࢴを多Ίにしɺଙ͕إࣅֆ΍
おֆかきをͰきるεϖーεを֬อしたɻ

本商品͸ɺಉじ೤த঱༧๷商品Ͱ
͋るิޱܦਫӷのキϟンϖーン商品
ͱしてωットൢ ചするɻまたɺൢ ച ࣌
期͸ɺॳΊऀྸߴからଙ΁ଃるͱい
こ͏ͱから「ܟ࿝の日」を͑ߟていたɻ

しかしɺ「ܟ࿝の日」͸�݄த०Ͱ೤
த঱ରࡦをするに͸஗いたΊɺ�݄�
日の「೤த঱ରࡦの日」ͱい͏記念
日から�݄຤まͰをൢച࣌期ͱしたɻ

һڭಋࢦ
宮಺ඒึઌ生
からのコメント

このチーム͸ɺݱ在可ೳな印刷ٕज़ˠ解決Ͱきる社会໰題のํ޲Ͱ͑ߟたɻͦ のதͰɺ
ཧܥのऀڀݚɺインク౳のメーカーߴɺ ྸऀͱͦ のڙࢠ・ଙɺ༮ஓԂ・อҭԂのઌ生に͝
になったͱ৴じているɻݧܦ念Ͱ͋った͕ɺඞͣ΍いい࢒いたͩいたɻ結果͸ྗڠ

社会課題を解決する印刷製品

の೤த঱を๷͗ऀྸߴ ʤୂ೤த঱๷ࢭティッシϡカόーʥ



1 ࡯؍� Observation 2 ࡞品੍࡞ࢼ� Prototyping 3 �ൢചଅਐ Promotion

St u d en t  In n o v at i o n  Co l l e g e  2 0 2 1 St u d en t  In n o v at i o n  Co l l e g e  2 0 2 172 73

1 ࡯؍� Observation 2 ࡞品੍࡞ࢼ� Prototyping 3 �ൢചଅਐ Promotion

ಉࢤ社大学ɹ෌田݈司ゼミ/ฏԬ࣮࠼ɺ๛田ઍาɺ؛ؠफࢤɺۙ 藤ޭຑ

खࢴを「ࣸਅ立て」ͱしてݟ る͑
Ͱอ؅するܗ

「おखࢴ০るんͰす」͸ɺखࢴを͑ݟる
Ͱอଘするこͱ͕ܗ Ͱきる商品Ͱ͋るɻ
खࢴをॻくػ会͸ɺライン΍メールのී
ঢ়͕ͩɺݱっているの͕ݮにΑり೥ʑٴ

「 ख をॻくशࢴ ͸大׳ ੾にする΂き」
ͱ͑ߟているਓ͸多いɻこの商 品に͸ɺ
「खࢴ」にରしてのཧ૝ͱ࣮ݱのΪϟッ
プに໨をつ͚たഎ͕͋ܠるɻ
΋らったखࢴをݟ る͑ͱこΖに০りɺอ؅
するこͱͰखࢴのՁ஋のଛࣦを๷͗ɺま
たɺࣦ ΘΕか͚ていたखࢴをॻくػ会を
૑ग़するこͱ͕ Ͱきる商品Ͱ͋るɻ

にয఺を౰てɺ大学生「ࢴख」たち͸ࢲ
をର৅にアンケートௐࠪを行ったɻͦ の
結果ɺੲͱൺ しֱてखࢴをॻくճ਺͸ݮ
গしɺͦ の利༻ස౓͸ݮগしている΋の
のɺखࢴをॻくश׳を大੾にす΂きͰ͋
るͱߟ るׂ͑߹͸多くɺͦ のΪϟップにண
໨したɻͦこͰɺखࢴをॻくػ会を૑ग़しɺ
かつखࢴを受͚औるଆの೰Έを解ফす
るこͱ͕ Ͱきる商品を࡞りたいͱ͑ߟ たɻ

σジλル化͕ਐΉதɺखࢴͱい͏ ツールͰ
૝いを఻ る͑ػ会͕ݮってきているɻͦん
なதɺखࢴをॻくػ会を૑ग़Ͱきる商品
͸Ͳ͏ い͏ ΋のなのかをৗに͑ߟɺ࡞ࢼ品
ͱࣸࢴ੒にऔり૊んͩɻख࡞ ਅ立てͱい
今͏まͰにない૊Έ߹ΘせͰɺΑり૝いを

఻͑ るこͱのͰきるツールを࡞੒したɻ࡞੒
した࡞ࢼ品のײ૝をメンόーの྆਌に΋
らいɺ商品ͱしてのՁ஋を࣮ײしたɻ

にϑΥーカεを౰てɺいかࢴୡ͸खࢲ
なる৔໘Ͱखࢴをॻくか൑அしたɻ
ͦの৔ ໘͸ײ ँを఻͑る࣌Ͱ͋りɺ
Ճ͑てࢲୡ͕アンケートௐࠪを行っ
た大学生͕ݧܦする੒ਓࣜに஫໨
したɻΑってࢲୡ͸この商品をೝ஌
のϑΣーズͰ͸ɺ੒ਓࣜのલࡱり౳
を行͏ࣸ ਅ ؗͰൢ ചするͱઃ 定し
たɻ

һڭಋࢦ
෌田݈司ઌ生
からのコメント

この商品͸ɺۙ ೥ɺॻいたり΋らったりするػ会͕ۃΊてগなくなったखࢴにண໨した఺に໘
നさ͕͋るɻ大学生ならঘͦߋのػ会͸গないͰ͋Ζ͏ ɻ֬ かにɺखࢴ͸อ؅৔ॴにࠔりɺ
ॻྨのؒにฆΕてしま͏ こͱ΋͋るɻͦ のखࢴを০るこͱに商品ͱしてのՁ஋͕͋るͩΖ͏ ɻ

社会課題を解決する印刷製品

D͂"36."G͂ ʤおखࢴ০るんͰすʥ
தଜ学Ԃ大学ɹ໌神࣮ࢬゼミ/ۄࣇᣈาɺ຀野୓໼ɺ野ݩ優

ए ऀに社 ض 課 題΁のڵ ຯを
って΋ら͏࣋

�SP MC JOHήーム�͸ɺएऀ͕社会課題
についてΑりਂくߟ る͑たΊのカーυήー
ムͰ͋るɻ
この商品͸ɺ社会課題΁のҙ͕ࣝ௿い
生΍大学生͕カーυήームを௨しߍߴ
て社会課題΁のҙࣝをਂΊɺ自ら解決
ೳྗをߟࢥるこͱͰ࿦ཧతな͑ߟをࡦ
させるこͱ্͕޲ Ͱきるɻ
কདྷをҙࣝし࢝Ίるߍߴ生΍大学生
͕਺͋る社会課題について஌るこͱͰɺ
কདྷઃܭをΑりਂくߟ る͑きっか͚を࡞る
ツールͱして活༻してほしいͱࢥいɺ開ൃ
したɻ

のকདྷをޙըをਐΊていくதͰɺ今ا
୲っていくएऀ͸社会課題をͲΕ͚ͩ
ೝ஌しているのかɺͱい͏ こͱ͕ ߟ に্͑
͕ったɻͦこͰɺ「एऀの社会課題にର
するҙࣝ」についてௐ΂た結果ɺ൒分
ఔ౓の学生しかؔ৺͕なくɺ࣮ に活ࡍ
ಈを行っているߍߴ生͕�分の1ఔ౓Ͱ

る͋こͱ͕ 分かったɻͦこからɺएऀの社
会課題にରするҙࣝの௿さにண໨したɻ

社会課題ͱい͏ॏたい಺༰Ͱ΋खに
औって΋らい΍すいΑ͏ にɺ৭߹い΍
਌しΈ΍࿹アインにするこͱを৺͕͚
たɻまたήーム಺Ͱの社会課題を解
決するͱきに使 ア͏イテムをϢχークな
΋のにするこͱͰɺ૝૾ྗを๛かにし
な͕らෳ਺ਓͰָしくऔり૊Ήこͱ͕
ͰきるΑ͏ にしたɻ

た商品͕ͩɺ͚޲生・大学生にߍߴ
΋ͦ ΋ͦ社 会 課 題にؔ ৺͕௿いए

ऀ͕自らߪ ೖするのかɺͱい͏ٙ ໰
͕生まΕたɻͦ こͰɺ学 Ͱ社ߍ 会 課
題をऔりѻ͏ࡍにࡐڭͱして使って
΋ら͏ こͱͰɺ社 会 課 題を஌るきっか
͚を૿΍してほしいͱ͑ߟたɻࢣڭを
λーήットͱするたΊɺ஍ํެڞ団ମ
にങって΋らいたいͱࢥっているɻ

һڭಋࢦ
໌神࣮ࢬઌ生
からのコメント

いついていたࢥ΍かなアイσア΍վળҊをいくつ΋ࡉくɺきΊߴҭにରする໰題ҙ͕ࣝڭ
͕ɺ印刷のྗをआりたاը΁ͱ結ͼつ͚るこͱにۤ࿑していたɻͦ ΕͰ΋ɺԹްな3໊͸͋き
らΊͣɺ೪りڧくɺ୭΋͕難しいͱ͏ࢥ౴͑のない難題に௅Έଓ͚たこͱをߴくධՁしたいɻ

社会課題を解決する印刷製品

JNQSPWF SʤSP M C J OHήームʥ
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Ͱอଘするこͱ͕ܗ Ͱきる商品Ͱ͋るɻ
खࢴをॻくػ会͸ɺライン΍メールのී
ঢ়͕ͩɺݱっているの͕ݮにΑり೥ʑٴ

「 ख をॻくशࢴ ͸大׳ ੾にする΂き」
ͱ͑ߟているਓ͸多いɻこの商 品に͸ɺ
「खࢴ」にରしてのཧ૝ͱ࣮ݱのΪϟッ
プに໨をつ͚たഎ͕͋ܠるɻ
΋らったखࢴをݟ る͑ͱこΖに০りɺอ؅
するこͱͰखࢴのՁ஋のଛࣦを๷͗ɺま
たɺࣦ ΘΕか͚ていたखࢴをॻくػ会を
૑ग़するこͱ͕ Ͱきる商品Ͱ͋るɻ

にয఺を౰てɺ大学生「ࢴख」たち͸ࢲ
をର৅にアンケートௐࠪを行ったɻͦ の
結果ɺੲͱൺ しֱてखࢴをॻくճ਺͸ݮ
গしɺͦ の利༻ස౓͸ݮগしている΋の
のɺखࢴをॻくश׳を大੾にす΂きͰ͋
るͱߟ るׂ͑߹͸多くɺͦ のΪϟップにண
໨したɻͦこͰɺखࢴをॻくػ会を૑ग़しɺ
かつखࢴを受͚औるଆの೰Έを解ফす
るこͱ͕ Ͱきる商品を࡞りたいͱ͑ߟ たɻ

σジλル化͕ਐΉதɺखࢴͱい͏ ツールͰ
૝いを఻ る͑ػ会͕ݮってきているɻͦん
なதɺखࢴをॻくػ会を૑ग़Ͱきる商品
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ͱࣸࢴ੒にऔり૊んͩɻख࡞ ਅ立てͱい
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఻͑ るこͱのͰきるツールを࡞੒したɻ࡞੒
した࡞ࢼ品のײ૝をメンόーの྆਌に΋
らいɺ商品ͱしてのՁ஋を࣮ײしたɻ

にϑΥーカεを౰てɺいかࢴୡ͸खࢲ
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南山大学ɹ川๺ᚸࢠلゼミ/神୩ढ़行ɺ山ޱา೫Ղɺ尾ܗ๖ҥ

かせΑ͏ͮؾ 避೛खஈの多༷性

たち͸「日本の避ࢲ ೛ ख ஈについて
るϫークシϣップ」の開͑ߟ に൐いɺ࠵
キϟンϖーンଅਐのシンϘルͱするたΊ
に「ϑΣミケット」をఏҊしたɻ「ϑΣミケッ
ト」ͱ͸ɺ「 ঁ 性の」をҙ ຯする「ϑΣミ
χン」ͱ「エチケット」をֻ͚߹Θせた଄
Ͱޠ り͋ɺঁ 性にΑり਌しΈを࣋って΋ら
͏たΊに໊લをมߋしたɻパッケージ͸
キϟンϖーンͰ༻いたࡍに஫໨さΕ΍す
いσβインにม͑ɺS/Sにࡌせ΍すくし
たɻさらにɺブック型のࢠ࡭෇きケーεに
しɺ本を༻いてɺ日本の避೛खஈのগな
さをૌ͑ていくɻ

たち͸ঁ性の避೛खஈのগなさに໨ࢲ
をつ͚たɻ日本Ͱ͸ɺ避೛にコンυーム
͕使༻さΕておりɺଞの避೛खஈ͸ɺ
ۚમత・法཯తな໘からखܰに使༻す
るこͱ͕ Ͱきないɻつまりɺ೛৷͸ঁ性の
ମにىこるݱ৅に΋ؔ Θらͣ ɺঁ 性͕ओ
ମతに使༻Ͱきる避೛खஈ͕਎ۙに͸
ないɻͦこͰ「ঁ性の性の自ݾ決定権
ബしている」こͱを社会課題ͱしたɻر͕

コンυーム͸ঁ性にͱってങ͏の͕ஏ
ͣかしい΋のͱなっているݱঢ়͕ り͋ɺ
ঁ性にͱってखにऔり΍すい΋のにする
たΊにࢼ行ޡࡨしたɻΑりखにऔり΍
すいパッケージにするたΊɺࢲたちͱಉ
じཧ念を࣋つࣜג会社5&/G"༷
にアプϩーチしɺڞಉͰσβインするこ
ͱを͑ߟたɻまたɺこのキϟンϖーンのシ
ンϘルͱなるΑ͏ なσβインをߟҊしたɻ

/10法ਓジΣンμーイコールͱڞにɺ
「日本の避 ೛ ख ஈについて͑ߟる
ϫークシϣップ」を開 するɻϫーク࠵
シϣップ಺Ͱ「ϑΣミケット」を避೛ख
ஈの多༷性のॏཁさをૌ る͑シンϘ
ルͱして利༻するこͱͰɺ「ϑΣミケッ
ト」のप ஌をਤるɻまたɺ/ 1 0 法 ਓ
のαイト΍த日৽ฉ༷にऔり্͛て
いたͩきɺカελマー΁֦ࢄしていくɻ

һڭಋࢦ
川๺ᚸࢠلઌ生
からのコメント

৽なコンηプトͰɺඇৗにお΋しΖかったɻ「Կ͕社会課題なのか」についてɺΘかり΍す࢐
いテーマ͹かりͰ͸ないこͱをؾ くͮこͱ͕Ͱきたɻ社会課題͕Կかについてのײ౓をߴΊ
ていきたいͱࢥΘせる಺༰ͩったɻ今ޙ΋このテーマを࣮ફしてくΕるͱいいなͱ͏ࢥɻ

社会課題を解決する印刷製品

南山大学ɹチームϑΣミχεトʂʤϑΣミケットʥ
日本大学ɹ石田大యゼミ/ࡉ田࠼೫ɺอ݈ࡔ司ɺླ ໦利ಸ

の৯ҭトランプήームڙࢠ

「όランプ」͸ɺトランプを༡ͼな͕らӫ
ཆόランεについて学΂る商品Ͱ͋るɻ
トランプの�つのマーク͝ͱにओ ৯ ɺ෭
ɺೕ製品・果෺の役ׂを༩͑ࡊɺओࡊ
たɻこの�छྨのマークをଗ͑るͱɺόラ
ンεの良いݙ立͕࡞Εるɻ༡ͼํͱして
͸ɺ神 ܦ ਰ ऑͱόόൈきをఏ Ҋ ɻ神 ܦ
ਰऑ͸一ൠతなルールにै͏ɻόόൈ
き͸ͦΖったカーυをखݩにࣺてるɻͲち
らのήーム΋ͦ Ζったϖアから� छ ྨの
カーυをଗ͑ɺお題カーυにۙいਓ͕勝
利ͱなるɻまたɺͦ ΕͧΕのカーυに৯事
͕印刷さΕているたΊɺݙ立のߟࢀに
するこͱ΋可ೳͰ͋るɻ

たち͸ɺۙࢲ ೥「݈߁」に஫໨する
෇きɺͲ͏͕ؾに͋るこͱに޲܏ すΕ
͹多くのਓ 「͕ ݈ ߁ 」ͰいらΕるか
を͑ߟたɻͦ のաఔͰɺ「݈߁」Ͱ͋
るたΊに͸৯事のӫཆόランε͕ॏ
ཁͰ͋るͱ஌るɻͦ こͰӫཆόランε
について学Ϳখ学生をλーήットͱし
た商品を੍࡞しΑ͏ ͱ͑ߟたɻ

まͣɺトランプの�つのマーク ͱ͝にओ
৯ɺ෭ࡊɺओࡊɺೕ製品・果෺の役
ׂを༩͑たɻ࣍にͦΕͧΕの役ׂに
߹った৯事をトランプのຕ਺͚ͩߟ
͑ɺ৯事のࣸਅをトランプにࡌせたɻ
に༡ࡍにゼミ生΍খ学生に࣮ޙ࠷
んͰ΋らいɺ਺ࣈの大きさをม͑たりɺ
༡ͼํを৽たに͑ߟたりしたɻ

খ学生をλーήットͱしているたΊɺ
学ߍのࡐڭͱしてൢചするこͱをݕ
౼しているɻまたɺ「όランプ」͸Ո଒
Ͱ༡Ϳこͱɺݙ立のߟࢀͱして利༻し
て΋ら͏ こͱを͑ߟていたたΊɺレシϐ
本をग़൛しているا業΍ɺωットにレ
シϐをࡌܝしているا業ͱަবしてɺ
ൢചͱ৘ใڞ༗をして΋ら͏ こͱをݕ
౼しているɻ

һڭಋࢦ
石田大యઌ生
からのコメント

ったɻなͥならࢥのカーυήームɻアイσアをฉいたͱきにɺ難しいのͰ͸ないかͱ͚޲ڙࢠ
͹ɺڙࢠ΁ௐࠪを行いɺχーズを֬ೝするの͕難しいからͩɻ൴ら͸ͦのࠔ難を৐りӽ͑ɺඇ
ৗにϢχークな商品を開ൃしたɻڙࢠたちのײ૝͕アイσアのૉ晴らしさを෺ޠっていたɻ

社会課題を解決する印刷製品

グッϐーʤόランプʥ
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南山大学ɹ川๺ᚸࢠلゼミ/神୩ढ़行ɺ山ޱา೫Ղɺ尾ܗ๖ҥ

かせΑ͏ͮؾ 避೛खஈの多༷性

たち͸「日本の避ࢲ ೛ ख ஈについて
るϫークシϣップ」の開͑ߟ に൐いɺ࠵
キϟンϖーンଅਐのシンϘルͱするたΊ
に「ϑΣミケット」をఏҊしたɻ「ϑΣミケッ
ト」ͱ͸ɺ「 ঁ 性の」をҙ ຯする「ϑΣミ
χン」ͱ「エチケット」をֻ͚߹Θせた଄
Ͱޠ り͋ɺঁ 性にΑり਌しΈを࣋って΋ら
͏たΊに໊લをมߋしたɻパッケージ͸
キϟンϖーンͰ༻いたࡍに஫໨さΕ΍す
いσβインにม͑ɺS/Sにࡌせ΍すくし
たɻさらにɺブック型のࢠ࡭෇きケーεに
しɺ本を༻いてɺ日本の避೛खஈのগな
さをૌ͑ていくɻ

たち͸ঁ性の避೛खஈのগなさに໨ࢲ
をつ͚たɻ日本Ͱ͸ɺ避೛にコンυーム
͕使༻さΕておりɺଞの避೛खஈ͸ɺ
ۚમత・法཯తな໘からखܰに使༻す
るこͱ͕ Ͱきないɻつまりɺ೛৷͸ঁ性の
ମにىこるݱ৅に΋ؔ Θらͣ ɺঁ 性͕ओ
ମతに使༻Ͱきる避೛खஈ͕਎ۙに͸
ないɻͦこͰ「ঁ性の性の自ݾ決定権
ബしている」こͱを社会課題ͱしたɻر͕

コンυーム͸ঁ性にͱってങ͏の͕ஏ
ͣかしい΋のͱなっているݱঢ়͕ り͋ɺ
ঁ性にͱってखにऔり΍すい΋のにする
たΊにࢼ行ޡࡨしたɻΑりखにऔり΍
すいパッケージにするたΊɺࢲたちͱಉ
じཧ念を࣋つࣜג会社5&/G"༷
にアプϩーチしɺڞಉͰσβインするこ
ͱを͑ߟたɻまたɺこのキϟンϖーンのシ
ンϘルͱなるΑ͏ なσβインをߟҊしたɻ

/10法ਓジΣンμーイコールͱڞにɺ
「日本の避 ೛ ख ஈについて͑ߟる
ϫークシϣップ」を開 するɻϫーク࠵
シϣップ಺Ͱ「ϑΣミケット」を避೛ख
ஈの多༷性のॏཁさをૌ る͑シンϘ
ルͱして利༻するこͱͰɺ「ϑΣミケッ
ト」のप ஌をਤるɻまたɺ/ 1 0 法 ਓ
のαイト΍த日৽ฉ༷にऔり্͛て
いたͩきɺカελマー΁֦ࢄしていくɻ

һڭಋࢦ
川๺ᚸࢠلઌ生
からのコメント

৽なコンηプトͰɺඇৗにお΋しΖかったɻ「Կ͕社会課題なのか」についてɺΘかり΍す࢐
いテーマ͹かりͰ͸ないこͱをؾ くͮこͱ͕Ͱきたɻ社会課題͕Կかについてのײ౓をߴΊ
ていきたいͱࢥΘせる಺༰ͩったɻ今ޙ΋このテーマを࣮ફしてくΕるͱいいなͱ͏ࢥɻ

社会課題を解決する印刷製品

南山大学ɹチームϑΣミχεトʂʤϑΣミケットʥ
日本大学ɹ石田大యゼミ/ࡉ田࠼೫ɺอ݈ࡔ司ɺླ ໦利ಸ

の৯ҭトランプήームڙࢠ

「όランプ」͸ɺトランプを༡ͼな͕らӫ
ཆόランεについて学΂る商品Ͱ͋るɻ
トランプの�つのマーク͝ͱにओ ৯ ɺ෭
ɺೕ製品・果෺の役ׂを༩͑ࡊɺओࡊ
たɻこの�छྨのマークをଗ͑るͱɺόラ
ンεの良いݙ立͕࡞Εるɻ༡ͼํͱして
͸ɺ神 ܦ ਰ ऑͱόόൈきをఏ Ҋ ɻ神 ܦ
ਰऑ͸一ൠతなルールにै͏ɻόόൈ
き͸ͦΖったカーυをखݩにࣺてるɻͲち
らのήーム΋ͦ Ζったϖアから� छ ྨの
カーυをଗ͑ɺお題カーυにۙいਓ͕勝
利ͱなるɻまたɺͦ ΕͧΕのカーυに৯事
͕印刷さΕているたΊɺݙ立のߟࢀに
するこͱ΋可ೳͰ͋るɻ

たち͸ɺۙࢲ ೥「݈߁」に஫໨する
෇きɺͲ͏͕ؾに͋るこͱに޲܏ すΕ
͹多くのਓ 「͕ ݈ ߁ 」ͰいらΕるか
を͑ߟたɻͦ のաఔͰɺ「݈߁」Ͱ͋
るたΊに͸৯事のӫཆόランε͕ॏ
ཁͰ͋るͱ஌るɻͦ こͰӫཆόランε
について学Ϳখ学生をλーήットͱし
た商品を੍࡞しΑ͏ ͱ͑ߟたɻ

まͣɺトランプの�つのマーク ͱ͝にओ
৯ɺ෭ࡊɺओࡊɺೕ製品・果෺の役
ׂを༩͑たɻ࣍にͦΕͧΕの役ׂに
߹った৯事をトランプのຕ਺͚ͩߟ
͑ɺ৯事のࣸਅをトランプにࡌせたɻ
に༡ࡍにゼミ生΍খ学生に࣮ޙ࠷
んͰ΋らいɺ਺ࣈの大きさをม͑たりɺ
༡ͼํを৽たに͑ߟたりしたɻ

খ学生をλーήットͱしているたΊɺ
学ߍのࡐڭͱしてൢചするこͱをݕ
౼しているɻまたɺ「όランプ」͸Ո଒
Ͱ༡Ϳこͱɺݙ立のߟࢀͱして利༻し
て΋ら͏ こͱを͑ߟていたたΊɺレシϐ
本をग़൛しているا業΍ɺωットにレ
シϐをࡌܝしているا業ͱަবしてɺ
ൢചͱ৘ใڞ༗をして΋ら͏ こͱをݕ
౼しているɻ

һڭಋࢦ
石田大యઌ生
からのコメント

ったɻなͥならࢥのカーυήームɻアイσアをฉいたͱきにɺ難しいのͰ͸ないかͱ͚޲ڙࢠ
͹ɺڙࢠ΁ௐࠪを行いɺχーズを֬ೝするの͕難しいからͩɻ൴ら͸ͦのࠔ難を৐りӽ͑ɺඇ
ৗにϢχークな商品を開ൃしたɻڙࢠたちのײ૝͕アイσアのૉ晴らしさを෺ޠっていたɻ

社会課題を解決する印刷製品

グッϐーʤόランプʥ
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法政大学ɹ本條晴一郎ゼミ/石川෣ɺখ野ᐼɺ෢藤໌日߳ɺ山ޱ༿݄

஌ࣝをࡂたち͕ਖ਼しい๷ڙࢠ
ָしく学Ϳこͱ͕ Ͱきる商品

「๷ࡂ一क」͸ඦਓ一टを΋ͱにしてお
りɺԿ౓΋༡んͰ΋ら͏ こͱͰ「ਖ਼しい஌
ࣝの定ண」ͱ「ָしく学Ϳこͱ」のೋつ͕
׎ ら͑Εる商品Ͱ͋るɻ
この商品͸ɺ避難܇࿅を行͏ػ会͕な
い学ߍの֎にいるؒ࣌ɺかつ਌に会 ま͏
Ͱ一ਓͰ生きԆͼるたΊのࡐڭにରԠ
した商品ͩɻこの商品の༗ޮ性͸2఺
͋るͱ͑ߟておりɺ一つ໨͸ਖ਼しい๷ࡂ
஌͕ࣝ਎につく఺ɺೋつ໨͸ָしく学Ϳ
こͱ͕Ͱきる఺ͩɻこのೋつの༗ޮ性を
΋ͱにɺࢠ たち͕਌に会ڙ ま͏Ͱ生きԆ
ͼらΕるਖ਼しい๷ࡂ஌ࣝを఻͑ていきた
いɻ

自分事ͱしてߟ る͑こͱ͕可ೳな「๷
にண໨しɺͦ「ࡂ こから౦๺Ͱ౦日本
大਒ࡂをݧܦしているํのお࿩΍ɺ๷
の専໳Ոのࡂઃ΁の๚໰ɺ๷ࢪࡂ
ҙݟをݩにௐࠪを行ったɻͦ の結果ɺ
஌ࣝを఻ࡂたちにਖ਼しい๷ڙࢠ る͑こ
ͱ͕ Ͱきていないこͱ͕ ΘかりɺͦこͰࢲ
たち͸ڙࢠたちにಉじࢥいをさせたく
ないͱײじこの社会課題をઃ定したɻ

てݟの専໳Ոにࡂ品を๷࡞ࢼにࡍ࣮
΋ら͏ こͱͰɺਖ਼しい๷ࡂ஌ࣝͰ͋るの
かͱい͏ ఺Ͱアυόイεをいたͩいたɻ؍
またɺ࣮ にؔする商品開ൃをࡂに๷ࡍ
行なっているํのお࿩΍ɺアφϩグήー
ムの専໳Ոのҙݟを౿ま͑ つつվ良を
ॏͶたɻ࠷ऴతにɺখ学生に΋使༻して
いた くͩこͱͰɺจ͕ࣈಡΊないなͲの
課題΋Θかりɺࡉかな఺まͰվળしたɻ

ೋछྨのํ法ͰൢചをଅਐしΑ͏ ͱ͑ߟ
たɻ一つ໨͸ΦンラインͰのߪೖͩɻ社会
Պݟ学౳Ͱ֐ࡂについて学んͩޙɺՈ
଒಺Ͱڞ༗しɺΦンラインͰのߪೖをଅ
すɻೋつ໨͸๷ࢪࡂઃͰのߪೖͩɻ๷
ɺ஌ࣝޙについて学んͩ֐ࡂઃͰࢪࡂ
のॏཁ性を஌りɺͦ のままߪೖするྲྀΕ
Ͱ る͋ɻͦのたΊΦンラインൢചͱ๷ࢪࡂ
ઃのೋ௨りͰのൢചଅਐを૝定したɻ

һڭಋࢦ
本條晴一郎ઌ生
からのコメント

社会課題をָしさにΑって解決する商品اը͸ɺ優ΕてマーケティングతͰ͋るͱಉ࣌にɺ
解決法ͱして΋社会の࠷લઢの΋のになっているɻָ しさをཪଧちしているの͕ਅ໘໨なリ
αーチͰ͋るこͱ͕࣮ݱ可ೳ性のߴさを୲อしておりɺこの఺において΋ૉ晴らしいɻ

社会課題を解決する印刷製品

.0/&DISPʤ๷ࡂ一कʥ
෢ଂ野大学ɹݹ川一郎ゼミ/本田ᣦ良ɺଜԬࣿґɺ大川໌߳ཬ

にָしくコミϡχケーシϣンܰؾ

# 3 J O H͸ɺླཱྀ 学 生ͱ日本 ਓָ͕しくコ
ミϡχケーシϣンをऔるこͱ͕Ͱきる商品
Ͱ͋るɻॳର໘ಉ࢜の৔߹͸ද໘Ͱ༡
んͰ΋らいɺ࣭ ໰カーυ΍チϣイεカーυ
のお題をօͰ࿩すこͱͰ૬खのՁ஋؍
΍޷Έを஌るこͱ͕Ͱきるɻ2ճ໨Ҏ߱͸
ཪ໘Ͱ༡んͰ΋らいɺܥࡍࠃクイズを௨
してɺླཱྀ 学 生のग़਎ࠃなͲͰ࿩͕੝り
্͕る಺༰ͱなっているɻ྆ ໘Ͱ༡΂る
たΊɺԿ౓Ͱ΋༡Ϳこͱ͕Ͱきɺ#3 JOH
Ͱ༡んͩޙに͸ަྲྀ͕ਂΊらΕるϘー
υήームͱなっているɻླཱྀ 学生͚ͩにݶ
らͣɺ日本ਓಉ࢜Ͱ΋ָしくコミϡχケー
シϣンをऔりな͕ら༡Ϳこͱ͕ Ͱきるɻ

ୡ͸ɺླཱྀࢲ 学࣌に日本ਓͱのコミϡχ
ケーシϣンにおいてࠔったこͱ͕ ͋るか
ͱい͏ アンケートௐࠪをཹ学生に行っ
たͱこΖɺ໿�ׂのཹ学生͕͋るͱճ
౴したɻこの結果からɺླཱྀ 学生の大൒
͸日本ਓͱのコミϡχケーシϣンに೰Έ
を๊͑ているこͱにؾ෇きɺླཱྀ 学生ͱ日
本ਓָ͕しくコミϡχケーシϣンをऔる
こͱ͕ Ͱきる商品を࡞りたいͱ͑ߟたɻ

日本に͸多くのࠃからཹ学生͕དྷる
たΊɺ༷ ʑなࠃのਓͱ日本ਓ͕஥良
くコミϡχケーシϣン͕औΕるこͱをئ
いɺԁ にしɺ஍ܗ をモチーϑにすٿ
るこͱͰྲྀަࡍࠃをҙࣝしたϘーυ
ήームを࡞ ੒したɻまたɺ࡞ ੒ ͸ޙ
学಺のཹ学生ͱ日本ਓͰ༡んͰ΋ら
いɺײ૝΍ҙݟを΋ͱにվ良を行っ
たɻ

大学΍ا業のํʑに͸ɺ֤ 大学の
ചళ΍&$αイトなͲを௨じてߪೖし
て΋ら͑ る͕ɺླཱྀ 学生΁のೝ஌֦大
をਤるたΊにɺܥࡍࠃのトレンυ΍৘
ใなͲをൃ ৴している: P V 5 V C F S
のํに商品঺հをして΋ら͏ こͱ΍ɺ
Ϙーυήーム専໳ൢചళにஔいて΋
ら͏ こͱͰߪೖして΋ら͏ ɻ

һڭಋࢦ
川一郎ઌ生ݹ
からのコメント

ळカンからౙカンにか͚てコンηプトをม͑るかͲ͏ かɺ一番೰んͩチームɻླཱྀ 学生をର৅
にɺ日本生活のୈ一าの೰Έを解ফする日本ਓͱ༡Ϳカーυήームͱい コ͏ンηプトをม͑
ͣに಺༰をਂΊていったɻ࠷ॳのയવͱした一า͕ޙ࠷まͰӨڹするこͱを学んͩチームɻ

社会課題を解決する印刷製品

0NP6ʤ#3 JOHʥ
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法政大学ɹ本條晴一郎ゼミ/石川෣ɺখ野ᐼɺ෢藤໌日߳ɺ山ޱ༿݄

஌ࣝをࡂたち͕ਖ਼しい๷ڙࢠ
ָしく学Ϳこͱ͕ Ͱきる商品

「๷ࡂ一क」͸ඦਓ一टを΋ͱにしてお
りɺԿ౓΋༡んͰ΋ら͏ こͱͰ「ਖ਼しい஌
ࣝの定ண」ͱ「ָしく学Ϳこͱ」のೋつ͕
׎ ら͑Εる商品Ͱ͋るɻ
この商品͸ɺ避難܇࿅を行͏ػ会͕な
い学ߍの֎にいるؒ࣌ɺかつ਌に会 ま͏
Ͱ一ਓͰ生きԆͼるたΊのࡐڭにରԠ
した商品ͩɻこの商品の༗ޮ性͸2఺
͋るͱ͑ߟておりɺ一つ໨͸ਖ਼しい๷ࡂ
஌͕ࣝ਎につく఺ɺೋつ໨͸ָしく学Ϳ
こͱ͕Ͱきる఺ͩɻこのೋつの༗ޮ性を
΋ͱにɺࢠ たち͕਌に会ڙ ま͏Ͱ生きԆ
ͼらΕるਖ਼しい๷ࡂ஌ࣝを఻͑ていきた
いɻ

自分事ͱしてߟ る͑こͱ͕可ೳな「๷
にண໨しɺͦ「ࡂ こから౦๺Ͱ౦日本
大਒ࡂをݧܦしているํのお࿩΍ɺ๷
の専໳Ոのࡂઃ΁の๚໰ɺ๷ࢪࡂ
ҙݟをݩにௐࠪを行ったɻͦ の結果ɺ
஌ࣝを఻ࡂたちにਖ਼しい๷ڙࢠ る͑こ
ͱ͕ Ͱきていないこͱ͕ ΘかりɺͦこͰࢲ
たち͸ڙࢠたちにಉじࢥいをさせたく
ないͱײじこの社会課題をઃ定したɻ

てݟの専໳Ոにࡂ品を๷࡞ࢼにࡍ࣮
΋ら͏ こͱͰɺਖ਼しい๷ࡂ஌ࣝͰ͋るの
かͱい͏ ఺Ͱアυόイεをいたͩいたɻ؍
またɺ࣮ にؔする商品開ൃをࡂに๷ࡍ
行なっているํのお࿩΍ɺアφϩグήー
ムの専໳Ոのҙݟを౿ま͑ つつվ良を
ॏͶたɻ࠷ऴతにɺখ学生に΋使༻して
いた くͩこͱͰɺจ͕ࣈಡΊないなͲの
課題΋Θかりɺࡉかな఺まͰվળしたɻ

ೋछྨのํ法ͰൢചをଅਐしΑ͏ ͱ͑ߟ
たɻ一つ໨͸ΦンラインͰのߪೖͩɻ社会
Պݟ学౳Ͱ֐ࡂについて学んͩޙɺՈ
଒಺Ͱڞ༗しɺΦンラインͰのߪೖをଅ
すɻೋつ໨͸๷ࢪࡂઃͰのߪೖͩɻ๷
ɺ஌ࣝޙについて学んͩ֐ࡂઃͰࢪࡂ
のॏཁ性を஌りɺͦ のままߪೖするྲྀΕ
Ͱ る͋ɻͦのたΊΦンラインൢചͱ๷ࢪࡂ
ઃのೋ௨りͰのൢചଅਐを૝定したɻ

һڭಋࢦ
本條晴一郎ઌ生
からのコメント

社会課題をָしさにΑって解決する商品اը͸ɺ優ΕてマーケティングతͰ͋るͱಉ࣌にɺ
解決法ͱして΋社会の࠷લઢの΋のになっているɻָ しさをཪଧちしているの͕ਅ໘໨なリ
αーチͰ͋るこͱ͕࣮ݱ可ೳ性のߴさを୲อしておりɺこの఺において΋ૉ晴らしいɻ

社会課題を解決する印刷製品

.0/&DISPʤ๷ࡂ一कʥ
෢ଂ野大学ɹݹ川一郎ゼミ/本田ᣦ良ɺଜԬࣿґɺ大川໌߳ཬ

にָしくコミϡχケーシϣンܰؾ

# 3 J O H͸ɺླཱྀ 学 生ͱ日本 ਓָ͕しくコ
ミϡχケーシϣンをऔるこͱ͕Ͱきる商品
Ͱ͋るɻॳର໘ಉ࢜の৔߹͸ද໘Ͱ༡
んͰ΋らいɺ࣭ ໰カーυ΍チϣイεカーυ
のお題をօͰ࿩すこͱͰ૬खのՁ஋؍
΍޷Έを஌るこͱ͕Ͱきるɻ2ճ໨Ҏ߱͸
ཪ໘Ͱ༡んͰ΋らいɺܥࡍࠃクイズを௨
してɺླཱྀ 学 生のग़਎ࠃなͲͰ࿩͕੝り
্͕る಺༰ͱなっているɻ྆ ໘Ͱ༡΂る
たΊɺԿ౓Ͱ΋༡Ϳこͱ͕Ͱきɺ#3 JOH
Ͱ༡んͩޙに͸ަྲྀ͕ਂΊらΕるϘー
υήームͱなっているɻླཱྀ 学生͚ͩにݶ
らͣɺ日本ਓಉ࢜Ͱ΋ָしくコミϡχケー
シϣンをऔりな͕ら༡Ϳこͱ͕ Ͱきるɻ

ୡ͸ɺླཱྀࢲ 学࣌に日本ਓͱのコミϡχ
ケーシϣンにおいてࠔったこͱ͕ ͋るか
ͱい͏ アンケートௐࠪをཹ学生に行っ
たͱこΖɺ໿�ׂのཹ学生͕͋るͱճ
౴したɻこの結果からɺླཱྀ 学生の大൒
͸日本ਓͱのコミϡχケーシϣンに೰Έ
を๊͑ているこͱにؾ෇きɺླཱྀ 学生ͱ日
本ਓָ͕しくコミϡχケーシϣンをऔる
こͱ͕ Ͱきる商品を࡞りたいͱ͑ߟたɻ

日本に͸多くのࠃからཹ学生͕དྷる
たΊɺ༷ ʑなࠃのਓͱ日本ਓ͕஥良
くコミϡχケーシϣン͕औΕるこͱをئ
いɺԁ にしɺ஍ܗ をモチーϑにすٿ
るこͱͰྲྀަࡍࠃをҙࣝしたϘーυ
ήームを࡞ ੒したɻまたɺ࡞ ੒ ͸ޙ
学಺のཹ学生ͱ日本ਓͰ༡んͰ΋ら
いɺײ૝΍ҙݟを΋ͱにվ良を行っ
たɻ

大学΍ا業のํʑに͸ɺ֤ 大学の
ചళ΍&$αイトなͲを௨じてߪೖし
て΋ら͑ る͕ɺླཱྀ 学生΁のೝ஌֦大
をਤるたΊにɺܥࡍࠃのトレンυ΍৘
ใなͲをൃ ৴している: P V 5 V C F S
のํに商品঺հをして΋ら͏ こͱ΍ɺ
Ϙーυήーム専໳ൢചళにஔいて΋
ら͏ こͱͰߪೖして΋ら͏ ɻ

һڭಋࢦ
川一郎ઌ生ݹ
からのコメント

ळカンからౙカンにか͚てコンηプトをม͑るかͲ͏ かɺ一番೰んͩチームɻླཱྀ 学生をର৅
にɺ日本生活のୈ一าの೰Έを解ফする日本ਓͱ༡Ϳカーυήームͱい コ͏ンηプトをม͑
ͣに಺༰をਂΊていったɻ࠷ॳのയવͱした一า͕ޙ࠷まͰӨڹするこͱを学んͩチームɻ

社会課題を解決する印刷製品

0NP6ʤ#3 JOHʥ
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໌ւ大学ɹখ୩ࢠܙゼミ/඿ଜ໻生ɺグエンμンミンϗアンɺΰϑーンλΦ

૬खの࣋ؾちをཧ解してɺসإ
になる

ୡ͸εマイルす͝ΖくをఏҊしたɻす͝ࢲ
Ζくをしな͕ら૬ खのؾ てɺ͑ߟちを࣋
সإにさせるήームͩɻද৘カーυɺݴ
༿カーυɺসإカーυの3ຕを使いɺΦレ
ンジマεにࢭまるͱɺද৘カーυを1ຕҾ
くɺ੨のマεにࢭまるͱݴ༿カーυを1ຕ
Ҿくɻカーυに͸ͦΕͧΕঢ়گ΍ද৘͕
ॻいて り͋ɺ૬ख͕ͦのঢ়گの࣌Ͳ͏ 行
ಈするかɺͲ͏ ༿をか͚て͋͛るかをݴ
ൃදɻपりのࢀՃऀたち͕ͦのճ౴に
إじたらসײになΕたͱإしたɺসײڞ
カーυをճ ౴ ऀに౉すɻ୭か一 ਓͰ΋
ΰールした࣌఺Ͱήーム͸ऴྃしɺসإ
カーυを1番多くू Ίたਓの勝利ͱなるɻ

して࡯ちを૬खに࣋ؾॳ͸自分の࠷
΋ら͏ 商品をఏҊしていた͕ɺͦ ΕͰ
͸日ৗに༹͚ࠐΊなかったりɺ使い
ͣらいͱい͏課題͕͋ったたΊɺ自分
の࣋ؾちを఻ る͑のͰ͸なくɺ૬खの
ちをཧ解するこͱにΑって自分͕࣋ؾ
ಉじঢ়گの࣌にͲ͏ 行ಈすΕ͹いい
か分かるͱい͏ 結࿦にࢸったɻ

す͝Ζく࡞ ੒に͋たってɺ༑ ਓにڠ
ྗを͗ڼɺಈ෺のラϑをॻいて΋らい
一ॹに৭ృりをしたɻまたɺখさいࢠ
Ͳ΋͚޲の商 品をࢀ にしɺ可ߟ Ѫく
てࢥΘͣ΍りたくなるΑ͏ なす͝Ζ͏ に
なるΑ͏ にσβインを͑ߟたɻカーυྨ
にؔして͸ݟ΍すくて分かり΍すいΑ
෉をしたɻ޻͏

この商品͸ڭҭήームのたΊɺたͩ
ൢചする͚ͩͰ͸͛޿らΕないͱߟ
͑ɺカ΢ンηラーのਓୡ΍ɺۙ くの学
のਓߍ ୡにまͣ஌って΋らいɺอ ޢ
ऀ΍ɺ学ऀ܎ؔߍ΁のޱコミをした
りɺ学 ߍ ڭ ܝのカλϩグにࡐ してࡌ
΋ら͏ こͱͰɺλーήット૚Ͱ͋るڭ
ҭؔػ΍ɺެ ઃのਓୡにۙいࢪڞ
ํʑにಧ ら͚Εるͱਤったɻ

һڭಋࢦ
খ୩ࢠܙઌ生
からのコメント

メンόーのঢ়͕گ大きくม化するதͰɺޙ࠷まͰチームϫークを่さͣにؤுΕたɻळカン
からࢹ఺を1�0౓ม͑ɺプランをมߋしたたΊɺ͕ؒ࣌଍りなくなった෦分΋͋った͕ɺ大
学のカ΢ンηラーのઌ生にߴධՁをいたͩきɺ自৴につな͕ったのͰ͸ないかͱ͏ࢥɻ

社会課題を解決する印刷製品

チーム:)521ʤεマイルす͝Ζくʥ
ྲྀ௨Պ学大学ɹਗ਼ਫ৴೥ゼミ/༉໦ຬཬࡊɺジϟϋン・ジΣリンɺシϟルシϡール・ラジϟ

஍Ҭに特化した一໨ݟて分かり΍
すい৽しい໋をकるたΊのϋβー
υマップ
ैདྷのϋβーυマップ͸৭΍ඪࣝͰԿ
の֐ࡂかをࣝผしɺ۠ શମの避難৔ॴ
をࣔしておりɺ۩ମతな避難ルート͕ Θ
からないɻ日本にॅんͰいる֎ࠃਓॅډ
ऀのํ͸避 難をするࡍに஍ Ҭの事΍
避難৔ॴ͕分からないたΊࠔ࿭してしま
͏ɻࢲୡ͕ߟ る͑商品「避難ॴマップ」
͸஍Ҭに特化しɺඈͼग़るֆ本のΑ͏ に
一໨ݟて分かり΍すくɺ֮ ͑΍すいͱい͏
৽しいϋβーυマップͰ͋るɻ日本͕ޠ
ಡΊない֎ࠃのํ͚޲にจࣈ͸一੾
使༻していないたΊޠݴのนをӽ͑る
商品Ͱ͋るɻ

につい֐ࡂ在のϋβーυマップͱݱ
てのアンケートを֎ ࠃ ਓ ډ ॅ ऀ � 2
ਓに行ったɻ「Ոఉ༻の΋の͕ないɺ
׽ 多いɺ避͕ࣈ 難 ৔ ॴまͰのಓ͕
Θからないɺ͕ڙࢠग़དྷるまͰ学ߍ
͕Ͳこか΋Θからなかった」なͲたくさ
んの「ෆ҆」͕ り͋ɺ΍͸りޠݴのน
͕͋るこͱ͕ Θかったɻ

੒のର৅ͱした஍࡞品࡞ࢼにࡍ࣮
Ҭの会ٞにࢀՃしɺݱ஍の֎ࠃਓ
にର֐ࡂの੠΍஍Ҭのํ͕ऀॅډ
しɺͲんなର Ԡを行っているのか౳
のऔ ݱを行ったɻࡐ ஍のํの੠を
大 ੾にするͱͱ΋にɺࢼ ࡞ 品Ͱඞ ཁ
な࣮ࡍにුき্͕るֻ͚࢓を一から
ಠ学しɺϕεトな֯౓΍大きさを࣮ݱ
するこͱ͕ ग़དྷたɻ

੒のର৅ͱした஍࡞品࡞ࢼにࡍ࣮
Ҭの自࣏ମ͕໌੒ڮ޹ඒज़༷から
ങऔをしてくͩ さりɺ大きく3つの団ମ
͕12ϲॴの৔ॴɺ特に日本ࣨڭޠ΍
ୗࣇॴɺ೥に一ճの஍Ҭશମの๷
൜܇࿅΍おࡇり౳ɺ֎ࠃਓऀॅډ
のํୡ͕利༻する৔ॴͰൢചをして
Լさるɺͱい͏ Ͱѻっていたܗ くͩަ ব
をしてɺલ޲きなճ౴をいたͩいたɻ

һڭಋࢦ
ਗ਼ਫ৴೥ઌ生
からのコメント

ཹ学生2ਓ͕いるこͱをاըのಠ自性に͏ まくঢ՚Ͱきたɻ役ॴ΍ݱ஍にԿ౓΋଍をӡͼɺ
౰事ऀのχーズ΍課題をஸೡにरい্͛た౒ྗをߴくධՁしたいɻチームϫークͱい͏ ఺Ͱ
΋いΖいΖ学Ϳこͱ͕ 多かったのͰ͸ͱࢥ の͏Ͱɺ今ޙのメンόーの੒長に活かしてほしいɻ

社会課題を解決する印刷製品

αクラʤ避難ॴマップʥ
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໌ւ大学ɹখ୩ࢠܙゼミ/඿ଜ໻生ɺグエンμンミンϗアンɺΰϑーンλΦ

૬खの࣋ؾちをཧ解してɺসإ
になる

ୡ͸εマイルす͝ΖくをఏҊしたɻす͝ࢲ
Ζくをしな͕ら૬ खのؾ てɺ͑ߟちを࣋
সإにさせるήームͩɻද৘カーυɺݴ
༿カーυɺসإカーυの3ຕを使いɺΦレ
ンジマεにࢭまるͱɺද৘カーυを1ຕҾ
くɺ੨のマεにࢭまるͱݴ༿カーυを1ຕ
Ҿくɻカーυに͸ͦΕͧΕঢ়گ΍ද৘͕
ॻいて り͋ɺ૬ख͕ͦのঢ়گの࣌Ͳ͏ 行
ಈするかɺͲ͏ ༿をか͚て͋͛るかをݴ
ൃදɻपりのࢀՃऀたち͕ͦのճ౴に
إじたらসײになΕたͱإしたɺসײڞ
カーυをճ ౴ ऀに౉すɻ୭か一 ਓͰ΋
ΰールした࣌఺Ͱήーム͸ऴྃしɺসإ
カーυを1番多くू Ίたਓの勝利ͱなるɻ

して࡯ちを૬खに࣋ؾॳ͸自分の࠷
΋ら͏ 商品をఏҊしていた͕ɺͦ ΕͰ
͸日ৗに༹͚ࠐΊなかったりɺ使い
ͣらいͱい͏課題͕͋ったたΊɺ自分
の࣋ؾちを఻ る͑のͰ͸なくɺ૬खの
ちをཧ解するこͱにΑって自分͕࣋ؾ
ಉじঢ়گの࣌にͲ͏ 行ಈすΕ͹いい
か分かるͱい͏ 結࿦にࢸったɻ

す͝Ζく࡞ ੒に͋たってɺ༑ ਓにڠ
ྗを͗ڼɺಈ෺のラϑをॻいて΋らい
一ॹに৭ృりをしたɻまたɺখさいࢠ
Ͳ΋͚޲の商 品をࢀ にしɺ可ߟ Ѫく
てࢥΘͣ΍りたくなるΑ͏ なす͝Ζ͏ に
なるΑ͏ にσβインを͑ߟたɻカーυྨ
にؔして͸ݟ΍すくて分かり΍すいΑ
෉をしたɻ޻͏

この商品͸ڭҭήームのたΊɺたͩ
ൢചする͚ͩͰ͸͛޿らΕないͱߟ
͑ɺカ΢ンηラーのਓୡ΍ɺۙ くの学
のਓߍ ୡにまͣ஌って΋らいɺอ ޢ
ऀ΍ɺ学ऀ܎ؔߍ΁のޱコミをした
りɺ学 ߍ ڭ ܝのカλϩグにࡐ してࡌ
΋ら͏ こͱͰɺλーήット૚Ͱ͋るڭ
ҭؔػ΍ɺެ ઃのਓୡにۙいࢪڞ
ํʑにಧ ら͚Εるͱਤったɻ

һڭಋࢦ
খ୩ࢠܙઌ生
からのコメント

メンόーのঢ়͕گ大きくม化するதͰɺޙ࠷まͰチームϫークを่さͣにؤுΕたɻळカン
からࢹ఺を1�0౓ม͑ɺプランをมߋしたたΊɺ͕ؒ࣌଍りなくなった෦分΋͋った͕ɺ大
学のカ΢ンηラーのઌ生にߴධՁをいたͩきɺ自৴につな͕ったのͰ͸ないかͱ͏ࢥɻ

社会課題を解決する印刷製品

チーム:)521ʤεマイルす͝Ζくʥ
ྲྀ௨Պ学大学ɹਗ਼ਫ৴೥ゼミ/༉໦ຬཬࡊɺジϟϋン・ジΣリンɺシϟルシϡール・ラジϟ

஍Ҭに特化した一໨ݟて分かり΍
すい৽しい໋をकるたΊのϋβー
υマップ
ैདྷのϋβーυマップ͸৭΍ඪࣝͰԿ
の֐ࡂかをࣝผしɺ۠ શମの避難৔ॴ
をࣔしておりɺ۩ମతな避難ルート͕ Θ
からないɻ日本にॅんͰいる֎ࠃਓॅډ
ऀのํ͸避 難をするࡍに஍ Ҭの事΍
避難৔ॴ͕分からないたΊࠔ࿭してしま
͏ɻࢲୡ͕ߟ る͑商品「避難ॴマップ」
͸஍Ҭに特化しɺඈͼग़るֆ本のΑ͏ に
一໨ݟて分かり΍すくɺ֮ ͑΍すいͱい͏
৽しいϋβーυマップͰ͋るɻ日本͕ޠ
ಡΊない֎ࠃのํ͚޲にจࣈ͸一੾
使༻していないたΊޠݴのนをӽ͑る
商品Ͱ͋るɻ

につい֐ࡂ在のϋβーυマップͱݱ
てのアンケートを֎ ࠃ ਓ ډ ॅ ऀ � 2
ਓに行ったɻ「Ոఉ༻の΋の͕ないɺ
׽ 多いɺ避͕ࣈ 難 ৔ ॴまͰのಓ͕
Θからないɺ͕ڙࢠग़དྷるまͰ学ߍ
͕Ͳこか΋Θからなかった」なͲたくさ
んの「ෆ҆」͕ り͋ɺ΍͸りޠݴのน
͕͋るこͱ͕ Θかったɻ

੒のର৅ͱした஍࡞品࡞ࢼにࡍ࣮
Ҭの会ٞにࢀՃしɺݱ஍の֎ࠃਓ
にର֐ࡂの੠΍஍Ҭのํ͕ऀॅډ
しɺͲんなର Ԡを行っているのか౳
のऔ ݱを行ったɻࡐ ஍のํの੠を
大 ੾にするͱͱ΋にɺࢼ ࡞ 品Ͱඞ ཁ
な࣮ࡍにුき্͕るֻ͚࢓を一から
ಠ学しɺϕεトな֯౓΍大きさを࣮ݱ
するこͱ͕ ग़དྷたɻ

੒のର৅ͱした஍࡞品࡞ࢼにࡍ࣮
Ҭの自࣏ମ͕໌੒ڮ޹ඒज़༷から
ങऔをしてくͩ さりɺ大きく3つの団ମ
͕12ϲॴの৔ॴɺ特に日本ࣨڭޠ΍
ୗࣇॴɺ೥に一ճの஍Ҭશମの๷
൜܇࿅΍おࡇり౳ɺ֎ࠃਓऀॅډ
のํୡ͕利༻する৔ॴͰൢചをして
Լさるɺͱい͏ Ͱѻっていたܗ くͩަ ব
をしてɺલ޲きなճ౴をいたͩいたɻ

һڭಋࢦ
ਗ਼ਫ৴೥ઌ生
からのコメント

ཹ学生2ਓ͕いるこͱをاըのಠ自性に͏ まくঢ՚Ͱきたɻ役ॴ΍ݱ஍にԿ౓΋଍をӡͼɺ
౰事ऀのχーズ΍課題をஸೡにरい্͛た౒ྗをߴくධՁしたいɻチームϫークͱい͏ ఺Ͱ
΋いΖいΖ学Ϳこͱ͕ 多かったのͰ͸ͱࢥ の͏Ͱɺ今ޙのメンόーの੒長に活かしてほしいɻ

社会課題を解決する印刷製品

αクラʤ避難ॴマップʥ
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૝いΑಧ͚�コミϡχケーシϣンを
ԁ׈にするචஊ۩�

「ノートラブル」͸ɺࣖ のฉこ͑ るํͱฉこ
͑ないํͱのコミϡχケーシϣンをԁ׈に
するචஊ۩Ͱ͋るɻチームメンόー2໊
͕ࣖのฉこ͑ ないํ΁の઀٬に戸࿭い
ࢦから生まΕた商品ͩɻݧܦչしたޙ
ࠩしシートͱϗϫイトϘーυ͕ηットになっ
ておりɺ؆୯かつෳࡶなコミϡχケーシϣ
ンを行 こ͏ͱ͕Ͱきるɻ「ノートラブル」の
ಠ自性͸ɺࠩࢦしシートの಺༰を৬৔
のํʑͰ࿩し߹い決Ίて΋ら͏ こͱͰɺࣖ
のฉこ͑ ないํを૝ き͏っか͚͕生まΕる
こͱͩɻ「ノートラブル」を௨して�୭΋͕
૝いをಧ ら͚Εる社会�を࣮ݱするこͱ͕
໨ඪͰ͋るɻ

ࣖのฉこ͑ ないํ΁のインλϏϡー
Ͱɺ日ৗ 生 活Ͱࠔるこͱ͸コミϡχ
ケーシϣンશൠͰ͋るこͱ͕ Θかったɻ
またɺࣖ のฉこ͑ ないํͱ্खくコミϡ
χケーシϣンをਤるこͱ͕ Ͱきなかった
こͱをޙ չしているํ͸� 2 �Ͱ͋っ
たɻこのこͱからɺࣖ のฉこ͑ ないํ自
਎͚ͩͰなくɺࣖ のฉこ͑ るํ͕使༻
する商品を࡞るඞཁ͕͋るͱ͑ߟたɻ

にҿ৯ళ΍පӃɺۜࡍ࣮ 行なͲ઀٬
を行͏団ମͰࢼ༻していたͩきɺ͝ ҙ
にしなߟࢀをݟ ら͕商品վ良を܁りฦ
したɻࠩࢦしシートのຕ਺を૿΍すɺ
චஊ͕しにくい৔߹͸ϗϫイトϘーυを
大きくするͱい͏ Α͏ にվ良を行ったɻま
たɺ࣮ ళฮのྗڠの΋ͱɺ自分たちͰ΋
商品を使༻するこͱͰɺݱ৔において
の課題఺をൃݟしɺվ良に活かしたɻ

શࠃに記事を഑৴するا業΍෱ࢱ
の৘ใαイトなͲɺ༷ ʑなഔମを௨し
て৘ใൃ৴しɺࣖ のฉこ͑ るํͱࣖ
のฉこ͑ ないํʑにೝ஌を֦大するɻ
またɺノートラブルを使༻しɺௌ֮の
ॏཁ性ͱコミϡχケーシϣンにお͚る
චஊの༗ޮ性をࣖのฉこ͑ るํに࣮
して΋ら͏ײ イϕントを開࠵しɺノートラ
ブルの༗ޮ性ͱೝ஌֦大を໨ࢦすɻ

һڭಋࢦ
柳到亨ઌ生
からのコメント

いつ΋໌るくɺসإ΍ؾݩいっぱいの3ਓɻࣖ のฉこ͑ ないํͱの ま͏く࿩せͣ戸࿭ったݧܦ
を΋ͱにɺ࡞らΕた࢐৽తなචஊ۩Ͱ͋るɻࠩࢦしシートの಺༰を৬৔のօͰ࿩し߹って
決ΊるͱこΖ͕一ԡしͰ΋͋るɻ「૝いをಧ ら͚Εる社会」を໨ࢦすૉఢな商品اըͰ͋るɻ

社会課題を解決する印刷製品

ライクアεʂʤノートラブルʥ



日本旅行

SDGsにݙߩする旅行商品
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い͏ݯࢿޫ؍のอશを௨しɺকདྷにΘたり࣋ଓͰきるツーリズム事

業を࣮ݱするΑ͏ な旅行商品のఏҊをしɺマーケティングاըを࡞੒

するɻ

商品化͸ࠃ಺旅行΍ւ֎旅行・ࠃ಺ツアー΍ւ֎ツアーなͲ਺ʑ

の旅行をख͕͚る「日本旅行」͕ ɻࢪ࣮
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ؔ西学Ӄ大学ɹ石෵ॱ໵ゼミ/ळ田ࣚཬɺळ吉߳ಸɺླ ໦優ಸ

日本一をײޒͰମײʙαεテφ
ブルなࢥいग़をʙ

αελϏ΁Α͏ こͦ ɻ旅の෣୆͸Նの੩
Ԭɻখ学3ɺ�೥生のڙࢠを࣋つ͝Ո଒
をର৅にしているɻ੩Ԭに͋るお஡΍ւ
઱なͲ生活に਎ۙな͕ݯࢿ多くɺ自分
事ͱしてݯࢿ活༻を学Ϳこͱ͕ Ͱきるɻα
εテφブルͱい キ͏ーϫーυの΋ͱ未དྷに
の「ײޒ」たい໊ॴを「日本一」ͱ͗ܨ
2࣠Ͱ८りɺָ しくSDGsを学Ϳɻڙࢠに

「本෺」に৮Εさせたいͱい͏਌のχー
ズから日本一に஫໨したɻߋに� �1� � 1 �
番のSDGsにݙߩͰきるɻ੩Ԭݝのັ
ྗに৮ΕSDGsを学Ϳ͚ͩͰなくɺ੩Ԭ
のํʑのԹかさに΋৮Εるこͱ͕Ͱきݝ
るプランͩɻ

難しい印৅を༩ る͑SDGs旅行を୭に
Ͳ͏ ఏڙする΂きかɻアンケートからɺࢠ
ͱの旅行に「本෺」に৮Εさせたいڙ
ͱい͏ ਌の本Իをฉくこͱ͕ Ͱきたɻͦこ
Ͱɺ日本の஍ܗ΍特産品について学
ͼͩすখ学生3ɺ�೥生に「日本一」の
したڙを௨して本෺をఏݧઃ΍ମࢪ
いͱ͑ߟたɻまたɺ֤ を使ײޒઃͰࢪ
༻するこͱͰ記Աの定ண化をਤったɻ

λーήットɺコンηプトに߹͏ࢪઃを୳
しɺి ࿩Ͱアϙイントをͱるɺこの࡞業
をԿ౓΋܁りฦしたɻまたɺ࣮ に੩ࡍ
Ԭݝに行きɺ֤ ઃの୲౰のํからࢪ
お࿩をฉいた্Ͱɺプランの修ਖ਼を
行ったɻͦ してɺ࣮ ࢠにখ学生のࡍ
を΋つ਌をର৅にアンケートをͱりɺڙ
֤ ࢪ ઃ΍プランશ ମについての֬
ೝ΋行ったɻ

学ͼにۙいSDGs旅行に͸นをײじる
可ೳ性͕ߴいɻͦこͰɺ旅行をओに༧
໿する฼਌に஌って΋ら͏ たΊɺS/S
΍৽ฉɺ༦ํの৘ใ番૊΍ラジΦͰ
ൃ৴するこͱͰফඅऀͱの઀఺を૿΍
しɺ͕ڙࢠSDGsを学Ϳҙٛを఻ る͑ɻ

しͦてɺελンプラリーにΑってɺ֤ ઃࢪ
のSDGsを学ͼɺָ しさɺୡ੒ײをײじ
な ら͕旅行ͰきるΑ͏ ෉をしたɻ޻

һڭಋࢦ
石෵ॱ໵ઌ生
からのコメント

「αελϏ」͸ɺコンηプトの໌֬さͱόランεͰ優ΕていたɻSDGsに௚結する「αεテφブ
ル」にՃ͑ɺ旅行ઌのັྗͱして「日本一」ɺ「ײޒ」΋コンηプトにਾ͑ておりɺָ しさͱSDGs
ମݧのόランε͕ૉ晴らしかったɻSカレͰのݧܦをब活ɺকདྷの࢓事に活かしてほしいɻ

SDGsにݙߩする旅行商品

/ */& 0, 30$,ʤαελϏʥ
京都産業大学ɹ্ݩ࿱ゼミ/Տଜߓɺ๺川ਸ਼樹ɺ大௡ӯ༞

ඒೱՃໜの๛かなळの自વͱ
じる一ധೋ日ײを࢙ྺ

͕ࢢつのSDGs未དྷ都ࡾに͸ݝෞذ
り͋ɺͦ の一つͰ͋るඒೱՃໜࢢをϐッ

クアップしたɻ長良川΍ඈଭߴ山͸ݝ
֎のਓからの஌໊౓΋ൺֱతߴくɺ自
વ๛かなذෞݝをௐ΂ていくதͰɺඒ
ೱՃໜのൿΊたັྗをɺ旅行を௨して
఻͑たいͱࢥいɺエリアにઃ 定したɻ࠷
ۙのڙࢠ͸εマϗ΍ήームػに৮Εる
会͕多くなっているたΊɺ自વͱจ化ػ
をମײͰきる旅行ɻまたɺ࢓事Ͱ多๩な
ຖ日をૹる਌ޚさんたちにɺ自વの༊し
Ͱɺ৺਎をリϑレッシϡͰきるΑ͏ なプラン
にઃ定したɻ

߹たち͸ɺSDGsͱ旅行商品を૊Έࢲ
Θせるͱい͏ ڭいߴ఺からɺ「��࣭の؍
ҭをΈんなに」「1��཮の๛かさ΋कΖ
」͏を旅行に૊Έࠐ΋͏ ͱߟ た͑ɻͦ の結

果旅行の行ઌ͸๛かな自વͱจ化を
学΂るεϙット͕ 多いذෞݝඒೱՃໜ
ߟ良いͱ͕ࢢ た͑ɻλーήットに͸ɺඒೱ
Ճໜࢢのັྗを活かせるڙࢠʢ༮ஓ
Ԃʙখ学生ʣ࿈ΕのՈ଒にઃ定したɻ

たち͸ɺ࣮ࢲ に行ったࢢඒೱՃໜࡍ
こͱ͕なくࢿྉをݟた͚ͩͰ͸ඒೱ
Ճໜࢢのັྗ͕イメージし難くいた
Ίݱ ஍ ௐ ࠪにΉかったɻඒ ೱ Ճ ໜ
会Ͱ࿩をฉきおすすΊのڠޫ؍ࢢ
ઃ΁行きɺਗ਼ྲྀཬ山ެԂ΍Ϡマࢪ
βキマβック޻৔を࡯ࢹしたࡍ自વ
͕๛かな৔ ॴ͚ͩͰ͸なくจ 化΍
ٕज़を学΂るこͱを஌ったɻ

λーήット͸「ڙࢠʢ༮ஓԂʙখ学
生ʣ࿈ΕのՈ଒」Ͱ͸͋った͕ɺた
ͩ৔ॴを๚Εる͚ͩの୶നな旅行
Ͱ͸なくɺསङり΍モノͮ くりମݧなͲ
ຯをҾく಺༰を৺ֻ͚たɻڵのڙࢠ
またɺඒೱՃໜの஌໊౓アップͱا
業にͱってχッチな৔ॴを旅行商品
ͱしてചりग़せる྆ऀにメリットの͋
る旅行商品を͑ߟたɻ

һڭಋࢦ
࿱ઌ生ݩ্
からのコメント

धཁޫ؍をཋͼるこͱのない֗にண໨しɺSDGsにؔ࿈෇͚てޫ٭ͱい͏఺Ͱ͸͋まりޫ؍
を૑ൃしΑ͏ ͱしたऔり૊Έ͸ධՁͰきるɻしかしプランͱしてのັྗ΍SDGsにؔする学ͼ
について͸΋͏ 1าͰ り͋ɺ࣮ じらΕたɻײなるࠜճし͕ඞཁͰ͋るͱߋのたΊのݱ

SDGsにݙߩする旅行商品

ゼミɹ日本旅行チームʤඒೱՃໜにօか΋ʙんʥݩ্
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からのコメント

धཁޫ؍をཋͼるこͱのない֗にண໨しɺSDGsにؔ࿈෇͚てޫ٭ͱい͏఺Ͱ͸͋まりޫ؍
を૑ൃしΑ͏ ͱしたऔり૊Έ͸ධՁͰきるɻしかしプランͱしてのັྗ΍SDGsにؔする学ͼ
について͸΋͏ 1าͰ り͋ɺ࣮ じらΕたɻײなるࠜճし͕ඞཁͰ͋るͱߋのたΊのݱ

SDGsにݙߩする旅行商品

ゼミɹ日本旅行チームʤඒೱՃໜにօか΋ʙんʥݩ্



1 ࡯؍� Observation 2 ࡞品੍࡞ࢼ� Prototyping 3 �ൢചଅਐ Promotion

St u d en t  In n o v at i o n  Co l l e g e  2 0 2 1 St u d en t  In n o v at i o n  Co l l e g e  2 0 2 184 85

1 ࡯؍� Observation 2 ࡞品੍࡞ࢼ� Prototyping 3 �ൢചଅਐ Promotion

ɺখ഼優ేɺધӽਔࢤ大学ɹኍ田ষޫゼミ/্野ਔـۙ

ջかしいにҲΕたͻͱ࣌をఏڙ
したい

大ࡕग़਎の20୅学生͕ɺখ学ߍのࠒ
の修学旅行ઌに΋͏ 一౓๚ΕるこͱにΑ
りɺջかしいͱい͏ײ৘ͱڞに旅行をָ
しんͰ΋らお ͱ͏い͏旅行商品Ͱ͋るɻこ
の旅行͸ɺࣸ ルンͰすͱい カ͏メラを࣋ち
าくこͱにΑりɺ旅ޙにࡱӨしたࣸਅをݟ
ฦしたࡍのջかしさを૿ Ճさせɺ෇ Ճ
Ձ஋をつ͚るこͱ͕ ͰきるɻSDGsの؍఺
Ͱ͸ɺ஍ 産 ஍ ফをҙ ࣝしɺࡾ ॏ ならݝ
Ͱ͸の৯事にこͩΘった͝൧ͲこΖをఏ
ҊɻまたɺௗӋਫ଒ؗͰ生き෺ͱ৮Ε߹
こ͏ͱにΑりɺਓؒͱのڞଘするたΊの大

੾さを学Ϳこͱ͕Ͱきるɻまさに大学生の
修学旅行のΑ͏ な旅行商品Ͱ͋るɻ

この旅 行͸ϖルιφにରしてのイン
λϏϡーを௨しɺջかしさͱい͏キー
ϫーυをಋきग़したɻͦ こからɺϖルι
φ͸ջかしい৔ॴに΋͏ 一౓いくこͱ
Ͱɺ౰࣌のײ ৘をࢥいग़すͱい こ͏
ͱを行っているこͱをൃݟɻͦ してɺ旅
行商品ͱջかしいをֻ͚߹Θせるた
Ίɺ修学旅行ͱい テ͏ーマͰ੍࡞す
るこͱͱなったɻ

大ࡕのখ学ߍ修学旅行ઌ͸ɺࡾॏ
΋多いͱい͏࠷͕ݝ 結果͕得らΕたこ
ͱからɺ旅行ઌをࡾॏݝにઃ定ɻͦ し
てɺ大ࡕのখ学ߍの修学旅行ઌに
બ定さΕているௗӋਫ଒ؗ΍ҏ੎
神宮ɺࢤຎεϖインଜͱɺখ学ߍのࠒ
のモσルコーεͱほ΅ಉじ行きઌをઃ
定するこͱͰɺશһ͕ջかしいͱい͏
৘になΕるΑ͏ײ 旅行ઌをઃ定したɻ

ൢചଅਐͰ͸S/Sを活༻しɺ商品の
ೝ஌౓を্ る͛こͱをߟ た͑ɻ特にインε
λグラムͰ͸ɺϋッシϡλグを༻いるこͱ
Ͱɺ多くのएऀにಧくΑ͏ な޻෉を行͏
ඞཁ͕͋るɻͦこͰɺこの商品のテーマ
Ͱ͋る「エモ旅」΍ɺ「大学生の修学
旅行」なͲのϋッシϡλグͰ౤ߘするこ
ͱͰɺ٬ސɺا業૒ํにͱって৘ใऩ
ूし΍すいڥ؀ くͮり͕ 行 る͑ͱߟ た͑ɻ

һڭಋࢦ
ኍ田ষޫઌ生
からのコメント

খ学ߍの修学旅行のମݧを活༻して大学生͕ջかしい記Աのऔり໭しつつ৽たなମݧ
を૑଄するεトーリー͕৽しいɻ৽たなମݧを૑଄するたΊɺインελントカメラを活༻するな
Ͳのアイσア͕Ϣχークɻ

SDGsにݙߩする旅行商品

旅͑ ΋んʤࢥいग़をࡱり௚ͦ ͏͋の࣌のエモい旅İĵࡾॏʥ
神戸大学ɹ宮尾学ゼミ/ҏ藤圭ܙɺ石ݟ優ɺ෋田جᏻ

ҥ৯ॅを௨してSDGsを「自分
のこͱ」ͱしてଊ る͑

「ҥ৯ॅの旅」͸日ৗ生活にඞཁなҥ
৯ॅを旅を௨してײじるこͱͰɺSDGsを
Αり਎ۙにଊ ら͑Εる商品Ͱ͋るɻ
৔ॴ͸京都෎๺෦஍ҬͰɺここ͸ւͱ
཮にғまΕているたΊ೶産෺ͱਫ産෺
にܙまΕておりɺւͱ཮の৯をָしΉこͱ
͕Ͱきるɻさらに୮ޙちりΊんͱݺ͹Εる
৫෺΍ҏࠜのस屋͸༗໊Ͱݜ り͋ɺҥ
৯ॅをײじるに͸࠷దな৔ॴͰ͋るɻま
たɺ宮௡ࢢ͸SDGsਪਐ本෦΍SDGs
஍ҬプラットϑΥームのઃஔをしておりɺ
SDGs΁のऔり૊Έ͕੝んͰ͋るɻこのΑ
に͏「ҥ৯ॅの旅」͸ָしΈな͕ら学΂

る旅行商品ͱなっているɻ

SDGsのೝ஌౓͸ߴまっている͕ ɺ行ಈ
にҠせていないਓ͕多いこͱ͕ Θかった
たΊɺ旅行をָしΈつつಉ࣌にSDGs
についてߟ ら͑Εるプランを࡞ったɻλー
ήット͸খ学ߍ�ʙ�೥生のࢠを࣋つ
Ո଒にしたɻこの೥ྸ͸SDGsୡ੒໨
ඪͰ る͋2030೥に大ਓになるকདྷをݟ
ਾ て͑のこͱͰ り͋ɺこの旅を௨して਌ࢠ
のឺをਂΊて΋ら͏ たΊͰ る͋ɻ

1 ౓自分たちͰܭ ըを立ててから3
ਓͰԼݟを行ったɻ࣮ にͦの஍Ҭࡍ
のง ғ じɺ৯ײをؾ 事をするなͲɺ
ݱ ஍に行かないͱͰきないこͱをॏ
してճったɻͦࢹ の౰日に宮௡ڥ؀
ϑΣεティόル͕行っていたたΊɺͦ
ΕにࢀՃしӡӦのํから࿩をฉくこ
ͱ͕ Ͱきたɻ

୯にS/Sを使ったプϩモーシϣンͰ
͸商品の良さ͕޿まらないたΊɺࢠ
࿈ΕՈ଒の฼਌にয఺をおいてプ
ϩモーシϣンを͑ߟたɻۙ ೥ɺ旅行の
多いこ͕޲܏ըを฼਌͕立てるܭ
ͱͱɺ2 0 ୅から3 0 ୅のঁ 性のS / S
使༻཰͕ߴいこͱからɺ฼਌たちのリ
αーチ΍クチコミにڹくΑ͏ なプϩモー
シϣンを行͏ඞཁ͕͋るͱײじたɻ

һڭಋࢦ
宮尾学ઌ生
からのコメント

ळカンͰൃදしたɺ「ҥ৯ॅの旅」ͱい コ͏ンηプト͸ߴくධՁして΋らった͕ɺͦ のޙの٧
Ί͕े分Ͱ͸なかったɻコϩφՒͰे分なݱ஍͕࡯ࢹͰきなかったの͸௧かった͕ɺͦ Ε
Ͱ΋ɺ΋͏ গしؒ࣌をׂいてݱ஍のັྗを఻ る͑プランを࿅り্͛たかったɻ

SDGsにݙߩする旅行商品

#& ,0#&ʤҥ৯ॅの旅ʥ
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ۨᖒ大学ɹੁ野佐৫ゼミ/ྛ໏ݡɺఱ野ढ़ɺ町田優ҥɺ佐藤ਅҥ

෮ࢧڵԉ ʷ グルメʷ SDGs

8JOʵ8JO;くしま旅行͸h ෮ࢧڵԉ・
グルメ・SDGs のɦ3つをபͱした旅行プ
ランͰ͋るɻ౦日本 大 ਒ において෱ࡂ
ౡݝに未ͩ࢒る෩ධඃ֐のཧ解をਂ
Ίな͕らɺプランを௨してSDGsに΋ݙߩ
Ͱきる旅行をߟҊしたɻまたグルメプラン
にするこͱͰɺ学生΋ָしΈな͕らݙߩͰ
きるલ きな旅޲ 行になるΑ͏ ৺͕͚たɻ
旅行ऀ͸෱ౡの自વ・グルメに৺΋਎
ମ΋ຬたさΕɺ෱ౡݝ͸෱ౡの良さを
஌って΋ら͑ るɺまさに8JOʵ8JOな旅を
ಧ ら͚ΕるΑ͏ ౒Ίたɻ

アンケートௐࠪから社会ਓΑり学生
に旅 行χーズ͕͋りɺ学 生͸「グル
メɺԹઘɺ自વ」を旅行にٻΊている
こͱ͕分かったɻͦ こから自વ๛かな
৔ ॴͰ͋り今΋෩ ධ ඃ る෱࢒͕֐
ౡݝに஫໨しɺ「෮ڵʷSDGs グ̫ル
メ」を͛ܝ෱ ౡ のັྗ͕Sݝ D G s
のࢹ఺͚ͩͰ͸なく෮ڵのࢹ఺から
΋఻ΘるΑ͏ に౒Ίたɻ

෱ౡݝͱい͑͹ɺ೶産෺΍おถなͲ
のイメージ͕͋る͕ɺ࣮ に๚Εるͱࡍ
さらに๛෋な自વ΍グルメ͕ たくさん
͋るɻモσルプラン͸ͦの自વの๛か
さ͕఻ΘるΑ͏ ઱΍かなߚ༿のഎܠ
をしたɻまたモσルプランをݟてす͙
行きたいͱい ϫ͏クϫクײをग़すたΊ
にɺ会௡のޫ؍εϙットのࣸਅをたく
さんऔりೖΕたɻ

たちのൢചଅਐͱして͸2つ͋るɻࢲ
1つ͸ɺS / S ޿ ࠂ ɻ2つ໨͕ɺキϟン
ϖーンを௨して旅行を޿Ίるͱい͏2
つͰ͋るɻS/S͸ɺλーήットͰ͋る
学生の利༻཰͕ߴいɻキϟンϖーン
͸ɺϋッシϡλグͱ旅 行のࣸ ਅを౤
਺にΑってインηンߘɻ౤ͩܗするߘ
ティブを༩͑ていくΑ͏ な಺༰になっ
ているɻ

һڭಋࢦ
ੁ野佐৫ઌ生
からのコメント

൴らの൝͸෩ධඃ֐を๊͑ る෱ౡݝ会௡΁のツアーఏҊͰ っ͋たɻࢲ自਎͕෱ౡݝग़਎ͱい͏ こͱ΋
り͋ɺ൴ら͕ ๚໰ઌͱして෱ౡをબ୒したこͱ͸خしくײじたɻاըプϩηεのதͰ෱ౡݝの֤छޫ؍

課΁アϙをऔりɺ༷ ʑなํʑから課題΍఻͑ たいこͱをฉきऔりしな͕ らఏҊをまͱΊていたɻ෩ධඃ֐を
解決するͱい͏ ɺ解決す΂き大きな社会課題にऔり૊んͩ ൴らを大มތりにࢥっているɻ

SDGsにݙߩする旅行商品

2021೥౓ۨᖒ大学ੁ野ゼミĚċĎĺ旅行൝ʤࢲたち΋�෱ౡ΋�Ğİĵɻ ľİĵ;くしま旅行�ʥ
ɺ෱本խ大޺ڡլ大学ɹ山Լ༔ゼミ/杉本੟໊ɺ吉田࣎

2030೥に੒ਓするੈ୅にɺ৮Ε
߹いを௨してSDGsをײじてほしい

SDGsにྗをೖΕる和歌山ݝͰɺ৮Ε
߹いମݧを௨したSDGsをײじらΕる旅
行商品を開ൃしたɻ本商品͸SDGs͕
2030೥にୡ੒する໨ඪͰ͋るこͱからɺ
ͦの೥に੒ ਓするੈ ୅を໨ඪ ୡ ੒ ੈ
୅ͱ໊෇͚ɺ൴ら൴ঁらにয఺を౰てて
Ҋしたɻ֤ߟ εϙットのྗڠの΋ͱ「ָし
Έな͕らSDGsを学Ϳ」「ؒ࣌のྲྀΕͱ
じて΋ら͏ײにSDGsをڞ 」こͱ͕Ͱきる
特య΋༻ҙしたɻ๛෋なݯࢿޫ؍ɺ未
དྷにつな͙ ਓのࢥい͕٧まった和歌山
をしていݧͰ一生に一౓のૉఢなମݝ
た͚ͩる旅行プランͰ͋るɻ

Ո ଒ 旅 行を͑ߟるอ ޢ ऀのதにɺ
「ͰきるこͱならڙࢠにSDGsを学ん
Ͱ΋らいたい」ͱ͑ߟている૚͕いるこ
ͱ͕ωットௐ ࠪͰΘかったɻまたɺ࣮
٬͕৯΂ސに֤εϙットを๚໰しɺࡍ
るͱ༧૝さΕるྉཧなͲ΋࣮ࡍに৯
事を行ったɻࣈ໘΍ࣸਅ͚ͩͰ͸Θ
からなかった֤εϙットのັྗ͕分か
りɺ࡞ࢼ品製࡞のώントを得たɻ

旅行商品の開ൃに౰たりɺメンόー
શһͰ֤εϙット΁ෝいたɻͦしてɺ和
歌山ޫ؍ݝ࿈ໍのํʑͱٞڠを行
いɺツアープランの修ਖ਼を行ったɻݱ
஍ௐࠪをܦてɺࢲୡ͸和歌山ݝの؍
ޫのັྗを஌りɺͦ のશてを఻ ら͑Εる
Α͏ を行ったɻͦ࡞੍ のޙɺ࣮ に本ࡍ
学ۙลにॅんͰいるখ学生のอऀޢ
をର৅ͱしてアンケートௐࠪをॏͶたɻ

和歌山ݝ಺ࢴのΘか΍ま৽ใ༷ɺل
ҏຽใ༷の2社からऔࡐをいた くͩこ
ͱ͕決定したɻݝ಺ࢴをબ୒したཧ
༝͸3つ͋るɻ1つ໨͸和歌山͕ݝ和
歌山ࢢޫ؍৔の3ׂを઎Ίているこ
ͱɻ2つ໨͸λーήットの多く͕ ৽ฉ΍
XFCαイトを旅行の৘ใݯにしている
こͱɻ3つ໨͸ࢲたちのプランを௨して
಺メσィアを੝り্͛るたΊͩɻݝ

һڭಋࢦ
山Լ༔ઌ生
からのコメント

「உ3ਓͰঁࢠ旅を͑ߟる」ͱい͏ແ๳ͱ΋͑ࢥる௅戦から࢝まったたΊඇৗに৺഑した
͕ɺ結果తに͸今೥౓のゼミのதͰ࠷΋ਫ਼ྗతに活ಈしていたチームͱなったɻ2030೥
に੒ਓするੈ୅にλーήットをม͑たこͱͰɺコンηプト͕ ໌֬化したの͸良かったɻ

SDGsにݙߩする旅行商品

ᰤࢠʤ͋にま΋るかͧく旅ʥ
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ۨᖒ大学ɹੁ野佐৫ゼミ/ྛ໏ݡɺఱ野ढ़ɺ町田優ҥɺ佐藤ਅҥ
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アンケートௐࠪから社会ਓΑり学生
に旅 行χーズ͕͋りɺ学 生͸「グル
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さらに๛෋な自વ΍グルメ͕ たくさん
͋るɻモσルプラン͸ͦの自વの๛か
さ͕఻ΘるΑ͏ ઱΍かなߚ༿のഎܠ
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ているɻ
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専修大学ɹ奥瀬喜之ゼミ/佐ʑ໦ਅาɺখ᝷結Ֆɺஉ神Ѫ

マイόッグ旅

# - 6 & ' - " Gをऔ 得したए ڱ 和 田
Ϗ ー チの͋る෱ 井 ݝ ྮ 南 Ͱ 行͏ঁ
ࢠ 旅 ɻ৯΍土 産 ɺ؍ ޫεϙットに「 ࣸ
ਅ ө͑」΍「 可 Ѫさ」をҙ ࣝしているɻ
マイόッグを࣋って旅 行をするこͱͰ
SDGs1�「ւの๛かさをकΖ͏ 」にݙߩ
するプランɻマイόッグをޫ؍εϙットに
ఏࣔするͱプレゼント΍ׂҾ͕受͚らΕ
るɻ෱井ݝのޫ؍໘の課題͕ɺ本プラ
ンを利༻するこͱͰ解決ͰきるΑ͏ になっ
ているɻঁ ࢠ 旅ʷS D G sʷ෱ 井 の課ݝ
題解決ͱい 3͏つのテーマを૊Έ߹Θせ
た旅行Ͱ͋るɻ

たちのλーήットͰ͋るಇく20ʵ30ࢲ
୅ঁ性の「ؾ分స׵になる旅行」Ͱ
かつ「SDGsにݙߩする旅行」をߟ
͑ɺڥ؀ࡍࠃೝূ#-6&'-"Gを
औ得したಁ໌౓ൈ܈のϏーチͰ旅
行Ͱきる෱井ݝをબんͩɻړ業࠶生
のたΊに࡞らΕた࿩題のマーケット
Ͱɺ஍ݩのւのܙΈを௖くなͲɺָ し
くSDGsにݙߩする旅行をҙࣝしたɻ

モσルプラン࡞ ੒に͋たりɺ࣮ にࡍ
෱井ݝを๚Εたɻݱ஍のํʑにɺ行
ఔද΍コンηプト͕ 記ࡌさΕたاը
ॻをݟて௖きɺ࣮ ΍コؒ࣌のҠಈࡍ
ンηプトに߹͏ޫ؍஍をݕ౼して௖
いたɻこのこͱ͕ɺΑり࣮ݱతͰɺັ ྗ
తなモσルプランの࡞੒につな͕っ
たɻマイόッグ特యに΋ྗڠして௖い
たɻ

ઌ行ௐࠪにΑΕ͹ɺλーήットͰ͋る
20ʵ30୅ঁ性͕S/Sを৴པするメ
σィアにબんͰいるこͱからɺ旅行΍
SDGsをൃ৴するインελグラムアカ
΢ントにプϩモーシϣンྗڠのおئい
を行ったɻ結果ͱしてɺ�つのアカ΢ン
トΑりプϩモーシϣンڐ 可を௖きɺ໿
1�ສਓほͲのリーチをૂ こ͏ͱ͕Ͱき
たɻ

һڭಋࢦ
奥瀬喜之ઌ生
からのコメント

たͩ୯に旅行プランをఏҊするのͰ͸なくɺマイόッグをࢀ࣋すΕ͹特యを受͚らΕるͱい
ア͏イσィア͕Ϣχークな఺ɻプランͱ૬まってɺコンηプト͕ Αり໌֬なاըఏҊになったͱ

෉͕΋っͱ͋޻Ͱきるײを࣮ݙߩՃऀ͕SDGs΁のࢀɻ旅行͏ࢥ って΋Αかったɻ

SDGsにݙߩする旅行商品

+ʢジϡールʣʤマイόッグ旅ʥ
ᔹ঑ؠՖɺ޷川ྏਓɺ田ଜݹ/ゼミٱ大学ɹ佐藤හࡁܦ࡚ߴ

খ学生のࢠͲ΋たち͕自༝ڀݚ

༿にͰきる自વ旅͸ɺখ学生にͱってݴ
ඇ日ৗ తͰ૖ 大な自વのதͰ༷ʑな
ମ をしɺ஌ݧ ࣝ・ཧ 解をਂΊさせるこͱ
Ͱɺ൴らの੒長をଅしていく旅行プラン
Ͱ͋るɻまたɺࢠͲ΋たちの自༝ڀݚを旅
行のதͰ׬結させるこͱ͕Ͱきるɻ1日໨
͸ɺ利ࠜ川ྲྀҬͰのラϑティングをத৺
にɺ川のݥة౓・ڠௐ性・生෺について
学Ϳɻ2日໨͸ɺたくΈのཬͰの΋の くͮり
ମݧ΍Ԑ山Ͱの10N໦ొりを௨じてɺ
自વの産෺についてのཧ解をਂΊるɻさ
らにɺಠ自に࡞੒したϑΥーマットにΑりɺ
Ͳ΋たちの学शҙཉのఈ্͛ͱཧ解ࢠ
౓アップをਤるɻ

まͣɺ旅行に୭ͱ行くのかͱい͏ௐࠪ
からɺՈ଒ͱ旅行に行くߴ͕޲܏い
こͱ͕分かったɻまたɺ旅行にいつ行
くのかͱい͏ௐ ࠪからɺՆ Έの旅ٳ
行 ध ཁ͕ඇ ৗにߴいこͱ͕分かっ
たɻここからɺࢲたち͸ՆٳΈから大
ྔの॓題を࿈૝しɺ旅行ͱ自༝ڀݚ
の྆立を࣮ݱする旅行プランを࡞り
たいͱ͑ߟたɻ

ީิ஍をݕ౼した結果ɺSDGs΍自વ
の๛かさɺアクティϏティの๛෋さの؍
఺から܈അݝΈなかΈ町を旅行஍ͱ
するこͱにしたɻまたɺΈなかΈ町に͋る
༷ʑなアクティϏティのதͰ΋ɺ旅ҭを
ॏࢹしたラϑティング・΋の くͮり・10N
をબ୒したɻ旅ݧ໦ొりの3つのମڃ
行会社のํʑの͝ ڠ ΋ྗ͋ りɺΑり૖大
なମݧ಺༰の࣮ݱに੒ޭしたɻ

旅行৘ใαイト΍ラジΦہɺ৽ฉ社
なͲ多ํ໘にプϩモーシϣンྗڠを
おئいしたɻまたɺࢠͲ΋たち͕ॻき
্͛た自༝ڀݚϑΥーマットを旅行
会社΍஍ํެڞ団ମのϗームϖー
ジなͲにࡌܝしていたͩくこͱにΑりɺ
プϩモーシϣンͱݝ΍町の13の྆立
΋ࢹ野にೖΕていたɻ

һڭಋࢦ
佐藤හٱઌ生
からのコメント

を௨してɺݧΈなかΈ町をબ定しɺ「旅ҭ」をテーマにɺখ学生に自વのதͰのମݝഅ܈
SDGsの自༝ڀݚにऔり૊んͰ΋ら͏ の͋る旅行プラֻ͚࢓ଓ性をҙࣝしたܧըͰ͋るɻا
ンɺ࣮ 行ྗ͋る業ऀͱのަবɺൢ ചଅਐのख਺なͲू٬ྗ͕ り͋ɺ࣮ 可ೳなプランͰ͋るɻݱ

SDGsにݙߩする旅行商品

まんじΎ͏ ͩるまʤݴ༿にͰきる自વ旅ʥ
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専修大学ɹ奥瀬喜之ゼミ/佐ʑ໦ਅาɺখ᝷結Ֆɺஉ神Ѫ

マイόッグ旅

# - 6 & ' - " Gをऔ 得したए ڱ 和 田
Ϗ ー チの͋る෱ 井 ݝ ྮ 南 Ͱ 行͏ঁ
ࢠ 旅 ɻ৯΍土 産 ɺ؍ ޫεϙットに「 ࣸ
ਅ ө͑」΍「 可 Ѫさ」をҙ ࣝしているɻ
マイόッグを࣋って旅 行をするこͱͰ
SDGs1�「ւの๛かさをकΖ͏ 」にݙߩ
するプランɻマイόッグをޫ؍εϙットに
ఏࣔするͱプレゼント΍ׂҾ͕受͚らΕ
るɻ෱井ݝのޫ؍໘の課題͕ɺ本プラ
ンを利༻するこͱͰ解決ͰきるΑ͏ になっ
ているɻঁ ࢠ 旅ʷS D G sʷ෱ 井 の課ݝ
題解決ͱい 3͏つのテーマを૊Έ߹Θせ
た旅行Ͱ͋るɻ

たちのλーήットͰ͋るಇく20ʵ30ࢲ
୅ঁ性の「ؾ分స׵になる旅行」Ͱ
かつ「SDGsにݙߩする旅行」をߟ
͑ɺڥ؀ࡍࠃೝূ#-6&'-"Gを
औ得したಁ໌౓ൈ܈のϏーチͰ旅
行Ͱきる෱井ݝをબんͩɻړ業࠶生
のたΊに࡞らΕた࿩題のマーケット
Ͱɺ஍ݩのւのܙΈを௖くなͲɺָ し
くSDGsにݙߩする旅行をҙࣝしたɻ

モσルプラン࡞ ੒に͋たりɺ࣮ にࡍ
෱井ݝを๚Εたɻݱ஍のํʑにɺ行
ఔද΍コンηプト͕ 記ࡌさΕたاը
ॻをݟて௖きɺ࣮ ΍コؒ࣌のҠಈࡍ
ンηプトに߹͏ޫ؍஍をݕ౼して௖
いたɻこのこͱ͕ɺΑり࣮ݱతͰɺັ ྗ
తなモσルプランの࡞੒につな͕っ
たɻマイόッグ特యに΋ྗڠして௖い
たɻ

ઌ行ௐࠪにΑΕ͹ɺλーήットͰ͋る
20ʵ30୅ঁ性͕S/Sを৴པするメ
σィアにબんͰいるこͱからɺ旅行΍
SDGsをൃ৴するインελグラムアカ
΢ントにプϩモーシϣンྗڠのおئい
を行ったɻ結果ͱしてɺ�つのアカ΢ン
トΑりプϩモーシϣンڐ 可を௖きɺ໿
1�ສਓほͲのリーチをૂ こ͏ͱ͕Ͱき
たɻ

һڭಋࢦ
奥瀬喜之ઌ生
からのコメント

たͩ୯に旅行プランをఏҊするのͰ͸なくɺマイόッグをࢀ࣋すΕ͹特యを受͚らΕるͱい
ア͏イσィア͕Ϣχークな఺ɻプランͱ૬まってɺコンηプト͕ Αり໌֬なاըఏҊになったͱ

෉͕΋っͱ͋޻Ͱきるײを࣮ݙߩՃऀ͕SDGs΁のࢀɻ旅行͏ࢥ って΋Αかったɻ

SDGsにݙߩする旅行商品

+ʢジϡールʣʤマイόッグ旅ʥ
ᔹ঑ؠՖɺ޷川ྏਓɺ田ଜݹ/ゼミٱ大学ɹ佐藤හࡁܦ࡚ߴ

খ学生のࢠͲ΋たち͕自༝ڀݚ

༿にͰきる自વ旅͸ɺখ学生にͱってݴ
ඇ日ৗ తͰ૖ 大な自વのதͰ༷ʑな
ମ をしɺ஌ݧ ࣝ・ཧ 解をਂΊさせるこͱ
Ͱɺ൴らの੒長をଅしていく旅行プラン
Ͱ͋るɻまたɺࢠͲ΋たちの自༝ڀݚを旅
行のதͰ׬結させるこͱ͕Ͱきるɻ1日໨
͸ɺ利ࠜ川ྲྀҬͰのラϑティングをத৺
にɺ川のݥة౓・ڠௐ性・生෺について
学Ϳɻ2日໨͸ɺたくΈのཬͰの΋の くͮり
ମݧ΍Ԑ山Ͱの10N໦ొりを௨じてɺ
自વの産෺についてのཧ解をਂΊるɻさ
らにɺಠ自に࡞੒したϑΥーマットにΑりɺ
Ͳ΋たちの学शҙཉのఈ্͛ͱཧ解ࢠ
౓アップをਤるɻ

まͣɺ旅行に୭ͱ行くのかͱい͏ௐࠪ
からɺՈ଒ͱ旅行に行くߴ͕޲܏い
こͱ͕分かったɻまたɺ旅行にいつ行
くのかͱい͏ௐ ࠪからɺՆ Έの旅ٳ
行 ध ཁ͕ඇ ৗにߴいこͱ͕分かっ
たɻここからɺࢲたち͸ՆٳΈから大
ྔの॓題を࿈૝しɺ旅行ͱ自༝ڀݚ
の྆立を࣮ݱする旅行プランを࡞り
たいͱ͑ߟたɻ

ީิ஍をݕ౼した結果ɺSDGs΍自વ
の๛かさɺアクティϏティの๛෋さの؍
఺から܈അݝΈなかΈ町を旅行஍ͱ
するこͱにしたɻまたɺΈなかΈ町に͋る
༷ʑなアクティϏティのதͰ΋ɺ旅ҭを
ॏࢹしたラϑティング・΋の くͮり・10N
をબ୒したɻ旅ݧ໦ొりの3つのମڃ
行会社のํʑの͝ ڠ ΋ྗ͋ りɺΑり૖大
なମݧ಺༰の࣮ݱに੒ޭしたɻ

旅行৘ใαイト΍ラジΦہɺ৽ฉ社
なͲ多ํ໘にプϩモーシϣンྗڠを
おئいしたɻまたɺࢠͲ΋たち͕ॻき
্͛た自༝ڀݚϑΥーマットを旅行
会社΍஍ํެڞ団ମのϗームϖー
ジなͲにࡌܝしていたͩくこͱにΑりɺ
プϩモーシϣンͱݝ΍町の13の྆立
΋ࢹ野にೖΕていたɻ

һڭಋࢦ
佐藤හٱઌ生
からのコメント

を௨してɺݧΈなかΈ町をબ定しɺ「旅ҭ」をテーマにɺখ学生に自વのதͰのମݝഅ܈
SDGsの自༝ڀݚにऔり૊んͰ΋ら͏ の͋る旅行プラֻ͚࢓ଓ性をҙࣝしたܧըͰ͋るɻا
ンɺ࣮ 行ྗ͋る業ऀͱのަবɺൢ ചଅਐのख਺なͲू٬ྗ͕ り͋ɺ࣮ 可ೳなプランͰ͋るɻݱ

SDGsにݙߩする旅行商品

まんじΎ͏ ͩるまʤݴ༿にͰきる自વ旅ʥ
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ಉࢤ社大学ɹ෌田݈司ゼミ/஛एਸ਼وɺ࿬୩าՖɺӬ野ᣦࢠ

SDGsを஌りɺ໨ඪୡ੒に͚޲
た฻らしのώントを得る旅行

「΋んͲりړ」ͱい͏ւͱڞに͋る఻౷త
な॥؀型のҏࠜ町Ͱのॅຽの฻らしを
ମ しɺ旅ײ 行தશての৯ 事Ͱ஍ 産 ஍
ফにऔり૊ΉこͱͰSDGsを࣮ફするた
Ίの฻らしのώントを得て΋ら͏ こͱを໨ඪ
ͱするɻシχアঁࢠ͸ɺ学ߍ΍会社なͲ
SDGsについて学Ϳػ会͕なかったた
Ίɺ஌らないํ͕多いの͕ݱঢ়Ͱ͋るɻ
ͦんなシχアঁ にڞに΋ւのັྗͱࢠ
ԿؾないSDGsのऔり૊Έを஌りɺ͑ߟ
るきっか͚にɺͦ して旅行ޙ΋ੵۃతに
ؔ৺を࣋って΋らいɺ「1�番 パートφー
シップͰ໨ඪをୡ੒しΑ͏ 」にݙߩするɻ

パッケージ商品Ͱのख഑͕多い�0
୅ঁ性10ਓにインλϏϡーௐࠪを行
いɺ旅行にお͚るχーズを೺Ѳしたɻ
キーϫーυͱして「のんͼりۙ৔Ͱ」
「༑ୡͱおしΌ΂り」「ඒຯしい৯΂
෺」「Թઘ」「ඒしいܠ৭」ͱいった
΋の͕͛ڍらΕɺλーήットを�0୅の
シχアঁࢠグループにઃ定しɺプラ
ンを͑ߟたɻ

ҏࠜ町を๚໰しɺڠޫ؍会のํにお
࿩を࢕いな͕ら࡞ࢼの行ఔͰ旅行を
したɻͦこͰɺ「΋んͲりړ」ͱい͏ ॥؀型
の฻らしを఻౷తに行っているこͱを஌
りɺSDGsの໨ඪ1�「ւの๛かさをक
Ζ͏ 」を࣮ײして΋ら͑ るΑ͏ なطଘのツ
アーにアレンジをՃ͑た「ҏࠜ町 日̫
本旅行ʷಉࢤ社大学 コラϘݶ定ツ
アー まる͝ ͱҏࠜମݧ」を͑ߟたɻ

インλϏϡーΑり得らΕたシχアঁࢠ
の旅 行の৘ ใ にؔݯ する੠をࢀ
࣮・ࡌܝ΁のࢽにしɺ৽ฉ・৘ใߟ
ళฮ΍εーパーにパンϑレットͱϙε
λーのઃஔを行͏ɻS/Sͱいったए
೥૚͚޲のࠂ޿Ͱ͸なくɺλーήット
Ͱ͋るシχアঁ の໨にཹまり΍すࢠ
いプϩモーシϣンにするɻ

һڭಋࢦ
෌田݈司ઌ生
からのコメント

このプラン͸ɺؔ 西にॅΉにਓͰ΋͋まり஌らないҏࠜ町にয఺を౰てた఺͕໘നいɻҏࠜ
町の自વをຬ٤Ͱきるزֻ͕͚࢓つか͋るたΊɺ特に都会にॅΉਓにͱってڵຯਂいプラン
ͩɻւをݟるͱΏったりͱした࣋ؾちになΕるたΊɺ٬ސ͸シχアঁ͚ͩࢠにݶらないͩΖ͏ ɻ

SDGsにݙߩする旅行商品

ĉĖĉʤシχアঁࢠに今ͩから行ってほしい��� ւͱڞに͋ る฻らしをまる͝ ͱຯΘ͏ 旅ʥ
南山大学ɹ川๺ᚸࢠلゼミ/খ野ඒ࡙ɺࡔ本未Ӌɺౢ 田ྯ未ɺԂ田޹Ի

自分΋஍ٿ΋キレイ旅

「自分΋஍ٿ΋キレイ旅」͸ɺঁ 旅ͱしࢠ
て大ਓؾのඒ༰旅Ͱɺ৺΋਎ମ΋キレイ
になるこͱؒҧいなしの旅行プランͰ͋
るɻ和歌山ݝ༝良町ͱന඿町を໨త஍
にɺඒ ༰に良いͱݴΘΕる৯のת ೳか
らɺ「ඒਓの౬」ͱݺ͹ΕるԹઘ΍シϟ
ンプーόーをָしΊるおᔬམなϗテルɺ
さらにこの旅͚ͩのݶ定プラン੝りͩ くさ
んのツアーͰ͋るɻඒ༰旅ͱしてڵຯを
ݧちɺඒ༰を௨じて自વに৮Εたりମ࣋
を௨じたりしてɺ͚ͮؾ͹SDGsについ
てߟ ら͑Εる旅Ͱ͋るこͱをൃݟɻඒ༰
旅͚ͩͰऴΘらないɺ自分΋「஍ٿ΋」キ
レイ旅なのͰ͋るɻ

�0ਓの20୅ঁ性にௐࠪを行ったͱ
こΖɺ� ׂ Ҏ ্のਓ 「͕ ඒ ༰ 」にؔ
৺をدせているこͱにண໨ɻ「SDGs
にݙߩする旅」ͱݴΘΕて΋ڵຯを
つएऀ͕গないこͱを課題ͱしɺ今࣋
のトレンυͰ͋る「ඒ༰旅」ͱしてޙ
旅行プランを࡞੒ɻঁ 旅ͱしてൃࢠ
৴する΋ɺۙ ೥૿Ճதのඒ༰உࢠか
らのχーズ΋͋ るこͱ͕ Θかったɻ

༷「߹ಉ૊ڠ業ړߴभ日ل」 の͝
さんのΨイυをࢣړの΋ͱɺ௚઀ྗڠ
ฉきな͕らָしΊるړધクルーズ΍ɺ
アカモクのඒ༰ӷの特యを༻ҙしたɻ
「S)*3")"." ,&: 5&33"$&
)05&- S&".03&」༷ ͱ͸଍౬テ
ラεͰのேϤΨからɺόーͰのඒ༰υリ
ンクαーϏεɺ࠶利༻可ೳのアメχティ
όッグの3つのプラン特యをߟҊしたɻ

S/Sアカ΢ントを活༻しɺプランのັྗ
をλーήット໨ઢͰおಧ͚するɻまたɺ
アーンυメσィアの活༻Ͱɺ͝ いྗڠ
たͩいたا業༷のS/SͰのൃ৴を
௨じてSカレલの࣌఺Ͱ໿�000ਓに
リーチɻさらに「7MPH」を࡞੒して旅
行のັྗをಈըͰൃ৴したりɺメσィ
アऔࡐを௨したりしてɺさらに多くのํ
にこのプランをൃ৴していきたいɻ

һڭಋࢦ
川๺ᚸࢠلઌ生
からのコメント

ΈんなͰ旅行に行きɺͦ の஍ҬͰɺϗテルのਓたちɺࢣړさんたちɺ஍Ҭのωットϫークを΋
つํɺ৽ฉ記ऀのํなͲɺ多くのਓʑにग़会 こ͏ͱ͕Ͱきたɻさらにɺඒ༰を੾りޱにしな͕
ら΋ɺ஍Ҭの༷ʑな課題に΋ͮؾいたΑ͏ ͩɻこΕまͰにない͕ݧܦͰきたにҧいないɻ

SDGsにݙߩする旅行商品

Q M VN Q M BOʤ自分΋஍ٿ΋キレイ旅ʥ
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SDGsを஌りɺ໨ඪୡ੒に͚޲
た฻らしのώントを得る旅行

「΋んͲりړ」ͱい͏ւͱڞに͋る఻౷త
な॥؀型のҏࠜ町Ͱのॅຽの฻らしを
ମ しɺ旅ײ 行தશての৯ 事Ͱ஍ 産 ஍
ফにऔり૊ΉこͱͰSDGsを࣮ફするた
Ίの฻らしのώントを得て΋ら͏ こͱを໨ඪ
ͱするɻシχアঁࢠ͸ɺ学ߍ΍会社なͲ
SDGsについて学Ϳػ会͕なかったた
Ίɺ஌らないํ͕多いの͕ݱঢ়Ͱ͋るɻ
ͦんなシχアঁ にڞに΋ւのັྗͱࢠ
ԿؾないSDGsのऔり૊Έを஌りɺ͑ߟ
るきっか͚にɺͦ して旅行ޙ΋ੵۃతに
ؔ৺を࣋って΋らいɺ「1�番 パートφー
シップͰ໨ඪをୡ੒しΑ͏ 」にݙߩするɻ

パッケージ商品Ͱのख഑͕多い�0
୅ঁ性10ਓにインλϏϡーௐࠪを行
いɺ旅行にお͚るχーズを೺Ѳしたɻ
キーϫーυͱして「のんͼりۙ৔Ͱ」
「༑ୡͱおしΌ΂り」「ඒຯしい৯΂
෺」「Թઘ」「ඒしいܠ৭」ͱいった
΋の͕͛ڍらΕɺλーήットを�0୅の
シχアঁࢠグループにઃ定しɺプラ
ンを͑ߟたɻ

ҏࠜ町を๚໰しɺڠޫ؍会のํにお
࿩を࢕いな͕ら࡞ࢼの行ఔͰ旅行を
したɻͦこͰɺ「΋んͲりړ」ͱい͏ ॥؀型
の฻らしを఻౷తに行っているこͱを஌
りɺSDGsの໨ඪ1�「ւの๛かさをक
Ζ͏ 」を࣮ײして΋ら͑ るΑ͏ なطଘのツ
アーにアレンジをՃ͑た「ҏࠜ町 日̫
本旅行ʷಉࢤ社大学 コラϘݶ定ツ
アー まる͝ ͱҏࠜମݧ」を͑ߟたɻ

インλϏϡーΑり得らΕたシχアঁࢠ
の旅 行の৘ ใ にؔݯ する੠をࢀ
࣮・ࡌܝ΁のࢽにしɺ৽ฉ・৘ใߟ
ళฮ΍εーパーにパンϑレットͱϙε
λーのઃஔを行͏ɻS/Sͱいったए
೥૚͚޲のࠂ޿Ͱ͸なくɺλーήット
Ͱ͋るシχアঁ の໨にཹまり΍すࢠ
いプϩモーシϣンにするɻ

һڭಋࢦ
෌田݈司ઌ生
からのコメント

このプラン͸ɺؔ 西にॅΉにਓͰ΋͋まり஌らないҏࠜ町にয఺を౰てた఺͕໘നいɻҏࠜ
町の自વをຬ٤Ͱきるزֻ͕͚࢓つか͋るたΊɺ特に都会にॅΉਓにͱってڵຯਂいプラン
ͩɻւをݟるͱΏったりͱした࣋ؾちになΕるたΊɺ٬ސ͸シχアঁ͚ͩࢠにݶらないͩΖ͏ ɻ
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自分΋஍ٿ΋キレイ旅

「自分΋஍ٿ΋キレイ旅」͸ɺঁ 旅ͱしࢠ
て大ਓؾのඒ༰旅Ͱɺ৺΋਎ମ΋キレイ
になるこͱؒҧいなしの旅行プランͰ͋
るɻ和歌山ݝ༝良町ͱന඿町を໨త஍
にɺඒ ༰に良いͱݴΘΕる৯のת ೳか
らɺ「ඒਓの౬」ͱݺ͹ΕるԹઘ΍シϟ
ンプーόーをָしΊるおᔬམなϗテルɺ
さらにこの旅͚ͩのݶ定プラン੝りͩ くさ
んのツアーͰ͋るɻඒ༰旅ͱしてڵຯを
ݧちɺඒ༰を௨じて自વに৮Εたりମ࣋
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旅͚ͩͰऴΘらないɺ自分΋「஍ٿ΋」キ
レイ旅なのͰ͋るɻ

�0ਓの20୅ঁ性にௐࠪを行ったͱ
こΖɺ� ׂ Ҏ ্のਓ 「͕ ඒ ༰ 」にؔ
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にݙߩする旅」ͱݴΘΕて΋ڵຯを
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「S)*3")"." ,&: 5&33"$&
)05&- S&".03&」༷ ͱ͸଍౬テ
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アऔࡐを௨したりしてɺさらに多くのํ
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һڭಋࢦ
川๺ᚸࢠلઌ生
からのコメント

ΈんなͰ旅行に行きɺͦ の஍ҬͰɺϗテルのਓたちɺࢣړさんたちɺ஍Ҭのωットϫークを΋
つํɺ৽ฉ記ऀのํなͲɺ多くのਓʑにग़会 こ͏ͱ͕Ͱきたɻさらにɺඒ༰を੾りޱにしな͕
ら΋ɺ஍Ҭの༷ʑな課題に΋ͮؾいたΑ͏ ͩɻこΕまͰにない͕ݧܦͰきたにҧいないɻ

SDGsにݙߩする旅行商品

Q M VN Q M BOʤ自分΋஍ٿ΋キレイ旅ʥ
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日本大学ɹ石田大యゼミ/田ଜ͋かりɺ川瀬日ಹ޲ɺ山؛೫ʑ߳ɺ石川ࣿ೗

஌ࣝ΋おෲ΋一ॹにຬたͦ͏ �お
ถͱ๰͙͸じΊてのSDGs旅

たちの旅ࢲ 行プラン͸͋らΏる࢟にม
化するおถͱ旅を࡞り্͛る΋のになっ
ているɻ
おถ͸Ҵ ࡞ ա ఔをऴ͑てന ถ΍໫ ɺ
ɺさらに͸εキンケア商品ɺおञɺຯ઻߿
なͲ༷ʑなܗに࢟をม͑ていくɻͦ んなお
ถͰ༗໊Ͱ͋る৽ׁにෝきɺ஍産஍ফ
ͰSDGsにݙߩする旅をఏҊするɻさら
にަ௨खஈをす΂てެަڞ௨ؔػに
するこͱͰڥ؀に優しいエコ旅を࣮ݱす
るɻ日本ਓにͱってओ৯Ͱ͋るおถを௨
してָしくSDGsを学ͼɺࢥいग़に࢒る
旅をఏҊしたいɻ

のҙࣝௐޫ؍ଓ可ೳな࣋たち͸ࢲ
ࠪについてௐ΂たɻするͱ஌らないɺ
ຯ͕ないͱい͏ਓ͕൒਺Ҏ্を઎ڵ
Ίていたɻ࣍に旅 行にٻΊる΋のに
ରしてのアンケートͰ͸「ඒຯしい΋
の」͕ 多਺͛ڍらΕたɻҎ্からࢲ
たち͸৯を௨してָしくS D G sにߩ
たɻ͑ߟりたいͱ࡞Ͱきる旅をݙ

品ͱしてモσルプラン࡞ࢼたち͸ࢲ
の࡞੒を行ったɻ「おถͱ旅する2日
ؒ」をアϐールするたΊɺԫۚにًく
Ҵ ึをഎ にऔりೖΕたɻ࣮ܠ にࡍ
モσルプラン΁の൓Ԡをௐ΂たͱこ
Ζ「グルメ͚ͩͰなくମݧͰきる఺を
ັྗにײじɺඇ日ৗな日をա͝せͦ
͏」ͱいったҙݟを໯ こ͏ͱ͕ Ͱきたɻ

たち͸ൢଅํ法の໨తを「઀৮ࢲ
ճ਺の૿Ճに൐͏ڵຯ෇͚」ͱしɺ
ओに�つのํ法を͑ߟたɻS/SͰ͸
旅行ܥインϑルエンαーの活༻ɺテ
レϏͰ͸ੈଳࢹௌ཰のߴいہをத
৺に番૊のاը಺Ͱの঺հを໨ࢦ
すɻࠂ޿Ͱ͸ిंのத௻り΍εマート
ϑΥンͰのόφーࠂ޿ɺχϡーεアプ
リにて記事ͱしてのࡌܝをఏҊするɻ

һڭಋࢦ
石田大యઌ生
からのコメント

SDGs͸ඇৗに大੾Ͱ͸͋る΋ののɺ࣮ しΑ͏ݱ ͱੵۃతに行ಈしΑ͏ ͱするの͸難しいɻお
ถͱ旅する2日ؒ͸ɺָ しい͚ͩͰなく旅行を௨じてSDGsを学΂るΑ͏ にઃܭさΕているɻ
ถͱい に͏日本ਓにͱって大੾な΋のを学ͼに行きたいͱࢥΘさΕるૉ晴らしいఏҊͰ͋るɻ

SDGsにݙߩする旅行商品

てり΍きΰールυʤおถͱ旅する2日ؒʥ
法政大学ɹ杉浦未樹ゼミ/۽ᖒ優ଠ࿕ɺࡔ本Նൕɺ佐ʑ໦࿣ߛ

෦活に࢓事にߴ࠷の༊しを�௽
ԬࢢͰਫͱ生きるΈらい旅

খ学ߴߍ学೥ʙத学生の೥୅のࢠͲ
΋͕いるՈ ఉ の山͚޲ ܗ ݝ ௽ Ԭ をࢢ
旅行するプランɻSDGs未དྷ都ࢢͱϢω
εコ৯จ化૑଄都ࢢにೝ定さΕている
௽ԬࢢͰɺ਌ࢠͰΏったりͱしたؒ࣌を
ա͝すこͱを໨తͱした一ധೋ日の旅ɻ
ॳΊにྋしいީؾのதͰ௽Ԭの఻౷ͱ
৯をମݧしɺ॓ ധઌのεイσンテラεͰ
͸ഇࡐにΑるਫにුかͿՈ くͮりに਌ࢠ
Ͱऔり૊Ήɻ2日໨͸εイσンテラεの೶
৔Ͱऩ֭ମݧɺ࠾った野ࡊをௐཧして
৯΂るɻޙ࠷͸Ճໜਫ଒ؗ΁行きɺ౬
野඿ԹઘͰリϑレッシϡɻリラックεͱମ
を兼Ͷඋ͑たプランͰ͋るɻݧ

Ձ֨をఏࣔした্Ͱɺこの旅行に行っ
てΈたいͱࢥ か͏ɺ਌�0໊ࢠにアンケー
トを行ったͱこΖɺ໿�ׂのํ͕いって
Έたいͱճ౴したɻεイσンテラε͕ඇ
ৗに஫໨をूΊておりɺ日ৗͰ͸ຯΘ͑
ないମݧを੝りࠐんͩプランͱなってい
るこͱ͕ ධՁさΕたɻՁ͕֨ߴΊͰ る͋
ͱのݒ念΋͋ った͕ɺ಺༰࣍ୈͰফඅ
ऀ͸ͻきつ ら͚Εるこͱ͕ Θかったɻ

プランのࡉ෦をつΊたɻたͱ͑ ͹ਫに
ුくՈ࡞りについてɺஈϘールなͲの
ഇࡐを༻いてプϩトλイプを࡞੒したɻ
プϩトλイプ͕ਫに くුこͱを֬ೝしɺま
た੍࡞தに自વなコミϡχケーシϣン
͕生まΕるこͱを࣮ূしたɻͦ こからɺ
のプϩグラムのなؒ࣌ՃՈ଒͕ɺ2ࢀ
かͰɺクΦリティのߴい࡞品ͱମݧを
得らΕるこͱ͕ े分に期଴Ͱきたɻ

プランのاըͱൢചଅਐにɺ޿ใ΍
ৼޫ؍のࢢの໘から௽Ԭܞ業࿈ا
Ͱ͋る一ൠ社団法ؔػにऔり૊Ήڵ
ਓD&G".༷にޙԉ・ྗڠを໿ଋ
いた͚ͩたɻؔ ౦ݍのখத学ߍ΍学
शक़なͲのڭҭؔػにチラシを௨じ
てڙࢠに௚઀એ఻しɺͦ のଞ8&#α
イトを開ઃしɺS/Sを௨じて਌に΋௚
઀プϩモーシϣンするܭըを立てたɻ

һڭಋࢦ
杉浦未樹ઌ生
からのコメント

山ݝܗ௽ԬのັྗをSDGsͰͱら͑ なおͦ͏ ͱしてɺ࠷ऴతに「ਫͱڞ生する」ͱい͏ コンηプ
トをଧちग़したɻࠃ಺֎からの஫໨を͋つΊるεイσンテラεɺͦ ΕをӡӦさΕる山ܗσβイ
ン༷ɺD&G".༷なͲ͕ɺ͋ たたかくॿݴしྗڠをਃしग़てくͩ さりɺوॏなݧܦͱなったɻ

SDGsにݙߩする旅行商品

΀Ζぴーすʤਫͱ生きるΈらい旅ʥ
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෢ଂ野大学ɹݹ川一郎ゼミ/ळ山༘݄ɺখࠑ໦Ѫཬɺ日ൺඒ結ࡊ

おञをתೳしർΕを༊す਌޹
行旅

この旅行商品͸SDGsにڵຯの͋るਓ
͚ͩͰなくɺ多くのਓにຬ଍して΋ら͏ た
Ίに自વͱSDGsにؔΘるこͱ͕ग़དྷる
商品Ͱ͋るɻϫインൃ঵஍Ͱ͋る山སݝ
を旅の෣୆ͱしɺおञをָしΈな͕らՈ
଒ͱの࣌ ؒを大 ੾にͰきる旅 行プラン
にしたɻおञ޷きな྆਌を喜͹せるͱͱ
΋にɺँײの࣋ؾちを఻͑るこͱͰޫ؍
をしな͕ら਌޹行͕ग़དྷる旅行商品ͱ
なっているɻまたɺαプライズͰڥ؀に഑
ྀしたՖଋ΍アルόムを౉すこͱͰɺࢥ
いग़に࢒すこͱ͕ ग़དྷるɻ

コンηプトͰ͋る਌޹行についてௐࠪ
したͱこΖɺ多くのਓ͕਌޹行したいͱ
っているに΋かかΘらͣࢥ ɺ۩ମతにԿ
をすΕ͹ΑいのかΘからないͱい͏ ཧ༝
から਌޹行Ͱきていないਓ͕多いこͱ
͕Θかったɻॳ೚څの使いಓͱして਌
ߟ行を޹ る͑ਓ͕多かったたΊɺ社会
ਓ1ʙ2೥໨のਓをλーήットにߜりɺ旅
行をプレゼントするͱい͏ ߟ に͑ࢸったɻ

SDGsにؔ࿈させな ら͕おञをתೳͰき
るプランをߟ て͑いくなかͰɺおञをશ໘
にग़しす͗ るͱ旅行をָしΉこͱ͕ ग़དྷ
ないͱؾ きͮɺ࣮ 業のํ΍山སاにࡍ
課のڵৼޫ؍ݝ ͱํ࿈བྷをऔりな ら͕
商品վ良を܁りฦしたɻおञ޷きな྆
਌͕ຬ଍しɺঘ׌つ山སݝのັ ΋ྗग़
せるΑ͏ にϫイン޻৔ͩ Ͱ͚なく໊ޫ؍ॴ
΋プランにೖΕるなͲの޻෉をڽらしたɻ

S/Sの利༻཰͕࠷΋ߴい社会ਓ1
ʙ2೥໨の20୅をλーήットにしてい
るたΊɺS/Sを使ったൢചଅਐをߟ
͑たɻ' B D F C P P L΍* O s U B H S B N ɺ
5XJ U U F SなͲのϋッシϡλグを༻い
て֦ࢄをਤるɻϋッシϡλグを使って
するこͱ͕多いたΊɺΑり多くのࡧݕ
ਓにこの商品を஌って΋ら͏ ͱい͏఺
Ͱ͸ޮ果తͰ͋るͱ͑ߟたɻ

һڭಋࢦ
川一郎ઌ生ݹ
からのコメント

ଔ業してಇき࢝Ίたਓ͕ɺおੈ࿩になった྆͝਌にँײの࣋ؾちを఻ る͑たΊのメσィア
ͱして旅をଊ͑たの͸໘നかったɻݱ஍に΋行͚たΑ͏ Ͱָしͦ に͏࡞業していた͕ɺチーム
におञ޷き͕いなかったのͰɺϫインのຯΘいをे分Ҿきग़せなかったの͕࢒念ɻ

SDGsにݙߩする旅行商品

8BOOʤおञ޷きな྆਌にଃる਌޹行旅ʥ
໌ւ大学ɹখ୩ࢠܙゼミ/ॾԬါ樹ɺ௠ڧۍɺؖ ᯖ

在日֎ࠃਓ͚޲ɺߐ戸のྺ࢙
をମݧしָしく学Ϳツアー

日本に͸アジアਓをத৺に໿2��ສਓ
΋の֎ࠃਓ͕ॅんͰいる͕ɺ多くのਓ͸
日本のྺ࢙を஌るػ会͕গないɻͦ こͰ
޲たち͸ؔ西在ॅの特にアジアਓにࢲ
͚たྺ࢙จ化ମݧツアーをاըしたɻ
日本 ࡾ 大 ଂにબ͹Εている川 ӽͰߐ
戸にλイムεリップしたؾ分をຯΘって΋
ら͏ たΊɺண෺をレンλルして֗を८るɻ
ණ川神社͸ԑ結ͼアイテム͚ͩͰ΋10
छྨほͲऔりଗ͑ておりɺՆのԑ結ͼ෩
ླ͸ੈ୅を௒͑てਓؾͰ͋るɻଂ଄りの
֗ฒΈのதにɺ日本のԻ෩100ܠબに
બ͹Εた川ӽを୅දするシンϘル࣌の
৊͕͋るɻ

在日֎ࠃਓ͕࠷΋多いの͸౦京͕ͩɺ
大ࡕなͲのؔ西ݍに΋֎ࠃਓ͕多い
たΊ大ࡕ෇ۙ在ॅの֎ࠃਓをλー
ήットにしたɻアンケートͰ͸ɺ日本ਓͱൺ
΂てɺ໊ ॴΊ͙ り΍おࣉ८りをしたいͱ
い͏ ҙ͕ݟアジアਓに多くݟらΕたɻͦ
こͰࢲたち͸SDGsの「࣭のߴいڭҭ
を」にண໨しɺ在日֎ࠃਓに͚޲た「川
ӽͰλイムεリップツアー」をߟҊしたɻ

日本のྺ࢙ͱݴって΋༷ʑな࣌୅͕
͋る͕ɺ今ճ͸ೄจ΍໻生をআき一
番長くଓいたߐ戸࣌୅にεϙットを
౰てたɻߐ戸࣌୅をײじさせる֗ฒ
Έ͕多く࢒っている川ӽを本プラン
にઃ定したɻٳΈの日に川ӽにͰか
͚ɺͲんな৔ॴ͕アジアਓにڵຯ͕
͋りͦ ͏かɺླཱྀ 学生のࢹ఺からௐࠪ
を行ったɻ

ண෺をレンλルしてɺණ川神社Ͱおࢀ
り΍෩ླのトンωルをく͙ るɻॏཁจ化
財にࢦ定さΕている喜多Ӄɺຌಙఉ
ԂͰ和ࡾຍ࡞りをମݧするɻଂ଄り
の֗ฒΈͰߐ戸࣌୅の৓Լ町のง
ғؾをମݧして௖きな͕ら川ӽのシン
Ϙル「࣌の৊」をݟてɺお土産をങ͏
ʜ んͦなಈըを8F$IBUなͲのࠂ޿
Ͱ৘ใൃ৴を行 ͱ͏Αいͱ͑ߟたɻ

һڭಋࢦ
খ୩ࢠܙઌ生
からのコメント

੒͸ɺ大มな෦分΋多かったɻླཱྀ࡞長くଓくதͰの旅行プラン͕ݴ事ଶએٸۓ 学生͕2
໊いたこͱからɺインό΢ンυの旅行ऀͰ͸なくɺ在日֎ࠃਓに͚޲た日本のྺ࢙の学ͼ΍
จ化ମݧをする旅行プランをߟ る͑ͱい͏ࢹ఺͸໘നかったͱ͏ࢥɻ

SDGsにݙߩする旅行商品

໌ւ大学খ୩ࢠܙゼミチームĊĠĒʤ川ӽͰλイムεリップツアーʥ
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෢ଂ野大学ɹݹ川一郎ゼミ/ळ山༘݄ɺখࠑ໦Ѫཬɺ日ൺඒ結ࡊ

おञをתೳしർΕを༊す਌޹
行旅

この旅行商品͸SDGsにڵຯの͋るਓ
͚ͩͰなくɺ多くのਓにຬ଍して΋ら͏ た
Ίに自વͱSDGsにؔΘるこͱ͕ग़དྷる
商品Ͱ͋るɻϫインൃ঵஍Ͱ͋る山སݝ
を旅の෣୆ͱしɺおञをָしΈな͕らՈ
଒ͱの࣌ ؒを大 ੾にͰきる旅 行プラン
にしたɻおञ޷きな྆਌を喜͹せるͱͱ
΋にɺँײの࣋ؾちを఻͑るこͱͰޫ؍
をしな͕ら਌޹行͕ग़དྷる旅行商品ͱ
なっているɻまたɺαプライズͰڥ؀に഑
ྀしたՖଋ΍アルόムを౉すこͱͰɺࢥ
いग़に࢒すこͱ͕ ग़དྷるɻ

コンηプトͰ͋る਌޹行についてௐࠪ
したͱこΖɺ多くのਓ͕਌޹行したいͱ
っているに΋かかΘらͣࢥ ɺ۩ମతにԿ
をすΕ͹ΑいのかΘからないͱい͏ ཧ༝
から਌޹行Ͱきていないਓ͕多いこͱ
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ྲྀ௨Պ学大学ɹਗ਼ਫ৴೥ゼミ/দཾࡔɺ৿७生ɺグΣンアン

日ৗのݪ఺ʵ神戸ͱۙ߫ʵ

たち͸ϖルιφを使༻しɺλーήットをࢲ
ઃ定したɻͦ の結果からɺλーήットを20
୅のൺֱతアクティブͰ৯ͱܠ৭をָ
しΈたいカップルにߜるこͱにしたɻͦ し
てɺ෣ ୆にબんͩの͕ւͱ山にғまΕ
ているฌݝݿͰ͋るɻͦ のதͰ΋໌石͸
S D G sの未 དྷ 都 ࢦにࢢ 定さΕておりɺ
྆ํのັྗを఻ ら͑Εるͱ͑ߟたɻ20୅
のSDGsに͋まりڵຯのないੈ୅にɺま
ͣ͸SDGsにڵຯを࣋っていたͩきɺී
ஈの日ৗのதͰSDGsをҙࣝして΋ら͏
こͱから࢝ΊΑ͏ ͱاըしたɻ

本プランをߟ る͑に͋たりɺSDGsをݩʑ
஌っているਓ΋ͦ ͏ͩ ͕ɺࢲたちのΑ͏ な
20୅のਓ͸SDGsのଘ在を஌らなかっ
たりɺઆ໌するの͸難しいͱい͏ ํ͕大
൒ͰڵຯҎલの໰題 ͱͩ͑ߟたɻͦこ
Ͱɺこ͏ いったएऀ͕ڵຯをऒくΑ͏ な
##2Ͱ͋ったりカϑΣをプランにೖΕる
こͱͰҾきدせɺ自વͱSDGsに৮Εな

ら͕஌っていって΋ら͑ たらなͱߟ た͑ɻ

今ճ͸ɺൺֱతアクティブͰɺ৯ͱܠ
৭にؔ৺の͋る20୅カップルにϖル
ιφをઃ定しɺͦ のカップルのझຯ΍
きなこͱをަ͑な͕らɺSDGsにつ޷
いてਂくؔ৺の͋るਓじΌなくて΋ɺ
きな日ৗをָしΈな͕らແҙࣝに޷
SDGsについて஌るこͱのͰきるプラ
ンにしΑ͏ ͱ͑ߟたɻͦ Ε͕SDGsにऔ
り૊Ήきっか ͱ͚なるͰ͋Ζ͏ ɻ

SDGsについてɺ͋ まりएいੈ୅にͦ ΋ͦ ΋
஌らΕていないのͰɺ஌るɺकるɺ活かす
の஌るの෦分をॏ఺తにஔいてɺ͋ まり
SDGsにڵຯ͕ബいਓͰ΋SDGsにڵຯ
を࣋ってくΕるきっか に͚なるプランになる
Α͏ にɺ͋くまͰ΋##2΍カϑΣの޷きなਓ
͕ूまっていたͩいてͦ こから࿩を͛޿
Α͏ ͱする΋のͰ る͋ɻ୭Ͱ΋行い΍すい
SDGs΁औり૊Ήきっか͚࡞りをおॿ Ͱ͚
きたらいいͱ͑ߟ たɻ

һڭಋࢦ
ਗ਼ਫ৴೥ઌ生
からのコメント

஍ݩ・神戸ͱSDGsの͑ߟを結ͼつ͚るプϩηεͰͱて΋ۤ࿑していた͕ɺ都ࢢにྡ઀する
自વͱい͏؍఺Ͱ ま͏くまͱΊるこͱ͕ͰきたاըɻఏҊ৔ॴに࣮ࡍに଍をӡͿなͲɺリアルさ
を΋͏ গし௥ٴすΕ͹ɺさらに良いఏҊに্͕࢓ったのͰ͸ɺͱい͏఺͕৺࢒りͰ͋るɻ

SDGsにݙߩする旅行商品

アεトϩ੕ʢ੨ʣ೥団ʤSDGs旅行商品ʥ
和歌山大学ɹ佐野楓ゼミ/尾্雄հɺᴡ藤࠼ՖɺԘ࿏࠼೫ɺ୩࠼ࣿޱ

「謎解きήーム」̫ SDGsツアー

「 S D G sリアル謎 解きツアー」͸ɺ和 歌
山ݝのന඿を໨త஍ͱしたήーム֮ײ
ͰָしくS D G sを学΂る旅 行 商 品Ͱ͋
るɻSDGsをΑり਌しΈ΍すい΋のにした
いͱい͏૝いからɺۙ ೥ ࢢ ৔ ن ໛͕֦
大޲܏に͋る「謎解きήーム」をհした
ツアーをاըしたɻSDGsにؔ࿈した謎
解き໰題Ͱ͸ɺന඿ならͰ͸のΦリジφ
ルεトーリーͱݱ஍Ͱしか解͚ない໰題
を࡞ ੒するこͱにΑりɺ৽しいࢹ ఺Ͱന
඿ޫ؍をָしΊる޻෉をڽらしたɻւの
自વ͕๛かなന඿を෣୆にɺ「ւの๛
かさをकΖ͏ 」を͸じΊͱしたSDGsに大
いにݙߩͰきる旅行商品を૑り্͛て
Ώきたいɻ

λーήットͰ る͋ؔ西在ॅの大学生に
「リアル謎解きイϕント」にڵຯ͕͋る
かɺアンケートをऔったͱこΖɺ���ׂのਓ
ຯ͕ڵ͕ る͋ͱճ౴した͕ɺ��2ׂのਓ

ま͕ͩ Ճしたこͱ͕ࢀ ないͱճ౴したɻ一
ํɺ今ࢀޙՃしてΈたいͱ͏ࢥ大学生
͸�ׂҎ্ͱ大多਺Ͱ͋ったɻ্ 記の
Αりɺ謎解きイϕント͸੒長性の࡯؍ る͋
コンテンツͩ ͱ͑ߟɺ商品࡞੒を行ったɻ

�ճのݱ஍ௐࠪをܦてɺSDGsͱؔ ࿈性
のߴいεϙットをબ定したɻ謎解き໰題ɺ
อશをૌڥ؀ る͑ന඿఻આにͮجいた
εトーリーを࡞੒しɺ一࡭の謎解きブック
会ݧ੒したɻテεトプレイを兼Ͷたମ׬͕
΋࣮ しɺ࣮ࢪ に学生に໰題を解いて΋ࡍ
らったɻまたɺλーήット͕ ΉՁ֨ଳの޷
ҿ৯ళ΍SDGsの行ಈҊのまͱΊϖー
ジ΋࡞੒しɺಉࢠ࡭のॆ࣮をਤったɻ

まͣ ͸λーήットͰ る͋ؔ西の大学生に
ҭコンڭޫ؍΍ؔ西ڠɺ大学生͚޲
ιーシアムを௨じた13を༧定しているɻま
たɺന඿ڠޫ؍会ɺ஍ํメσィアからの
13にΑりɺന඿のߋなる活性化に͛ܨ
たいɻさらにɺ謎解き̫ 旅行ͱい͏ ൺֱత
৽しいࢢ৔Ͱ る͋たΊɺࢢ৔֦大の期
଴΋ࠐΊɺ+3ɺ謎解きにؔ࿈するൢ࿏ͱ
いったΑり多くのํ΁の13΋ݕ౼தͩɻ

һڭಋࢦ
佐野楓ઌ生
からのコメント

ۙ೥஫໨さΕている謎解きήームを੾りޱにしてɺSDGsリアル謎解ツアーをاըしたɻήー
ム֮ײͰSDGsにؔする஌ࣝをָしく学΂るこͱ͸良かったͱ͏ࢥɻまたɺSDGsɺ謎解きήー
ムͱന඿ޫ؍ͱい 3͏つのཁૉをɺ一つのεトーリーに͏ まくまͱΊたこͱ΋ධՁしたいͱ͏ࢥɻ

SDGsにݙߩする旅行商品

̣̚ ʤ̤SDGsリアル謎解きツアーʥ
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ྲྀ௨Պ学大学ɹਗ਼ਫ৴೥ゼミ/দཾࡔɺ৿७生ɺグΣンアン

日ৗのݪ఺ʵ神戸ͱۙ߫ʵ

たち͸ϖルιφを使༻しɺλーήットをࢲ
ઃ定したɻͦ の結果からɺλーήットを20
୅のൺֱతアクティブͰ৯ͱܠ৭をָ
しΈたいカップルにߜるこͱにしたɻͦ し
てɺ෣ ୆にબんͩの͕ւͱ山にғまΕ
ているฌݝݿͰ͋るɻͦ のதͰ΋໌石͸
S D G sの未 དྷ 都 ࢦにࢢ 定さΕておりɺ
྆ํのັྗを఻ ら͑Εるͱ͑ߟたɻ20୅
のSDGsに͋まりڵຯのないੈ୅にɺま
ͣ͸SDGsにڵຯを࣋っていたͩきɺී
ஈの日ৗのதͰSDGsをҙࣝして΋ら͏
こͱから࢝ΊΑ͏ ͱاըしたɻ

本プランをߟ る͑に͋たりɺSDGsをݩʑ
஌っているਓ΋ͦ ͏ͩ ͕ɺࢲたちのΑ͏ な
20୅のਓ͸SDGsのଘ在を஌らなかっ
たりɺઆ໌するの͸難しいͱい͏ ํ͕大
൒ͰڵຯҎલの໰題 ͱͩ͑ߟたɻͦこ
Ͱɺこ͏ いったएऀ͕ڵຯをऒくΑ͏ な
##2Ͱ͋ったりカϑΣをプランにೖΕる
こͱͰҾきدせɺ自વͱSDGsに৮Εな

ら͕஌っていって΋ら͑ たらなͱߟ た͑ɻ

今ճ͸ɺൺֱతアクティブͰɺ৯ͱܠ
৭にؔ৺の͋る20୅カップルにϖル
ιφをઃ定しɺͦ のカップルのझຯ΍
きなこͱをަ͑な͕らɺSDGsにつ޷
いてਂくؔ৺の͋るਓじΌなくて΋ɺ
きな日ৗをָしΈな͕らແҙࣝに޷
SDGsについて஌るこͱのͰきるプラ
ンにしΑ͏ ͱ͑ߟたɻͦ Ε͕SDGsにऔ
り૊Ήきっか ͱ͚なるͰ͋Ζ͏ ɻ

SDGsについてɺ͋ まりएいੈ୅にͦ ΋ͦ ΋
஌らΕていないのͰɺ஌るɺकるɺ活かす
の஌るの෦分をॏ఺తにஔいてɺ͋ まり
SDGsにڵຯ͕ബいਓͰ΋SDGsにڵຯ
を࣋ってくΕるきっか に͚なるプランになる
Α͏ にɺ͋くまͰ΋##2΍カϑΣの޷きなਓ
͕ूまっていたͩいてͦ こから࿩を͛޿
Α͏ ͱする΋のͰ る͋ɻ୭Ͱ΋行い΍すい
SDGs΁औり૊Ήきっか͚࡞りをおॿ Ͱ͚
きたらいいͱ͑ߟ たɻ

һڭಋࢦ
ਗ਼ਫ৴೥ઌ生
からのコメント

஍ݩ・神戸ͱSDGsの͑ߟを結ͼつ͚るプϩηεͰͱて΋ۤ࿑していた͕ɺ都ࢢにྡ઀する
自વͱい͏؍఺Ͱ ま͏くまͱΊるこͱ͕ͰきたاըɻఏҊ৔ॴに࣮ࡍに଍をӡͿなͲɺリアルさ
を΋͏ গし௥ٴすΕ͹ɺさらに良いఏҊに্͕࢓ったのͰ͸ɺͱい͏఺͕৺࢒りͰ͋るɻ

SDGsにݙߩする旅行商品

アεトϩ੕ʢ੨ʣ೥団ʤSDGs旅行商品ʥ
和歌山大学ɹ佐野楓ゼミ/尾্雄հɺᴡ藤࠼ՖɺԘ࿏࠼೫ɺ୩࠼ࣿޱ

「謎解きήーム」̫ SDGsツアー

「 S D G sリアル謎 解きツアー」͸ɺ和 歌
山ݝのന඿を໨త஍ͱしたήーム֮ײ
ͰָしくS D G sを学΂る旅 行 商 品Ͱ͋
るɻSDGsをΑり਌しΈ΍すい΋のにした
いͱい͏૝いからɺۙ ೥ ࢢ ৔ ن ໛͕֦
大޲܏に͋る「謎解きήーム」をհした
ツアーをاըしたɻSDGsにؔ࿈した謎
解き໰題Ͱ͸ɺന඿ならͰ͸のΦリジφ
ルεトーリーͱݱ஍Ͱしか解͚ない໰題
を࡞ ੒するこͱにΑりɺ৽しいࢹ ఺Ͱന
඿ޫ؍をָしΊる޻෉をڽらしたɻւの
自વ͕๛かなന඿を෣୆にɺ「ւの๛
かさをकΖ͏ 」を͸じΊͱしたSDGsに大
いにݙߩͰきる旅行商品を૑り্͛て
Ώきたいɻ

λーήットͰ る͋ؔ西在ॅの大学生に
「リアル謎解きイϕント」にڵຯ͕͋る
かɺアンケートをऔったͱこΖɺ���ׂのਓ
ຯ͕ڵ͕ る͋ͱճ౴した͕ɺ��2ׂのਓ

ま͕ͩ Ճしたこͱ͕ࢀ ないͱճ౴したɻ一
ํɺ今ࢀޙՃしてΈたいͱ͏ࢥ大学生
͸�ׂҎ্ͱ大多਺Ͱ͋ったɻ্ 記の
Αりɺ謎解きイϕント͸੒長性の࡯؍ る͋
コンテンツͩ ͱ͑ߟɺ商品࡞੒を行ったɻ

�ճのݱ஍ௐࠪをܦてɺSDGsͱؔ ࿈性
のߴいεϙットをબ定したɻ謎解き໰題ɺ
อશをૌڥ؀ る͑ന඿఻આにͮجいた
εトーリーを࡞੒しɺ一࡭の謎解きブック
会ݧ੒したɻテεトプレイを兼Ͷたମ׬͕
΋࣮ しɺ࣮ࢪ に学生に໰題を解いて΋ࡍ
らったɻまたɺλーήット͕ ΉՁ֨ଳの޷
ҿ৯ళ΍SDGsの行ಈҊのまͱΊϖー
ジ΋࡞੒しɺಉࢠ࡭のॆ࣮をਤったɻ

まͣ ͸λーήットͰ る͋ؔ西の大学生に
ҭコンڭޫ؍΍ؔ西ڠɺ大学生͚޲
ιーシアムを௨じた13を༧定しているɻま
たɺന඿ڠޫ؍会ɺ஍ํメσィアからの
13にΑりɺന඿のߋなる活性化に͛ܨ
たいɻさらにɺ謎解き̫ 旅行ͱい͏ ൺֱత
৽しいࢢ৔Ͱ る͋たΊɺࢢ৔֦大の期
଴΋ࠐΊɺ+3ɺ謎解きにؔ࿈するൢ࿏ͱ
いったΑり多くのํ΁の13΋ݕ౼தͩɻ

һڭಋࢦ
佐野楓ઌ生
からのコメント

ۙ೥஫໨さΕている謎解きήームを੾りޱにしてɺSDGsリアル謎解ツアーをاըしたɻήー
ム֮ײͰSDGsにؔする஌ࣝをָしく学΂るこͱ͸良かったͱ͏ࢥɻまたɺSDGsɺ謎解きήー
ムͱന඿ޫ؍ͱい 3͏つのཁૉをɺ一つのεトーリーに͏ まくまͱΊたこͱ΋ධՁしたいͱ͏ࢥɻ

SDGsにݙߩする旅行商品

̣̚ ʤ̤SDGsリアル謎解きツアーʥ
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ฌݝݿ多可町

多可町の定番お土産

多可町͸ɺ自વͱアクηεの良さ͕ௐ和しɺ田Ԃ෩͕޿͕ܠるञถ

山田ۋのൃ঵஍Ͱ り͋ɺܳ޻品΍৯品なͲ多くの特産品͕͋る町ɻ

多可町ͱい͑͹こΕʂͱい͏ສਓ受͚するΑ͏ な定番土産品をఏҊす

るɻ

多可町͕行͏ɻݝݿ࿝の日ൃ঵のまちɺฌܟҊの商品化͸༺࠾

St u d en t  In n o v at i o n  Co l l e g e  2 0 2 1 99

1 0 0 ӡͩΊし たかたかきなこ๮

1 0 1 αクッͱたかΊん

1 0 2 多課長

1 0 3 ラϕンμーゼリー ʙ͋なたを଴っていますʙ

1 0 4 多可おこし

1 0 ܹײɺँײ 5 多可͋らΕ

1 0 6 多可のいちりん

1 0 7 ͋まのじΌ͚

1 0 8 たかのトリコ

1 0 9 多可のๅ石ʙλカλーλンʙ

1 1 0 たか๮

1 1 1 多可ラメル

1 1 2 ฌݝݿ多可町ʠ͋ったかʡ͑͝んαブレ

1 1 3 λカϏε

1 1 4 多可खശ

1 1 5 多可レーψ
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1 ࡯؍� Observation 2 ࡞品੍࡞ࢼ� Prototyping 3 �ൢചଅਐ Promotion

大ࢢࡕ立大学ɹখྛ఩ゼミ/ӓ໦ྏɺ౉ᬒᕣೋ郎ɺத西ਅً

਌ࢠʷବ՛ࢠ つ̫な り͕

「ӡͩΊし たかたかきなこ๮」͸ɺ਌ࢠ
をメインにおΈくじをָしΉこͱ͕ग़དྷる
一ޱαイズのきなこ๮Ͱ͋るɻ
この商品͸ɺࢲたち͕࣮ࡍに多可町に
๚Εたࡍにײじたɺ਌ࢠ࿈Ε͕সإͰ
༡んͰいる༷ࢠ΍྘๛かͰͲこかջか
しいイメージを۩ ݱ 化する΋のͰ͋るɻ
多可町のੲջかしいงғؾをବ՛ࢠ
屋ͱॏͶる͚ͩͰなくɺՈ ଒΍৬ ৔ ஥
ؒͱ΋ָしΊるおΈくじཁૉをೖΕるこͱ
Ͱɺ࿝एஉঁにѪさΕつな͕りをײじら
Εる定番土産を࡞っていきたいɻ

132ਓをର৅にしたௐࠪにΑるͱɺ৽型
コϩφ΢イルεのӨڹにΑり֎ग़੍͕ݶ
さΕɺ�3�のਓ͸Ո଒Ͱա͝す͕ؒ࣌
૿͑たͱճ౴したɻ在宅ͰָしΊる商
品のधཁ͕ߴまっているこͱ͸֬かͰ͋
りɺ多可町͸Ո଒࿈Εの٬ޫ؍΋多い
こͱからɺ٬ޫ؍の਌ࢠ࿈Εをλーήッ
トにՈͰָしΊるおΈくじཁૉを٧Ίࠐ
んͩ商品を開ൃするこͱにしたɻ

おΈくじのཁૉをؚΊるたΊにɺきな
こ๮の۲のઌ୺に�パλーンの৭を
つ͚ɺ৭にԠじて大 吉ʙڟのӡ ੎
を઎ こ͏ͱ͕ग़ དྷる࢓ ֻ͚をऔりೖ
Εたɻまたɺ۲をແ࡞ҝにબͿこͱ͕
ग़དྷるܗঢ়にしɺ৯΂るਓ自਎͕࣮
におΈくじをҾくྟࡍ ৔ײをຯΘ る͑
パッケージにしたɻ

この商品のコンηプトͰ͋るつな͕り
じらΕるΑ͏ײ͕ なプϩモーシϣンをߟ
͑たɻϋッシϡλグたかΈくじͰ商品を
ָしΉ༷ࢠをS/SにアップするこͱͰɺ
お土産を௨じたަྲྀػ会を૑ग़する
こͱ͕Ͱきるɻまたͦのଞに΋ɺ優秀な
౤ߘをしたํに͸多可町からグッズを
ଃって΋ら͏ こͱ͕ Ͱきɺ多可町΁の਌
Ίて΋ら͏ߴをײۙ こͱ͕ 可ೳͰ る͋ɻ

һڭಋࢦ
খྛ఩ઌ生
からのコメント

ळカンのプレゼン಺༰をߟ࠶しɺౙカンͰまったくҟなるఏҊをしたの͸༗ӹなҙࢥ決定
Ͱ͋るɻջかしさを۩ݱ化したお՛ࢠͱして「ବ՛ࢠʢ৯؝۩ʣ」に஫໨したの΋良かったɻ
課題͸製品の׬੒౓ͱプϩモーシϣンํ法Ͱ͋るɻ

多可町の定番お土産

たかたかʤӡͩΊし たかたかきなこ๮ʥ
ؔ西大学ɹಙ山ඒ௡ܙゼミ/Տ田ਅ஀ɺখ୩こまちɺۙ 藤߂ߴɺ土井ߊ

೻भラーメンをαクッͱखܰにຯ
Θ͑ るお՛ࢠ

「αクッͱたかΊん」͸ɺ多 可 町の͝౰
஍グルメͰ͋る「೻भラーメン」をαクッ
ͱखܰにຯΘ こ͏ͱ͕ग़དྷるɺラーメンε
φックͰ͋るɻ多可町ͱラーメンεφック
のڞ௨఺͸ɺͲこかջかしさ͕͋るͱい͏
こͱͩɻこの商 品͸ɺࢠ のお΍つ・෕ڙ
਌のおつまΈ・฼਌のママ༑΁のプチΪ
ϑトͱして഑Εるお՛ࢠͱしてɺλーήッ
トͱなるՈ଒૚に߹Θせたߪങ͕可ೳ
なお՛ Ͱ͋るɻ஍ࢠ りのຯͰ͋ތのݩ
る「೻भラーメン」ɻまͣ͸「೻भラーメ
ン」を஌って΋らいɺͦ こから多可町のೝ
஌౓্޲にݙߩͰきるͱ͑ߟたɻ

多可町を๚໰しɺ「༨ՋଜެԂ」に
དྷていたՈ଒にインλϏϡーを行っ
たɻͦ の結果ɺ神戸なͲから༡ͼにདྷ
ているਓ͕多かったたΊɺͦ のਓたち
をλーήットにするこͱにしたɻまたɺط
ଘの多可町のお土産͸日࣋ち͕し
ない΋の΍഑りにくい΋の͕多かったɻ

こͦͰɺ多可町らしさ͕ り͋つつ΋ɺこ
ΕまͰになかったお土産を͑ߟたɻ

まͣɺ多可町に͋るラーメン屋さんか
らεープをఏ して΋ら͏ڙ こͱ͕Ͱき
たɻͦ のޙɺ製଄ا業のྗڠを得てɺ
೻ भラーメンのεープをラーメンε
φックにབྷΊるこͱ͕Ͱきたɻͦ のࡍɺ
パッケージ΋こͩΘりɺ஍Ҭݶ定をਪ
しつつɺ多可町の৘ใをࡌせたɻお
土産ͱい͏ こͱͰɺ「λカλーλン」のリ
Ϙンを෇͚ɺ഑り΍すさに΋഑ྀしたɻ

多可町ͱラーメン屋ɺαクッͱたかΊん
を͛ܨるൢചଅਐͱしてɺྗڠして΋
らったラーメン屋さんを利༻したお٬
༷にɺαクッͱたかΊんのҾき݊͑׵
をɺまたɺαクッͱたかΊんをߪೖした
にラーメン屋Ͱトッϐングແྉ΋しくࡍ
͸大੝りແྉをɺ�さくたか�多可町を
෇͚て౤ߘしたํにɺநબͰαクッͱ
たかΊんをプレゼントするこͱを͑ߟたɻ

һڭಋࢦ
ಙ山ඒ௡ܙઌ生
からのコメント

ඇৗに஥の良いチームͩったͱࢥいますɻ自分たちの֮ײを৴じɺا業をרきࠐΈɺラーメ
ンεφックをプϩトλイプまͰ׬੒させた行ಈྗ͸ɺチームの団結ྗのࣀ෺ͩͱࢥいますɻ
商品اըͱして͸ɺඇৗにレϕルのߴいఏҊ͕ͰきていたのͰ͸ないͰしΐ͏ かɻ

多可町の定番お土産

φルϑΝーレʤαクッͱたかΊんʥ
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大ࢢࡕ立大学ɹখྛ఩ゼミ/ӓ໦ྏɺ౉ᬒᕣೋ郎ɺத西ਅً

਌ࢠʷବ՛ࢠ つ̫な り͕

「ӡͩΊし たかたかきなこ๮」͸ɺ਌ࢠ
をメインにおΈくじをָしΉこͱ͕ग़དྷる
一ޱαイズのきなこ๮Ͱ͋るɻ
この商品͸ɺࢲたち͕࣮ࡍに多可町に
๚Εたࡍにײじたɺ਌ࢠ࿈Ε͕সإͰ
༡んͰいる༷ࢠ΍྘๛かͰͲこかջか
しいイメージを۩ ݱ 化する΋のͰ͋るɻ
多可町のੲջかしいงғؾをବ՛ࢠ
屋ͱॏͶる͚ͩͰなくɺՈ ଒΍৬ ৔ ஥
ؒͱ΋ָしΊるおΈくじཁૉをೖΕるこͱ
Ͱɺ࿝एஉঁにѪさΕつな͕りをײじら
Εる定番土産を࡞っていきたいɻ

132ਓをର৅にしたௐࠪにΑるͱɺ৽型
コϩφ΢イルεのӨڹにΑり֎ग़੍͕ݶ
さΕɺ�3�のਓ͸Ո଒Ͱա͝す͕ؒ࣌
૿͑たͱճ౴したɻ在宅ͰָしΊる商
品のधཁ͕ߴまっているこͱ͸֬かͰ͋
りɺ多可町͸Ո଒࿈Εの٬ޫ؍΋多い
こͱからɺ٬ޫ؍の਌ࢠ࿈Εをλーήッ
トにՈͰָしΊるおΈくじཁૉを٧Ίࠐ
んͩ商品を開ൃするこͱにしたɻ

おΈくじのཁૉをؚΊるたΊにɺきな
こ๮の۲のઌ୺に�パλーンの৭を
つ͚ɺ৭にԠじて大 吉ʙڟのӡ ੎
を઎ こ͏ͱ͕ग़ དྷる࢓ ֻ͚をऔりೖ
Εたɻまたɺ۲をແ࡞ҝにબͿこͱ͕
ग़དྷるܗঢ়にしɺ৯΂るਓ自਎͕࣮
におΈくじをҾくྟࡍ ৔ײをຯΘ る͑
パッケージにしたɻ

この商品のコンηプトͰ͋るつな͕り
じらΕるΑ͏ײ͕ なプϩモーシϣンをߟ
͑たɻϋッシϡλグたかΈくじͰ商品を
ָしΉ༷ࢠをS/SにアップするこͱͰɺ
お土産を௨じたަྲྀػ会を૑ग़する
こͱ͕Ͱきるɻまたͦのଞに΋ɺ優秀な
౤ߘをしたํに͸多可町からグッズを
ଃって΋ら͏ こͱ͕ Ͱきɺ多可町΁の਌
Ίて΋ら͏ߴをײۙ こͱ͕ 可ೳͰ る͋ɻ

һڭಋࢦ
খྛ఩ઌ生
からのコメント

ळカンのプレゼン಺༰をߟ࠶しɺౙカンͰまったくҟなるఏҊをしたの͸༗ӹなҙࢥ決定
Ͱ͋るɻջかしさを۩ݱ化したお՛ࢠͱして「ବ՛ࢠʢ৯؝۩ʣ」に஫໨したの΋良かったɻ
課題͸製品の׬੒౓ͱプϩモーシϣンํ法Ͱ͋るɻ

多可町の定番お土産

たかたかʤӡͩΊし たかたかきなこ๮ʥ
ؔ西大学ɹಙ山ඒ௡ܙゼミ/Տ田ਅ஀ɺখ୩こまちɺۙ 藤߂ߴɺ土井ߊ

೻भラーメンをαクッͱखܰにຯ
Θ͑ るお՛ࢠ

「αクッͱたかΊん」͸ɺ多 可 町の͝౰
஍グルメͰ͋る「೻भラーメン」をαクッ
ͱखܰにຯΘ こ͏ͱ͕ग़དྷるɺラーメンε
φックͰ͋るɻ多可町ͱラーメンεφック
のڞ௨఺͸ɺͲこかջかしさ͕͋るͱい͏
こͱͩɻこの商 品͸ɺࢠ のお΍つ・෕ڙ
਌のおつまΈ・฼਌のママ༑΁のプチΪ
ϑトͱして഑Εるお՛ࢠͱしてɺλーήッ
トͱなるՈ଒૚に߹Θせたߪങ͕可ೳ
なお՛ Ͱ͋るɻ஍ࢠ りのຯͰ͋ތのݩ
る「೻भラーメン」ɻまͣ͸「೻भラーメ
ン」を஌って΋らいɺͦ こから多可町のೝ
஌౓্޲にݙߩͰきるͱ͑ߟたɻ

多可町を๚໰しɺ「༨ՋଜެԂ」に
དྷていたՈ଒にインλϏϡーを行っ
たɻͦ の結果ɺ神戸なͲから༡ͼにདྷ
ているਓ͕多かったたΊɺͦ のਓたち
をλーήットにするこͱにしたɻまたɺط
ଘの多可町のお土産͸日࣋ち͕し
ない΋の΍഑りにくい΋の͕多かったɻ

こͦͰɺ多可町らしさ͕ り͋つつ΋ɺこ
ΕまͰになかったお土産を͑ߟたɻ

まͣɺ多可町に͋るラーメン屋さんか
らεープをఏ して΋ら͏ڙ こͱ͕Ͱき
たɻͦ のޙɺ製଄ا業のྗڠを得てɺ
೻ भラーメンのεープをラーメンε
φックにབྷΊるこͱ͕Ͱきたɻͦ のࡍɺ
パッケージ΋こͩΘりɺ஍Ҭݶ定をਪ
しつつɺ多可町の৘ใをࡌせたɻお
土産ͱい͏ こͱͰɺ「λカλーλン」のリ
Ϙンを෇͚ɺ഑り΍すさに΋഑ྀしたɻ

多可町ͱラーメン屋ɺαクッͱたかΊん
を͛ܨるൢചଅਐͱしてɺྗڠして΋
らったラーメン屋さんを利༻したお٬
༷にɺαクッͱたかΊんのҾき݊͑׵
をɺまたɺαクッͱたかΊんをߪೖした
にラーメン屋Ͱトッϐングແྉ΋しくࡍ
͸大੝りແྉをɺ�さくたか�多可町を
෇͚て౤ߘしたํにɺநબͰαクッͱ
たかΊんをプレゼントするこͱを͑ߟたɻ

һڭಋࢦ
ಙ山ඒ௡ܙઌ生
からのコメント

ඇৗに஥の良いチームͩったͱࢥいますɻ自分たちの֮ײを৴じɺا業をרきࠐΈɺラーメ
ンεφックをプϩトλイプまͰ׬੒させた行ಈྗ͸ɺチームの団結ྗのࣀ෺ͩͱࢥいますɻ
商品اըͱして͸ɺඇৗにレϕルのߴいఏҊ͕ͰきていたのͰ͸ないͰしΐ͏ かɻ

多可町の定番お土産

φルϑΝーレʤαクッͱたかΊんʥ
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ؔ西学Ӄ大学ɹ石෵ॱ໵ゼミ/౉ล੟Ճɺᢠ௡一ൕɺࣿޱݪ໻

৽さͱおいしさをֻ͚߹Θせ࢐
た多可町の定番土産

「多課長」͸ラングυシϟのϗϫイトチϣコ
αンυͰɺラングυシϟ෦分ͱチϣコ෦分
のͦΕͧΕにا業にお͚るϙジシϣンの
໊લをつ͚たɻラングυシϟͱ֊ڃのラン
クをֻ͚た෦長ランクυシϟͱ܎長ランク
υシϟのؒに課チϣコ͕ڬまΕているɻϗ
ϫイトチϣコにしたཧ༝ͱして͸ا業にお
いてϗϫイトͱい͏ݴ༿͕クリーンかつϙ
ジティブな印 ৅を༩͑るからͩɻ「 多 課
長」の「多」ͱい͏ ͸「多可町」からࣈ׽
ͱっているɻこの商品を௨してくすっͱস

る͑স͕޿͕إるこͱをئっているɻ

多可町の定番お土産を製࡞するに
͋たってɺ定番Ͱ͸͋る΋ののɺԿか
インパクトの͋る商 品Ͱな͚Ε͹多
可 町に଍をӡんͰまͰങって΋ら͑
ないͱ͑ߟたɻͦ こͰࢲたち͸࢐৽さ
ͱおいしさの྆ ํを௥ するこͱにٻ
決Ίɺお՛ࢠ自ମ͸おいしさをɺパッ
ケージ΍໊લͰ͸࢐৽さをදݱする
こͱにしたɻ

まͣ製 ଄をおئいするا 業を୳し
たɻؔ 西にൢചܦ࿏を࣋つا業に
ґཔしたいͱ͑ߟたこͱからɺؔ 西の
த৺都ࢢのお土産屋をԿ౓΋๚Ε
て製଄ݩをௐࠪしɺަ বをॏͶたɻ
製଄ا業͕ݟつかった͋ͱ͸සൟ
に࿈བྷをऔり߹いɺ૒ํ͕ೲ得する
まͰٞڠしたɻ࠷ऴతにおޓいにຬ
଍のいく࡞ࢼ品্͕͕࢓ったɻ

今まͰ多可町を๚Εたこͱ͕ ないਓ こ͕
の商品を௨して多可町に଍をӡんͰほ
しいͱい͏ ૝い͕͋ったたΊɺ多可町֎
΁のアプϩーチにྗをೖΕたɻ多課長
の૝定するߪങシチϡエーシϣンにத
ߟ೥のํをߴ て͑いたこͱからɺதߴ೥
のํʑ͕ूまるࡕ神ڝഅ৔पลのҿ
৯ళにϙελーのࣔܝをおئいするͱい
৽͏しいࢹ఺Ͱのൢചଅਐを行ったɻ

һڭಋࢦ
石෵ॱ໵ઌ生
からのコメント

「多課長」͸ɺ࢐৽さͱඒຯしさのόランε͕ͱΕたϢχークなお土産༻のラングυシϟͰ͋
るɻ課長自ら͕社಺Ͱ഑るこͱ΍ɺ࢐৽なお土産ͱしてのফඅシーンを૝定しɺ町のೝ஌޲
্に΋د༩する৽しい商品Ͱ͋るɻSカレͰ得たݧܦをब活ɺকདྷの࢓事に活かしてほしいɻ

多可町の定番お土産

多可町൝ʤ多課長ʥ
京都産業大学ɹ্ݩ࿱ゼミ/ݹ川ஐݾɺࣲ 本༞ࠀɺౢ 大ี

多 可 町ͱラϕンμーのັྗを
஌って΋ら͏ ゼリー

ラϕンμーのエキεを使 ༻したゼリー
Ͱ͋るɻ৯༻ラϕンμーのೝ஌౓͸௿
くɺඒ ຯしͦ͏ ͱ͏ࢥਓ΋গないこͱ͕ア
ンケートௐࠪͰΘかったɻしかしɺラϕン
μーೖり৯品を৯΂たこͱの͋るਓ͸ɺ
ඒຯしいͱ౴͑るこͱ͕多いͱい こ͏ͱ΋
ΘかったɻなのͰɺラϕンμー৯品を৯
΂たこͱのないਓにラϕンμーのඒຯし
さを఻ る͑こͱ͕Ͱきたら੒ޭͰきる͸ͣ
ͱ͑ߟたɻͦ してɺゼリーのԼにブルーϕ
リーιーεをෑくこͱͰ৯΂΍すさを61
させるɻ

多 可 町に͸ラϕンμーパーク多 可
͕ り͋ɺ٬͕ޫ؍多く๚Εるɻͦ こͰɺ
多可町の商ޫ؍޻課のํにɺདྷ৔
ऀの೥ ྸ ૚ͱ٬ ૚を࣭ ໰したɻ೥
ྸ૚͸தߴ೥͕多くɺ٬૚͸ɺதߴ
೥の෉්ɺՈ଒࿈Ε͕多いͱฦ事
͕ฦってきたɻなのͰɺこの࣭໰結果
からɺお೥دりからڙࢠまͰ৯΂Εる
ゼリー͕いいのͰ͸ないかͱ͑ߟたɻ

自分たちͰ� ճほͲࢼ ࡞ 品を࡞っ
たɻ࠷ ॳ͸ゼリーにグラσーシϣン
のつ͚ํを֬ೝしɺ2ճ໨Ҏ߱͸৯
΂΍すさɺຯ ɺߗさなͲのをࢼ ৯を
しな͕らௐ΂ɺվળしていったɻラϕ
ンμーシϩップ͚ͩͰ͸ຯにบ͕ग़
るこͱからɺブルーϕリーのιーεを
利༻しておいしくするなͲの޻෉をし
たɻ

৯༻ラϕンμーのೝ஌౓͕௿くɺお
٬༷に商品をखにऔって΋ら͑ る可
ೳ性͕௿いɻࢲたち͕行ったௐࠪか
らɺパッケージのݟた໨Ͱお土 産を
બͿਓ΋多いこͱ͕ΘかったたΊɺま
ͣ͸「ങいたい」ͱࢥって΋ら͑ るΑ͏
なパッケージのσβインにするこͱͰ
商品をखにऔって΋ら͏ ɻ

һڭಋࢦ
࿱ઌ生ݩ্
からのコメント

町の໊産Ͱ͋るラϕンμーの஌໊౓্޲にݙߩしूࠐݟ٬͕Ίる商品になるϙテンシϟ
ルをൿΊたプランになったɻたͩし商品化にۤ࿑しؒ࣌に༨༟͕ແかったからかɺλーήッ
トのߜりࠐΈ΍商品のパッケージσβインなͲɺまͩまͩؤுΕた఺͕͋ったΑ͏ にࢥ る͑ɻ

多可町の定番お土産

ΰールσンϏーϑण司ʤラϕンμーゼリー ʙ な͋たを଴っていますʙʥ
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くɺඒ ຯしͦ͏ ͱ͏ࢥਓ΋গないこͱ͕ア
ンケートௐࠪͰΘかったɻしかしɺラϕン
μーೖり৯品を৯΂たこͱの͋るਓ͸ɺ
ඒຯしいͱ౴͑るこͱ͕多いͱい こ͏ͱ΋
ΘかったɻなのͰɺラϕンμー৯品を৯
΂たこͱのないਓにラϕンμーのඒຯし
さを఻ る͑こͱ͕Ͱきたら੒ޭͰきる͸ͣ
ͱ͑ߟたɻͦ してɺゼリーのԼにブルーϕ
リーιーεをෑくこͱͰ৯΂΍すさを61
させるɻ

多 可 町に͸ラϕンμーパーク多 可
͕ り͋ɺ٬͕ޫ؍多く๚Εるɻͦ こͰɺ
多可町の商ޫ؍޻課のํにɺདྷ৔
ऀの೥ ྸ ૚ͱ٬ ૚を࣭ ໰したɻ೥
ྸ૚͸தߴ೥͕多くɺ٬૚͸ɺதߴ
೥の෉්ɺՈ଒࿈Ε͕多いͱฦ事
͕ฦってきたɻなのͰɺこの࣭໰結果
からɺお೥دりからڙࢠまͰ৯΂Εる
ゼリー͕いいのͰ͸ないかͱ͑ߟたɻ

自分たちͰ� ճほͲࢼ ࡞ 品を࡞っ
たɻ࠷ ॳ͸ゼリーにグラσーシϣン
のつ͚ํを֬ೝしɺ2ճ໨Ҏ߱͸৯
΂΍すさɺຯ ɺߗさなͲのをࢼ ৯を
しな͕らௐ΂ɺվળしていったɻラϕ
ンμーシϩップ͚ͩͰ͸ຯにบ͕ग़
るこͱからɺブルーϕリーのιーεを
利༻しておいしくするなͲの޻෉をし
たɻ

৯༻ラϕンμーのೝ஌౓͕௿くɺお
٬༷に商品をखにऔって΋ら͑ る可
ೳ性͕௿いɻࢲたち͕行ったௐࠪか
らɺパッケージのݟた໨Ͱお土 産を
બͿਓ΋多いこͱ͕ΘかったたΊɺま
ͣ͸「ങいたい」ͱࢥって΋ら͑ るΑ͏
なパッケージのσβインにするこͱͰ
商品をखにऔって΋ら͏ ɻ

һڭಋࢦ
࿱ઌ生ݩ্
からのコメント

町の໊産Ͱ͋るラϕンμーの஌໊౓্޲にݙߩしूࠐݟ٬͕Ίる商品になるϙテンシϟ
ルをൿΊたプランになったɻたͩし商品化にۤ࿑しؒ࣌に༨༟͕ແかったからかɺλーήッ
トのߜりࠐΈ΍商品のパッケージσβインなͲɺまͩまͩؤுΕた఺͕͋ったΑ͏ にࢥ る͑ɻ

多可町の定番お土産
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京都橘大学ɹ⅖良兼司・今井まりなゼミ/ழ田҂ಸɺ๺川༟੒ɺதଜਫ೒ɺ山本Ղಸ

10೥ޙの͋なた΁

この商品͸ɺ多可町͕ൃ঵Ͱ͋る特産
品ɺ山田ۋのञถをϙン՛ࢠにしɺυライ
ϑルーツͱ߹Θせた一ޱαイズのお土産
Ͱ͋るɻ商品໊の「多可おこし」に͸ɺお
՛ࢠの὇おこし὇ͱ஍Ҭ὇おこし὇の
ҙຯ͕ࠐΊらΕているɻ
山田ۋ͸ཻ͕大きいこͱからɺ一໨Ͱ山
田ۋ ͱͩΘかる商品になっているɻまた山
田ۋのञถを使༻するこͱͰɺ「多可町
のお土産」ͱい͏ ఺をアϐールしているɻ
ຯ͕ޮいたυライϑルーツ͸ɺຯのアクࢎ
ηントになっているɻ
パッケージをλイムカプηルにするこͱͰɺ
多可町をࢥいग़して΋ら͏ ૊Έになっ࢓
ているɻ

多可町に͸ɺ໨తを࣋って๚໰するए
ऀ͕いるɻͦ Ε͸ɺ߹॓໔ڐ生Ͱ る͋ɻ
こͦͰɺ߹॓໔ڐをݧܦした大学生に

インλϏϡーを行 ͱ͏ɺ߹॓໔ڐͰͦの
஍Ҭに2िؒ଺在するこͱͰɺѪண͕

く༙こͱ͕ ൑໌したɻѪண͕༙いたޙɺ
૝いग़ͱして࣋ってؼるこͱのͰきるお
土産をఏҊするこͱͰɺ多可町にࢥい
ೖΕの る͋ؔ܎ਓ૿ޱՃをਤるɻ

ਫѿͰݻΊたϙン՛ࢠにυライϑルー
ツをのせてݻΊたɻυライϑルーツのࢎ
ຯにΑってɺਫѿの؁さͱマッチした商
品になっているɻԿ౓΋࡞ࢼを܁りฦ
しɺਫѿ͕ࣃにҾっ෇くɺͱい͏ 課題を
෰したɻ࣮ࠀ 品を町ຽの࡞ࢼにɺࡍ
ํʑにঌし͋ ͕っていた きͩɺ「商品化
し΍すい」「ଞの商品ͱࠩผ化Ͱきて
いる」なͲのخしいお੠をいたͩいたɻ

多 可 町 ΁ ๚ ໰しɺײじた ັ ྗを
GBDFCPPLͰൃ৴したɻ多可町を๚Εて
いる߹॓໔ڐ生΍グランϐングࢪઃ利
༻ऀ͕ɺ「࠶ͼ多可町を๚Εたい」ͱࢥ
Α͏͏ にɺޫ؍஍৘ใを記ࡌしたマップ

のઃஔをఏҊしたɻまたɺ「多可おこし」
を޿ΊるたΊにɺλーήットͰ͋るएऀ
΁のチラシ഑෍΍ɺ�多可おこしなͲɺ
ϋッシϡλグをつ͚た౤ߘをߟ た͑ɻ

һڭಋࢦ
⅖良兼司ઌ生
今井まりなઌ生
からのコメント

町のݱঢ়にରしてɺͻたΉきにدりఴいな͕らɺチームメンόー自਎͕多可町のؔ܎ਓޱに
なっていったɻ活ಈϖージのੵۃతなߋ৽͸ɺエンήージメント਺に΋೗࣮にදΕているɻ今ޙ
͸ɺاըに஫いͩѪをදݱしてɺϢーβーのসࢥ͕إいුかͿ商品の展開を期଴したいɻॕ

多可町の定番お土産

団ܑ̐ࢠఋʤ多可おこしʥ
ɺߴ大学ɹኍ田ষޫゼミ/ക田ᏬՖـۙ 尾ཅདྷɺਫ໼ྕ

を఻ँײ る͑おख఻い

多 可 町͕ܟ ࿝の日ൃ ঵の஍Ͱ͋るこ
ͱɺײ ँにҲΕる町Ͱ͋るこͱにண໨し
たࢲたち͸ɺ日ࠒ ײ ँを఻͑たい͕఻

ら͑Εていないͱい͏ਓをλーήットにઃ
定ɻँײを఻ る͑ଆ΋఻ ら͑Εるଆ΋خし
くなるお土産を໨ࢦしてߟҊしたの͕ɺ
「 ײ ँ ɺײ ܹ 多 可͋らΕ」Ͱ͋るɻ多
可町の自વを活かして࡞らΕる଍立ৢ
଄ ༷のおে ༉を使༻した͋らΕͱɺ多
可 町をイメージした৭ ߹いの͋らΕ͕
ೖっているɻँײを఻͑るޙԡしになΕ
͹ͱい͏ࢥいをࠐΊてɺँײを఻͑るख
ஈͱして多く༻いらΕるखࢴをモチーϑ
にしたパッケージσβインͱなっているɻ

たち͸多可町ࢲ ࿝の日ൃ঵のܟ͕」
町」Ͱ り͋ɺँײを大੾にしているͱい
͏఺にண໨しௐࠪを行͏தͰɺ日ײࠒ
ँを఻͑たい Ͳ͚఻ ら͑Εないਓ͕多
くいるこͱをൃݟしɺޙԡしͱなる商品
を࡞りたいͱ͑ߟたɻँײを఻ る͑こͱ
にϋーυルのߴさをײじている1ਓの
ঁ性をϖルιφに立てɺ൴ঁ๊͕ る͑
೰Έを解決する商品を͑ߟたのͩɻ

৭をつ る͚ํ法΍αイズײɺ಺༰ྔ΍
多可町らしさをग़すํ法についてࢼ行
りฦしたɻまたɺパッケージ͸܁をޡࡨ
Ͳ͏ すΕ͹͕ँײ఻͑΍すくなるのかɺ
Ͳ͏ すΕ͹खにऔって΋ら͑ るのかをߟ
͑ɺ࣋ؾちを఻ る͑खஈͱして༗ޮな
खࢴにたͲりணいたのͰ る͋ɻϖルιφ
に΋ँײを఻ た͑い૬खに࡞ࢼ品を౉
して΋らいɺ喜んͰ΋ら͑ るこͱ͕ ग़དྷたɻ

ചり৔なͲについてのఏ ҊにՃ͑ɺ
ܹײɺँײ」 多可 ら͋Ε」のパッケー
ジを෧౵෩にɺݸแ૷を便ᝦ෩にし
てँײを఻͑΍すくするこͱͰɺこの商
品をߪೖして༑ୡ΍ಉ྅のํに商品
ͱ一ॹにँײを఻͑ていた くͩɻまたɺ
ࠐแ૷のཪに多可町の৘ใを੝りݸ
ΉこͱͰ多可町のັྗを多くのਓに޿
͛るこͱ͕ ग़དྷるͱߟ て͑いるのͩɻ

һڭಋࢦ
ኍ田ষޫઌ生
からのコメント

を఻͑たい͚Ͳεトレートに఻ँײ き͑Εない΋Ͳかしさを多可町の৚ྫɺ特産෺を૊Έ߹
Θせてお土産製品を開ൃɻさらにɺͦ のお土産に͸多可町ͱؔ࿈͚ͮてεトーリーを開ൃ
しχϡーεͱしてൃ৴しқくֻ͚࢓を༻ҙしたɻ׬੒౓のߴいマーケティングاըɻ

多可町の定番お土産

.B1ʤँײɺܹײ 多可͋らΕʥ
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京都橘大学ɹ⅖良兼司・今井まりなゼミ/ழ田҂ಸɺ๺川༟੒ɺதଜਫ೒ɺ山本Ղಸ

10೥ޙの͋なた΁

この商品͸ɺ多可町͕ൃ঵Ͱ͋る特産
品ɺ山田ۋのञถをϙン՛ࢠにしɺυライ
ϑルーツͱ߹Θせた一ޱαイズのお土産
Ͱ͋るɻ商品໊の「多可おこし」に͸ɺお
՛ࢠの὇おこし὇ͱ஍Ҭ὇おこし὇の
ҙຯ͕ࠐΊらΕているɻ
山田ۋ͸ཻ͕大きいこͱからɺ一໨Ͱ山
田ۋ ͱͩΘかる商品になっているɻまた山
田ۋのञถを使༻するこͱͰɺ「多可町
のお土産」ͱい͏ ఺をアϐールしているɻ
ຯ͕ޮいたυライϑルーツ͸ɺຯのアクࢎ
ηントになっているɻ
パッケージをλイムカプηルにするこͱͰɺ
多可町をࢥいग़して΋ら͏ ૊Έになっ࢓
ているɻ

多可町に͸ɺ໨తを࣋って๚໰するए
ऀ͕いるɻͦ Ε͸ɺ߹॓໔ڐ生Ͱ る͋ɻ
こͦͰɺ߹॓໔ڐをݧܦした大学生に

インλϏϡーを行 ͱ͏ɺ߹॓໔ڐͰͦの
஍Ҭに2िؒ଺在するこͱͰɺѪண͕

く༙こͱ͕ ൑໌したɻѪண͕༙いたޙɺ
૝いग़ͱして࣋ってؼるこͱのͰきるお
土産をఏҊするこͱͰɺ多可町にࢥい
ೖΕの る͋ؔ܎ਓ૿ޱՃをਤるɻ

ਫѿͰݻΊたϙン՛ࢠにυライϑルー
ツをのせてݻΊたɻυライϑルーツのࢎ
ຯにΑってɺਫѿの؁さͱマッチした商
品になっているɻԿ౓΋࡞ࢼを܁りฦ
しɺਫѿ͕ࣃにҾっ෇くɺͱい͏ 課題を
෰したɻ࣮ࠀ 品を町ຽの࡞ࢼにɺࡍ
ํʑにঌし͋ ͕っていた きͩɺ「商品化
し΍すい」「ଞの商品ͱࠩผ化Ͱきて
いる」なͲのخしいお੠をいたͩいたɻ

多 可 町 ΁ ๚ ໰しɺײじた ັ ྗを
GBDFCPPLͰൃ৴したɻ多可町を๚Εて
いる߹॓໔ڐ生΍グランϐングࢪઃ利
༻ऀ͕ɺ「࠶ͼ多可町を๚Εたい」ͱࢥ
Α͏͏ にɺޫ؍஍৘ใを記ࡌしたマップ

のઃஔをఏҊしたɻまたɺ「多可おこし」
を޿ΊるたΊにɺλーήットͰ͋るएऀ
΁のチラシ഑෍΍ɺ�多可おこしなͲɺ
ϋッシϡλグをつ͚た౤ߘをߟ た͑ɻ

һڭಋࢦ
⅖良兼司ઌ生
今井まりなઌ生
からのコメント

町のݱঢ়にରしてɺͻたΉきにدりఴいな͕らɺチームメンόー自਎͕多可町のؔ܎ਓޱに
なっていったɻ活ಈϖージのੵۃతなߋ৽͸ɺエンήージメント਺に΋೗࣮にදΕているɻ今ޙ
͸ɺاըに஫いͩѪをදݱしてɺϢーβーのসࢥ͕إいුかͿ商品の展開を期଴したいɻॕ

多可町の定番お土産

団ܑ̐ࢠఋʤ多可おこしʥ
ɺߴ大学ɹኍ田ষޫゼミ/ക田ᏬՖـۙ 尾ཅདྷɺਫ໼ྕ

を఻ँײ る͑おख఻い

多 可 町͕ܟ ࿝の日ൃ ঵の஍Ͱ͋るこ
ͱɺײ ँにҲΕる町Ͱ͋るこͱにண໨し
たࢲたち͸ɺ日ࠒ ײ ँを఻͑たい͕఻

ら͑Εていないͱい͏ਓをλーήットにઃ
定ɻँײを఻ る͑ଆ΋఻ ら͑Εるଆ΋خし
くなるお土産を໨ࢦしてߟҊしたの͕ɺ
「 ײ ँ ɺײ ܹ 多 可͋らΕ」Ͱ͋るɻ多
可町の自વを活かして࡞らΕる଍立ৢ
଄ ༷のおে ༉を使༻した͋らΕͱɺ多
可 町をイメージした৭ ߹いの͋らΕ͕
ೖっているɻँײを఻͑るޙԡしになΕ
͹ͱい͏ࢥいをࠐΊてɺँײを఻͑るख
ஈͱして多く༻いらΕるखࢴをモチーϑ
にしたパッケージσβインͱなっているɻ

たち͸多可町ࢲ ࿝の日ൃ঵のܟ͕」
町」Ͱ り͋ɺँײを大੾にしているͱい
͏఺にண໨しௐࠪを行͏தͰɺ日ײࠒ
ँを఻͑たい Ͳ͚఻ ら͑Εないਓ͕多
くいるこͱをൃݟしɺޙԡしͱなる商品
を࡞りたいͱ͑ߟたɻँײを఻ る͑こͱ
にϋーυルのߴさをײじている1ਓの
ঁ性をϖルιφに立てɺ൴ঁ๊͕ る͑
೰Έを解決する商品を͑ߟたのͩɻ

৭をつ る͚ํ法΍αイズײɺ಺༰ྔ΍
多可町らしさをग़すํ法についてࢼ行
りฦしたɻまたɺパッケージ͸܁をޡࡨ
Ͳ͏ すΕ͹͕ँײ఻͑΍すくなるのかɺ
Ͳ͏ すΕ͹खにऔって΋ら͑ るのかをߟ
͑ɺ࣋ؾちを఻ る͑खஈͱして༗ޮな
खࢴにたͲりணいたのͰ る͋ɻϖルιφ
に΋ँײを఻ た͑い૬खに࡞ࢼ品を౉
して΋らいɺ喜んͰ΋ら͑ るこͱ͕ ग़དྷたɻ

ചり৔なͲについてのఏ ҊにՃ͑ɺ
ܹײɺँײ」 多可 ら͋Ε」のパッケー
ジを෧౵෩にɺݸแ૷を便ᝦ෩にし
てँײを఻͑΍すくするこͱͰɺこの商
品をߪೖして༑ୡ΍ಉ྅のํに商品
ͱ一ॹにँײを఻͑ていた くͩɻまたɺ
ࠐแ૷のཪに多可町の৘ใを੝りݸ
ΉこͱͰ多可町のັྗを多くのਓに޿
͛るこͱ͕ ग़དྷるͱߟ て͑いるのͩɻ

һڭಋࢦ
ኍ田ষޫઌ生
からのコメント

を఻͑たい͚Ͳεトレートに఻ँײ き͑Εない΋Ͳかしさを多可町の৚ྫɺ特産෺を૊Έ߹
Θせてお土産製品を開ൃɻさらにɺͦ のお土産に͸多可町ͱؔ࿈͚ͮてεトーリーを開ൃ
しχϡーεͱしてൃ৴しқくֻ͚࢓を༻ҙしたɻ׬੒౓のߴいマーケティングاըɻ

多可町の定番お土産

.B1ʤँײɺܹײ 多可͋らΕʥ
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ۨᖒ大学ɹੁ野佐৫ゼミ/ٱՈ୓າɺখྛࣿقɺদ本アイ

ʙ๨ΕらΕない૝い͛ܨますʙ

この商品͸多可町を๚Εたਓから多可
町を஌らないਓ΁૝いを͛ܨるこͱをئ
いɺاըしたɻ多可町を๚Εたࡍにɺ町
ຽಉ࢜の͕ܨりͱ多可町の໊のつく商
品͕ແいこͱにͮؾきを得たɻͦ こͰ༨
ՋଜެԂに多く๚Εていたখさいおࢠ
༷を࿈Εたएいママに஫໨しɺࢠͲ΋か
ら大 ਓまͰָしΊるΑ͏ に可 Ѫらしさを
商品΍パッケージにදݱしたɻほΖほΖ
のクッキーにマシϡマϩをڬΈɺϗϫイト
チϣコをృるこͱͰɺࢠͲ΋͸΋ちΖんɺ大
ਓ͸コーώーをยखにָしんͰいた͚ͩ
るɻ

多可町に͸શࠃతに༗໊な特産品
͕͋るに΋ؔΘらͣɺ「こΕ͕多可町
ͩ」ͱ໨をऒく商 品͕ແいɻͦ こͰɺ
ط ଘのお土 産 品に͸ないਅ ৽しさ
΍キϟンプブームに໨をつ͚たɻお土
産品ͱしてχッチͰ͋るεモアαンυ
にしたཧ༝͸ɺ௿コεト׌つブランυ
ྗの্޲をਤΕるͱ͑ߟたからͩɻ

౰ॳɺ商品に2つの特௃を࣋たせΑ
ͱ͏していたɻ日本 ञを使 ༻するҊ

ͱɺ山田ۋのถคを使༻するҊͰ͋
るɻͲちら΋ɺ多可町の特産品Ͱ͋る
たΊ「多可町らしさ」をग़せるͱ͑ߟ
ていたɻしかしɺळカンにて山田ۋ͸
コεト͕かかるͱい͏ࢦఠを受͚ɺ山
田ۋを༻いないシンプルなεモアを
したɻ࡞ࢼ

ൢച৔ॴ͸ɺ多可町಺の2つのಓのӺ
ͱラϕンμーパークにݶ定するɻཧ༝͸2
఺ る͋ɻ1つ͸্記3஍఺に͸多可町の
໊のついたお土産品͕ないたΊͰ る͋ɻ
΋͏ 1఺͸ೖりࠐΈ٬਺͕ଞのお土産
品ൢചॴΑり΋多いσーλ͕ る͋たΊͰ

る͋ɻ13について͸ɺϑΥϩϫー12ສਓを
௒ る͑ママさんインελグラマーͱメッηー
ジͰ΍りͱりをしɺԠԉしていたͩ る͚ࢫを
ྃঝしていたͩいたɻここからまͣ ͸ൃ৴
しɺͦΕをݟたਓ͕多可町を๚Εɺ商品
をങ͏ ɻͦΕをՈఉ΍৬৔Ͱ഑෍しɺさら
に޿Ίるͱいったํ法を͑ߟ ているɻ

һڭಋࢦ
ੁ野佐৫ઌ生
からのコメント

൴らの൝͸多可町の町ՖͰ る͋野٠のՖݴ༿「๨ΕらΕないࢥい」をコンηプトͱしてɺεモア「多可の
いちりん」をఏҊしたɻブランυにඞཁな৘ॹతՁ஋を੝りࠐΈな ら͕ɺ࣌୅に߹Θせたεモアͱい͏ 商
品をఏҊしɺඒしいパッケージσβインをࢪした࡞ࢼ品͸׬੒౓͕ඇৗにߴい΋の っͩたɻࡉ෦まͰこ
ͩΘる൴らのηンεに͸໨をݟுる΋の͕ っ͋たɻ

多可町の定番お土産

͋さたーたんʤ多可のいちりんʥ
川ケイφߥ立大学ɹ山田าゼミ/๺ᖒいͮΈɺݝլ࣎

「͋まのじΌくな࣋ؾち」にدり
ఴったお土産

多可町に͸「ఱअَ఻આ」のݴい఻͑
͕͋るɻͦ こからࢲたち͸ɺఱअَなਓの
「΋っͱૉ௚になりたい�」の࣋ؾちにد
りఴ͏お土産ͱして「͋まのじΌ͚」をఏ
Ҋするɻ
こͦͰɺࢲたち͸ఱअَなਓ͕本Իを఻
る͑きっか ͱ͚なる「͋まのじΌくจࣈ」を

σβインしたɻこのจࣈ͸ɺ؁ञをҿΉ
લに͸「 ס ഋ 」ͱい͏Կ ないηリϑにؾ
ݟ る͕͑ɺҿΈऴ る͑ͱ「εキ」΍「アリΨ
ト」なͲのී ஈ͸͑ݴない本 Ի͕ුか
ͼ͕͋るֻ࢓ ͱ͚なっているɻ
この「͋まのじΌ͚」を௨してコミϡケー
シϣンの大 ੾さを多 可 町からൃ ৴した
いɻ

୭し΋Ո଒・༑ਓ・࿀ਓのΑ͏ な਎ۙな
ਓにఱअَなଶ౓をͱってしまったܦ
る͸ͣͩɻྫ͕͋ݧ ͑͹いつ΋͑ࢧて
くΕているՈ଒にૉ௚に「 り͕͋ ͱ͏ 」
なかったりͱɻͦ͑ݴ͕ こͰɺࢲたち͸
5XJUUFSにて「本৺」「ݴ な͑い」なͲ
のキーϫーυをௐࠪしたɻするͱɺૉ௚
になΕͣにࠔっているఱअَなਓୡ
͕ඇৗに୔山ډるこͱを֬࠶ೝしたɻ

༿に本Իの「アリΨト」΍ݴの「ഋס」
「εキ」を೜͹せるϑΥントのσβインに
ۤ࿑したɻまたɺ؁ञの৭を利༻して͋
まのじΌくจࣈをม化させるたΊɺラϕル
Ͱの৭のݱ࠶΍૊߹せに΋޻෉したɻ
しͦてɺ୭か大੾なਓͱ2ਓͰҿΉこͱを

૝定しているたΊɺຯҧいの2本ηットͰ
ΘͣखにऔってΈたくなるΑ͏ࢥ なパッ
ケージを໨ࢦしたɻ

使༻する؁ञ͸ฌݝݿՃ౦ࢢの山
田ञ଄৯品ࣜג会社༷に͝ ௖きɺྗڠ

「たきのいͣΈϑルーツ؁ञ」の使༻ަ
ব͕੒立したɻ「 ま͋のじΌ͚ 」のパッケー
ジからɺ5XJUUFS΍*OsUBHSBNɺ5JL5PL
౳Ͱ࿩題になるこͱを૝定しɺS/SͰのプ
ϩモーシϣンをத৺にݕ౼したɻまたɺお
土産Ҏ֎に΋大੾なਓにૹるΪϑトͱし
てࡶ՟屋さん΍Ϊϑトシϣップ΁のަব΋
行ったɻ

һڭಋࢦ
山田าઌ生
からのコメント

して「アリΨト」΍「εキ」を఻「ഋס」 る͑؁ञηットɻ多可町に఻Θるఱअَ఻આを使っ
てコミϡχケーシϣンツールͱしてのお土産を࡞り্͛たɻ多可町らしい「ほっこりײ」΍「͋
たたかさ」΋఻Θるݟ事なアイσアɻϕεトاըの1つͩɻ

多可町の定番お土産

テンシϣン多可いʤ͋まのじΌ͚ʥ
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ۨᖒ大学ɹੁ野佐৫ゼミ/ٱՈ୓າɺখྛࣿقɺদ本アイ

ʙ๨ΕらΕない૝い͛ܨますʙ
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ຽಉ࢜の͕ܨりͱ多可町の໊のつく商
品͕ແいこͱにͮؾきを得たɻͦ こͰ༨
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༷を࿈Εたएいママに஫໨しɺࢠͲ΋か
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品ൢചॴΑり΋多いσーλ͕ る͋たΊͰ
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ྃঝしていたͩいたɻここからまͣ ͸ൃ৴
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һڭಋࢦ
ੁ野佐৫ઌ生
からのコメント
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多可町の定番お土産

͋さたーたんʤ多可のいちりんʥ
川ケイφߥ立大学ɹ山田าゼミ/๺ᖒいͮΈɺݝլ࣎
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ಉࢤ社大学ɹ෌田݈司ゼミ/井ՈࢻԻɺڕ山ྯಹɺௗӋ྄༎

ツφグ

「たかのトリコ」͸多可町の特産品Ͱ͋
る೻ भඦ日Ͳりを使 ༻したεープ࠷த
ͩɻ࠷தのதに͸ɺ೻भඦ日Ͳり団ࢠɺ
ന ࡊ ɺਓ ࢀ ɺܲ Ψラεープʢ ᰒ ཻ ʣ͕
ೖっているɻ৯΂ํ͸؆୯Ͱ商品をお
࿶にೖΕɺお౬を஫͙͚ͩͰεープ͕
੒するɻこの商品Ͱ೻भඦ日ͲりをΑ׬
り多くのਓにɺΑりखܰにָしんͰ΋らい
たいɻさらにɺ多可町のັྗを఻͑るՍ
のΑ͏ڮ͚ なଘ 在になってཉしいͱい͏
૝いをࠐΊているɻͥ ͻ「たかのトリコ」
を৯΂て多可町のྂになってཉしいɻ

に多可町に๚Εɺお土ࡍୡ͸࣮ࢲ
産ച৔をௐࠪしたɻͦ のࡍɺ೻भඦ
日Ͳりを使༻したطଘのお土産͸レ
トルト΍٧؈の商品͕多く৯΂るの
にख͕ؒかかってしま͏ こͱに͕ؾつ
いたɻͦ こͰࢲୡ͸このرগな೻भ
ඦ日ͲりをखܰにɺपりͱシΣアしな͕
らָしΊる商品を࡞りたいͱ͑ߟたɻ

一໨Ͱ多可町のお土産Ͱ͋るこͱɺ
特産品Ͱ͋る೻भඦ日Ͳりを使༻し
ているこͱ͕఻Θる商品になるΑ͏ ࢼ
行ޡࡨしたɻパッケージから΋「多可
町らしさ」をදݱするたΊɺԿ౓΋࡞
੒を行なったɻいかに受͚औったଆ
の໨をͻくかɺ印৅に࢒るかをҙࣝし
な͕ら੍࡞にऔり૊んͩɻ

この商品͸多可町のํʑ͕ख土産
ͱしてߪೖしɺଞ஍Ҭ΁ͱ࣋っていく
こͱを૝ 定しているɻ多 可 町のํʑ
の༷ʑなχーズにԠ る͑こͱ͕ ग़དྷる
Α͏ ɺ৔໘に߹Θせたラインφップを
展開するɻまͣ͸多可町ଆからൃ৴
するͱい͏ܗͰ商品のೝ஌౓্޲ɺ
さらに͸多 可 町のೝ ஌ ౓ ޲ ্΋͸
かっているɻ

һڭಋࢦ
෌田݈司ઌ生
からのコメント

この商品͸ɺεープ࠷தのதに多可町の特産品͕٧まっている఺͕ඇৗに໘നいɻお土
産ͱい ͱ͏お՛ࢠを͑ߟқい͕ɺ࠷தを͑ߟたͱこΖにメンόーの優Εたηンε͕දΕてい
るɻこの商品Ͱ͋Ε͹ɺࢲ͸ͥͻങって৯΂てΈたいしɺお土産ͱして΋使いたいͱڧく͏ࢥɻ

多可町の定番お土産

シΣόリエʤたかのトリコʥ
南山大学ɹ川๺ᚸࢠلゼミ/ଠ田ޫيɺখᖒါرɺୌԬさくら

多可のັྗを͗ Ύっͱ� ৯΂て
ָしΉλカλーλン�

多可のๅ石ʙλカλーλンʙ͸和՛ࢠ
Ͱ͋るᘡᘚ౶を༻いて多可町のシンϘ
ルマークͱなるλカλーλンをද したݱ
商品Ͱ͋るɻ定番のお土産をߟҊする
に͋たりɺͲのੈ ୅に΋ѪさΕɺݟた໨
のඒしいᘡᘚ౶にண໨したɻパッケージ
ද໘のઆ໌΍ଆ໘にプリントさΕたλカ
λーλンにΑりɺॳΊてݟたਓ΋λカλー
λンについてཧ解Ͱきるパッケージͱなっ
ているɻλカλーλンにؔ࿈する৯品の
お土産͕ແいこͱからɺ多可のๅ石ʙλ
カλーλンʙを௨してΑり多くのਓにͱっ
てλカλーλン͕਎ۙな΋のͱなるΑ͏ に
していきたいɻ

たち͸पғのਓにରしてɺお土産ࢲ
を୭に౉すかͱい ア͏ンケートを࣮ࢪ
しɺͦ の結果からお土産͸大ਓ਺に
౉すケーεΑり΋਺ ਓに౉すケーε
͕多いこͱ͕Θかったɻͦ Εを౿ま͑ ɺ
たち͸大ਓ਺にରしてͰ͸なく਌ࢲ
しい਺ ਓにରしてૹるこͱを૝ 定し
たお土産をߟҊしたɻ

パッケージをߟҊするに͋たりɺෳ਺
のプϩトλイプを࡞੒したɻ多可町の
シンϘルマークͰ͋るλカλーλンを
アϐールする͚ͩͰなくɺᘡ ᘚ ౶の
ඒしさͱλカλーλン͕ͲのΑ͏ な΋の
Ͱ͋るかを఻͑たいͱ͑ߟɺऔり૊ん
ͩɻͦ してपғのํʑからҙݟをい
たͩきɺࢼ行ޡࡨの຤にパッケージ
を決定したɻ

ᘡᘚ౶͸ݟた໨͕៉ྷͰ͋るこͱ͕ 1
番のϙイントͰ る͋たΊɺ旅行٬の໨͕
す͙ にཹまるΑ͏ なചり৔࡞りをするɻま
たՈ଒࿈Εの旅行٬͕多いͱい͏ こͱ
からɺキラキラした΋の͕大޷きなࢠͲ΋
の໨に΋ೖるΑ͏ に௿い位ஔͰのઃӦ
を行͏ɻλカλーλンをモチーϑͱしたॳ
の৯品ͱい͏ こͱをڧくԡしग़しɺ多可
町ຽのํʑのؔ৺を΋Ҿく΋のにするɻ

һڭಋࢦ
川๺ᚸࢠلઌ生
からのコメント

ᘡᘚ౶ͱい͏お՛ࢠをฉいたͱきに͸ɺͱて΋໨の෇͚ॴ͕Αいなͱࢥったɻおいしいしɺ͹͑
るしɺ日࣋ち΋するɻͦ してɺͦ ΕをΪϑトのコミϡχケーシϣンに活༻するํ޲΋Αかったɻळカ
ンͰ課題にਅ໘໨に౴͑た製品に΋なっていたͱ͏ࢥɻ

多可町の定番お土産

南山大学川๺ゼミ多可町チームʤ多可のๅ石ʙλカλーλンʙʥ
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かっているɻ

һڭಋࢦ
෌田݈司ઌ生
からのコメント

この商品͸ɺεープ࠷தのதに多可町の特産品͕٧まっている఺͕ඇৗに໘നいɻお土
産ͱい ͱ͏お՛ࢠを͑ߟқい͕ɺ࠷தを͑ߟたͱこΖにメンόーの優Εたηンε͕දΕてい
るɻこの商品Ͱ͋Ε͹ɺࢲ͸ͥͻങって৯΂てΈたいしɺお土産ͱして΋使いたいͱڧく͏ࢥɻ

多可町の定番お土産

シΣόリエʤたかのトリコʥ
南山大学ɹ川๺ᚸࢠلゼミ/ଠ田ޫيɺখᖒါرɺୌԬさくら

多可のັྗを͗ Ύっͱ� ৯΂て
ָしΉλカλーλン�

多可のๅ石ʙλカλーλンʙ͸和՛ࢠ
Ͱ͋るᘡᘚ౶を༻いて多可町のシンϘ
ルマークͱなるλカλーλンをද したݱ
商品Ͱ͋るɻ定番のお土産をߟҊする
に͋たりɺͲのੈ ୅に΋ѪさΕɺݟた໨
のඒしいᘡᘚ౶にண໨したɻパッケージ
ද໘のઆ໌΍ଆ໘にプリントさΕたλカ
λーλンにΑりɺॳΊてݟたਓ΋λカλー
λンについてཧ解Ͱきるパッケージͱなっ
ているɻλカλーλンにؔ࿈する৯品の
お土産͕ແいこͱからɺ多可のๅ石ʙλ
カλーλンʙを௨してΑり多くのਓにͱっ
てλカλーλン͕਎ۙな΋のͱなるΑ͏ に
していきたいɻ

たち͸पғのਓにରしてɺお土産ࢲ
を୭に౉すかͱい ア͏ンケートを࣮ࢪ
しɺͦ の結果からお土産͸大ਓ਺に
౉すケーεΑり΋਺ ਓに౉すケーε
͕多いこͱ͕Θかったɻͦ Εを౿ま͑ ɺ
たち͸大ਓ਺にରしてͰ͸なく਌ࢲ
しい਺ ਓにରしてૹるこͱを૝ 定し
たお土産をߟҊしたɻ

パッケージをߟҊするに͋たりɺෳ਺
のプϩトλイプを࡞੒したɻ多可町の
シンϘルマークͰ͋るλカλーλンを
アϐールする͚ͩͰなくɺᘡ ᘚ ౶の
ඒしさͱλカλーλン͕ͲのΑ͏ な΋の
Ͱ͋るかを఻͑たいͱ͑ߟɺऔり૊ん
ͩɻͦ してपғのํʑからҙݟをい
たͩきɺࢼ行ޡࡨの຤にパッケージ
を決定したɻ

ᘡᘚ౶͸ݟた໨͕៉ྷͰ͋るこͱ͕ 1
番のϙイントͰ る͋たΊɺ旅行٬の໨͕
す͙ にཹまるΑ͏ なചり৔࡞りをするɻま
たՈ଒࿈Εの旅行٬͕多いͱい͏ こͱ
からɺキラキラした΋の͕大޷きなࢠͲ΋
の໨に΋ೖるΑ͏ に௿い位ஔͰのઃӦ
を行͏ɻλカλーλンをモチーϑͱしたॳ
の৯品ͱい͏ こͱをڧくԡしग़しɺ多可
町ຽのํʑのؔ৺を΋Ҿく΋のにするɻ

һڭಋࢦ
川๺ᚸࢠلઌ生
からのコメント

ᘡᘚ౶ͱい͏お՛ࢠをฉいたͱきに͸ɺͱて΋໨の෇͚ॴ͕Αいなͱࢥったɻおいしいしɺ͹͑
るしɺ日࣋ち΋するɻͦ してɺͦ ΕをΪϑトのコミϡχケーシϣンに活༻するํ޲΋Αかったɻळカ
ンͰ課題にਅ໘໨に౴͑た製品に΋なっていたͱ͏ࢥɻ

多可町の定番お土産

南山大学川๺ゼミ多可町チームʤ多可のๅ石ʙλカλーλンʙʥ
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日本大学ɹ石田大యゼミ/҆ୡஐ࠸ɺ長಺࠼Ֆɺ山田ါಸɺ山ࡍઇࡊ

シΣアする多可町

たか๮͸ɺ「౾෗ϕϏーカεテラ」を۲に
した商品Ͱࢗ る͋ɻ
たか๮ͰコンηプトͰ͋る「シΣアする多
可町」を࣮ݱしɺ自分のΈͰָしΉ͚ͩͰ
なくɺଞのਓに΋お土産を௨じて多可町を
シΣアするこͱͰɺ多可町をさらに多くのਓ
に஌って΋らいたいͱい͏ࢥいをࠐΊてい
るɻ
۲にࢗしたཧ༝ͱして͸ɺ๮ঢ়のお՛ࢠに
するこͱͰ࣋ち΍すさを࣮ݱしɺपғのਓ
ͱ一ॹに৯΂らΕる事を໨తͱしているɻ
生஍͸ɺ多可町産のݜ౾෗を使༻した
特௃Ͱ͕ײらかな৯׈ る͋ɻͦしてɺϑレー
όー͸؁Έの͋るプレーン・ཻ ͋ん・カε
λーυのࡾछྨͰ る͋ɻ

多可町に๚Εる٬ޫ؍͸ྩ和ݩ೥
に໿103ສਓͰ͋るɻ旅行΍ग़ுͰ
お土産をඞͣങ ͱ͏い͏ ਓ͕໿�ׂͱ
い͏ こͱからɺ多可町を๚Εた٬ޫ؍
の͏ ちお土産をߪೖするਓ͸�1ສਓ
いるͱ༧ଌɻさらにɺたか๮をങいたい
ͱ͏ࢥਓ͕໿�ׂͩったこͱからɺ多可
町を๚Εた٬ޫ؍の͏ ち「たか๮」を
��ສਓ͕ߪೖしてくΕるͱࠐݟΊるɻ

たか๮の࡞ࢼ品を࡞るに͋ たってɺ生஍
にຯ઻ɺ౾෗をೖΕた΋のを͑ߟたɻϑ
レーόー͸ɺカελーυɺチϣコɺチーズɺ
ཻ͋んɺຯ઻をߟ た͑ɻࣸ ਅ͸ɺこΕらの
プϩトλイプを࡞੒したࡍの΋のͰ る͋ɻ
りฦした結果ɺ生஍に܁৯をࢼͱ࡞ࢼ
͸౾෗を使༻しɺϑレーόー͸プレー
ンɺཻ ͋んɺカελーυを使༻するこͱに
決定したɻ

ϋッシϡλグػೳを利༻したS/Sを
༻いた活ಈを行͏ɻϋッシϡλグ「シΣ
ア多可」をつ͚てɺたか๮を࣋ったࣸ
ਅをS/Sに౤ߘするɻまͣ ͸ࢲୡから
たか๮のೝ஌を޿Ίɺ࠷ऴతに͸た
か๮をߪೖしてくΕたਓୡに「シΣア
多可」を使ってࣸਅを౤ߘして΋ら͏
こͱͰɺさらにෆ特定多਺のਓにシΣ
アして΋ら͏ こͱを૝定しているɻ

һڭಋࢦ
石田大యઌ生
からのコメント

旅行土産にখ分͚の՛ࢠを഑ったݧܦ͸ないͩΖ͏ かɻたか๮͸ͦ͏ したシΣアをコンηプ
トにしているɻখ分͚にさΕた๮ঢ়のカεテラ͸ɺ഑るのに࠷దな͚ͩͰ͸なくɺ旅のࢥいग़
࿩をしな͕ら৯΂るのに΋దしているɻ旅行ޙのͦ͏ した৘͕ܠ໨にුかͿ商品Ͱ͋るɻ

多可町の定番お土産

石レンジϟーʤたか๮ʥ
法政大学ɹ杉浦未樹ゼミ/石田ࢤӋɺ্ 野ᗛɺ๺田ᣦࢠɺງޱかすΈ

多可町のએ఻大使になるこͱ͕
Ͱきるお土産

多可ラメル͸ɺ多可町の特産品Ͱ͋る
౾ೕの෩ຯͱパリッͱしたキϟラメルのຯ
Θい͕ࠞ͟ったɺશੈ୅にѪさΕるクッ
キーͩɻ্ のυライϑルーツ͕良いアクη
ントになっているɻパッケージのද໘͸ๅ
ശモチーϑͰ͋りɺ多可町のํの༡ͼ
৺をελイリッシϡにදݱしたɻཪ໘に͋
るֆ୳しήームを௨して多可町をָしく
஌るこͱ͕Ͱきるɻまたɺֆ୳しήームの
౴͕͑෇ଐのリーϑレットにࡌりɺͦ こに
多 可 町の໊ ॴ΍特 産 品についてৄし
いઆ໌ॻき͕͋るɻ

多可町のํにアンケートをͱりɺͦ のத
Ͱڍ ら͛Εたݱ在の多可町の土産品
にରするҙݟ΍χーズからコンηプトを
ઃ定したɻまたɺクッキーのࢼ৯会を行
いɺ�0໊ܭにຯͱݟた໨にؔしてධՁ
していたͩいたɻパッケージについて͸
多可町の役৔΍֗おこしୂྗڠ΍σ
βイφーのํにҙݟを࢕いɺສਓ受͚
するσβインを໨ࢦしվ良をॏͶたɻ

த਎のクッキー͸ܭ�ճɺパッケージ
͸3ܭճにΘたってվ良をॏͶたɻ
クッキー͸ɺສਓに受͚ೖΕらΕるຯ
ͱ৯ײを௥ٻしたɻパッケージ͸ɺσ
βイン性ɺコεト໘ɺϢーβーࢹ఺か
らΈたച৔にお͚るखにͱり΍すさɺ
ɺお土産ͱして͑ߟちӡͼ΍すさを࣋
受͚ೖΕらΕるのか΋͋Θせてɺݕ
ূతௐࠪをԿ౓΋行いɺվ良したɻ

商品プϩモーシϣンͱしてɺελンプラ
リーイϕントͱখചళͰのࢼ৯イϕン
トの開࠵をܭըしたɻ「多可町まる͝
ͱελンプラリー」をओ࠵さΕる多可
町 商 ޻ ؍ ޫ 課にྗڠいたͩきɺ多
可ラメルをイϕントܠ 品にするこͱを
৯イϕント͸ɺ多可ࢼըしɺまたɺܭ
町の༸ ՛ ࢠ ళ΍؍ ޫ ໊ ॴͰ࣮ ࢪ
するܭըをఏҊしたɻ

һڭಋࢦ
杉浦未樹ઌ生
からのコメント

ສਓ受͚するお土産ͱしたクッキー͸ɺࢼ৯会をॏͶɺݟた໨΋ຯ΋Αくɺয͕しキϟラメルͱ
υライϑルーツの૊Έ߹Θせ͕৽઱ͩったɻ多可町のํʑ͕町を঺հͰきるお土産をͱい

コ͏ンηプト͸Αかった͕ɺ૊Έ߹Θせの૬৐ޮ果をつくるこͱ͕ͰきΕ͹さらにΑかったɻ

多可町の定番お土産

アβトレトϩʤ多可ラメルʥ
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日本大学ɹ石田大యゼミ/҆ୡஐ࠸ɺ長಺࠼Ֆɺ山田ါಸɺ山ࡍઇࡊ

シΣアする多可町

たか๮͸ɺ「౾෗ϕϏーカεテラ」を۲に
した商品Ͱࢗ る͋ɻ
たか๮ͰコンηプトͰ͋る「シΣアする多
可町」を࣮ݱしɺ自分のΈͰָしΉ͚ͩͰ
なくɺଞのਓに΋お土産を௨じて多可町を
シΣアするこͱͰɺ多可町をさらに多くのਓ
に஌って΋らいたいͱい͏ࢥいをࠐΊてい
るɻ
۲にࢗしたཧ༝ͱして͸ɺ๮ঢ়のお՛ࢠに
するこͱͰ࣋ち΍すさを࣮ݱしɺपғのਓ
ͱ一ॹに৯΂らΕる事を໨తͱしているɻ
生஍͸ɺ多可町産のݜ౾෗を使༻した
特௃Ͱ͕ײらかな৯׈ る͋ɻͦしてɺϑレー
όー͸؁Έの͋るプレーン・ཻ ͋ん・カε
λーυのࡾछྨͰ る͋ɻ

多可町に๚Εる٬ޫ؍͸ྩ和ݩ೥
に໿103ສਓͰ͋るɻ旅行΍ग़ுͰ
お土産をඞͣങ ͱ͏い͏ ਓ͕໿�ׂͱ
い͏ こͱからɺ多可町を๚Εた٬ޫ؍
の͏ ちお土産をߪೖするਓ͸�1ສਓ
いるͱ༧ଌɻさらにɺたか๮をങいたい
ͱ͏ࢥਓ͕໿�ׂͩったこͱからɺ多可
町を๚Εた٬ޫ؍の͏ ち「たか๮」を
��ສਓ͕ߪೖしてくΕるͱࠐݟΊるɻ

たか๮の࡞ࢼ品を࡞るに͋ たってɺ生஍
にຯ઻ɺ౾෗をೖΕた΋のを͑ߟたɻϑ
レーόー͸ɺカελーυɺチϣコɺチーズɺ
ཻ͋んɺຯ઻をߟ た͑ɻࣸ ਅ͸ɺこΕらの
プϩトλイプを࡞੒したࡍの΋のͰ る͋ɻ
りฦした結果ɺ生஍に܁৯をࢼͱ࡞ࢼ
͸౾෗を使༻しɺϑレーόー͸プレー
ンɺཻ ͋んɺカελーυを使༻するこͱに
決定したɻ

ϋッシϡλグػೳを利༻したS/Sを
༻いた活ಈを行͏ɻϋッシϡλグ「シΣ
ア多可」をつ͚てɺたか๮を࣋ったࣸ
ਅをS/Sに౤ߘするɻまͣ ͸ࢲୡから
たか๮のೝ஌を޿Ίɺ࠷ऴతに͸た
か๮をߪೖしてくΕたਓୡに「シΣア
多可」を使ってࣸਅを౤ߘして΋ら͏
こͱͰɺさらにෆ特定多਺のਓにシΣ
アして΋ら͏ こͱを૝定しているɻ

һڭಋࢦ
石田大యઌ生
からのコメント

旅行土産にখ分͚の՛ࢠを഑ったݧܦ͸ないͩΖ͏ かɻたか๮͸ͦ͏ したシΣアをコンηプ
トにしているɻখ分͚にさΕた๮ঢ়のカεテラ͸ɺ഑るのに࠷దな͚ͩͰ͸なくɺ旅のࢥいग़
࿩をしな͕ら৯΂るのに΋దしているɻ旅行ޙのͦ͏ した৘͕ܠ໨にුかͿ商品Ͱ͋るɻ

多可町の定番お土産

石レンジϟーʤたか๮ʥ
法政大学ɹ杉浦未樹ゼミ/石田ࢤӋɺ্ 野ᗛɺ๺田ᣦࢠɺງޱかすΈ

多可町のએ఻大使になるこͱ͕
Ͱきるお土産

多可ラメル͸ɺ多可町の特産品Ͱ͋る
౾ೕの෩ຯͱパリッͱしたキϟラメルのຯ
Θい͕ࠞ͟ったɺશੈ୅にѪさΕるクッ
キーͩɻ্ のυライϑルーツ͕良いアクη
ントになっているɻパッケージのද໘͸ๅ
ശモチーϑͰ͋りɺ多可町のํの༡ͼ
৺をελイリッシϡにදݱしたɻཪ໘に͋
るֆ୳しήームを௨して多可町をָしく
஌るこͱ͕Ͱきるɻまたɺֆ୳しήームの
౴͕͑෇ଐのリーϑレットにࡌりɺͦ こに
多 可 町の໊ ॴ΍特 産 品についてৄし
いઆ໌ॻき͕͋るɻ

多可町のํにアンケートをͱりɺͦ のத
Ͱڍ ら͛Εたݱ在の多可町の土産品
にରするҙݟ΍χーズからコンηプトを
ઃ定したɻまたɺクッキーのࢼ৯会を行
いɺ�0໊ܭにຯͱݟた໨にؔしてධՁ
していたͩいたɻパッケージについて͸
多可町の役৔΍֗おこしୂྗڠ΍σ
βイφーのํにҙݟを࢕いɺສਓ受͚
するσβインを໨ࢦしվ良をॏͶたɻ

த਎のクッキー͸ܭ�ճɺパッケージ
͸3ܭճにΘたってվ良をॏͶたɻ
クッキー͸ɺສਓに受͚ೖΕらΕるຯ
ͱ৯ײを௥ٻしたɻパッケージ͸ɺσ
βイン性ɺコεト໘ɺϢーβーࢹ఺か
らΈたച৔にお͚るखにͱり΍すさɺ
ɺお土産ͱして͑ߟちӡͼ΍すさを࣋
受͚ೖΕらΕるのか΋͋Θせてɺݕ
ূతௐࠪをԿ౓΋行いɺվ良したɻ

商品プϩモーシϣンͱしてɺελンプラ
リーイϕントͱখചళͰのࢼ৯イϕン
トの開࠵をܭըしたɻ「多可町まる͝
ͱελンプラリー」をओ࠵さΕる多可
町 商 ޻ ؍ ޫ 課にྗڠいたͩきɺ多
可ラメルをイϕントܠ 品にするこͱを
৯イϕント͸ɺ多可ࢼըしɺまたɺܭ
町の༸ ՛ ࢠ ళ΍؍ ޫ ໊ ॴͰ࣮ ࢪ
するܭըをఏҊしたɻ

һڭಋࢦ
杉浦未樹ઌ生
からのコメント

ສਓ受͚するお土産ͱしたクッキー͸ɺࢼ৯会をॏͶɺݟた໨΋ຯ΋Αくɺয͕しキϟラメルͱ
υライϑルーツの૊Έ߹Θせ͕৽઱ͩったɻ多可町のํʑ͕町を঺հͰきるお土産をͱい

コ͏ンηプト͸Αかった͕ɺ૊Έ߹Θせの૬৐ޮ果をつくるこͱ͕ͰきΕ͹さらにΑかったɻ

多可町の定番お土産

アβトレトϩʤ多可ラメルʥ
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法政大学ɹ本條晴一郎ゼミ/౦௚樹ɺؔ 今日ࢠɺ山ޱਅึ

ԑʷؙʷԁ

「͑͝んαブレ」͸ɺޒԁۄのܗをした
ສਓ受͚するɺココアαブレɻܟ࿝の日
ൃ঵の町ɺ多可町͕ॏんじる「͝ԑ」ɺ

しͦて多 可 町からײじらΕるԹかくɺؙ
いง ғ をこの商ؾ 品に੝りࠐんͩɻま
たɺ多可町の町ষを࿈૝させる「੺」ͱ
「 ྘ 」をトッϐングのラズϕリーͱϐελ
チΦͰදݱしɺͻͱくちͰ多可町のັྗ
をおಧ͚ɻϙチ袋෩のݸแ૷ɺ12ݸೖ
りͰɺؙ いリーϑレット෇きɻശ΋ؙいܗ
にɻ大 ੾な͋のਓに౉すॠ ؒ ɺͦ して
໯ったޙ΋多可町͕ॏんじる「͝ԑ」を
じらΕるɻײ

コϩφՒͰ多可町を๚໰するこͱ͕ 難
しいதɺ商ޫ؍޻課のํʑͱΦンライ
ンミーティングをॏͶたɻͦこͰ得らΕた
「多可町͸໌るいํ͕多い」「ܟ࿝
のਫ਼神をॏんじる」ͱい͏ ੠Αりɺコンηプ
トを「ԑʷؙʷԁ」にઃ定ɻさらにɺお土
産にٻΊるこͱについて෯޿いੈ୅に
ௐࠪを行い「໯ ଆ͏΋͋ る͛ଆ΋޾せに
なるお土産」を࣮ݱしたいͱߟ た͑ɻ

パッケージσβインを特に޻෉ɻ「お
೥ۄɺ໯ の͏خしい�」「͋͛た࣌喜ん
Ͱ΋ら͑ るの΋خしい�」ͱい͏੠からϙ
チ袋෩のݸแ૷にしɺ「໯͏ଆ΋͋ ͛
るଆ΋޾せに」を࣮ݱɻؙ いശɺリーϑ
レットɺݸแ૷のཪ໘に͸ɺ多可町の
ັ ͱྗࢲたち͕͛ܝたコンηプト「ԑʷ
ؙʷԁ」をදݱɻ多可町のັྗຬࡌ
Ͱ͝ԑをײじるお土産を࡞り্ ͛たɻ

「શࠃに多可町を޿Ίたい」を࣮ݱす
るたΊに「お土産」ͩ ͚にͱͲまらͣ 「ଃ
り෺」ͱして΋展開ɻ多可町಺の事業
ॴͱશࠃのࡶ՟屋にൢചަবを行っ
たɻまたɺ͝ ͑んαブレのັྗ͕٧まっ
た101をઃஔするこͱをఏҊɻさらにɺ
ެࣜ*OsUBHSBNを開ઃしɺ͝ ん͑αブ
レのັྗɺͦして「多可町について」ࢲ
たちの活ಈをަ て͑ൃ৴したɻ

һڭಋࢦ
本條晴一郎ઌ生
からのコメント

ळカンからౙカンにか͚て商品͕গしෳࡶになった分ɺສਓ޲ ͱ͚い テ͏ーマから཭Εてし
まったこͱ͕੯しまΕるɻશࠃに多可町を޿Ίるͱい͏໨ඪをɺࡶ՟屋Ͱお土産をൢചする
ͱい͏ܗͰ࣮ݱするಓ͑ݟ͕ےていたこͱ͸ߴくධՁͰきɺ࣮ 行さΕてཉしかったͱײじるɻ

多可町の定番お土産

!ēİĵĲʤฌݝݿ多可町ʠ っ͋たかʡ͝ ん͑αブレʥ
෢ଂ野大学ɹݹ川一郎ゼミ/ࣛࢤଜҁɺೋ֊ಊࠫ໹ɺদ田ࣣ೒

多可町 レ̫トϩ

λカϏε͸ɺ多可町に͋るレトϩཁૉを٧
Ίࠐんͩお՛ ݸͰ͋るɻத਎͸ɺࢠ แ
૷のߜりクッキーͰ1�ຕೖりɻクッキー
のࡐྉに͸ɺ山田ۋのถคを使༻して
いるɻ
この商品͸ɺ商品୨のݟӫ͑を良くする
たΊにೋ৭展開を૝定しているࠨɻ ଆ
の੨৭͸ɺ今͸ഇઢͱなってしまった஁
໶屋ઢɺӈଆの੺৭͸ɺ೻भඦ日Ͳり・
༿をイメージしているɻശのதに͸ɺ多ߚ
可町のޫ؍஍の৘ใ͕記ࡌさΕてい
るαイトɺ5"," +0:の23コーυを記
したリーϑレットをೖΕるɻࡌ

お土産を෯޿い೥୅に受͚ೖΕて
΋ら͑ るΑ͏ にするたΊにɺレトϩཁૉ
をऔりೖΕΑ͏ ͱ͑ߟたɻਓ͸ノελル
ジーを֮ る͑ͱɺߪങҙཉ͕૿すͱい

σ͏ーλ͕͋るからͩɻͦ Ε͸্のੈ
୅͚ͩͰなくɺए ऀに΋౰て͸まりɺ
ىにएऀのؒͰレトϩブーム΋ࡍ࣮
きているɻ

ত和࣌୅にൢചさΕていたお՛ࢠ
のパッケージをߟࢀにしな͕らɺσβ
インҊをԿパλーン΋͑ߟたɻσβイ
ンҊ͸෯޿い೥୅のਓʑにݟて΋ら
いɺҙݟを΋ら͏ なͲしたɻࢲたちͰԿ
౓か࡞ࢼ品を࡞ったޙɺ࠷ऴతに
製଄会社さんに׬੒ମにۙい࡞ࢼ
品を࡞っていたͩいたɻ

定番お土産にするに͸ɺまͣ町のਓ
たちからのೝ ஌͕ඞ ཁͩͱ͑ߟるɻ
ͦのたΊɺಓのӺ͚ͩͰなくɺ利 ༻
ऀ͕多いεーパーマーケットなͲの
商業ࢪઃͰ΋ൢചଅਐを行͏ɻレト
ϩ෩のϙελーを੍࡞するこͱͰɺ多
可町ͱレトϩの結ͼ෇͚を多くのਓに
ೝ஌して΋ら͏ ɻまたɺ֦ いߴのྗࢄ
S/S΋活༻するɻ

һڭಋࢦ
川一郎ઌ生ݹ
からのコメント

コϩφͰなかなかݱ஍に࡯ࢹに行͚ͣɺεトーリーを๲らませるこͱ͕ࠔ難Ͱ͋った͕ɺౙカ
ンલに行くこͱ͕ग़དྷてɺレトϩͱい コ͏ンηプトをͲのΑ͏ に町の未དྷにつな͛てい͚るかɺ
ていたチームɻ͑ߟまͰΑくޙ࠷෦まͰࡉして΋らって࡞ࢼの商品を業ऀにࡍ࣮

多可町の定番お土産

Z J QQFFʤλカϏεʥ
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法政大学ɹ本條晴一郎ゼミ/౦௚樹ɺؔ 今日ࢠɺ山ޱਅึ

ԑʷؙʷԁ

「͑͝んαブレ」͸ɺޒԁۄのܗをした
ສਓ受͚するɺココアαブレɻܟ࿝の日
ൃ঵の町ɺ多可町͕ॏんじる「͝ԑ」ɺ

しͦて多 可 町からײじらΕるԹかくɺؙ
いง ғ をこの商ؾ 品に੝りࠐんͩɻま
たɺ多可町の町ষを࿈૝させる「੺」ͱ
「 ྘ 」をトッϐングのラズϕリーͱϐελ
チΦͰදݱしɺͻͱくちͰ多可町のັྗ
をおಧ͚ɻϙチ袋෩のݸแ૷ɺ12ݸೖ
りͰɺؙ いリーϑレット෇きɻശ΋ؙいܗ
にɻ大 ੾な͋のਓに౉すॠ ؒ ɺͦ して
໯ったޙ΋多可町͕ॏんじる「͝ԑ」を
じらΕるɻײ

コϩφՒͰ多可町を๚໰するこͱ͕ 難
しいதɺ商ޫ؍޻課のํʑͱΦンライ
ンミーティングをॏͶたɻͦこͰ得らΕた
「多可町͸໌るいํ͕多い」「ܟ࿝
のਫ਼神をॏんじる」ͱい͏ ੠Αりɺコンηプ
トを「ԑʷؙʷԁ」にઃ定ɻさらにɺお土
産にٻΊるこͱについて෯޿いੈ୅に
ௐࠪを行い「໯ ଆ͏΋͋ る͛ଆ΋޾せに
なるお土産」を࣮ݱしたいͱߟ た͑ɻ

パッケージσβインを特に޻෉ɻ「お
೥ۄɺ໯ の͏خしい�」「͋͛た࣌喜ん
Ͱ΋ら͑ るの΋خしい�」ͱい͏੠からϙ
チ袋෩のݸแ૷にしɺ「໯͏ଆ΋͋ ͛
るଆ΋޾せに」を࣮ݱɻؙ いശɺリーϑ
レットɺݸแ૷のཪ໘に͸ɺ多可町の
ັ ͱྗࢲたち͕͛ܝたコンηプト「ԑʷ
ؙʷԁ」をදݱɻ多可町のັྗຬࡌ
Ͱ͝ԑをײじるお土産を࡞り্ ͛たɻ

「શࠃに多可町を޿Ίたい」を࣮ݱす
るたΊに「お土産」ͩ ͚にͱͲまらͣ 「ଃ
り෺」ͱして΋展開ɻ多可町಺の事業
ॴͱશࠃのࡶ՟屋にൢചަবを行っ
たɻまたɺ͝ ͑んαブレのັྗ͕٧まっ
た101をઃஔするこͱをఏҊɻさらにɺ
ެࣜ*OsUBHSBNを開ઃしɺ͝ ん͑αブ
レのັྗɺͦして「多可町について」ࢲ
たちの活ಈをަ て͑ൃ৴したɻ

һڭಋࢦ
本條晴一郎ઌ生
からのコメント

ळカンからౙカンにか͚て商品͕গしෳࡶになった分ɺສਓ޲ ͱ͚い テ͏ーマから཭Εてし
まったこͱ͕੯しまΕるɻશࠃに多可町を޿Ίるͱい͏໨ඪをɺࡶ՟屋Ͱお土産をൢചする
ͱい͏ܗͰ࣮ݱするಓ͑ݟ͕ےていたこͱ͸ߴくධՁͰきɺ࣮ 行さΕてཉしかったͱײじるɻ

多可町の定番お土産

!ēİĵĲʤฌݝݿ多可町ʠ っ͋たかʡ͝ ん͑αブレʥ
෢ଂ野大学ɹݹ川一郎ゼミ/ࣛࢤଜҁɺೋ֊ಊࠫ໹ɺদ田ࣣ೒

多可町 レ̫トϩ

λカϏε͸ɺ多可町に͋るレトϩཁૉを٧
Ίࠐんͩお՛ ݸͰ͋るɻத਎͸ɺࢠ แ
૷のߜりクッキーͰ1�ຕೖりɻクッキー
のࡐྉに͸ɺ山田ۋのถคを使༻して
いるɻ
この商品͸ɺ商品୨のݟӫ͑を良くする
たΊにೋ৭展開を૝定しているࠨɻ ଆ
の੨৭͸ɺ今͸ഇઢͱなってしまった஁
໶屋ઢɺӈଆの੺৭͸ɺ೻भඦ日Ͳり・
༿をイメージしているɻശのதに͸ɺ多ߚ
可町のޫ؍஍の৘ใ͕記ࡌさΕてい
るαイトɺ5"," +0:の23コーυを記
したリーϑレットをೖΕるɻࡌ

お土産を෯޿い೥୅に受͚ೖΕて
΋ら͑ るΑ͏ にするたΊにɺレトϩཁૉ
をऔりೖΕΑ͏ ͱ͑ߟたɻਓ͸ノελル
ジーを֮ る͑ͱɺߪങҙཉ͕૿すͱい

σ͏ーλ͕͋るからͩɻͦ Ε͸্のੈ
୅͚ͩͰなくɺए ऀに΋౰て͸まりɺ
ىにएऀのؒͰレトϩブーム΋ࡍ࣮
きているɻ

ত和࣌୅にൢചさΕていたお՛ࢠ
のパッケージをߟࢀにしな͕らɺσβ
インҊをԿパλーン΋͑ߟたɻσβイ
ンҊ͸෯޿い೥୅のਓʑにݟて΋ら
いɺҙݟを΋ら͏ なͲしたɻࢲたちͰԿ
౓か࡞ࢼ品を࡞ったޙɺ࠷ऴతに
製଄会社さんに׬੒ମにۙい࡞ࢼ
品を࡞っていたͩいたɻ

定番お土産にするに͸ɺまͣ町のਓ
たちからのೝ ஌͕ඞ ཁͩͱ͑ߟるɻ
ͦのたΊɺಓのӺ͚ͩͰなくɺ利 ༻
ऀ͕多いεーパーマーケットなͲの
商業ࢪઃͰ΋ൢചଅਐを行͏ɻレト
ϩ෩のϙελーを੍࡞するこͱͰɺ多
可町ͱレトϩの結ͼ෇͚を多くのਓに
ೝ஌して΋ら͏ ɻまたɺ֦ いߴのྗࢄ
S/S΋活༻するɻ

һڭಋࢦ
川一郎ઌ生ݹ
からのコメント

コϩφͰなかなかݱ஍に࡯ࢹに行͚ͣɺεトーリーを๲らませるこͱ͕ࠔ難Ͱ͋った͕ɺౙカ
ンલに行くこͱ͕ग़དྷてɺレトϩͱい コ͏ンηプトをͲのΑ͏ に町の未དྷにつな͛てい͚るかɺ
ていたチームɻ͑ߟまͰΑくޙ࠷෦まͰࡉして΋らって࡞ࢼの商品を業ऀにࡍ࣮

多可町の定番お土産

Z J QQFFʤλカϏεʥ
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1 ࡯؍� Observation 2 ࡞品੍࡞ࢼ� Prototyping 3 �ൢചଅਐ Promotion

໨ന大学ɹ長࡚秀ढ़ゼミ/石井ปɺՖౡ߂໵ɺখࣲՆر

多可町からのଃり෺ ਓͱਓを
সإͰ͙ܨお土産

多可खശ͸ɺh ࿝の日ൃ঵の஍ܟ をɦ
૝ىして΋ら͏ こͱを໨ࢦして開ൃした土
産Ͱ͋るɻ長णの৅௃ɺُ をモチーϑに
したϫッϑルクッキーͰɺݸแ૷のಁ໌
な෦分からُの甲ཏになっているϫッϑ
ル͕͑ݟるɻُ ͕ग़てくる浦 ౡ ଠ 郎の
෺ޠをイメージした本型のパッケージに
͸ɺ多可町ܟ࿝の日ൃ঵の஍のઆ໌΋
खശを開͚た浦ౡۄせているɻまたɺࡌ
ଠ郎をٙࣅମݧग़དྷる23コーυを෇
͚ておりɺ࿝͚إアプリͰࡀをͱった自分
のإをݟるこͱ͕Ͱきるɻ多可खശを௨
して会࿩͕஄Έօ͕সإになるΑ͏ なɺ
ਓͱਓをসإͰ͙ܨ土産Ͱ͋るɻ

ࢲ ୡ͸ɺܟ ࿝の日から長 णの৅ ௃
のُを࿈૝し஫໨したɻُ ͸ੲから
ΊͰたい長णの৅௃ͱしてɺ浦ౡଠ
郎なͲの日本ੲ࿩にొ৔するɻੲ࿩
͸ɺԿे೥ܦって΋࿩͕ܧΕੈ୅を
いͰいるɻhܨ ੈ୅をܨいͰѪさΕる
定番お土産 ͱɦい͏૝いをࠐΊɺコン
ηプトを決Ίたɻ

パッケージ͸ɺੲ࿩のಡΈฉかせͰস
になりɺੈإ ୅をܨいͰいる΋のをදし
た本のܗにしたɻԿ౓΋࡞ࢼ品を࡞
੒しɺΑり本にݟ る͑Α͏ ϑΥント΍৭΋
෉したɻ特௃తな本型のパッケージ޻
Ͱັྗతなചり৔を࡞りɺத਎ُ͕の
ϫッϑルクッキーͱͻͱ໨Ͱ分かるϙップ
ͱڞにஔいたりɺ立てて本のΑ͏ にݟせ
たりなͲࠩผ化ग़དྷる௠ ΋ྻ͑ߟたɻ

ࡧݕೖˠ౉す໯͏ˠ会࿩ˠൃ৴ߪ
ˠڵຯ行ಈのαイクルを܁りฦしɺ多
可खശを௨して多可町のັྗにؾ෇
いてڵຯを࣋ちɺ࠷ऴతに多可町に
行ってΈたいͱࢥって΋ら͏ 事に͛ܨるɻ
ൢച৔ॴ͸ɺ多可町಺のಓのӺ΍؍
ޫ৔ॴを૝定しているɻまたɺ多可ख
ശのパッケージͰࣸਅをࡱってɺ�多
可खശを෇͚S/SͰൃ৴して΋ら͏ ɻ

һڭಋࢦ
長࡚秀ढ़ઌ生
からのコメント

ඇৗに行ಈྗの͋るチームͰɺૣ くからアイσアをまͱΊɺ多可町のํʑͱのコンλクトをͱっ
ていたɻळカンͰのධՁをྫྷ੩に受͚ࢭΊɺいちから商品をݟ௚していたɻプレゼンࢿྉ
͸վ良にվ良をॏͶɺଞのチームから΋ߟࢀにさΕるଘ在になっていたɻ

多可町の定番お土産

ちーΉDʤ多可खശʥ
和歌山大学ɹ柳到亨ゼミ/஑田Ղࢠࡊɺཾ 田ઍཬࡊɺ土ڮҍ࣮

౉してɺ৯΂てɺָ しΉ� 多可町
のྠ͕͕޿るお土産品

多可レーψ͸ɺ多可町の自વͱਓฑを
දしたマυレーψͰ͋るɻこΕらをදすた
Ίに3つのϙイントにこͩΘったɻ
1つ໨͸ɺマυレーψを౉すҙຯͩɻ΋っ
ͱ஥良くなりたいɺͱい͏ҙຯを࣋ちɺ多
可町のؾさくなਓฑをදしているɻ
2つ໨͸ɺ多可町ൃ঵の山田ۋを使༻
したこͱͩɻおञͰ͸なくถคを使 こ͏ͱ
Ͱɺڙࢠ΋ָしΊる定番お土産品ͱして
ສਓ受͚する޻෉をしたɻ
3つ໨͸ɺパッケージに多可町クイズを記
แ૷にクイズをॻくこͱݸしたこͱͩɻࡌ
Ͱɺ多可町を஌りな͕らɺΈんなͰ会࿩
をָしΊるཁૉをऔりೖΕたɻ

テーマ͕定 番のお土 産 品Ͱ͋るた
Ίɺۭ ଘのお土産طきɺ޲なͲにग़ߓ
品΍٬ސを࡯؍してങΘΕ΍すい商
品の特௃を୳ったɻՃ͑てアンケート
ௐࠪを行いɺ͝ ౰஍性ͱ࣋ちؼり΍す
さをॏࢹした商品にしたɻまたɺ多可
町΁の๚໰΍औࡐをॏͶるຖにײじ
た自વの๛かさͱ町ຽのԹかさを఻
͑たいͱࢥいɺコンηプトを決定したɻ

多可レーψを౉して多可町にڵຯを
って΋ら͑࣋ るΑ͏ ɺパッケージσβインを
Կ౓΋࿅り௚したɻ町のັ をྗ࠷大ݶද
すたΊɺ町ಠ自のฑͰ る͋λカλーλンの
使༻法΍町の৘ใ͕分かるΑ͏ な޻෉
をڽらしたɻ
マυレーψについて΋ɺ多可町を๚໰した
に௖いたถคを使༻しɺద౰なถคࡍ
のׂ߹΍αイズを஌るたΊɺ専໳Ոͱ૬
ஊしな͕ ら࡞੒したɻ

多可町のೝ஌౓を্͛るお土産品に
したいͱࢥいɺ多可町֎΁のൢച৔ॴ
΋ݕ౼したɻͦ のたΊɺまͣ ͸町を஌って
΋ら͑ るΑ͏ ɺ商品を多可町のޫ؍஍ͱ
して΋ら͏ࡌܝに৽ฉ΍S/Sにڞ Α͏ ަ
বを行ったɻ多可レーψを໯ったํに町
΁の๚໰をଅすたΊにɺ多可町まͰの
φϏ΍多可町の঺հಈըをݟらΕる
"3ٕज़をパッケージ಺にऔりೖΕたɻ

һڭಋࢦ
柳到亨ઌ生
からのコメント

Ժ΍かさͱ৘೤Ͱ多可町をѪする SVNJ3Fɻ「多可レーψ」͸Կ౓΋多可町を๚Ͷɺ自વͱਓ
ฑにັྃさΕɺ多可町のັྗを఻͑ɺ多くのਓに多可町ͱ͕ܨってほしいͱい͏ ちをૉ௚に࣋ؾ
දݱした商品Ͱ る͋ɻळカンޙにূݕௐࠪのஈ֊にΈせてくΕたਪਐ ʢྗӦ業౳ʣ͸ੌかったɻ

多可町の定番お土産

SVN J3Fʤ多可レーψʥ
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໨ന大学ɹ長࡚秀ढ़ゼミ/石井ปɺՖౡ߂໵ɺখࣲՆر

多可町からのଃり෺ ਓͱਓを
সإͰ͙ܨお土産

多可खശ͸ɺh ࿝の日ൃ঵の஍ܟ をɦ
૝ىして΋ら͏ こͱを໨ࢦして開ൃした土
産Ͱ͋るɻ長णの৅௃ɺُ をモチーϑに
したϫッϑルクッキーͰɺݸแ૷のಁ໌
な෦分からُの甲ཏになっているϫッϑ
ル͕͑ݟるɻُ ͕ग़てくる浦 ౡ ଠ 郎の
෺ޠをイメージした本型のパッケージに
͸ɺ多可町ܟ࿝の日ൃ঵の஍のઆ໌΋
खശを開͚た浦ౡۄせているɻまたɺࡌ
ଠ郎をٙࣅମݧग़དྷる23コーυを෇
͚ておりɺ࿝͚إアプリͰࡀをͱった自分
のإをݟるこͱ͕Ͱきるɻ多可खശを௨
して会࿩͕஄Έօ͕সإになるΑ͏ なɺ
ਓͱਓをসإͰ͙ܨ土産Ͱ͋るɻ

ࢲ ୡ͸ɺܟ ࿝の日から長 णの৅ ௃
のُを࿈૝し஫໨したɻُ ͸ੲから
ΊͰたい長णの৅௃ͱしてɺ浦ౡଠ
郎なͲの日本ੲ࿩にొ৔するɻੲ࿩
͸ɺԿे೥ܦって΋࿩͕ܧΕੈ୅を
いͰいるɻhܨ ੈ୅をܨいͰѪさΕる
定番お土産 ͱɦい͏૝いをࠐΊɺコン
ηプトを決Ίたɻ

パッケージ͸ɺੲ࿩のಡΈฉかせͰস
になりɺੈإ ୅をܨいͰいる΋のをදし
た本のܗにしたɻԿ౓΋࡞ࢼ品を࡞
੒しɺΑり本にݟ る͑Α͏ ϑΥント΍৭΋
෉したɻ特௃తな本型のパッケージ޻
Ͱັྗతなചり৔を࡞りɺத਎ُ͕の
ϫッϑルクッキーͱͻͱ໨Ͱ分かるϙップ
ͱڞにஔいたりɺ立てて本のΑ͏ にݟせ
たりなͲࠩผ化ग़དྷる௠ ΋ྻ͑ߟたɻ

ࡧݕೖˠ౉す໯͏ˠ会࿩ˠൃ৴ߪ
ˠڵຯ行ಈのαイクルを܁りฦしɺ多
可खശを௨して多可町のັྗにؾ෇
いてڵຯを࣋ちɺ࠷ऴతに多可町に
行ってΈたいͱࢥって΋ら͏ 事に͛ܨるɻ
ൢച৔ॴ͸ɺ多可町಺のಓのӺ΍؍
ޫ৔ॴを૝定しているɻまたɺ多可ख
ശのパッケージͰࣸਅをࡱってɺ�多
可खശを෇͚S/SͰൃ৴して΋ら͏ ɻ

һڭಋࢦ
長࡚秀ढ़ઌ生
からのコメント

ඇৗに行ಈྗの͋るチームͰɺૣ くからアイσアをまͱΊɺ多可町のํʑͱのコンλクトをͱっ
ていたɻळカンͰのධՁをྫྷ੩に受͚ࢭΊɺいちから商品をݟ௚していたɻプレゼンࢿྉ
͸վ良にվ良をॏͶɺଞのチームから΋ߟࢀにさΕるଘ在になっていたɻ

多可町の定番お土産

ちーΉDʤ多可खശʥ
和歌山大学ɹ柳到亨ゼミ/஑田Ղࢠࡊɺཾ 田ઍཬࡊɺ土ڮҍ࣮

౉してɺ৯΂てɺָ しΉ� 多可町
のྠ͕͕޿るお土産品

多可レーψ͸ɺ多可町の自વͱਓฑを
දしたマυレーψͰ͋るɻこΕらをදすた
Ίに3つのϙイントにこͩΘったɻ
1つ໨͸ɺマυレーψを౉すҙຯͩɻ΋っ
ͱ஥良くなりたいɺͱい͏ҙຯを࣋ちɺ多
可町のؾさくなਓฑをදしているɻ
2つ໨͸ɺ多可町ൃ঵の山田ۋを使༻
したこͱͩɻおञͰ͸なくถคを使 こ͏ͱ
Ͱɺڙࢠ΋ָしΊる定番お土産品ͱして
ສਓ受͚する޻෉をしたɻ
3つ໨͸ɺパッケージに多可町クイズを記
แ૷にクイズをॻくこͱݸしたこͱͩɻࡌ
Ͱɺ多可町を஌りな͕らɺΈんなͰ会࿩
をָしΊるཁૉをऔりೖΕたɻ

テーマ͕定 番のお土 産 品Ͱ͋るた
Ίɺۭ ଘのお土産طきɺ޲なͲにग़ߓ
品΍٬ސを࡯؍してങΘΕ΍すい商
品の特௃を୳ったɻՃ͑てアンケート
ௐࠪを行いɺ͝ ౰஍性ͱ࣋ちؼり΍す
さをॏࢹした商品にしたɻまたɺ多可
町΁の๚໰΍औࡐをॏͶるຖにײじ
た自વの๛かさͱ町ຽのԹかさを఻
͑たいͱࢥいɺコンηプトを決定したɻ

多可レーψを౉して多可町にڵຯを
って΋ら͑࣋ るΑ͏ ɺパッケージσβインを
Կ౓΋࿅り௚したɻ町のັ をྗ࠷大ݶද
すたΊɺ町ಠ自のฑͰ る͋λカλーλンの
使༻法΍町の৘ใ͕分かるΑ͏ な޻෉
をڽらしたɻ
マυレーψについて΋ɺ多可町を๚໰した
に௖いたถคを使༻しɺద౰なถคࡍ
のׂ߹΍αイズを஌るたΊɺ専໳Ոͱ૬
ஊしな͕ ら࡞੒したɻ

多可町のೝ஌౓を্͛るお土産品に
したいͱࢥいɺ多可町֎΁のൢച৔ॴ
΋ݕ౼したɻͦ のたΊɺまͣ ͸町を஌って
΋ら͑ るΑ͏ ɺ商品を多可町のޫ؍஍ͱ
して΋ら͏ࡌܝに৽ฉ΍S/Sにڞ Α͏ ަ
বを行ったɻ多可レーψを໯ったํに町
΁の๚໰をଅすたΊにɺ多可町まͰの
φϏ΍多可町の঺հಈըをݟらΕる
"3ٕज़をパッケージ಺にऔりೖΕたɻ

һڭಋࢦ
柳到亨ઌ生
からのコメント

Ժ΍かさͱ৘೤Ͱ多可町をѪする SVNJ3Fɻ「多可レーψ」͸Կ౓΋多可町を๚Ͷɺ自વͱਓ
ฑにັྃさΕɺ多可町のັྗを఻͑ɺ多くのਓに多可町ͱ͕ܨってほしいͱい͏ ちをૉ௚に࣋ؾ
දݱした商品Ͱ る͋ɻळカンޙにূݕௐࠪのஈ֊にΈせてくΕたਪਐ ʢྗӦ業౳ʣ͸ੌかったɻ

多可町の定番お土産

SVN J3Fʤ多可レーψʥ
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佐ؒٱ特घ߯

生分解性エコ袋の日本展開

日本Ͱɺ2020೥�݄1日からレジ袋の༗ྉ化͕開࢝さΕたɻࠃ࿈の

ଓ可ೳな開ൃ໨ඪʣを۩ମతにਪਐするたΊのɺ࣋るSDGsʢ͛ܝ

ւ༸Ԛછ͕ਂࠁなόリౡͰ生産さΕているキϟッαόҶ100�の生

分解性エコόックをͲこͰ୭にͲ͏ 展開す΂きかをఏҊするɻ

ੈ・Ҋの商品化͸ɺ社会のたΊになる༺࠾ のதの役に立つこͱを会

社の使໋ͱしてɺਓʑのਓ生をΑり๛かにͰきる社会の࣮ݱにऔり૊

Ή「佐ؒٱ特घ߯」͕ ɻࢪ࣮

St u d en t  In n o v at i o n  Co l l e g e  2 0 2 1 117

1 1 8 カエルノ

1 1 9 ͼおこん

1 2 0 リーϑʙまほ の͏;くΖͰ஍ٿのͻΈつにせまるʙ

1 2 1 �όッグの΅΍き

1 2 2 メルトンラーメン

1 2 3 メモリアルパック

1 2 4 まͱΊるͱ

1 2 5 'SJFOEMZ #BH

1 2 6 3FUVSO UP OBUVSF

1 2 7 か る͑んϙット

1 2 8 キϟッαόイエンεキットキϟッαόイエンεキット

1 2 9 キϟッαόッグ

1 3 0 旅するプー

1 3 1 1PDLFU#BHʢϙケόッグʣ

1 3 2 ま͏όッグ



1 ࡯؍� Observation 2 ࡞品੍࡞ࢼ� Prototyping 3 �ൢചଅਐ Promotion

St u d en t  In n o v at i o n  Co l l e g e  2 0 2 1 St u d en t  In n o v at i o n  Co l l e g e  2 0 2 1118 119

1 ࡯؍� Observation 2 ࡞品੍࡞ࢼ� Prototyping 3 �ൢചଅਐ Promotion

ؔ西大学ɹಙ山ඒ௡ܙゼミ/ݪߴౝࢠɺദݪཬԻ

社会をม る͑のɺ土にؐるのɺお
ళͰങ る͑の

カエルノ͸ɺͦ のまま২ ら͑Εる袋型のҭ
බϙットͰ͋るɻै དྷのプラεチックͰ࡞
らΕたҭබϙット͸ɺ೶業のதͰ΋プラ
εチックഉग़ྔ͕多くɺ؀ にѱڥ Ө ڹ
をٴ΅しているこͱ͕分かったɻͦ の໰
題を解決するたΊにɺ生分分解エコ袋
を活༻した商 品をߟ Ҋしたɻこの商 品
͸ɺखॱ௨りに૊Έ立てるこͱͰ௚立Ͱ
きɺ࣋ち্͛て΋大 ৎ ෉なҝ ɺ࣮ ༻ 可
ೳͩɻ「カエルノ͕ ୅をม࣌ る͑�この商
品Ͱ୔山のਓにসإをಧ͚たいɻ」ͦ ん
なࢲたちのࢥい͕ࠐΊらΕた袋Ͱ͋るɻ

このエコ袋の特௃からɺಈ෺ؔ܎΍野
なͲɺ༷܎ɺԂܳؔ܎ؔࡊ ʑなࢪઃͰ
ௐࠪを行ったɻͦ のதͰɺҭබϙット͸
大ྔのΰミになるたΊɺॲཧにࠔってい
るͱい͏ ੠にண໨したɻさらにɺطଘの生
分解性のҭබϙット͸ߴՁͰ分解଎
౓͕஗いたΊɺ一ൠ΁のී͕ٴਐんͰ
いないこͱ͕ 分かったɻҎ্のこͱからɺこ
の袋のҭබϙット΁の୅༻をߟҊしたɻ

この商品͸袋Ͱ࡞らΕているたΊɺ
土をೖΕබ͕ҭつҝのڧ౓͕࠷大
の課題ͱなったɻͦ こͰ袋のαイズͱ
ったɻ༷߆ঢ়にܗ ʑなαイズをݕ౼
した結果ɺαイズ͸土΍බのॏさに
଱ ら͑Εる3߸ുにௐઅしたɻまたɺ
8��̫ )��̫ D200NNͱଆ໘を長く
しɺ֎ଆにંりࠐΊるܗঢ়にしたこͱ
Ͱɺ௚立可ೳにしたɻ

この商品にؔ৺を΋ってくΕたఱԦࣉ
ಈ෺ԂのྗڠͰ2つのプϩモーシϣン
をߟҊしたɻ1つ໨͸ಈ෺のഉᔔ෺を
利༻したଯංをηットͰൢചするこͱͰ

る͋ɻ2つ໨͸৿ྛെ࠾ͱࢧׯをֻ͚ɺ
をモチーϑにしたイϕントͰɺこの商品ދ
を২ る͑こͱͰ る͋ɻこのSDGsにؔ࿈し
たプϩジΣクト͕ ৽ฉ΍テレϏにऔり্

ら͛ΕるこͱͰߋなる஫໨を期଴したɻ

һڭಋࢦ
ಙ山ඒ௡ܙઌ生
からのコメント

ඇৗに行ಈྗの͋るチームͩったɻアイσィアをࢥいついたらɺ௚͙にௐࠪ΍ώアリングを行
͏ɻμメなら࣍ɺͱい͏ܗͰɺアイσィアを࣮֬に商品化΁つな͛ていくྗ を࣋ったチームͩっ
たɻͦ の結果ɺコンηプトఏҊ΋商品化ఏҊ΋レϕルのߴい΋のͱなったͱ͏ࢥɻ

生分解性エコ袋の日本展開

5P3 J + J -"#ʤカエルノʥ
ؔ西学Ӄ大学ɹ石෵ॱ໵ゼミ/ҏ藤ॣɺ஥ࢠ一ًɺफ҆༝ݡ

շదなՈఉࡊԂをαϙートする
৽たなエコ袋

ۙ೥ՈఉࡊԂͰ໰題ͱなっているの͸
षいの໰題Ͱ͋るɻચ୕෺にषい͕つ
いてしまったりɺՆ৔૭をดΊてしまいඞ
ཁͰないのにエアコンを෇͚るなͲͩɻ
に৽ฉͰ΋ංྉにΑるषい໰題͸ࡍ࣮
औり্͛らΕているɻใಓさΕた事ྫの
தに͸ۙ ྡ ॅຽ͕ମ ௐ ෆ良をૌ͑る
事ྫ΋͋ったɻՈఉࡊԂを行͏ํ͕プラ
ンλー΍ఉのषい͕ݪҼͰ生じるۙ͝
ॴトラブル΍͝自਎の生活ڥ؀΁のष
い͕ؾになるͱい͏課題をキϟッαό製
エコ袋の࣋つݮ ष ޮ 果をҎって解 決
しɺؾ兼ͶなくշదにՈఉࡊԂを行 こ͏
ͱ͕ Ͱきるڥ؀をఏڙするこͱͰ͋るɻ

ಠ自の࣮ݧを行ったͱこΖɺエコ袋に
͸ɺ௨ৗの袋ͱൺ΂てݮषޮ果͕͋
るこͱ͕൑໌したɻこのエコ袋の特性
を౿ま͑ つつɺۙ ೥のՈఉࡊԂのष
い໰題にண໨しɺ͝ ۙॴトラブルなͲ
Ͱਓ͕ؒؔ܎ѱ化してしま͏ のを๷
͙たΊɺこの໰題の解決をࢼΈるこͱ
を決৺したɻ

ઌड़したଯංを༻いた࣮ݧௐࠪをਐΊ
るͱಉ࣌にɺ袋を࣮ࡍに土のதにೖΕ
るこͱͰ༹ る͚かͲ͏ かͱい͏ を行っূݕ
たɻલऀの࣮ݧから͸ɺषい΋のをೖΕ
たࡍにषいをݮらすͱい͏ ୹期తな৔
໘にお る͚ޮ果をɺऀޙのূݕから͸ɺ
袋͕土のதͰ生分解さΕるのかͱい͏
長期తな৔໘にお る͚ޮ果をௐ΂ɺ࣮
するޮ果を֬ೝしたɻشの商品͕ൃࡍ

日本においてՈఉࡊԂを࣮ࢪしている
ਓɺつまりλーήット͸3�00ສਓいるɻ
೶業ؔ࿈の商品をചるΦンラインシϣッ
プ΍ϗームηンλーをプレイεͱしɺΦン
ラインシϣップ΍ళ಄ൢചͰのࠂ޿を
௨してɺͦ のλーήットにखにऔって௖
くɻ஋ஈ͸ɺଞにڝ߹͸特にない͕ɺফ
අऀ͕༰қにखにऔΕるՁ ͱ֨して利
ӹ΋ࠐݟんͰ1ຕ͋たり100ԁͱするɻ

һڭಋࢦ
石෵ॱ໵ઌ生
からのコメント

「ͼおこん」͸ɺۙ ೥ॅ宅஍Ͱの೶業Ͱ生じる໰題にண໨した৽しい商品Ͱ͋るɻॅ 宅஍Ͱ
の೶業にΑる֎෦ෆࡁܦをいかに解決するかにਅ᎜にऔり૊んͩ఺ɺ࣮ を௨じて༗ޮ性΋ݧ
֬ೝしている఺͕ૉ晴らしかったɻSカレͰ得たݧܦをब活ɺকདྷの࢓事に活かしてほしいɻ

生分解性エコ袋の日本展開

石෵ゼミɹエコ袋൝ʤͼおこんʥ
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ؔ西大学ɹಙ山ඒ௡ܙゼミ/ݪߴౝࢠɺദݪཬԻ

社会をม る͑のɺ土にؐるのɺお
ళͰങ る͑の

カエルノ͸ɺͦ のまま২ ら͑Εる袋型のҭ
බϙットͰ͋るɻै དྷのプラεチックͰ࡞
らΕたҭබϙット͸ɺ೶業のதͰ΋プラ
εチックഉग़ྔ͕多くɺ؀ にѱڥ Ө ڹ
をٴ΅しているこͱ͕分かったɻͦ の໰
題を解決するたΊにɺ生分分解エコ袋
を活༻した商 品をߟ Ҋしたɻこの商 品
͸ɺखॱ௨りに૊Έ立てるこͱͰ௚立Ͱ
きɺ࣋ち্͛て΋大 ৎ ෉なҝ ɺ࣮ ༻ 可
ೳͩɻ「カエルノ͕ ୅をม࣌ る͑�この商
品Ͱ୔山のਓにসإをಧ͚たいɻ」ͦ ん
なࢲたちのࢥい͕ࠐΊらΕた袋Ͱ͋るɻ

このエコ袋の特௃からɺಈ෺ؔ܎΍野
なͲɺ༷܎ɺԂܳؔ܎ؔࡊ ʑなࢪઃͰ
ௐࠪを行ったɻͦ のதͰɺҭබϙット͸
大ྔのΰミになるたΊɺॲཧにࠔってい
るͱい͏ ੠にண໨したɻさらにɺطଘの生
分解性のҭබϙット͸ߴՁͰ分解଎
౓͕஗いたΊɺ一ൠ΁のී͕ٴਐんͰ
いないこͱ͕ 分かったɻҎ্のこͱからɺこ
の袋のҭබϙット΁の୅༻をߟҊしたɻ

この商品͸袋Ͱ࡞らΕているたΊɺ
土をೖΕබ͕ҭつҝのڧ౓͕࠷大
の課題ͱなったɻͦ こͰ袋のαイズͱ
ったɻ༷߆ঢ়にܗ ʑなαイズをݕ౼
した結果ɺαイズ͸土΍බのॏさに
଱ ら͑Εる3߸ുにௐઅしたɻまたɺ
8��̫ )��̫ D200NNͱଆ໘を長く
しɺ֎ଆにંりࠐΊるܗঢ়にしたこͱ
Ͱɺ௚立可ೳにしたɻ

この商品にؔ৺を΋ってくΕたఱԦࣉ
ಈ෺ԂのྗڠͰ2つのプϩモーシϣン
をߟҊしたɻ1つ໨͸ಈ෺のഉᔔ෺を
利༻したଯංをηットͰൢചするこͱͰ

る͋ɻ2つ໨͸৿ྛെ࠾ͱࢧׯをֻ͚ɺ
をモチーϑにしたイϕントͰɺこの商品ދ
を২ る͑こͱͰ る͋ɻこのSDGsにؔ࿈し
たプϩジΣクト͕ ৽ฉ΍テレϏにऔり্

ら͛ΕるこͱͰߋなる஫໨を期଴したɻ

һڭಋࢦ
ಙ山ඒ௡ܙઌ生
からのコメント

ඇৗに行ಈྗの͋るチームͩったɻアイσィアをࢥいついたらɺ௚͙にௐࠪ΍ώアリングを行
͏ɻμメなら࣍ɺͱい͏ܗͰɺアイσィアを࣮֬に商品化΁つな͛ていくྗ を࣋ったチームͩっ
たɻͦ の結果ɺコンηプトఏҊ΋商品化ఏҊ΋レϕルのߴい΋のͱなったͱ͏ࢥɻ

生分解性エコ袋の日本展開

5P3 J + J -"#ʤカエルノʥ
ؔ西学Ӄ大学ɹ石෵ॱ໵ゼミ/ҏ藤ॣɺ஥ࢠ一ًɺफ҆༝ݡ

շదなՈఉࡊԂをαϙートする
৽たなエコ袋

ۙ೥ՈఉࡊԂͰ໰題ͱなっているの͸
षいの໰題Ͱ͋るɻચ୕෺にषい͕つ
いてしまったりɺՆ৔૭をดΊてしまいඞ
ཁͰないのにエアコンを෇͚るなͲͩɻ
に৽ฉͰ΋ංྉにΑるषい໰題͸ࡍ࣮
औり্͛らΕているɻใಓさΕた事ྫの
தに͸ۙ ྡ ॅຽ͕ମ ௐ ෆ良をૌ͑る
事ྫ΋͋ったɻՈఉࡊԂを行͏ํ͕プラ
ンλー΍ఉのषい͕ݪҼͰ生じるۙ͝
ॴトラブル΍͝自਎の生活ڥ؀΁のष
い͕ؾになるͱい͏課題をキϟッαό製
エコ袋の࣋つݮ ष ޮ 果をҎって解 決
しɺؾ兼ͶなくշదにՈఉࡊԂを行 こ͏
ͱ͕ Ͱきるڥ؀をఏڙするこͱͰ͋るɻ

ಠ自の࣮ݧを行ったͱこΖɺエコ袋に
͸ɺ௨ৗの袋ͱൺ΂てݮषޮ果͕͋
るこͱ͕൑໌したɻこのエコ袋の特性
を౿ま͑ つつɺۙ ೥のՈఉࡊԂのष
い໰題にண໨しɺ͝ ۙॴトラブルなͲ
Ͱਓ͕ؒؔ܎ѱ化してしま͏ のを๷
͙たΊɺこの໰題の解決をࢼΈるこͱ
を決৺したɻ

ઌड़したଯංを༻いた࣮ݧௐࠪをਐΊ
るͱಉ࣌にɺ袋を࣮ࡍに土のதにೖΕ
るこͱͰ༹ る͚かͲ͏ かͱい͏ を行っূݕ
たɻલऀの࣮ݧから͸ɺषい΋のをೖΕ
たࡍにषいをݮらすͱい͏ ୹期తな৔
໘にお る͚ޮ果をɺऀޙのূݕから͸ɺ
袋͕土のதͰ生分解さΕるのかͱい͏
長期తな৔໘にお る͚ޮ果をௐ΂ɺ࣮
するޮ果を֬ೝしたɻشの商品͕ൃࡍ

日本においてՈఉࡊԂを࣮ࢪしている
ਓɺつまりλーήット͸3�00ສਓいるɻ
೶業ؔ࿈の商品をചるΦンラインシϣッ
プ΍ϗームηンλーをプレイεͱしɺΦン
ラインシϣップ΍ళ಄ൢചͰのࠂ޿を
௨してɺͦ のλーήットにखにऔって௖
くɻ஋ஈ͸ɺଞにڝ߹͸特にない͕ɺফ
අऀ͕༰қにखにऔΕるՁ ͱ֨して利
ӹ΋ࠐݟんͰ1ຕ͋たり100ԁͱするɻ

һڭಋࢦ
石෵ॱ໵ઌ生
からのコメント

「ͼおこん」͸ɺۙ ೥ॅ宅஍Ͱの೶業Ͱ生じる໰題にண໨した৽しい商品Ͱ͋るɻॅ 宅஍Ͱ
の೶業にΑる֎෦ෆࡁܦをいかに解決するかにਅ᎜にऔり૊んͩ఺ɺ࣮ を௨じて༗ޮ性΋ݧ
֬ೝしている఺͕ૉ晴らしかったɻSカレͰ得たݧܦをब活ɺকདྷの࢓事に活かしてほしいɻ

生分解性エコ袋の日本展開

石෵ゼミɹエコ袋൝ʤͼおこんʥ
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京都橘大学ɹ⅖良兼司・今井まりなゼミ/খՏ๬Ѫɺத西司ɺ໼野大樹

自宅のதͰՈ଒一ॹに行͏ମ
ࡐڭ型の&SDݧ

この商品͸ɺ自宅Ͱ਌ࢠ一ॹに行͏ɺ࣋
ଓ可ೳな開ൃのたΊのڭҭʢ&SDʣڭ
Ͱ͋るɻࡐ
袋を༹かす࣮ݧからೖりɺクイズ΍໰い
か͚ͰָしΈな͕らɺ自分事ͱしてڥ؀
໰題について͑ߟるこͱ͕Ͱきるɻまたɺ
プラεチックの໰題఺΍キϟッαό袋に
ついて஌る͚ͩͰなくɺͦ Εらͱଞの໰題
ͱの͕ܨりについて΋ߟ る͑ɻこのΑ͏ にɺ
஍ڥ؀ٿ΍社会໰題について「ڵຯ
を࣋つɺ஌るɺ͑ߟる」こͱを਌ࢠͰ行͏
こͱにΑってɺこΕからのՈ ఉͰの行 ಈ
のม化に͛ܨるɻ
さらにɺこのࡐڭ͸ɺՆٳΈの自༝ڀݚ
ͱして΋ѻ る͑಺༰ͱなっているɻ

ۙ೥ɺSDGs΍&SD΁のؔ৺͕ߴく
なっているɻͦこͰɺࣇಐڭҭ学Պのڭ
һ΍ڥ؀学शηンλーのํにɺࢠͲ΋
のڥ؀学शについてのインλϏϡーௐ
ࠪを行ったɻௐࠪからɺڥ؀໰題͸ɺ
༷ʑな社会໰題ͱ΋結ͼ෇いているこͱ
͕分かったɻまたɺࢠͲ΋の行ಈのҙࢥ
決定͸ɺ਌͕行っているたΊɺ਌のҙ
ࣝをม る͑こͱ͕ ॏཁͰ る͋ͱߟ た͑ɻ

༮ࣇ・ࣇಐをҭてているɺڥ؀໰題΁
のؔ৺͸ る͕͋ ɺ஌ࣝ͸े分Ͱない਌
をλーήットにઃ定しɺࢠͲ΋͚޲ɺ大ਓ
޲ に͚ͦ ΕͧΕࢠ࡭を࡞੒したɻ
ϢーβーテεトͰ͸ɺࢠͲ΋͕ ୀ۶せͣ
にਐΊらΕるかɺ大ਓ΋αϙートしな ら͕
一ॹに学शするこͱ͕ Ͱきるかをূݕし
たɻϢーβーテεトޙɺイラεトの௥Ճɺク
イズࣜܗにするなͲվ良を行ったɻ

京都ࢢ಺に͋るڥ؀学शηンλーͱ
ఏܞしɺ展ࣔを行 こ͏ͱ͕ 決定したɻま
たɺキϟッαό袋をࢪڥ؀ઃͰఏڙ
するɺノϕルティͱしての展開΋͑ߟて
いるɻڥ؀にؔΘるଞのࢪઃͱ΋ڠಇ
しɺೝ஌の֦大を໨ࢦすɻさらにɺࢲた
ち͸'BDFCPPLϖージͰɺڥ؀໰題
についてのษڧ会ͱクイズを行ったɻこ
の಺༰͸ɺプϩトλイプͱରԠしているɻ

һڭಋࢦ
⅖良兼司ઌ生
今井まりなઌ生
からのコメント

୳ࡧతௐࠪにおいてɺテーマのഎܠに͋る໰題にண؟するこͱ͕ Ͱきた఺͸ධՁしたいɻ࣮
をߘग़したɻϖージ౤ݟりఴいํをدͲ΋΁のࢠりฦすதͰɺ਌のɺ܁にϢーβーテεトをࡍ
プϩトλイプに結ͼつ͚るܭը性΋ り͋ɺಠ自性ͱ࣮ݱ可ೳ性を兼Ͷඋ͑たఏҊͰ͋ったɻ

生分解性エコ袋の日本展開

こ͑の͸ʤリーϑʙまほ͏ の;くΖͰ஍ٿのͻΈつにせまるʙʥ
りかࢦɺ井ܢಸɺখԘ࠼大学ɹኍ田ষޫゼミ/ฏ尾ـۙ

自分事化しɺ1ਓͻͱり͕ 行ಈを
Ίる࢝

「 �όッグの΅΍き」͸ɺキϟッαό袋
を਎ۙにײじるମ ;を௨してɺݧ ੈ ୅
のSDGs΁のؔ৺をߴΊɺ1ਓͻͱり͕
SDGs行ಈを࢝Ίるこͱをଅす商品Ͱ͋
るɻSDGsに࠷΋ؔ৺の͋りɺ未དྷをݟ
ਾ る͑;ੈ୅Ͱ͋って΋「自分ͻͱり͕ औ
り૊んͰ΋社会͸มΘらない」ͱࢥいࠐ
Έɺ行ಈにҠせていなかったɻͦ こͰこの
商品を௨じて「SDGs͸自分͕औり૊Ή
΋の」ͱい͏৽ৗࣝをఏҊするɻݸਓͰ
΋SDGsにऔり૊Ίるこͱにͮؾきɺ࣮ ࡍ
に行ಈ΁ҠすこͱをԠԉする商品を開
ൃしたɻこの商品͸生分解性100�Ͱ͋
るͱい͏࠷大の特௃を生かしɺِ りのな
いઆ得ྗを࣋つɻ

ݶ大࠷たち͸キϟッαό袋の特௃をࢲ
生かすたΊɺ本࣭తなSDGsのਪਐを行
΂͏きͰ る͋ͱߟ た͑ɻ࣮ にインλϏϡーࡍ

を行 ͱ͏ɺSDGsのೝ஌౓͸ߴい͕ɺ行
ಈにҠせていないਓ͕ほͱんͲͰ っ͋たɻ
こͦにண໨し分ੳするͱɺ行ಈͰきていな

いਓ͸ɺSDGsを「ଞਓ事」ͱଊ て͑い
たɻͦこͰࢲたち͸SDGsを「自分事」ͱ
ଊ͑ て΋ら͑ る商品を࡞りたいͱ͑ߟ たɻ

「自分事」にଊ͑て΋ら͏ લにɺキϟッ
αό 袋をखにऔって΋ら͏ඞ ཁ͕
͋ったɻͦ こͰ「खܰさ」ͱ「ָしさ」
をซせ࣋ちɺ;ੈ୅のதͰブームͱな
りつつ͋るΨチϟΨチϟを࡞ࢼ品ͱし
て製࡞したɻϖルιφに͸࡞ࢼ品を
ମݧして΋らいɺͲ͏ したらճしたくな
るかの֬ೝを行なったɻ

袋ͱして͸Ձ͕֨ߴいたΊɺߪೖにࢸ
らない可ೳ性͕ߴいɻしかしɺ;ੈ୅
のઌਐతな૚のSDGsにؔする商品
΁のχーズ͸一定ଘ在していたɻͦ の
たΊɺSDGsのイϕントͰ展開するこͱ
͕ɺ多くの;ੈ୅に͕޿る一番のۙ
ಓͰ͋るͱ͑ߟたɻSDGsにؔ৺の͋
る૚͕ੵۃతに利༻ɺൃ ৴するこͱͰ
日本શମにීٴしていくこͱ͕ Ͱきるɻ

һڭಋࢦ
ኍ田ষޫઌ生
からのコメント

カλチ͸使༻੍͕ݶさΕつつ͋るϙリ袋ɺしかしૉࡐ͸自વにؼる袋ͱい͏ औりѻいの難しい
テーマにऔり૊んͩɻ࡯؍ௐࠪをஸೡに行いɺൃ ࡨ行ࢼしɺݟのཪにજΉਅのχーズをൃݴ
を௨じてΨチϟͱの૊Έ߹ΘせͰɺプレイεͱプϩモーシϣンの໰題を解決した展開͸秀ӻɻޡ

生分解性エコ袋の日本展開

S0$sʤ�όッグの΅΍きʥ
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京都橘大学ɹ⅖良兼司・今井まりなゼミ/খՏ๬Ѫɺத西司ɺ໼野大樹

自宅のதͰՈ଒一ॹに行͏ମ
ࡐڭ型の&SDݧ

この商品͸ɺ自宅Ͱ਌ࢠ一ॹに行͏ɺ࣋
ଓ可ೳな開ൃのたΊのڭҭʢ&SDʣڭ
Ͱ͋るɻࡐ
袋を༹かす࣮ݧからೖりɺクイズ΍໰い
か͚ͰָしΈな͕らɺ自分事ͱしてڥ؀
໰題について͑ߟるこͱ͕Ͱきるɻまたɺ
プラεチックの໰題఺΍キϟッαό袋に
ついて஌る͚ͩͰなくɺͦ Εらͱଞの໰題
ͱの͕ܨりについて΋ߟ る͑ɻこのΑ͏ にɺ
஍ڥ؀ٿ΍社会໰題について「ڵຯ
を࣋つɺ஌るɺ͑ߟる」こͱを਌ࢠͰ行͏
こͱにΑってɺこΕからのՈ ఉͰの行 ಈ
のม化に͛ܨるɻ
さらにɺこのࡐڭ͸ɺՆٳΈの自༝ڀݚ
ͱして΋ѻ る͑಺༰ͱなっているɻ

ۙ೥ɺSDGs΍&SD΁のؔ৺͕ߴく
なっているɻͦこͰɺࣇಐڭҭ学Պのڭ
һ΍ڥ؀学शηンλーのํにɺࢠͲ΋
のڥ؀学शについてのインλϏϡーௐ
ࠪを行ったɻௐࠪからɺڥ؀໰題͸ɺ
༷ʑな社会໰題ͱ΋結ͼ෇いているこͱ
͕分かったɻまたɺࢠͲ΋の行ಈのҙࢥ
決定͸ɺ਌͕行っているたΊɺ਌のҙ
ࣝをม る͑こͱ͕ ॏཁͰ る͋ͱߟ た͑ɻ

༮ࣇ・ࣇಐをҭてているɺڥ؀໰題΁
のؔ৺͸ る͕͋ ɺ஌ࣝ͸े分Ͱない਌
をλーήットにઃ定しɺࢠͲ΋͚޲ɺ大ਓ
޲ に͚ͦ ΕͧΕࢠ࡭を࡞੒したɻ
ϢーβーテεトͰ͸ɺࢠͲ΋͕ ୀ۶せͣ
にਐΊらΕるかɺ大ਓ΋αϙートしな ら͕
一ॹに学शするこͱ͕ Ͱきるかをূݕし
たɻϢーβーテεトޙɺイラεトの௥Ճɺク
イズࣜܗにするなͲվ良を行ったɻ

京都ࢢ಺に͋るڥ؀学शηンλーͱ
ఏܞしɺ展ࣔを行 こ͏ͱ͕ 決定したɻま
たɺキϟッαό袋をࢪڥ؀ઃͰఏڙ
するɺノϕルティͱしての展開΋͑ߟて
いるɻڥ؀にؔΘるଞのࢪઃͱ΋ڠಇ
しɺೝ஌の֦大を໨ࢦすɻさらにɺࢲた
ち͸'BDFCPPLϖージͰɺڥ؀໰題
についてのษڧ会ͱクイズを行ったɻこ
の಺༰͸ɺプϩトλイプͱରԠしているɻ

һڭಋࢦ
⅖良兼司ઌ生
今井まりなઌ生
からのコメント

୳ࡧతௐࠪにおいてɺテーマのഎܠに͋る໰題にண؟するこͱ͕ Ͱきた఺͸ධՁしたいɻ࣮
をߘग़したɻϖージ౤ݟりఴいํをدͲ΋΁のࢠりฦすதͰɺ਌のɺ܁にϢーβーテεトをࡍ
プϩトλイプに結ͼつ͚るܭը性΋ り͋ɺಠ自性ͱ࣮ݱ可ೳ性を兼Ͷඋ͑たఏҊͰ͋ったɻ

生分解性エコ袋の日本展開

こ͑の͸ʤリーϑʙまほ͏ の;くΖͰ஍ٿのͻΈつにせまるʙʥ
りかࢦɺ井ܢಸɺখԘ࠼大学ɹኍ田ষޫゼミ/ฏ尾ـۙ

自分事化しɺ1ਓͻͱり͕ 行ಈを
Ίる࢝

「 �όッグの΅΍き」͸ɺキϟッαό袋
を਎ۙにײじるମ ;を௨してɺݧ ੈ ୅
のSDGs΁のؔ৺をߴΊɺ1ਓͻͱり͕
SDGs行ಈを࢝Ίるこͱをଅす商品Ͱ͋
るɻSDGsに࠷΋ؔ৺の͋りɺ未དྷをݟ
ਾ る͑;ੈ୅Ͱ͋って΋「自分ͻͱり͕ औ
り૊んͰ΋社会͸มΘらない」ͱࢥいࠐ
Έɺ行ಈにҠせていなかったɻͦ こͰこの
商品を௨じて「SDGs͸自分͕औり૊Ή
΋の」ͱい͏৽ৗࣝをఏҊするɻݸਓͰ
΋SDGsにऔり૊Ίるこͱにͮؾきɺ࣮ ࡍ
に行ಈ΁ҠすこͱをԠԉする商品を開
ൃしたɻこの商品͸生分解性100�Ͱ͋
るͱい͏࠷大の特௃を生かしɺِ りのな
いઆ得ྗを࣋つɻ

ݶ大࠷たち͸キϟッαό袋の特௃をࢲ
生かすたΊɺ本࣭తなSDGsのਪਐを行
΂͏きͰ る͋ͱߟ た͑ɻ࣮ にインλϏϡーࡍ

を行 ͱ͏ɺSDGsのೝ஌౓͸ߴい͕ɺ行
ಈにҠせていないਓ͕ほͱんͲͰ っ͋たɻ
こͦにண໨し分ੳするͱɺ行ಈͰきていな

いਓ͸ɺSDGsを「ଞਓ事」ͱଊ て͑い
たɻͦこͰࢲたち͸SDGsを「自分事」ͱ
ଊ͑ て΋ら͑ る商品を࡞りたいͱ͑ߟ たɻ

「自分事」にଊ͑て΋ら͏ લにɺキϟッ
αό 袋をखにऔって΋ら͏ඞ ཁ͕
͋ったɻͦ こͰ「खܰさ」ͱ「ָしさ」
をซせ࣋ちɺ;ੈ୅のதͰブームͱな
りつつ͋るΨチϟΨチϟを࡞ࢼ品ͱし
て製࡞したɻϖルιφに͸࡞ࢼ品を
ମݧして΋らいɺͲ͏ したらճしたくな
るかの֬ೝを行なったɻ

袋ͱして͸Ձ͕֨ߴいたΊɺߪೖにࢸ
らない可ೳ性͕ߴいɻしかしɺ;ੈ୅
のઌਐతな૚のSDGsにؔする商品
΁のχーズ͸一定ଘ在していたɻͦ の
たΊɺSDGsのイϕントͰ展開するこͱ
͕ɺ多くの;ੈ୅に͕޿る一番のۙ
ಓͰ͋るͱ͑ߟたɻSDGsにؔ৺の͋
る૚͕ੵۃతに利༻ɺൃ ৴するこͱͰ
日本શମにීٴしていくこͱ͕ Ͱきるɻ

һڭಋࢦ
ኍ田ষޫઌ生
からのコメント

カλチ͸使༻੍͕ݶさΕつつ͋るϙリ袋ɺしかしૉࡐ͸自વにؼる袋ͱい͏ औりѻいの難しい
テーマにऔり૊んͩɻ࡯؍ௐࠪをஸೡに行いɺൃ ࡨ行ࢼしɺݟのཪにજΉਅのχーズをൃݴ
を௨じてΨチϟͱの૊Έ߹ΘせͰɺプレイεͱプϩモーシϣンの໰題を解決した展開͸秀ӻɻޡ

生分解性エコ袋の日本展開

S0$sʤ�όッグの΅΍きʥ
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甲南大学ɹ佐藤圭ゼミ/Տ田า߳ɺ⅓野Ꮼ೫ɺനங׮ଠ

༷ʑなΰミの໰題を解決する多
ೳな袋໙ػ

Ҋした商品͸ɺ「メルトンラーߟたち͕ࢲ
メン」Ͱ͋るɻ౰商品の特௃ͱして͸ɺ೤
౬にΑり༹かし৯΂るこͱ͕Ͱきる఺΍ɺ
ないɺফषޮ果͕͋るなͲ͕֐にڥ؀
のキϟッαό袋の特௃を活༻Ͱきるը
期తな商品ͱなっているɻλーήット͸ɺ
؀ にؔڥ ৺͕ߴいιϩキϟンパーͱし
たɻまたɺ஋ஈ͸キϟッαό袋のՁ֨な
Ͳをྀߟし1��ԁͱしているɻ使いํͱし
て͸ɺ֎袋から಺袋にೖっているラーメ
ンをऔりग़しͦ のまま৯΂るこͱ͕ग़དྷる
ͱなっているɻまたɺ֎袋͸ϖットの༷࢓
ฅೖΕ΍ݱ在のΰミ袋の୅༻なͲ多༷
な活༻͕可ೳͱなっているɻ

Ͱ͸ɺ࣮࡯؍ にキϟンプ৔に๚Εࡍ
てɺキϟンプ৔のݱঢ়なͲを࡯؍したɻ
キϟンプ৔のݱঢ়にؔして͸ɺ෩Ͱ
ΰミ͕ ඈ͹さΕているこͱ͕ 多ʑ り͋ɺ
キϟンプ৔Ͱの͝Έ໰題のਂࠁさを
するこͱ͕Ͱきたɻまたɺキϟンプ࡯؍
৔ͰԿをൢചしているのかɺڥ؀に良
いऔり૊ΈをしているのかなͲを࡯؍
し商品開ൃに活༻するこͱ͕ Ͱきたɻ

఺Ͱ࣌についてɺळカン࡞品製࡞ࢼ
͸ɺレジ袋型を࠾༻していたɻしかし
ϑィーυόックを受͚ɺळカンޙにӴ
生໘の؍఺なͲからϑリーβーόッ
ク型を࠾༻したɻまたɺ಺袋をキϟッ
αό袋ͱして使༻する利఺ͱしてɺか
΍く΍ค຤εープなͲをಉ෧しキϟッ
αό袋のػೳをશ໘తにԡしग़す
袋ͱなっているɻ

13ͱしてS/Sͱ࣮ԋൢചを活༻す
るɻS/SͰ͸ɺ多ػೳ性について΍
ঢ়をൃ৴するɻ࣮ݱ໰題のڥ؀ ԋ
ൢച͸ɺキϟンプ৔΍ൢചઌͰ͋る
キϟンプ༻品ചり৔Ͱ行 こ͏ͱͰɺຯ
にม化のないこͱ΍༹͚てなくなるこ
ͱを֬ೝして΋ら͏ ɻ໨のલͰޮ果͕
ΘかるこͱͰߪങҙཉをଅਐするɻ

һڭಋࢦ
佐藤圭ઌ生
からのコメント

生分解性の「お౬に༹͚る」ͱい͏特௃にண໨してɺ活ಈॳ期のこΖから「৯΂る」こͱにこ
ͩΘったൃ૝の大୾さ͸ߴくධՁͰきるɻまたɺキϟンプͱい ト͏レンυにλーήットをਾ͑た
఺΋ηンε͕ޫるɻ生産ମ੍を֬อͰきていΕ͹ɺ࣮ まったͩΖ͏ߴ可ೳ性͕さらにݱ ɻ

生分解性エコ袋の日本展開

くおんʤメルトンラーメンʥ
神戸大学ɹ宮尾学ゼミ/Տܒݪଠɺؙ 井ྋՆɺ宮લりさ

খಈ෺ͩってீいたい

「メモリアルパック」͸ۚڕ΍ϋムελー
ͱいったখಈ෺のϖットͱのஸೡなおผ
Εを࣮ݱするこͱͰ多くのڙࢠに「໋の
ଚさ」を࣮ して΋ら͏ײ 「 ৘ ૢ ڭ ҭ 」に
特化した商品Ͱ͋るɻ本商品͸ɺ土૴
ͰのϖットͱのおผΕに৘ ૢ ڭ ҭをֻ
͚߹Θせた今まͰにない商品ͩɻ
৘ૢڭҭにண໨したメモリアルパックを
ఏڙするこͱͰɺ໋ を大੾にͰきるਓࡐ
をҭΈɺSDGs�つ໨の໨ඪͰ͋る「࣭
のߴいڭҭをΈんなに」をୡ੒したいͱ
ߟ る͑ɻ

ࣂたち͸྆਌͕ՈఉͰϖットをࢲ ໨͏
తの一つに「৘ૢڭҭ」の࣮͕ݱ る͋
こͱを஌ったɻ果たしてϖットͱのผΕの
͸໋の大੾さを学΂ているのڙࢠにࡍ
かɻ࣮ に࿩をฉくͱϖットをீ͏ॲஔࡍ
をओに行っているの͸྆਌Ͱ る͋こͱɺま
たϖットͱのผΕの৔໘を֮ て͑いない
ਓ͕多い結果ɺ「৘ૢڭҭ」͸࣮ݱͰ
きていないݱঢ়͕ る͋こͱ͕ 分かったɻ

ϖットͱのおผΕを௨してڙࢠに໋
の大੾さを学んͰཉしいͱ͑ߟる྆
਌をϖルιφͱしɺ「ϖットのࢮを受͚
ΊるϑΣーズ」ɺ「ϖットͱա͝したࢭ
日ʑをࢥいग़しײ ँするϑΣーズ」
の2つの৔໘の࣮ݱに߆ったɻ૷ଋ
΍ɺϖット͕ 生きていたڥ؀を૝ىさ
せるσβインの֎袋͸2つのϑΣーズ
の࣮行をαϙートする΋のͰ͋るɻ

৽ࢢ৔の商品ͱなるこͱから商品の
ೝ஌͕࠷ॏཁ課題ͱ͑ߟたɻͦ こͰ
特にྗをೖΕたいの͕S/SにΑるൃ
৴ͩɻ࣮ にメモリアルパックͰϖットࡍ
ͱのおผΕをମ ݪしたํのݧ ମ ݧ
をコミックエッηイ෩に঺հするこͱͰ
この商品Ͱ「৘ૢڭҭ」を࣮ݱͰき
るこͱをײじɺΑり਎ۙにଊ͑て΋ら͏ こ
ͱを໨ࢦすɻ

һڭಋࢦ
宮尾学ઌ生
からのコメント

খಈ෺のϖットを土૴する袋ͱい ア͏イσアͦの΋の͸ɺଞチームͰ΋ग़ていたΑ͏ ͕ͩɺͦ
Εを「৘ૢڭҭのたΊのツール」ͱして໌֬にϙジシϣχングしたの͕良かったɻࢢ৔にな
かった製品なのͰɺここから࣮ݱまͰ͕一番ۤ࿑するɻͥ ͻ৐りӽ͑て商品化してཉしいɻ

生分解性エコ袋の日本展開

神戸大学ɹ宮尾ゼミɹエコ袋൝ʤメモリアルパックʥ
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༷ʑなΰミの໰題を解決する多
ೳな袋໙ػ

Ҋした商品͸ɺ「メルトンラーߟたち͕ࢲ
メン」Ͱ͋るɻ౰商品の特௃ͱして͸ɺ೤
౬にΑり༹かし৯΂るこͱ͕Ͱきる఺΍ɺ
ないɺফषޮ果͕͋るなͲ͕֐にڥ؀
のキϟッαό袋の特௃を活༻Ͱきるը
期తな商品ͱなっているɻλーήット͸ɺ
؀ にؔڥ ৺͕ߴいιϩキϟンパーͱし
たɻまたɺ஋ஈ͸キϟッαό袋のՁ֨な
Ͳをྀߟし1��ԁͱしているɻ使いํͱし
て͸ɺ֎袋から಺袋にೖっているラーメ
ンをऔりग़しͦ のまま৯΂るこͱ͕ग़དྷる
ͱなっているɻまたɺ֎袋͸ϖットの༷࢓
ฅೖΕ΍ݱ在のΰミ袋の୅༻なͲ多༷
な活༻͕可ೳͱなっているɻ

Ͱ͸ɺ࣮࡯؍ にキϟンプ৔に๚Εࡍ
てɺキϟンプ৔のݱঢ়なͲを࡯؍したɻ
キϟンプ৔のݱঢ়にؔして͸ɺ෩Ͱ
ΰミ͕ ඈ͹さΕているこͱ͕ 多ʑ り͋ɺ
キϟンプ৔Ͱの͝Έ໰題のਂࠁさを
するこͱ͕Ͱきたɻまたɺキϟンプ࡯؍
৔ͰԿをൢചしているのかɺڥ؀に良
いऔり૊ΈをしているのかなͲを࡯؍
し商品開ൃに活༻するこͱ͕ Ͱきたɻ

఺Ͱ࣌についてɺळカン࡞品製࡞ࢼ
͸ɺレジ袋型を࠾༻していたɻしかし
ϑィーυόックを受͚ɺळカンޙにӴ
生໘の؍఺なͲからϑリーβーόッ
ク型を࠾༻したɻまたɺ಺袋をキϟッ
αό袋ͱして使༻する利఺ͱしてɺか
΍く΍ค຤εープなͲをಉ෧しキϟッ
αό袋のػೳをશ໘తにԡしग़す
袋ͱなっているɻ

13ͱしてS/Sͱ࣮ԋൢചを活༻す
るɻS/SͰ͸ɺ多ػೳ性について΍
ঢ়をൃ৴するɻ࣮ݱ໰題のڥ؀ ԋ
ൢച͸ɺキϟンプ৔΍ൢചઌͰ͋る
キϟンプ༻品ചり৔Ͱ行 こ͏ͱͰɺຯ
にม化のないこͱ΍༹͚てなくなるこ
ͱを֬ೝして΋ら͏ ɻ໨のલͰޮ果͕
ΘかるこͱͰߪങҙཉをଅਐするɻ

һڭಋࢦ
佐藤圭ઌ生
からのコメント

生分解性の「お౬に༹͚る」ͱい͏特௃にண໨してɺ活ಈॳ期のこΖから「৯΂る」こͱにこ
ͩΘったൃ૝の大୾さ͸ߴくධՁͰきるɻまたɺキϟンプͱい ト͏レンυにλーήットをਾ͑た
఺΋ηンε͕ޫるɻ生産ମ੍を֬อͰきていΕ͹ɺ࣮ まったͩΖ͏ߴ可ೳ性͕さらにݱ ɻ

生分解性エコ袋の日本展開

くおんʤメルトンラーメンʥ
神戸大学ɹ宮尾学ゼミ/Տܒݪଠɺؙ 井ྋՆɺ宮લりさ

খಈ෺ͩってீいたい

「メモリアルパック」͸ۚڕ΍ϋムελー
ͱいったখಈ෺のϖットͱのஸೡなおผ
Εを࣮ݱするこͱͰ多くのڙࢠに「໋の
ଚさ」を࣮ して΋ら͏ײ 「 ৘ ૢ ڭ ҭ 」に
特化した商品Ͱ͋るɻ本商品͸ɺ土૴
ͰのϖットͱのおผΕに৘ ૢ ڭ ҭをֻ
͚߹Θせた今まͰにない商品ͩɻ
৘ૢڭҭにண໨したメモリアルパックを
ఏڙするこͱͰɺ໋ を大੾にͰきるਓࡐ
をҭΈɺSDGs�つ໨の໨ඪͰ͋る「࣭
のߴいڭҭをΈんなに」をୡ੒したいͱ
ߟ る͑ɻ

ࣂたち͸྆਌͕ՈఉͰϖットをࢲ ໨͏
తの一つに「৘ૢڭҭ」の࣮͕ݱ る͋
こͱを஌ったɻ果たしてϖットͱのผΕの
͸໋の大੾さを学΂ているのڙࢠにࡍ
かɻ࣮ に࿩をฉくͱϖットをீ͏ॲஔࡍ
をओに行っているの͸྆਌Ͱ る͋こͱɺま
たϖットͱのผΕの৔໘を֮ て͑いない
ਓ͕多い結果ɺ「৘ૢڭҭ」͸࣮ݱͰ
きていないݱঢ়͕ る͋こͱ͕ 分かったɻ

ϖットͱのおผΕを௨してڙࢠに໋
の大੾さを学んͰཉしいͱ͑ߟる྆
਌をϖルιφͱしɺ「ϖットのࢮを受͚
ΊるϑΣーズ」ɺ「ϖットͱա͝したࢭ
日ʑをࢥいग़しײ ँするϑΣーズ」
の2つの৔໘の࣮ݱに߆ったɻ૷ଋ
΍ɺϖット͕ 生きていたڥ؀を૝ىさ
せるσβインの֎袋͸2つのϑΣーズ
の࣮行をαϙートする΋のͰ͋るɻ

৽ࢢ৔の商品ͱなるこͱから商品の
ೝ஌͕࠷ॏཁ課題ͱ͑ߟたɻͦ こͰ
特にྗをೖΕたいの͕S/SにΑるൃ
৴ͩɻ࣮ にメモリアルパックͰϖットࡍ
ͱのおผΕをମ ݪしたํのݧ ମ ݧ
をコミックエッηイ෩に঺հするこͱͰ
この商品Ͱ「৘ૢڭҭ」を࣮ݱͰき
るこͱをײじɺΑり਎ۙにଊ͑て΋ら͏ こ
ͱを໨ࢦすɻ

һڭಋࢦ
宮尾学ઌ生
からのコメント

খಈ෺のϖットを土૴する袋ͱい ア͏イσアͦの΋の͸ɺଞチームͰ΋ग़ていたΑ͏ ͕ͩɺͦ
Εを「৘ૢڭҭのたΊのツール」ͱして໌֬にϙジシϣχングしたの͕良かったɻࢢ৔にな
かった製品なのͰɺここから࣮ݱまͰ͕一番ۤ࿑するɻͥ ͻ৐りӽ͑て商品化してཉしいɻ

生分解性エコ袋の日本展開

神戸大学ɹ宮尾ゼミɹエコ袋൝ʤメモリアルパックʥ
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専修大学ɹ奥瀬喜之ゼミ/Ѩ෦ࣿઍɺ宮಺Ѯɺ౉ᬑ࢜ݓ

一ਓͰͰきる�まͱΊおॿ͚袋ڙࢠ

「まͱΊるͱ」͸ՆٳΈの自༝ڀݚϫーク
シϣップࢀՃޙɺこͲ΋一ਓͰମݧ・学
शしたこͱを؆୯にまͱΊるこͱ͕Ͱきる
商品Ͱ͋るɻ「なにからॻ͚͹いいのか
分からない」ͱい こ͏Ͳ΋の೰Έͱɺ自༝
ݚ のखڀ ఻いにෛ୲をײじるͱい͏อ
の೰Έを解決するこͱ͕Ͱきるɻදऀޢ
໘にまͱΊるࡍにॿ ͱ͚なる࣭໰を�つɺ
ཪ ໘にϫークシϣップにࢀ Ճしたͱい͏
ূ໌ॻをσβインしたɻまたɺւのΰミを
使った࡞品੍࡞ϫークシϣップなͲڥ؀
໰題のイϕントをओ࠵するا業΍団ମ
にノϕルティͱして袋を使༻して΋ら͏ こͱ
をݕ౼したɻ

খ学生のอऀޢにՆٳΈの自༝ݚ
についてインλϏϡーしたͱこΖɺอڀ
のෛ୲͕大きいͱい͏੠͕多くऀޢ
͋ったɻ特にɺ࡞品についてࢴにまͱΊ
るࡍに「ॻく߲໨を決Ίる」「ݟ本を
せる」なͲख఻͏৔໘͕多いこͱ͕ݟ
໌らかになったɻͦ こͰまͱΊる࡞業を
खॿ͚する袋をఏҊしอऀޢのෛ୲
をݮらすこͱにݙߩしたいͱ͑ߟたɻ

生分解性ૉࡐͰ࡞੒するこͱ͸Ͱき
なかった͕ɺࢴに印刷をしてϖルιφ
Ͱ͋るখ学生のこͲ΋ୡͱอऀޢに
σβインについてのײ૝を௖きな͕
らࢼ 行 ࡨ したɻ「自༝ޡ ݚ のまͱڀ
Ίをॿ͚る」໘Ͱ͸ɺಡΈ΍すいจ
の大きさにௐࣈ ੔しɺ「 ࢀ Ճ ূ 」の
໘Ͱ͸ɺ໯ってخしくなるΑ͏ なσβイ
ンをఏҊしたɻ

λーήットͰ͋るখ 学 � ೥ 生 の อ
ޢ ऀ ੈ ୅͸S / Sʢ * O s U B H S B N ɺ
5XJU UFSʣを活༻しɺࢠҭての৘ใ
を行っているこͱ͕分かったた׵ަ
ΊɺS/SͰまͱΊるͱを࣋ったおࢠさ
んのࣸਅにϋッシϡλグを෇͚て౤
して΋ら͏ߘ こͱͰλーήット૚΁のೝ
஌֦大をఏҊしたɻ

һڭಋࢦ
奥瀬喜之ઌ生
からのコメント

ՆٳΈの自༝ڀݚにண໨した఺͕Ϣχークな఺ɻ�つの࣭໰Ͱཁ఺を੔ཧͰきるॴ͸ૉ
晴らしいɻϫークシϣップͰの本商品のधཁのௐࠪɺૉࡐの࣋つ生分解性ͱい͏特௃を生
かしたఏҊ͕ͰきるͱΑりΑかったͱ͏ࢥɻ

生分解性エコ袋の日本展開

ちーΉ こ͑ͿくΖʤまͱΊるͱʥ
ࢠʑࡊ生ɺ৿ཅొɺ౉ᬑ࠼ゼミ/෱井ٱ大学ɹ佐藤හࡁܦ࡚ߴ

SDGs̫ ҭてしな͕ࢠҭて ʙࢠ
ら社会ݙߩをʙ

「'SJFOEMZ #BH」͸ɺࢠҭてをしていく
なかͰඞཁͰ͋るおΉつ༻の͝Έ袋Ͱ
͋りɺ一ൠతなおΉつ༻の͝Έ袋Αり΋
ೖすߪに΍さしい΋のͰ͋るɻまたɺڥ؀
る͚ͩͰ社会͕ݙߩ可ೳͱなるコーズ
リレーテッυマーケティングをಋೖしてい
るɻ
この商品͸ɺ੺ちΌん͕いるՈఉͰのফ
අྔ͕多いおΉつのΰミにண໨しɺ使༻
ස ౓͕多いおΉつ༻の͝Έ袋を生 分
解性の袋にするこͱɻまたɺͦ の袋をきっ
か͚にɺSDGsに΋৮Ε߹って΋らいたい
ͱい͏ いからつくらΕたɻࢥ

アンケートௐࠪͰ͸ɺコーズリレーテッ
υマーケティング΁のೝ஌౓͸௿い
͕ɺ�ׂҎ্のਓ͕社会ݙߩͰきる
商品をߪೖしたいͱճ౴したɻこのこ
ͱからɺコーズリレーテッυマーケティ
ングをಋೖしೝ஌をߴΊるこͱͰɺ社
会ݙߩͰきる商品をߪೖしたいͱい
͏ਓʑのχーズをΑりຬたせるのͰ͸
ないかͱ͑ߟたɻ

ଞのおΉつ༻の͝Έ袋ͱのࠩҟをつ
͚るたΊに袋のதԝに2 3コーυを
つ͚たɻこの23コーυをಡΈऔるͱɺ
SDGsにؔする"3ө૾͕ͰてくるΑ
に͏なっているɻこのө૾にΑりɺച্

の3�͕ւ༸͝Έ໰題解決ɺੈ քの
੺ちΌんの໋を͏ٹたΊにد෇さΕ
たͱい͏ こͱをࣔすɻ

生分解性の袋͸ී௨の袋Αり୯Ձ͕
いɻͦߴ のたΊɺ社会ݙߩを商品の෇
ՃՁ஋ͱしてফඅऀ΍ا業にൢചす
るɻا業に͸ɺϕϏールームͰ1ຕ୯位
のൢചをするこͱͰڥ؀に΋ࢠҭてに΋
഑ྀしているͱい͏ イメージアップに͕ܨ
るͱい͏ ఺をアϐールするこͱͰൢചを
するɻϕϏールームにこの商品をઃஔす
るこͱͰ商品のೝ஌を得るこͱ΋Ͱきるɻ

һڭಋࢦ
佐藤හٱઌ生
からのコメント

౰ॳɺԚΕのࠅいચ୕෺をೖΕる袋΍使༻ࡁおΉつをޮ果తにॲཧする袋に使༻Ͱきない
かͱ͑ߟた͕࣮ݧの結果அ念したɻͦ こからɺ土΍ւͰ分解さΕるͱい͏ ೳతՁ஋にՃ͑ɺػ
SDGsをҙࣝしたɺ社会ɺا業ɺফඅऀのڞ༗Ձ஋を෇Ճしたɻ࣮ にҙཉతなاըҊͰ る͋ɻ

生分解性エコ袋の日本展開

カッパチームʤ'S J FOE M Z #BHʥ
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専修大学ɹ奥瀬喜之ゼミ/Ѩ෦ࣿઍɺ宮಺Ѯɺ౉ᬑ࢜ݓ

一ਓͰͰきる�まͱΊおॿ͚袋ڙࢠ

「まͱΊるͱ」͸ՆٳΈの自༝ڀݚϫーク
シϣップࢀՃޙɺこͲ΋一ਓͰମݧ・学
शしたこͱを؆୯にまͱΊるこͱ͕Ͱきる
商品Ͱ͋るɻ「なにからॻ͚͹いいのか
分からない」ͱい こ͏Ͳ΋の೰Έͱɺ自༝
ݚ のखڀ ఻いにෛ୲をײじるͱい͏อ
の೰Έを解決するこͱ͕Ͱきるɻදऀޢ
໘にまͱΊるࡍにॿ ͱ͚なる࣭໰を�つɺ
ཪ ໘にϫークシϣップにࢀ Ճしたͱい͏
ূ໌ॻをσβインしたɻまたɺւのΰミを
使った࡞品੍࡞ϫークシϣップなͲڥ؀
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にノϕルティͱして袋を使༻して΋ら͏ こͱ
をݕ౼したɻ

খ学生のอऀޢにՆٳΈの自༝ݚ
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生分解性ૉࡐͰ࡞੒するこͱ͸Ͱき
なかった͕ɺࢴに印刷をしてϖルιφ
Ͱ͋るখ学生のこͲ΋ୡͱอऀޢに
σβインについてのײ૝を௖きな͕
らࢼ 行 ࡨ したɻ「自༝ޡ ݚ のまͱڀ
Ίをॿ͚る」໘Ͱ͸ɺಡΈ΍すいจ
の大きさにௐࣈ ੔しɺ「 ࢀ Ճ ূ 」の
໘Ͱ͸ɺ໯ってخしくなるΑ͏ なσβイ
ンをఏҊしたɻ

λーήットͰ͋るখ 学 � ೥ 生 の อ
ޢ ऀ ੈ ୅͸S / Sʢ * O s U B H S B N ɺ
5XJU UFSʣを活༻しɺࢠҭての৘ใ
を行っているこͱ͕分かったた׵ަ
ΊɺS/SͰまͱΊるͱを࣋ったおࢠさ
んのࣸਅにϋッシϡλグを෇͚て౤
して΋ら͏ߘ こͱͰλーήット૚΁のೝ
஌֦大をఏҊしたɻ

һڭಋࢦ
奥瀬喜之ઌ生
からのコメント

ՆٳΈの自༝ڀݚにண໨した఺͕Ϣχークな఺ɻ�つの࣭໰Ͱཁ఺を੔ཧͰきるॴ͸ૉ
晴らしいɻϫークシϣップͰの本商品のधཁのௐࠪɺૉࡐの࣋つ生分解性ͱい͏特௃を生
かしたఏҊ͕ͰきるͱΑりΑかったͱ͏ࢥɻ

生分解性エコ袋の日本展開

ちーΉ こ͑ͿくΖʤまͱΊるͱʥ
ࢠʑࡊ生ɺ৿ཅొɺ౉ᬑ࠼ゼミ/෱井ٱ大学ɹ佐藤හࡁܦ࡚ߴ
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生分解性の袋͸ී௨の袋Αり୯Ձ͕
いɻͦߴ のたΊɺ社会ݙߩを商品の෇
ՃՁ஋ͱしてফඅऀ΍ا業にൢചす
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のൢചをするこͱͰڥ؀に΋ࢠҭてに΋
഑ྀしているͱい͏ イメージアップに͕ܨ
るͱい͏ ఺をアϐールするこͱͰൢചを
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౰ॳɺԚΕのࠅいચ୕෺をೖΕる袋΍使༻ࡁおΉつをޮ果తにॲཧする袋に使༻Ͱきない
かͱ͑ߟた͕࣮ݧの結果அ念したɻͦ こからɺ土΍ւͰ分解さΕるͱい͏ ೳతՁ஋にՃ͑ɺػ
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ಉࢤ社大学ɹ෌田݈司ゼミ/佐藤ཥՖɺલ川ཨಸɺࡾ浦๖ࢠ

ૹݟ定֓念にͱらΘΕないおݻ
りキット

「3FUVSO UP OBUVSF」͸ɺ๢くなった
খ ಈ ෺をೖΕɺຒ ૴する商 品Ͱ͋るɻ
۩ମతに͸ɺϖットを௚઀土にຒΊるこ
ͱ΁の఍ のܰ߅ Ͱきる্͕ݮ ɺϖットͱ
のࢥいग़をՖͱい͏ܗͰ࢒すこͱ͕Ͱき
る商品ͩɻຒΊた袋の஍දͰछからՖ
をҭてるこͱͰɺۙ くにϖットのଘ在をײ
じるこͱ͕Ͱきるɻこの一࿈のྲྀΕにΑっ
てΑりّࣜతにڙཆするこͱ͕ Ͱきるɻ
の商品をஔいていないϖットޙࢮ在ɺݱ
シϣップ͕多਺Ͱ͋るたΊɺ৽しい分野
の商品を自分たちのखͰつくっていきた
いͱ͑ߟているɻ

たち͸ɺ土にؐるͱい͏ࢲ キϟッαό袋
の࠷大の特௃を活かしたいͱい͏ いࢥ
͕͋ったɻアンケートௐࠪの結果ɺ土
૴をݧܦしたਓのதͰɺ�ׂのਓ͕௚
઀土をか る͚こͱに఍͕߅ り͋ɺ�ׂの
ਓ͕ϖットͱのࢥいग़をܗに࢒したいͱ
い͏ ճ౴を得たɻͦこͰࢲたち͸ɺখಈ
෺を๢くしたਓの�೰Έ�を৽しいܗͰ
たɻ͑ߟりたいͱ࡞ཆͰきる商品をڙ

খ ಈ ෺にݟ 立てた෺を袋にೖΕɺ
りฦしたɻ袋の܁かな商品վ良をࡉ
ද໘に͸ɺผΕのݴ༿を௲るこͱ͕
Ͱきるメッηージཝを෇͚たɻまたɺ袋
自ମ͕গしಁ͚ておりɺখಈ෺͕֎
から͑ݟてしま͏ 念఺͕͋ったこͱݒ
からɺ「Ӆす・แΉ」ͱい͏役ׂを果
たせる໖を௥Ճしたɻ

ݱ 在 ɺখ ಈ ෺をڙ ཆͰきる商 品の
਺͕গないたΊೝ஌౓͕௿いɻͦ の
たΊɺಈ෺පӃのレジԣなͲお٬༷
のࢹքにೖる৔ॴにキϟッαό袋ͱ
パンϑレットをઃஔしೝ஌౓্޲を
ਤるɻߋにɺϖットシϣップͰ͸໨をҾ
くϙップをઃஔしɺ࣮ にキϟッαόࡍ
袋をൢചするɻ

һڭಋࢦ
෌田݈司ઌ生
からのコメント

この商品͸ɺळカンͰ1位になったΑ͏ に大มڵຯਂい商品ͩɻϖットͱ一ॹにɺ২෺のछ
を土にຒΊるこͱ͕ϙイントͰ͋るɻժをग़したらਫを΍ったりするこͱͰɺϖットのこͱをࢥい
ग़すこͱ͕Ͱきるからͩɻメンόー3ਓの優しさ͕લ໘にग़た優Εたҳ品ͱݴ Α͑͏ ɻ

生分解性エコ袋の日本展開

CV M B Oʤ3F UV SO U P OB U V S Fʥ
தଜ学Ԃ大学ɹ໌神࣮ࢬゼミ/খ川ඒาɺย山Ѫඒɺ⇶૒༿ɺ山田Նً

をॿڥ؀ る͚২෺ϙット

「か る͑んϙット」͸ɺプラεチックを一੾
使Θないൃժ専༻の生分解性ϙットͩ ɻ
プラεチック製のϏχールϙットͱ͸ҟな
りɺ土に自વ分解さΕɺංྉにมΘるͱい
͏特性を࣋った།一ແೋのൃժ༻ϙッ
トͰ͋るɻ
എܠͱしてաڈのԂܳݧܦからɺϏχー
ルϙット͕ 大ྔにࣺてらΕていたঢ়گに
஫໨したɻ
する೶業ମ੍͸ݮ΁のෛ୲をܰڥ؀
੔っていて΋ɺ未ͩ多くのプラεチックࢿ
ঢ়に͋るɻݱを使༻しているの͕ࡐ
さらにɺै དྷのϏχールϙットͰ͸避͚ら
Εなかった২͑ସ͑のखؒをলきɺ使༻
ऀに΋利఺͕͋る商品をߟҊしたɻ

たち͸ɺプラεチック͝Έに֘౰すࢲ
る΋のをௐ΂ɺͦ のதからキϟッαό
袋の特性を活かしてΰミをݮらせる΋
の͸ないかͱ͑ߟたɻͦ こͰࢥいつい
たの͕ɺ「土にؐる」ͱい キ͏ϟッαό
袋の特性を活かしɺබの২͑ସ͑の
に生まΕるΰミͱखؒをলく商品Ͱࡍ
͋るɻ

か る͑んϙット͸ɺ௚ܘ�DNߴ・ さ�DN
の2߸αイズͩɻイメージͱして͸�00ԁ
を2ຕฒ΂たくらいの大きさになるɻۄ
ࠜ٧まりを๷͙たΊに֎ଆにキリトリઢ
を෇͚たɻ
৭͸ɺ土ͱの൑ผ͕つくΑ͏ にશମを
ԫ྘৭にしɺϩΰͱして自分のखͰ野
をकっていこ͏ڥ؀・り࡞をࡊ ͱい͏ ҙ
ຯをࠐΊてこのϩΰにしたɻ

この商品͸Ԃܳをܧଓతに行って
おりɺෆຬをڧくײじているํをλー
ήットͱしているɻԂܳを໨తͱしたํ
͕དྷళするϗームηンλー・Ԃܳళ
をج 本にɺプラεチック࡟ のたΊݮ
のエシカルফඅにऔり૊んͰいる生
ҙࣝڥ野にೖΕるこͱͰɺ؀ࢹをڠ
のߴいํに΋商品を஌って΋ら͏ こͱ
͕Ͱきるͱ͑ߟたɻ

һڭಋࢦ
໌神࣮ࢬઌ生
からのコメント

͋らΏる֯౓からૉࡐをۛຯしɺこͩΘりつつアイσアを࣍から࣍΁ͱ生Έग़していくߟࢥ
のॊらかさに͸ڻいたɻԂܳपりのજ在χーズにΑく͕ؾついたͱ͏ࢥɻこΕ͕࣮ݱしたらɺ
につな͕るのͩΖ͏ݮ࡟にɺͲΕほͲのΰミڞ٬のお೰Έ͕解決するͱސ ͱϫクϫクしたɻ

生分解性エコ袋の日本展開

)"/Dʤか͑るんϙットʥ
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ಉࢤ社大学ɹ෌田݈司ゼミ/佐藤ཥՖɺલ川ཨಸɺࡾ浦๖ࢠ

ૹݟ定֓念にͱらΘΕないおݻ
りキット

「3FUVSO UP OBUVSF」͸ɺ๢くなった
খ ಈ ෺をೖΕɺຒ ૴する商 品Ͱ͋るɻ
۩ମతに͸ɺϖットを௚઀土にຒΊるこ
ͱ΁の఍ のܰ߅ Ͱきる্͕ݮ ɺϖットͱ
のࢥいग़をՖͱい͏ܗͰ࢒すこͱ͕Ͱき
る商品ͩɻຒΊた袋の஍දͰछからՖ
をҭてるこͱͰɺۙ くにϖットのଘ在をײ
じるこͱ͕Ͱきるɻこの一࿈のྲྀΕにΑっ
てΑりّࣜతにڙཆするこͱ͕ Ͱきるɻ
の商品をஔいていないϖットޙࢮ在ɺݱ
シϣップ͕多਺Ͱ͋るたΊɺ৽しい分野
の商品を自分たちのखͰつくっていきた
いͱ͑ߟているɻ

たち͸ɺ土にؐるͱい͏ࢲ キϟッαό袋
の࠷大の特௃を活かしたいͱい͏ いࢥ
͕͋ったɻアンケートௐࠪの結果ɺ土
૴をݧܦしたਓのதͰɺ�ׂのਓ͕௚
઀土をか る͚こͱに఍͕߅ り͋ɺ�ׂの
ਓ͕ϖットͱのࢥいग़をܗに࢒したいͱ
い͏ ճ౴を得たɻͦこͰࢲたち͸ɺখಈ
෺を๢くしたਓの�೰Έ�を৽しいܗͰ
たɻ͑ߟりたいͱ࡞ཆͰきる商品をڙ

খ ಈ ෺にݟ 立てた෺を袋にೖΕɺ
りฦしたɻ袋の܁かな商品վ良をࡉ
ද໘に͸ɺผΕのݴ༿を௲るこͱ͕
Ͱきるメッηージཝを෇͚たɻまたɺ袋
自ମ͕গしಁ͚ておりɺখಈ෺͕֎
から͑ݟてしま͏ 念఺͕͋ったこͱݒ
からɺ「Ӆす・แΉ」ͱい͏役ׂを果
たせる໖を௥Ճしたɻ

ݱ 在 ɺখ ಈ ෺をڙ ཆͰきる商 品の
਺͕গないたΊೝ஌౓͕௿いɻͦ の
たΊɺಈ෺පӃのレジԣなͲお٬༷
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һڭಋࢦ
෌田݈司ઌ生
からのコメント

この商品͸ɺळカンͰ1位になったΑ͏ に大มڵຯਂい商品ͩɻϖットͱ一ॹにɺ২෺のछ
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生分解性エコ袋の日本展開

CV M BOʤ3F UV SO U P OB U V S Fʥ
தଜ学Ԃ大学ɹ໌神࣮ࢬゼミ/খ川ඒาɺย山Ѫඒɺ⇶૒༿ɺ山田Նً

をॿڥ؀ る͚২෺ϙット
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使Θないൃժ専༻の生分解性ϙットͩ ɻ
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һڭಋࢦ
໌神࣮ࢬઌ生
からのコメント

͋らΏる֯౓からૉࡐをۛຯしɺこͩΘりつつアイσアを࣍から࣍΁ͱ生Έग़していくߟࢥ
のॊらかさに͸ڻいたɻԂܳपりのજ在χーズにΑく͕ؾついたͱ͏ࢥɻこΕ͕࣮ݱしたらɺ
につな͕るのͩΖ͏ݮ࡟にɺͲΕほͲのΰミڞ٬のお೰Έ͕解決するͱސ ͱϫクϫクしたɻ

生分解性エコ袋の日本展開

)"/Dʤか͑るんϙットʥ
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大ɺ٠本ઍ晴ߞܗ立大学ɹ山本ಸԝゼミ/ҏ藤ෙ優ɺ大ࢢ屋ݹ໊

ߟ自らڙࢠ໰題についてڥ؀
͑学Ϳػ会をఏڙするɻ

自༝ڀݚをॿ͚る࣮ݧキットͰ͋るɻࢠ
໰ڥを௨してɺ؀ݧにͱって໘നい࣮ڙ
題についてָしく学んͰ΋ら͑ る商品Ͱ͋
るɻڙࢠたち͕ڥ؀໰題に৮Εるػ会
͸গないɻকདྷを୲͏ڙࢠたちにɺڥ؀
໰題を学Ϳػ会をఏڙしɺ౰事ऀҙࣝ
を࣋って΋らいたいͱい͏ࢥい͕ࠐΊらΕ
ているɻ
自༝ڀݚをॿ͚るたΊにɺ特ઃαイトを
੒しているɻこΕを活༻するこͱͰɺλー࡞
ήットの学ͼの࣭を্޲させɺΑりਂい学
ͼをఏڙͰきる商品ͱなっているɻまたɺ
特ઃαイト಺にɺ自༝ڀݚのϑΥーマット
を༻ҙしておりɺ「まͱΊํ͕分からない」
なͲͱい͏ 自༝ڀݚの೰Έを解決するɻ

たち͸生分解性商品Ͱ͋るキϟッࢲ
αόエコ袋の࣋つɺڥ؀に良いͱい
͏特性をɺ「ڙࢠのڥ؀΁のҙࣝを
ม る͑たΊの学ͼ」につな͛Α͏ ͱߟ
͑たɻͦ こͰɺࢲたち͸自༝ڀݚにண
໨したɻλーήットͰ͋るখ学生のࢠ
໰題΁のਂいڥɺ਌にରしてɺ؀ڙ
学ͼをܰؾにఏڙするこͱを໨ඪͱし
たɻ

キϟッαό袋をΑくཧ解していなかったࢲ
たち͸ɺ࣮ にお౬に袋を༹かしたり3ϲࡍ

く݄らいਫにつ͚てΈたりͱ多くの࣮ݧを
しɺ袋΁のཧ解をਂΊたɻͦΕを活かした
商品のߟҊをしたɻ
またɺ多くの࣮ݧキット͕ ଘ在するதͰɺ
ͲのΑ͏ にࠩผ化するのかをख़ߟしたɻ
自࡞の特ઃαイトを࡞りɺ自༝ڀݚをまͱ
Ίるこͱをखॿ Ͱ͚きるΑ͏ にしɺࠩ ผ化し
たɻ

日本Ͱのྲྀ௨͕ほͱんͲない商品Ͱ
り͋ɺै དྷのレジ袋のՁ֨の�ʙ10

ഒͰ͋るこͱからීวなൢചํ法͸
キットͱしてൢڀݚ難Ͱ͋るɻ自༝ࠔ
ചする事にΑりɺڝ߹商品Αり΋҆Ձ
にఏڙͰきるɻ໨ඪ͸ɺキϟッαόエ
コόックを日本Ͱೝ஌ɺকདྷのレジ
袋ͱしての利༻に͛ܨていくɻ

һڭಋࢦ
山本ಸԝઌ生
からのコメント

༷ʑな団ମɺا業ͱੵۃతにコンλクトをऔり「Ͳ͏ したらこのఏҊのՁ஋͕఻Θるか」を೪
りڧくݕ౼した఺͕ߴくධՁͰきるɻまた「ࢠͲ΋たちにڥ؀໰題を͑ߟて΋らいたい」ͱい͏
コンηプトをいかに�1Ͱ࣮ݱするかについてख़ߟしてఏҊを行ったこͱ΋ධՁしたいɻ

生分解性エコ袋の日本展開

ĒčĊʤキϟッαόイエンεキットキϟッαόイエンεキットʥ
南山大学ɹ川๺ᚸࢠلゼミ/҆藤ᰜଡɺڇ野ग़ւɺલ田Նւɺ山田ࢤ৫

ਪし活プϩモーシϣン

日本Ͱ未ͩにೝ ஌ ౓͕ ௿いキϟッα
ό製の生分解性Ϗχール袋のՁ஋ೝ
஌の֦大を໨ࢦしたࢲたち͸ɺ「キϟッ
α όッグ 」をS D G s ਪ ਐ アイυルの
$P$P-Pὑ3 J11-Fのグッズͱしてൢ
ചする༧定Ͱ͋ったɻ
結 ੒ さΕ た ͹ かりの $ P $ P - P ὑ
3J11-F͸ɺSDGs活ಈの৅௃ͱなるモ
ノを࣋っていなかったたΊɺキϟッαόッ
グをグッズͱして使༻するこͱͰɺSDGs
活ಈの৅௃ͱなるͱ͑ߟたɻ
グッズͱしてのൢചޙにキϟッαόッグ
のՁ஋を఻͑るたΊのಈըのఏҊ΍ɺ
5XJUUFSを使༻したイϕントのఏҊを行
なったɻ

Ճしɺ஍Լࢀたち͸アイυルイϕントにࢲ
アイυルϑΝンにώアリングௐࠪを行った
ͱこΖɺグッズΑりチΣキ΍お࿩λイムなͲ
におۚをか る͚ϑΝン͕多くɺアイυルメン
όーͱのަྲྀをٻΊているこͱ͕ Θかっ
たɻͦこͰɺࢲたち͸特య෇きのグッズͱし
てఏҊしɺ特య෇༩のたΊにS/SͰの
を৚݅ͱしɺキϟッαόッグのՁ஋ࢄ֦
ೝ஌֦大΋ಉ࣌にૂいたいͱߟ た͑ɻ

ೝ஌֦大のたΊに活༻するಈըの
をしたɻシϣートムーϏーͰ໨を࡞ࢼ
ҾくΑ͏ なインパクトॏࢹのಈըͱし
てɺ࣮ せݟに袋を༹かしてҿんͰࡍ
る΋の΍ɺキϟッαό͕袋にมΘる༷
したɻまたɺ࣮࡞せる΋のを੍ݟをࢠ
に自分たち͕コンϏχͰങい෺をࡍ
するࡍにキϟッαόッグを࣋ちɺ使༻
をԿ౓΋֬ೝしたɻײ

$P$P-Pὑ3J11-F シ͕ϣートムーϏーͰ
生分解性Ͱ る͋ͱい͏ Ձ஋を఻ る͑ɻグッ
ズをߪೖしたϑΝン͸ɺՁ஋を生かした使
いํを自ら͑ߟɺ使༻している༷ࢠをϋッ
シϡλグͱڞに5XJUUFSに౤ߘしɺメン
όーͱチΣキࡱӨ΍お࿩し͕ Ͱきるͱいっ
たަྲྀ特యを獲得するɻҎ্にΑりɺՁ
஋ೝ஌֦大ɺエコόッグͱして使༻ޙ΋
༷ʑな৔໘Ͱ使༻するαイクルを֬立す
るɻ

һڭಋࢦ
川๺ᚸࢠلઌ生
からのコメント

アイυルϑΝンの生ଶをɺ࣮ ஍ௐࠪͰௐ΂てきてɺアイυル業քに΋ৄしくなったΑ͏ ͩɻΰミ
रいイϕントをاըしていたのͰɺӡӦ͚ͩͰなくɺ࣮ にݱをかいて࣮׼にΰミरいをしɺࡍ
るͱΑかったɻಈըのアイσア΋໘നかったɻࢸ

生分解性エコ袋の日本展開

キϟッαόッグਪਐ課ʤキϟッαόッグʥ
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日本大学ɹ石田大యゼミ/দ浦୓ًɺ佐藤༗ཬ࡙ɺ佐野Յ৴

ਓ΋ݘ΋εッキリ�

「ྲྀせるプー」͸ฅを本商品Ͱճऩしɺ
ͦのままトイレにྲྀすこͱ͕Ͱきる商品Ͱ
͋るɻ
在ɺ֦ݱ 大޲܏に͋るϖットࢢ৔ɺߋに
旅行にݘを࿈Εていきたいਓ͸多くお
りɺݘのฅをճऩͰきる商品͸਺多く͋
る͕ɺトイレにྲྀせる商品͸͋まり஫໨を
ूΊて͸おらͣɺ商品のレϏϡーに͸ਫ
にす͙ ൓Ԡしてしま͏ ҝɺฅをೖΕてす͙
に袋༹͕͚てしま͏ ఺ɺӍఱ࣌のࢄาͰ
΋ਫに͵Εるͱす͙に༹͚てしま͏ ఺ͱい
͏໰題͕͋る͕ɺ本商品Ͱ͋Ε͹解決
するこͱ͕ Ͱきるɻ

生分解性エコ袋͸ਫに༹ る͚ɺ土にؐ
るͱい 2͏つの特性を࣋っているɻͦ の
特性を生かͦ͏ ͱ͑ߟたͱきɺ生分解性
エコ袋を活かせる৔໘ͱしてݘのฅを
ճऩする事に໨を෇͚たɻௐ΂たͱこ
Ζɺݘのฅをトイレにྲྀすਓ͕൒਺Ͱ
͋るこͱɺݘを旅行に࿈Εていくਓ͕�
ׂͰ͋るこͱ͕ 分かったɻͦしてे分に
ചり্ ͛を্͛るこͱ͕ Ͱきるͱ͑ߟたɻ

ɺ࣮࡯؍にൢചしている製品のࡍ࣮
にトイレにྲྀすこͱ͕ͰきるかɺͲのࡍ
Թ ౓Ͱਫに༹͚るこͱ͕Ͱきるかの
ɺ袋のઌにトイレットϖーパーঢ়ݧ࣮
のࢴを෇͚るかɺͲのαイズ͕一 番
使い΍すくɺ便利Ͱ͋るのかの֬ೝɺ
ଘ商品のαイズ֬ೝを行いな͕ط
ら࿩し߹いを行ったɻ

ଘ商品͕多く͋ط るࢢ৔Ͱ り͋ɺトイ
レにྲྀすたΊに͸自࣏ମͰೝΊらΕ
ているこͱ͕ඞཁͰ͋るたΊɺ஍Ҭの
Ίٻଘ商品ͱのࠩผ化͕ط定ͱݶ
らΕるɻした͕ってɺ஍Ҭのࢦ定ͱݘ
にڵຯの͋るਓにߜってࠂ޿をग़す
こͱ͕Ͱきɺ୹ؒ࣌Ͱεキップのग़དྷ
ない: P V 5 V C Fのόンパー޿ ͕ࠂ
๬ましいͱ͑ߟたɻ

һڭಋࢦ
石田大యઌ生
からのコメント

ϖットͱ旅行΁ग़か͚たࡍのϑンのॲཧ͸ɺࣂいओの಄を೰ませる大きな໰題のͻͱつͩ
Ζ͏ ɻ൴ら͸ɺͦ のχーズにண໨しɺトイレにྲྀすこͱ͕Ͱきる袋ͱい ア͏イσアをఏҊしたɻまさ
にফඅऀの「͋ったらいいな」を࣮ݱするΑ͏ なҊͰ り͋ɺજ在性をൿΊた商品Ͱ͋るɻ

生分解性エコ袋の日本展開

おい΋くらͿʤ旅するプーʥ
法政大学ɹ杉浦未樹ゼミ/ੁᖒ一كɺԕ藤࡙良ɺ্ 戸ྒྷ

ちΐっͱおしΌΕなエコのೖりޱ

ϙケόッグͱ͸エコόッグͱレジ袋の良い
ॴ औりをした৽ ن ࢢ ৔の商 品Ͱ͋るɻ
ケーε෇きͰɺ一つのケーεに�৭の袋
͕ೖっているɻখさくંりたたまΕている
たΊɺカόンの۱にೖΕて࣋ちาくこͱ͕
Ͱきɺσβイン΋シンプルなϩΰೖりͰ͋
るたΊɺϑΝッシϣンに༹͚ࠐΉこͱ͕Ͱき
るɻカラー͸੨ɺനɺΦレンジɺϐンクɺࠇ
の�৭͕ೖっているɻී ௨のエコόッグ
なら使༻ؾ͕ײになって΋ࣺてるこͱを
᪳᪯ってしま͏ ͕ɺ本製品͸生分解性
の袋Ͱ͋るたΊڥ؀に഑ྀしておりࡑ
ѱײをおこさない఺Ͱ優Εているɻ

ͰɺͲのؒ࣌ॳに袋͕Ͳのఔ౓の࠷
くらいのԹ౓Ͱ༹͚るかの࣮ݧをॏ
Ͷたɻͦ の結果からɺ༧Ί͑ߟていた
ෳ਺のアイσアの良い఺ɺѱい఺を͸
かったɻまたɺ大学生΍தߴの༑ਓɺ
Ո଒΍਌ੰなͲ༷ʑなํにྗڠして
いたͩきɺエコόッグ΍レジ袋にؔして
のアンケート΍インλϏϡーを行いɺͲ
のΑ͏ な商品を࡞るかのࢦඪͱしたɻ

ओにケーε෦分のプϩトλイプ࡞੒に
ฃಆしたɻ׬੒ܗを૝૾しɺް Ͱࢴ
パλーンを࡞りɺ෍をࡋஅしたɻまたɺ
ケーεの開ด෦分をંり৞Ήイメー
ジ͕Θき΍すいΑ͏ にɺアイϩンͰบつ
͚をした্͕खくつかなかったたΊɺ
෍をิڧしɺં Εているঢ়ଶをอて
るΑ͏ にしたɻϩΰ෦分͸ɺനいリϘン
を෍にݟ立てɺͦ こにϩΰをいΕたɻ

S / Sを活༻したɻ特にए ऀにਓ ؾ
な*O s U B H S BNのεトーリーࠂ޿΍
5JL5PLをプϩモーシϣンͰ展開しɺ
εトーリーࠂ޿Ͱ͸ೋつのパλーン
をఏҊしたɻ一つ͸エシカルなڥ؀
഑ྀをԡしग़したσβインͰɺ΋͏ 一
つ͸ϙップなݟた໨Ͱ記Աに࢒り΍
すいσβインに্͛࢓た΋のͰ͋るɻ

һڭಋࢦ
杉浦未樹ઌ生
からのコメント

エコ袋ͱレジ袋ͦΕͧΕの「ࣺてにくい」ͱい͏ ෆຬにண໨し৽たなܗをఏҊしたɻキϟッαό
袋を生かす࠷ળࡦをさ͙ りଞҊ΋多਺ݕ౼していたɻϙケόッグ͸ଧ਍した࠷ॳのεーパー
Ͱ͸޷൓ԠͰɺ΋͏ গし༷ʑなݱ৔からのϑィーυόックを得るؒ࣌をׂ͚Ε͹Αかったɻ

生分解性エコ袋の日本展開

̨̘̖ ̨̖ ̗̖ ʤ̜1PDLF U#BHʢϙケόッグʣʥ
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໨ന大学ɹ長࡚秀ढ़ゼミ/ਫ野ୢلɺڮࢢಞ໻ɺ෢田日Ֆཬ

৯ҭにつな͕るエコ袋

ま͏όッグ͸ɺたͩΰミ袋にするのͰ͸な
くɺ使༻ޙコンϙεトにするたΊの袋Ͱ͋
るɻ
ऩ֭ମݧを行 こ͏ͱのͰきるキϟンプ৔
Ͱൢചしɺ生͝ΈをࣺてるたΊのΰミ袋
ͱして使って΋らいɺ生͝ΈをೖΕた袋
をͦのままコンϙεトにするͱいったྲྀΕ
Ͱ͋るɻ生分解性エコ袋の特௃の一つ
に土にؐるͱいった特性͕͋るたΊɺ͝
Έのফ අを཈͑るこͱ͕可 ೳになる商
品ͩɻまたɺ自分͕ؔΘった΋のをཌ೥
ऩ֭するこͱ͕ Ͱきるͱい͏ ఺からɺリϐー
λーを૿΍すこͱ͕ͰきるのͰ͸ないか
ͱ͑ߟたɻ

を行͏ݧたち͸ؔ౦に͋るऩ֭ମࢲ
こͱのͰきるキϟンプ৔�݅にి࿩を
しɺҙݟをいたͩいたɻ生͝Έをݮら
すこͱ͸Ͱきないのかͱ͑ߟているキϟ
ンプ৔͕͋りɺこの商 品についてڵ
ຯを࣋っていたͩいたキϟンプ৔΋
͋ったɻしかしɺ土ͮくりにこͩΘりを
っているたΊ使࣋ こ͏ͱ͸Ͱきないͱ
いったҙݟ΋いたͩいたɻ

たち͸すͰに͋る商ࢲ 品の展 開 ํ
法をߟ る͑ͱい͏ ΋のͩったのͰɺ৽し
く商品͸࡞っていない͕ɺ࣮ に土ࡍ
にຒΊてΈたりɺお౬に༹かしてΈた
りͱこの袋の特 ௃を࣮ すこͱࢼにࡍ
Ͱ࣮ݱ可ೳ性についてূݕを行っ
たɻͦ こͰ得らΕた結果からɺ࣮ すݱ
るこͱ͕Ͱきるͱ͑ߟҊをਐΊていっ
たɻ

৯ҭにつな͛るこͱ͕コンηプトͰ͋
るたΊɺ฼ ਌͕ҭ の৘ࣇ ใを得る
にԿを༻いているのかをௐࠪしɺイࡍ
ンλーωット͕࠷΋使༻さΕているͱ
い͏結果からɺインλーωットͰのプϩ
モーシϣンに決定したɻキϟンプ৔の
αイトにて袋の使いํ΍特௃を঺հ
していた くͩこͱͰこの商品のັྗを
஌っていた くͩૂ いͩɻ

һڭಋࢦ
長࡚秀ढ़ઌ生
からのコメント

اଧ਍のたΊɺ多くの༺࠾ըҊのاతに社会ͱؔΘるこͱ͕ͰきるチームͰ͋ったɻۃੵ
業に࿈བྷをͱっていたɻしかしळカンޙɺ໨に͑ݟてモチϕーシϣン͕མちたのを৺഑してい
た͕ɺޙ࠷͸༷ʑなキϟンプ৔にاըҊのചりࠐΈをか͚る行ಈྗをݟせてくΕたɻ

生分解性エコ袋の日本展開

長࡚ゼミ$チームʤ ま͏όッグʥ



ѳඒϑーズ

イチジクを使った特産品

ѳඒ൒ౡ໊産の٠をつくっている೶Ոさん͕ɺコϩφՒの૴ࣜधཁ

֨نഓに੾りସ͑ているɻイチジク͸࠿গの͋おりを受͚ɺイチジクݮ

֎品͕3ׂఔ౓ͰきるたΊɺͦ Εを使った特産品Ͱɺ೶Ոさんͱ஍Ҭ

をԠԉしたいɻ೶Ոさんをॿ͚るたΊの֨ن֎品のイチジクを使っ

た特産品をఏҊするɻ

業を໨اをҭΉエコαークル߁Ҋの商品化͸ɺ஍Ҭの৯ͱ݈༺࠾

͕す「ѳඒϑーズ」ࢦ ɻࢪ࣮

St u d en t  In n o v at i o n  Co l l e g e  2 0 2 1 133

1 3 4 ᩵୔イチジクʙΰϩΰϩ৯ײͱૉࡐ本དྷのຯをʙ

1 3 5 イチジクϑィφンシΣ

1 3 6 いちじくのカプࢠ

1 3 7 '*G3&S)

1 3 8 ѳඒのな͕Ε΅し

1 3 9 'IFBM JOH

1 4 0 'JH 5PNB SBVDF

1 4 1 ϑィグレート

1 4 2 .*9 EF いちじく

1 4 3 ブリεόー

1 4 4 いちじく೶Ոのじΐじΐ੾り

1 4 5 いちじくͱόλー

1 4 6 $IPDPK JLVʢチϣコジクʣ

1 4 7 ͋つΈのいちじくυレッシング

1 4 8 いちじく君のクッキー屋さん

1 4 9 ラム߳るイチジクブラ΢χー
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大ࢢࡕ立大学ɹখྛ఩ゼミ/西浦؂༞ɺฏ野ͻまりɺ藤田࣮དྷ

イチジク本དྷのຯを生かしたແ
ఴՃアイε

「 ᩵ ୔イチジク」͸ѳ ඒ ൒ ౡ 特 産のイ
チジクの֨ن֎品を使༻したແఴՃの
アイεͰ͋るɻࡐݪྉ͸ɺアツミϑΝーム
Ͱ࠿ഓさΕた׬ख़Ͱޱの開いたイチジ
クͰ͋るたΊຯ͸ൈ نͰ͋る͕ɺ܈ ֨
֎品のたΊൢചするこͱ͕Ͱきないɻͦ
こͰɺアイεクリームのࡐྉͱして使って
Έるこͱにしたɻイチジクの果೑をたっ΀
り使༻しɺさっぱりͱした؁さ͕特௃Ͱ͋
るɻまた෇ଐのジϟムをԹΊてアイεにか
͚て৯΂るこͱͰԹかい͚Ͳྫྷたいͱい
͏৽しい֮ײをຯΘ こ͏ͱ͕ͰきるなͲɺ
ق અにԠじたָしΈํ΋ͰきるΑ͏ にし
たɻ

ѳඒϑーズ༷͕ᶃอଘྉなͲのਓ
޻ తな෺を使 ༻せͣɺᶄキッチン
カー・ಓのӺ・レεトランなͲ༷ʑな
展開͕ग़ࠃ৔Ͱ展開Ͱきɺᶅશࢢ
དྷる෺をٻΊておらΕたのͰɺ長期
อଘͱい͏఺をॏཁࢹしɺ長期อଘ
可ೳͰかつਓ͕ؾ り͋ফඅྔ͕多
いアイεをイチジクを使って࡞りたい
ͱ͑ߟたɻ

を行͏தͰ特に஫ྗした఺͸ɺ࡞ࢼ
イチジク本དྷの؁Έを生かすこͱͩɻ
イチジク͸ϑルーツͱしてೝ஌౓͕௿
くɺۤ खҙࣝを࣋つਓ΋গなくないɻ
ۤखҙࣝを࣋ち΍すいۤΈ΍৯ײ
なͲについてԿ౓΋ௐ੔・࡞ࢼを܁
りฦしɺ自分たち͕ೲ得Ͱきる΋のを
り্͛るこͱ͕࡞ Ͱきたɻ

৔にイチジクアイε自ମ͕গないࢢ
たΊɺͲのΑ͏ な商品か૝૾͕つきに
くくɺखにऔりにくい可 ೳ 性͕ߴいɻ
ͦのたΊɺまͣѳ ඒϑーズ༷に͋る
アイεの࣮৯ൢചのコーφーにஔい
て௖きɺͲのΑ͏ な商 品かお٬ ༷に
஌って΋ら͏ るɻͦ࡞会をػ Εͱಉ࣌
に* O s U B H S B Nに৯΂ํ ෉のಈ޻
ըを౤ߘしɺ஌໊౓্޲を໨ࢦすɻ

һڭಋࢦ
খྛ఩ઌ生
からのコメント

ε΢ィーツのதͰアイεに஫໨したの͸良かったͱ͏ࢥɻまたɺՆͱౙͰҟなる৯΂ํఏҊを
したの΋ڵຯਂいɻたͩɺ製品ͱしての׬੒౓্͕खくදݱͰきておらͣɺఏҊした製品
͕コンηプトに߹った΋のかͲ͏ か֬ೝͰきないの͕੯しかったɻ

イチジクを使った特産品

イチジクຽ଒ʤ᩵୔イチジクʙΰϩΰϩ৯ײͱૉࡐ本དྷのຯをʙʥ
ؔ西大学ɹಙ山ඒ௡ܙゼミ/খࠃઍࣿɺ大石ཾًɺ໦ؙݡଠ

るόトン型εイーツ͛ܨ

「イチジクϑィφンシΣ」͸イチジク೶Ո
௚఻のレシϐをݩに֨ن֎品Ͱ࡞った
ジϟムをたっ΀り使༻したϑィφンシΣͰ
͋るɻ֬ 立さΕたϑィφンシΣࢢ৔にお
いてɺࡐݪྉにこͩΘったແఴՃかつε
ティックܗঢ়にするこͱͰখさいڙࢠͰ΋
҆৺・̓ શかつ৯΂΍すいϑィφンシΣ
にしたɻイチジクのຯを஌らないਓたちに
この商品を௨じてイチジクのຯを஌って
ほしいɺ޷きになって΋らいたいͱい͏૝
いをࠐΊているɻリαイクル཰͕ߴくɺೋ
をパッ؈いεチールߴ͕߹利༻のׂ࣍
ケージに࠾༻するこͱͰڥ؀に΋良いお
土産になるͱ͑ߟたɻ

イチジクにؔするௐࠪをしたॴɺ໿൒
਺͕୭かに໯って৯΂ておりɺएいੈ
୅の�ׂ 「͕৯΂たこͱ͕ ない・޷きͰ
΋ݏいͰ΋ない」ͱճ౴したɻ一ํɺ�0
୅ঁ性Ͱ͸৯΂たこͱ͕͋るਓ͕多
くɺ໿�ׂ͕ख土産を࣋っていくこͱ͕
分かったɻҎ্からࢲたち͸एいੈ୅
にイチジクのຯを޿Ίる商品を࡞りɺイ
チジクधཁを͛޿ていこ͏ ͱ͑ߟたɻ

ௐࠪから�0୅ঁ性͸৯品のࡐݪྉに
හײͰ る͋こͱ͕ Θかりλーήットをڙࢠ
΍自਎のアレルΪーྨをؾにする�0୅
ঁ性にઃ定したɻແఴՃૉࡐ΍ถค
を使༻するこͱͰࠩผ化をਤりɺ೶Ոさ
んのҙݟをߟࢀに࡞ったイチジクジϟム
をたっ΀り使༻して果࣮の؁さをҾき立
てたɻまたɺεティックܗঢ়にするこͱͰখ
さいڙࢠͰ΋৯΂΍すいΑ͏ ෉したɻ޻

ѳඒ൒ౡ͸Ֆの生産ྔୈ一位Ͱ͋
る͕コϩφՒͰϑラϫーϩε͕ଓいてい
たɻコンηプトのόトンにҼんͰɺϑィφ
ンシΣのߪೖऀにՖを҆஋Ͱൢചす
るこͱͰϑラϫーϩεݮ࡟のόトンにܨ
͛るɻまたɺѳඒϑーズのキッチンカー
΍レεトランͰ͸ϑィφンシΣをチϣコ΍
クリームチーズなͲにσィップして৯΂
て΋ら͏ こͱͰຯมをָしんͰ΋ら͏ ɻ

һڭಋࢦ
ಙ山ඒ௡ܙઌ生
からのコメント

チジクジϟムを使ったඒຯしいϑィφンシΣ࡞りに೪りڧくऔり૊んͩチームͰしたɻ大ਓから
΋ڙࢠから΋ධՁさΕるレシϐを開ൃするの͸大มͩったͱࢥいますɻまたɺλーήット૚の
プチΪϑトधཁにண໨した఺΋ɺマーケティングతに優Εている఺Ͱしたɻ

イチジクを使った特産品

お͙͚んϑΝームʤイチジクϑィφンシΣʥ
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大ࢢࡕ立大学ɹখྛ఩ゼミ/西浦؂༞ɺฏ野ͻまりɺ藤田࣮དྷ

イチジク本དྷのຯを生かしたແ
ఴՃアイε

「 ᩵ ୔イチジク」͸ѳ ඒ ൒ ౡ 特 産のイ
チジクの֨ن֎品を使༻したແఴՃの
アイεͰ͋るɻࡐݪྉ͸ɺアツミϑΝーム
Ͱ࠿ഓさΕた׬ख़Ͱޱの開いたイチジ
クͰ͋るたΊຯ͸ൈ نͰ͋る͕ɺ܈ ֨
֎品のたΊൢചするこͱ͕Ͱきないɻͦ
こͰɺアイεクリームのࡐྉͱして使って
Έるこͱにしたɻイチジクの果೑をたっ΀
り使༻しɺさっぱりͱした؁さ͕特௃Ͱ͋
るɻまた෇ଐのジϟムをԹΊてアイεにか
͚て৯΂るこͱͰԹかい͚Ͳྫྷたいͱい
͏৽しい֮ײをຯΘ こ͏ͱ͕ͰきるなͲɺ
ق અにԠじたָしΈํ΋ͰきるΑ͏ にし
たɻ

ѳඒϑーズ༷͕ᶃอଘྉなͲのਓ
޻ తな෺を使 ༻せͣɺᶄキッチン
カー・ಓのӺ・レεトランなͲ༷ʑな
展開͕ग़ࠃ৔Ͱ展開Ͱきɺᶅશࢢ
དྷる෺をٻΊておらΕたのͰɺ長期
อଘͱい͏఺をॏཁࢹしɺ長期อଘ
可ೳͰかつਓ͕ؾ り͋ফඅྔ͕多
いアイεをイチジクを使って࡞りたい
ͱ͑ߟたɻ

を行͏தͰ特に஫ྗした఺͸ɺ࡞ࢼ
イチジク本དྷの؁Έを生かすこͱͩɻ
イチジク͸ϑルーツͱしてೝ஌౓͕௿
くɺۤ खҙࣝを࣋つਓ΋গなくないɻ
ۤखҙࣝを࣋ち΍すいۤΈ΍৯ײ
なͲについてԿ౓΋ௐ੔・࡞ࢼを܁
りฦしɺ自分たち͕ೲ得Ͱきる΋のを
り্͛るこͱ͕࡞ Ͱきたɻ

৔にイチジクアイε自ମ͕গないࢢ
たΊɺͲのΑ͏ な商品か૝૾͕つきに
くくɺखにऔりにくい可 ೳ 性͕ߴいɻ
ͦのたΊɺまͣѳ ඒϑーズ༷に͋る
アイεの࣮৯ൢചのコーφーにஔい
て௖きɺͲのΑ͏ な商 品かお٬ ༷に
஌って΋ら͏ るɻͦ࡞会をػ Εͱಉ࣌
に* O s U B H S B Nに৯΂ํ ෉のಈ޻
ըを౤ߘしɺ஌໊౓্޲を໨ࢦすɻ

һڭಋࢦ
খྛ఩ઌ生
からのコメント

ε΢ィーツのதͰアイεに஫໨したの͸良かったͱ͏ࢥɻまたɺՆͱౙͰҟなる৯΂ํఏҊを
したの΋ڵຯਂいɻたͩɺ製品ͱしての׬੒౓্͕खくදݱͰきておらͣɺఏҊした製品
͕コンηプトに߹った΋のかͲ͏ か֬ೝͰきないの͕੯しかったɻ

イチジクを使った特産品

イチジクຽ଒ʤ᩵୔イチジクʙΰϩΰϩ৯ײͱૉࡐ本དྷのຯをʙʥ
ؔ西大学ɹಙ山ඒ௡ܙゼミ/খࠃઍࣿɺ大石ཾًɺ໦ؙݡଠ

るόトン型εイーツ͛ܨ

「イチジクϑィφンシΣ」͸イチジク೶Ո
௚఻のレシϐをݩに֨ن֎品Ͱ࡞った
ジϟムをたっ΀り使༻したϑィφンシΣͰ
͋るɻ֬ 立さΕたϑィφンシΣࢢ৔にお
いてɺࡐݪྉにこͩΘったແఴՃかつε
ティックܗঢ়にするこͱͰখさいڙࢠͰ΋
҆৺・̓ શかつ৯΂΍すいϑィφンシΣ
にしたɻイチジクのຯを஌らないਓたちに
この商品を௨じてイチジクのຯを஌って
ほしいɺ޷きになって΋らいたいͱい͏૝
いをࠐΊているɻリαイクル཰͕ߴくɺೋ
をパッ؈いεチールߴ͕߹利༻のׂ࣍
ケージに࠾༻するこͱͰڥ؀に΋良いお
土産になるͱ͑ߟたɻ

イチジクにؔするௐࠪをしたॴɺ໿൒
਺͕୭かに໯って৯΂ておりɺएいੈ
୅の�ׂ 「͕৯΂たこͱ͕ ない・޷きͰ
΋ݏいͰ΋ない」ͱճ౴したɻ一ํɺ�0
୅ঁ性Ͱ͸৯΂たこͱ͕͋るਓ͕多
くɺ໿�ׂ͕ख土産を࣋っていくこͱ͕
分かったɻҎ্からࢲたち͸एいੈ୅
にイチジクのຯを޿Ίる商品を࡞りɺイ
チジクधཁを͛޿ていこ͏ ͱ͑ߟたɻ

ௐࠪから�0୅ঁ性͸৯品のࡐݪྉに
හײͰ る͋こͱ͕ Θかりλーήットをڙࢠ
΍自਎のアレルΪーྨをؾにする�0୅
ঁ性にઃ定したɻແఴՃૉࡐ΍ถค
を使༻するこͱͰࠩผ化をਤりɺ೶Ոさ
んのҙݟをߟࢀに࡞ったイチジクジϟム
をたっ΀り使༻して果࣮の؁さをҾき立
てたɻまたɺεティックܗঢ়にするこͱͰখ
さいڙࢠͰ΋৯΂΍すいΑ͏ ෉したɻ޻

ѳඒ൒ౡ͸Ֆの生産ྔୈ一位Ͱ͋
る͕コϩφՒͰϑラϫーϩε͕ଓいてい
たɻコンηプトのόトンにҼんͰɺϑィφ
ンシΣのߪೖऀにՖを҆஋Ͱൢചす
るこͱͰϑラϫーϩεݮ࡟のόトンにܨ
͛るɻまたɺѳඒϑーズのキッチンカー
΍レεトランͰ͸ϑィφンシΣをチϣコ΍
クリームチーズなͲにσィップして৯΂
て΋ら͏ こͱͰຯมをָしんͰ΋ら͏ ɻ

һڭಋࢦ
ಙ山ඒ௡ܙઌ生
からのコメント

チジクジϟムを使ったඒຯしいϑィφンシΣ࡞りに೪りڧくऔり૊んͩチームͰしたɻ大ਓから
΋ڙࢠから΋ධՁさΕるレシϐを開ൃするの͸大มͩったͱࢥいますɻまたɺλーήット૚の
プチΪϑトधཁにண໨した఺΋ɺマーケティングతに優Εている఺Ͱしたɻ

イチジクを使った特産品

お͙͚んϑΝームʤイチジクϑィφンシΣʥ
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1 ࡯؍� Observation 2 ࡞品੍࡞ࢼ� Prototyping 3 �ൢചଅਐ Promotion

京都産業大学ɹ্ݩ࿱ゼミ/൐野ྙ໻ɺसԬ෣ɺ山໊߶੐

アレルΪーのํͰ΋৯΂らΕて
S/Sө ΋͑Ͱきるεイーツ

す΂てのアレルΪーのํ͕৯΂るこͱ͕
Ͱきɺカップケーキの্にキラキラの૷০
を෇͚Ճ͑たこͱͰかΘいくɺS/Sө͑を
ҙࣝしたɻλーήット͸20ʙ�0୅のओ
්のํ΍ͦのڙࢠͱアレルΪーを࣋つ
ਓͰ り͋ɺຯ͸イチジクɺイチジクͱメϩン
のミックεຯの2छྨを༻ҙしたɻカップ
ケーキにしたこͱͰイチジクの؁Έをさら
にҾきग़しイチジクಠ特のۤΈの解ফ
をਤりɺ৯΂たこͱのないํɺۤ खなํͰ
΋おいしく௖͚るΑ͏ な΋のに্͛࢓たɻ

イチジクのޮೳをௐ΂たͱきに௎಺
のվળ͕͋ったɻͦڥ؀ のたΊͦΕ
らにؔする೰Έ͕͋るかをアンケート
ௐ ࠪするͱશ ମの� ׂのਓ͕௎ ಺
に೰Έ͕͋るこͱ͕分かったたڥ؀
Ί࡞Ζ͏ ͱ͑ߟたɻࠩ ผ化をਤるたΊ
にアレルΪーのਓͰ΋ܰؾに৯΂て
΋ら͑ るΑ͏ に͑ߟたɻ

౰ॳ͸ڇೕͱཛを使༻していないイ
チジクのカップケーキをߟ Ҋした͕
にアップσートしશてのアレルΪーߋ
のํ͕৯΂らΕるΑ͏ にࡐݪྉ΋޻
෉したɻまた্にのせていたイチジク
をυライイチジクにม͑ɺ生஍のதに
使༻しているイチジクを੺ϫインͰコ
ンϙートにするこͱͰ日࣋ちの࣮ݱに
΋੒ޭしたɻ

果࣮ͦの΋のを৯΂るこͱ͸ػ会の
গなさ΍఍߅・ۤ ຯ͕͋るこͱからՃ
৯品のதͰ΋মくこͱͰ؁Έ͕૿޻
すমき՛ࢠにઃ定しɺアレルΪーの
ํͰ΋৯΂らΕるΑ͏ にݪྉ΋޻෉す
るɻまたݟた໨΋カラϑルにするこͱͰ
にखにऔって΋ら͑ܰؾ るΑ͏ にしߪ
ങҙཉを্͛るɻ

һڭಋࢦ
࿱ઌ生ݩ্
からのコメント

つਓͰ΋৯΂らΕる商品ͱい͏ண૝͸ධ࣋ྉにアレルΪーをࡐݪ෉しɺ特定޻ྉをࡐݪ
ՁͰきるɻたͩɺ良い΋のを࡞る͚ͩͰ͸なくパッケージσβイン΍Ձ֨ɺプϩモーシϣンͱ
いったશൠతなマーケティング活ಈ͕ٻΊらΕるこͱを࠶ೝࣝして΋らいたいɻ

イチジクを使った特産品

ĨĪĨīĬĴŀ ĪįİĪĲĬĵ ĭİĺį 3ʤいちじくのカプࢠʥ
京都橘大学ɹ⅖良兼司・今井まりなゼミ/ൈ໦৺ɺኍ瀬和࠸ɺ山田ཾұ࿕

υライイチジクͰखܰに݈߁なຖ
日を

この 商 品 ͸ ɺ࠭ ౶ ෆ 使 ༻ のυライϑ
ルーツをਫに௮͚てつくるༀ હυリン
クͰɺਫ 分 ิ をしな͕らɺ๛څ ෋なӫ
ཆૉをઁるこͱ͕Ͱきるɻ商品໊Ͱ͋る

「'*G3&S)」に͸ɺイチジクϑΥンμン
΢ΥーλーをҿんͰɺؾ分をリϑレッシϡ
してほしいͱい͏૝い͕ࠐΊらΕているɻ
Ίる30୅ʙ�0୅࢝ち࣋にؔ৺を߁݈
のঁ 性をλーήットにબ 定しɺී ஈ ҿ
ΉਫにͻͱखؒՃ る͑「ϑΥンμン΢Υー
λー」に໨を෇͚たɻυライϑルーツをਫ
に௮͚る͚ͩɺͱい シ͏ンプルな商品Ͱ͋
りな͕らɺυライϑルーツの৽たな使いํ
のఏҊͰ΋͋るɻ

イチジクに͸ɺ݈ ໘Ͱັྗతなཁૉ߁
͕多いɻͦこͰɺ݈ つঁ࣋にؔ৺を߁
性をௐࠪしたͱこΖɺർ࿑΍便௨なͲの
໘Ͱ೰Έ͕߁݈ る͋こͱ͕ 分かったɻま
たɺѳඒϑーズ༷͸ɺ商品΁のこͩ Θり
くɺ̓ڧ͕ ৺҆શをୈ一にߟ て͑いるこ
ͱ͕ Θかったɻࢲたち͸ɺ自分たちの商
品をこͩ Θりɺイチジクのӫཆૉを࠷大
に生かすこͱ͕ݶ ॏཁͰ る͋ͱߟ た͑ɻ

ϑΥンμンΥーλーのૉࡐͰ͋る֨ن
֎品のイチジクをυライϑルーツにする
たΊɺྠ ੾りͰカットしɺΦーブンͰ2ʙ
ఔ౓ɺ௿Թௐཧしたɻしかしɺਫؒ࣌3
分をൈき੾るこͱ΍ɺ੒分をյさ υͣラ
イϑルーツをఏڙするこͱ͕ Ͱきないこͱ
からɺס૩野ࡊ΍果෺のՃ޻・ൢ ചを
行͏اྗڠ業に製଄をґཔしたɻエア
υライ製法ͰのՃ޻をݕ౼していたɻ

+"͋いち͕ಠ自に੍定している「Ѫ஌
のいちじくの日」に߹Θせてɺલ1ޙिؒ
を「イチジクिؒ」にઃ定したɻళฮの
ެࣜ*OsUBHSBNにてɺϑΥンμン΢Υー
λーの঺հ΍ɺイϕント開࠵ϙελーの
౤ߘを૝定したɻまたɺお٬༷͕商品
を自༝にアレンジしてָしΉこͱ͕ Ͱきる
Α͏ ɺެ ࣜ)1಺にアレンジレシϐを঺հ
Ͱきるڞ༗αイトの開ઃをఏҊしたɻ

һڭಋࢦ
⅖良兼司ઌ生
今井まりなઌ生
からのコメント

自ら΋ϢーβーͰ͋るళฮελッϑにدりఴ͏தͰɺ஍ҬͰѪさΕଓ͚るళ΁のײڞをਂΊ
ていったɻا業の品ଗ͑にࠐΊらΕた૝いをټΈऔったこͱͰɺ製଄ྗڠに΋結ͼついたɻ
ϖージࢧԉऀͱのコミϡχケーシϣン΋ஸೡͰ͋った͚ͩにɺڹかなかったこͱ͕੯しまΕるɻ

イチジクを使った特産品

*$)*ख़ʤ'*G3&S)ʥ
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京都産業大学ɹ্ݩ࿱ゼミ/൐野ྙ໻ɺसԬ෣ɺ山໊߶੐

アレルΪーのํͰ΋৯΂らΕて
S/Sө ΋͑Ͱきるεイーツ

す΂てのアレルΪーのํ͕৯΂るこͱ͕
Ͱきɺカップケーキの্にキラキラの૷০
を෇͚Ճ͑たこͱͰかΘいくɺS/Sө͑を
ҙࣝしたɻλーήット͸20ʙ�0୅のओ
්のํ΍ͦのڙࢠͱアレルΪーを࣋つ
ਓͰ り͋ɺຯ͸イチジクɺイチジクͱメϩン
のミックεຯの2छྨを༻ҙしたɻカップ
ケーキにしたこͱͰイチジクの؁Έをさら
にҾきग़しイチジクಠ特のۤΈの解ফ
をਤりɺ৯΂たこͱのないํɺۤ खなํͰ
΋おいしく௖͚るΑ͏ な΋のに্͛࢓たɻ

イチジクのޮೳをௐ΂たͱきに௎಺
のվળ͕͋ったɻͦڥ؀ のたΊͦΕ
らにؔする೰Έ͕͋るかをアンケート
ௐ ࠪするͱશ ମの� ׂのਓ͕௎ ಺
に೰Έ͕͋るこͱ͕分かったたڥ؀
Ί࡞Ζ͏ ͱ͑ߟたɻࠩ ผ化をਤるたΊ
にアレルΪーのਓͰ΋ܰؾに৯΂て
΋ら͑ るΑ͏ に͑ߟたɻ

౰ॳ͸ڇೕͱཛを使༻していないイ
チジクのカップケーキをߟ Ҋした͕
にアップσートしશてのアレルΪーߋ
のํ͕৯΂らΕるΑ͏ にࡐݪྉ΋޻
෉したɻまた্にのせていたイチジク
をυライイチジクにม͑ɺ生஍のதに
使༻しているイチジクを੺ϫインͰコ
ンϙートにするこͱͰ日࣋ちの࣮ݱに
΋੒ޭしたɻ

果࣮ͦの΋のを৯΂るこͱ͸ػ会の
গなさ΍఍߅・ۤ ຯ͕͋るこͱからՃ
৯品のதͰ΋মくこͱͰ؁Έ͕૿޻
すমき՛ࢠにઃ定しɺアレルΪーの
ํͰ΋৯΂らΕるΑ͏ にݪྉ΋޻෉す
るɻまたݟた໨΋カラϑルにするこͱͰ
にखにऔって΋ら͑ܰؾ るΑ͏ にしߪ
ങҙཉを্͛るɻ

һڭಋࢦ
࿱ઌ生ݩ্
からのコメント

つਓͰ΋৯΂らΕる商品ͱい͏ண૝͸ධ࣋ྉにアレルΪーをࡐݪ෉しɺ特定޻ྉをࡐݪ
ՁͰきるɻたͩɺ良い΋のを࡞る͚ͩͰ͸なくパッケージσβイン΍Ձ֨ɺプϩモーシϣンͱ
いったશൠతなマーケティング活ಈ͕ٻΊらΕるこͱを࠶ೝࣝして΋らいたいɻ

イチジクを使った特産品

ĨĪĨīĬĴŀ ĪįİĪĲĬĵ ĭİĺį 3ʤいちじくのカプࢠʥ
京都橘大学ɹ⅖良兼司・今井まりなゼミ/ൈ໦৺ɺኍ瀬和࠸ɺ山田ཾұ࿕

υライイチジクͰखܰに݈߁なຖ
日を

この 商 品 ͸ ɺ࠭ ౶ ෆ 使 ༻ のυライϑ
ルーツをਫに௮͚てつくるༀ હυリン
クͰɺਫ 分 ิ をしな͕らɺ๛څ ෋なӫ
ཆૉをઁるこͱ͕Ͱきるɻ商品໊Ͱ͋る

「'*G3&S)」に͸ɺイチジクϑΥンμン
΢ΥーλーをҿんͰɺؾ分をリϑレッシϡ
してほしいͱい͏૝い͕ࠐΊらΕているɻ
Ίる30୅ʙ�0୅࢝ち࣋にؔ৺を߁݈
のঁ 性をλーήットにબ 定しɺී ஈ ҿ
ΉਫにͻͱखؒՃ る͑「ϑΥンμン΢Υー
λー」に໨を෇͚たɻυライϑルーツをਫ
に௮͚る͚ͩɺͱい シ͏ンプルな商品Ͱ͋
りな͕らɺυライϑルーツの৽たな使いํ
のఏҊͰ΋͋るɻ

イチジクに͸ɺ݈ ໘Ͱັྗతなཁૉ߁
͕多いɻͦこͰɺ݈ つঁ࣋にؔ৺を߁
性をௐࠪしたͱこΖɺർ࿑΍便௨なͲの
໘Ͱ೰Έ͕߁݈ る͋こͱ͕ 分かったɻま
たɺѳඒϑーズ༷͸ɺ商品΁のこͩ Θり
くɺ̓ڧ͕ ৺҆શをୈ一にߟ て͑いるこ
ͱ͕ Θかったɻࢲたち͸ɺ自分たちの商
品をこͩ Θりɺイチジクのӫཆૉを࠷大
に生かすこͱ͕ݶ ॏཁͰ る͋ͱߟ た͑ɻ

ϑΥンμンΥーλーのૉࡐͰ͋る֨ن
֎品のイチジクをυライϑルーツにする
たΊɺྠ ੾りͰカットしɺΦーブンͰ2ʙ
ఔ౓ɺ௿Թௐཧしたɻしかしɺਫؒ࣌3
分をൈき੾るこͱ΍ɺ੒分をյさ υͣラ
イϑルーツをఏڙするこͱ͕ Ͱきないこͱ
からɺס૩野ࡊ΍果෺のՃ޻・ൢ ചを
行͏اྗڠ業に製଄をґཔしたɻエア
υライ製法ͰのՃ޻をݕ౼していたɻ

+"͋いち͕ಠ自に੍定している「Ѫ஌
のいちじくの日」に߹Θせてɺલ1ޙिؒ
を「イチジクिؒ」にઃ定したɻళฮの
ެࣜ*OsUBHSBNにてɺϑΥンμン΢Υー
λーの঺հ΍ɺイϕント開࠵ϙελーの
౤ߘを૝定したɻまたɺお٬༷͕商品
を自༝にアレンジしてָしΉこͱ͕ Ͱきる
Α͏ ɺެ ࣜ)1಺にアレンジレシϐを঺հ
Ͱきるڞ༗αイトの開ઃをఏҊしたɻ

һڭಋࢦ
⅖良兼司ઌ生
今井まりなઌ生
からのコメント

自ら΋ϢーβーͰ͋るళฮελッϑにدりఴ͏தͰɺ஍ҬͰѪさΕଓ͚るళ΁のײڞをਂΊ
ていったɻا業の品ଗ͑にࠐΊらΕた૝いをټΈऔったこͱͰɺ製଄ྗڠに΋結ͼついたɻ
ϖージࢧԉऀͱのコミϡχケーシϣン΋ஸೡͰ͋った͚ͩにɺڹかなかったこͱ͕੯しまΕるɻ

イチジクを使った特産品

*$)*ख़ʤ'*G3&S)ʥ
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大学ɹኍ田ষޫゼミ/大৓⁜Ղɺۚـۙ ৿ઍ५ɺ۽ᖒ༎ಸɺখक߶࢙

お土産΍プレゼントを໯͏ମݧ
を௨してՁ஋ڞ༗Ͱきる商品

「ѳඒのな͕Ε΅し」͸ɺ֨ن֎品のイ
チジクを使༻したۚฏ౶Ͱ͋るɻ「お土
産΍プレゼントを໯͏ମݧからɺԿかਓ
の৺に࢒るメッηージ性の͋る商品を࡞
りたい」ͱい͏૝いからߟ Ҋしたɻۚ ฏ
౶͸ɺ製଄࣌にग़るෆଗいの΋のを使
༻するɻͦ してɺ௨ৗഇغさΕるۚฏ౶
にイチジクͱ࠭౶をࠞͥた΋のをコーティ
ングするɻまたɺこの商品͸ɺ౉すͱきか
ら৯΂たޙまͰ�つのମݧをָしΉこͱ
͕ͰきるɻΑってɺ「֨ن֎品のイチジク
͕৽たなܗに生まΕมΘる」ͱい͏ɺメッ
ηージ性΍Ձ஋؍を౉す૬खにڞ༗
するこͱをॏࢹした商品Ͱ͋るɻ

旅行にग़か た͚ࡍɺお土産にબͿ΋のͰ
定番͸避 る͚ϖルιφ͕ ਓに౉したくなるΑ
な͏෺͸ԿなのかɻήテモノͰ受 を͚ૂい

たい༁Ͱ͸ແくɺかͱいって஧࣮に旅行ઌ
にؔ܎していない΋のͰ΋ߏΘないͱ͏ݴ ൴
のҙݟからɺ࠷ऴతに「旅行ઌ͕ೝࣝͰ
きɺݟӫ͑ の良いパッケージ」͕ 一番޷まし
いͱい͏ 事をਪଌしたɻͦこからイチジクにೃ
છのແいਓͰ΋खにऔり΍すい΋のͰ͋ りɺ
かつѳඒϑーズのཁ๬の1つͰ る͋「ఴ
Ճ෺を߇͑ྗۃ た長期อଘ可ೳな΋の」
Ͱɺطଘࢢ৔から৚݅に౰て͸まる΋のを
୳したॴɺۚ ฏ౶をબͿӡͼͱなったɻ

製଄࣌にෆଗいͱしてഇغさΕるۚ
ฏ౶を使༻するこͱを૝定しɺϖーεト
にしたイチジクͱグラχϡー౶Ͱ࡞った
౶ຶͰۚฏ౶をコーティングしたɻイチ
ジクのૉ๿な؁さ΍߳り͕ Ҿきग़せる
Α͏ ҙࣝしたɻまたパッケージ͸イチジク
のܗを໛した΋のを࡞੒しɺ֨ن֎品
のイチジク͕৽たに生まΕมΘるͱい͏
メッηージ性をײじらΕるݟた໨ͱしたɻ

ൢചଅਐͰ͸ɺۙ ใͱS/S޿大学のـ
利༻をاըしたɻ֦ ଞ大学Αり΋͕ྗࢄ
ใͱɺ2つのS/SͰ޿大学のـいۙڧ

ΕͦͧΕのϢーβー૚に߹Θせたプϩ
モーシϣンをఏҊしたɻ಺༰についてɺ商
品৘ใͩ Ͱ͚なくɺ৯品ϩε໰題΍生産
のイチジクɺۙݝগしているѪ஌ݮ͕ྔ
೥ن໛͕ॖখさΕているۚฏ౶業ք
のೝ஌্޲のたΊの৘ใൃ৴΋ఏҊし
たɻ

һڭಋࢦ
ኍ田ষޫઌ生
からのコメント

イチジク͸一ൠతに生৯Ͱ৯するこͱ͕多いɻͦ のイチジクの特性を分ੳしۚฏ౶ͱい͏఻
౷తな՛ࢠͱ૊Έ߹Θせたൃ૝͕Ϣχークɻͦ の商品をお土産ɺさらにͦのお土産ମݧͱ
コミϡχケーシϣンを૊Έ߹Θせたࢹ఺ͱプϩトλイプまͰつくった行ಈྗ͸ߴくධՁさΕるɻ

イチジクを使った特産品

3) �'B SNʤѳඒのな͕Ε΅しʥ
甲南大学ɹ佐藤圭ゼミ/∁྄ڮଠɺྛ 田和Ֆɺԣ田࣮ᣦ

εトレε社会に生きるঁ性に҆ら
͗を

「'IFB M J OHʙ;͌ーりん͙ ʙ」͸ɺイチ
ジクの༿Ͱ࡞ったお஡にɺイチジクのᘡ
ᘚ౶をηットにした商品ͩɻイチジク஡͸
お౬をೖΕたॠؒにイチジクの߳り͕ ϑ
ϫッͱ߳りɺᘡᘚ౶͸「֎͸シϟリɺத͸
モチッ」ͱした৯ײͰɺイチジクをؙ͝ͱ
ೳͰきるɻת
日ʑɺ࢓事΍Ո事なͲɺ自分Ͱ͸なくほ
かのこͱを優ઌしてしま͏ ঁ性にɺ自分の
こͱを大 ੾にするٳ ܜ ࣌ ؒにほっͱ一
ଉついて΋らいたいͱい͏ࢥいͰ開ൃし
たɻイチジク特༗のମに良い੒分͕たく
さんؚまΕておりɺ਎ମを࿑るに͸࠷ద
な商品Ͱ͋るɻ

ॳイチジクにରする印৅࠷たち͸ࢲ
をௐࠪしたɻͦ の結果৯΂たこͱ͕ な
いͱい͏ ҙ͕ݟ多くݟらΕた͕ɺঁ 性
をத৺に޷きͩͱい͏ҙ͕ݟෳ਺ݟ
らΕたɻまたイチジクに͸ঁ性ϗルモ
ンにΑくࣅた২෺性エεトϩήンͱい
͏੒分ؚ͕まΕているこͱ͕ௐࠪの
結 果 ൑ ໌しɺঁ 性に͚޲た商 品を
開ൃしたいͱ͑ߟたɻ

イチジク஡を࣮ࡍに日本஡カϑΣ専໳
ళのํに品ධして௖きɺイチジク஡の
߳りを࠷大ݶ活かす事͕ͰきるΑ͏ に
վ良したɻखに෇かͣ৯΂΍すくɺๅ
石のΑ͏ に くًᘡᘚ౶ͱηットにするこͱ
ͰコンηプトͰ͋る҆ら͗ のؒ࣌をఏ
Ͱきる商品にしたɻパッケージ͸イチڙ
ジクの༿をશ໘にԡしग़しɺ一໨ݟて
って΋ら͑࣋ຯをڵ るσβインにしたɻ

たち͸ɺѳඒ൒ౡ͕Ֆの໊産஍ࢲ
Ͱ͋るこͱ΍ɺ「Ψーσχング」の਎
ମత・৺ཧతޮ果にண໨しɺ͋ つΈ
৯ಊの೶ԂにՖを২ る͑「͋つΈϑ
ラϫープϩジΣクト」をఏ Ҋしたɻ本
イϕントにおいてɺ'IFB M J OHのັྗ
を޿く఻ る͑たΊのࢼҿ会΋࣮ࢪす
るɻ

һڭಋࢦ
佐藤圭ઌ生
からのコメント

イチジクͱい͏ૉࡐͱపఈతに޲き߹ったチーム͕ಋきग़した౴͑͸ɺ「お஡」Ͱ͋ったɻΦ
リジφルのᘡᘚ౶ͱͱ΋にɺϢーβーに҆ら͗ を໿ଋするɻख଍をಈかすਫ਼ྗతなऔり૊Έ
にΑりɺൢ ࿏を開୓しɺプϩモーシϣン準උ΋ສ୺ɻڭһからࢦఠす΂き఺͸ͱくにないɻ

イチジクを使った特産品

C M P PNʤ'IFB M J O Hʥ
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大学ɹኍ田ষޫゼミ/大৓⁜Ղɺۚـۙ ৿ઍ५ɺ۽ᖒ༎ಸɺখक߶࢙

お土産΍プレゼントを໯͏ମݧ
を௨してՁ஋ڞ༗Ͱきる商品

「ѳඒのな͕Ε΅し」͸ɺ֨ن֎品のイ
チジクを使༻したۚฏ౶Ͱ͋るɻ「お土
産΍プレゼントを໯͏ମݧからɺԿかਓ
の৺に࢒るメッηージ性の͋る商品を࡞
りたい」ͱい͏૝いからߟ Ҋしたɻۚ ฏ
౶͸ɺ製଄࣌にग़るෆଗいの΋のを使
༻するɻͦ してɺ௨ৗഇغさΕるۚฏ౶
にイチジクͱ࠭౶をࠞͥた΋のをコーティ
ングするɻまたɺこの商品͸ɺ౉すͱきか
ら৯΂たޙまͰ�つのମݧをָしΉこͱ
͕ͰきるɻΑってɺ「֨ن֎品のイチジク
͕৽たなܗに生まΕมΘる」ͱい͏ɺメッ
ηージ性΍Ձ஋؍を౉す૬खにڞ༗
するこͱをॏࢹした商品Ͱ͋るɻ

旅行にग़か た͚ࡍɺお土産にબͿ΋のͰ
定番͸避 る͚ϖルιφ͕ ਓに౉したくなるΑ
な͏෺͸ԿなのかɻήテモノͰ受 を͚ૂい

たい༁Ͱ͸ແくɺかͱいって஧࣮に旅行ઌ
にؔ܎していない΋のͰ΋ߏΘないͱ͏ݴ ൴
のҙݟからɺ࠷ऴతに「旅行ઌ͕ೝࣝͰ
きɺݟӫ͑ の良いパッケージ」͕ 一番޷まし
いͱい͏ 事をਪଌしたɻͦこからイチジクにೃ
છのແいਓͰ΋खにऔり΍すい΋のͰ͋ りɺ
かつѳඒϑーズのཁ๬の1つͰ る͋「ఴ
Ճ෺を߇͑ྗۃ た長期อଘ可ೳな΋の」
Ͱɺطଘࢢ৔から৚݅に౰て͸まる΋のを
୳したॴɺۚ ฏ౶をબͿӡͼͱなったɻ

製଄࣌にෆଗいͱしてഇغさΕるۚ
ฏ౶を使༻するこͱを૝定しɺϖーεト
にしたイチジクͱグラχϡー౶Ͱ࡞った
౶ຶͰۚฏ౶をコーティングしたɻイチ
ジクのૉ๿な؁さ΍߳り͕ Ҿきग़せる
Α͏ ҙࣝしたɻまたパッケージ͸イチジク
のܗを໛した΋のを࡞੒しɺ֨ن֎品
のイチジク͕৽たに生まΕมΘるͱい͏
メッηージ性をײじらΕるݟた໨ͱしたɻ

ൢചଅਐͰ͸ɺۙ ใͱS/S޿大学のـ
利༻をاըしたɻ֦ ଞ大学Αり΋͕ྗࢄ
ใͱɺ2つのS/SͰ޿大学のـいۙڧ

ΕͦͧΕのϢーβー૚に߹Θせたプϩ
モーシϣンをఏҊしたɻ಺༰についてɺ商
品৘ใͩ Ͱ͚なくɺ৯品ϩε໰題΍生産
のイチジクɺۙݝগしているѪ஌ݮ͕ྔ
೥ن໛͕ॖখさΕているۚฏ౶業ք
のೝ஌্޲のたΊの৘ใൃ৴΋ఏҊし
たɻ

һڭಋࢦ
ኍ田ষޫઌ生
からのコメント

イチジク͸一ൠతに生৯Ͱ৯するこͱ͕多いɻͦ のイチジクの特性を分ੳしۚฏ౶ͱい͏఻
౷తな՛ࢠͱ૊Έ߹Θせたൃ૝͕Ϣχークɻͦ の商品をお土産ɺさらにͦのお土産ମݧͱ
コミϡχケーシϣンを૊Έ߹Θせたࢹ఺ͱプϩトλイプまͰつくった行ಈྗ͸ߴくධՁさΕるɻ

イチジクを使った特産品

3) �'B SNʤѳඒのな͕Ε΅しʥ
甲南大学ɹ佐藤圭ゼミ/∁྄ڮଠɺྛ 田和Ֆɺԣ田࣮ᣦ

εトレε社会に生きるঁ性に҆ら
͗を

「'IFB M J OHʙ;͌ーりん͙ ʙ」͸ɺイチ
ジクの༿Ͱ࡞ったお஡にɺイチジクのᘡ
ᘚ౶をηットにした商品ͩɻイチジク஡͸
お౬をೖΕたॠؒにイチジクの߳り͕ ϑ
ϫッͱ߳りɺᘡᘚ౶͸「֎͸シϟリɺத͸
モチッ」ͱした৯ײͰɺイチジクをؙ͝ͱ
ೳͰきるɻת
日ʑɺ࢓事΍Ո事なͲɺ自分Ͱ͸なくほ
かのこͱを優ઌしてしま͏ ঁ性にɺ自分の
こͱを大 ੾にするٳ ܜ ࣌ ؒにほっͱ一
ଉついて΋らいたいͱい͏ࢥいͰ開ൃし
たɻイチジク特༗のମに良い੒分͕たく
さんؚまΕておりɺ਎ମを࿑るに͸࠷ద
な商品Ͱ͋るɻ

ॳイチジクにରする印৅࠷たち͸ࢲ
をௐࠪしたɻͦ の結果৯΂たこͱ͕ な
いͱい͏ ҙ͕ݟ多くݟらΕた͕ɺঁ 性
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イチジク஡を࣮ࡍに日本஡カϑΣ専໳
ళのํに品ධして௖きɺイチジク஡の
߳りを࠷大ݶ活かす事͕ͰきるΑ͏ に
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ジクの༿をશ໘にԡしग़しɺ一໨ݟて
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たち͸ɺѳඒ൒ౡ͕Ֆの໊産஍ࢲ
Ͱ͋るこͱ΍ɺ「Ψーσχング」の਎
ମత・৺ཧతޮ果にண໨しɺ͋ つΈ
৯ಊの೶ԂにՖを২ る͑「͋つΈϑ
ラϫープϩジΣクト」をఏ Ҋしたɻ本
イϕントにおいてɺ'IFB M J OHのັྗ
を޿く఻ る͑たΊのࢼҿ会΋࣮ࢪす
るɻ

һڭಋࢦ
佐藤圭ઌ生
からのコメント

イチジクͱい͏ૉࡐͱపఈతに޲き߹ったチーム͕ಋきग़した౴͑͸ɺ「お஡」Ͱ͋ったɻΦ
リジφルのᘡᘚ౶ͱͱ΋にɺϢーβーに҆ら͗ を໿ଋするɻख଍をಈかすਫ਼ྗతなऔり૊Έ
にΑりɺൢ ࿏を開୓しɺプϩモーシϣン準උ΋ສ୺ɻڭһからࢦఠす΂き఺͸ͱくにないɻ

イチジクを使った特産品

C M P PNʤ'IFB M J O Hʥ
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ۨᖒ大学ɹੁ野佐৫ゼミ/ക௡ྞਫɺ大石ਅ生ɺӬ川雄大

ن ֨ ֎ イチジクͰ ɺ� 分 Ͱ
SDGs�

「'JH 5PNB SBVDF」͸ɺ֨ن֎のイチ
ジクͱトマトを使༻したສೳιーεͰ͋るɻ
イチジク͸生৯΍υライϑルーツなͲ؁ຯ
ͱして৯΂らΕるこͱ͕多い果෺͕ͩɺΑ
り਎ۙに৯΂らΕるΑ͏ にしたいͱ͑ߟɺ
Ҋしたɻߟ
この商品͸ɺιーεͱしてパελなͲにͦ の
ままか͚る͚ͩͰ΋立೿な৯事になりɺさ
らにアレンジをՃ͑खのࠐんͩメχϡー
にঢ՚させるこͱ΋Ͱきるඇৗに൚༻性
のߴいສೳιーεͰ͋るɻ
コンηプトに͋る「�分ͰSDGs �」͸ɺن
֨ ֎ 品 使༻Ͱϑーυϩε࡟ Ͱ͋るこݮ
ͱɺ࣌୹商品Ͱす͙ Ͱきる͝ ͸んのμブル
ミーχングになっているɻ

ॳΊにѳඒ൒ౡに͸トマトの֨ن֎品
΋ग़ているݱঢ়を஌りɺイチジクͱトマト
をֻ͚߹Θせた今まͰに͸ない੾りޱ
から商品ఏҊす΂くɺまͣ ঢ়分ੳͱݱ
してイチジクの印৅ௐࠪを行ったɻ結
果ɺイチジク͸஌ってる͕ ɺ৯΂たこͱ͕
ないਓ͕多いこͱ͕ 分かったɻͦ こͰɺ
खܰにखをऔるこͱ͕ Ͱきɺສਓ受͚
する商品ͱしてトマトιーεをߟҊしたɻ

ʑパελιーεͱい͏ݩ ҊͩったҝͲの
ιーεに߹ か͏のڀݚから࢝まったɻイ
チジク͸トマトͱの૬性͕良くɺなら͹
パελ͚ͩͰ͸なくສೳιーεのํ͕
൚༻性͕ くखにऔって௖ߴ る͚ͱ͑ߟ
たɻ࡞ࢼをॏͶてग़དྷたιーεにΑって
༷ʑなアレンジレシϐのൃҊ΋行ったɻ
ֻ る͚ͩ ΋͚良しɺखのࠐんͩྉཧにม
る͑の΋良しのສೳιーε͕ ੒したɻ׬

イチジクトマトιーε͸今まͰにない商
品Ͱ る͋たΊɺまͣ ͸ඒຯしさを஌って
΋ら͏ こͱ͕ ඞཁͰ͋るɻͦ のたΊɺレε
トランのメχϡーͱして使༻して΋ら͏ こ
ͱ΍ɺεーパーͰのキϟンϖーン࣮ࢪ
にΑってɺ商品にରする఍߅をݮらす
こͱͰɺखにऔり΍すくなるのͰ͸ない
かͱ͑ߟたɻこΕらのํ法Ͱيಓに৐
Ε͹ωットൢചのମ੍を੔͑ていくɻ

һڭಋࢦ
ੁ野佐৫ઌ生
からのコメント

൴らの൝͸֨ن֎品のいちじくͱトマトを使ったいちじくトマトιーεをఏҊしたɻ൴ら͸ૣいஈ֊から࡞ࢼ
品を࡞੒しɺゼミͰࢼ৯ௐࠪを܁りฦすなͲߴɺ い行ಈྗͰاըఏҊをਐΊていたɻ൴ら͕ したい࡞ࢼ
ちじくトマトιーε͸ɺいちじくの૘΍かな؁ຯ͕ޮいた্品なຯΘいͰਖ਼௚ɺڻいたɻ΋し商品化 さ͕Ε
るͱしたらͥ ͻߪೖしたいɻ

イチジクを使った特産品

' J HZNSʤ' JH 5PNB SBVDFʥ
լ大学ɹ山Լ༔ゼミ/ཅ川തষɺྛ࣎ ɺ໦田圭༞ۭر

-PWF sP sXFFUs ΈんなのѪ
さΕεφック

した޻たちの商品͸ϑリーズυライՃࢲ
イチジクの্にϋイカカΦチϣコレートを
か͚た商品Ͱ͋るɻ商品の一番の特௃
ͱして͸ϑリーズυライՃ޻Ͱ͋るɻイチジ
ク͸ෆ࿝長णの果෺ͱݺ͹ΕるほͲӫ
ཆՁ͕ߴい果෺Ͱ͋るɻͦ の๛෋なӫ
ཆを活かすたΊにこのϑリーズυライͱい
͏Ճํ޻法をબんͩɻਫ分͕なくなりα
クαクのチップεのঢ়ଶになるのͰͦの
্にϋイカカΦチϣコレートをࣼઢ͕͚し
たΈんなにѪさΕるεφックをコンηプト
に商品を࡞ったɻ

メンόーの3ਓͱ΋イチジクのຯを஌
るͱこΖから࢝まりɺイチジクͱい͏ຯͱ
߳りに特௃の͋る果෺をいかにたくさ
んのํʑにָしんͰ΋ら͑ るのかをߟ
͑たɻԿ౓΋Կ౓΋࡞ࢼを܁りฦす
なかͰɺεφック֮ײͰ৯΂らΕるख
ܰさにॏきをஔきɺなじΈのগないイ
チジクをΑり਎ۙͰΈんなにѪさΕる
εφックになるΑ͏ にߟҊしたɻ

チームશһイチジクを৯΂たこͱ͕
なかったたΊɺまͣ͸ຯを஌Ζ ͱ͏ε
ムージー΍ジϟムにしてΈたɻࢼ ࡞
の結 果 ੨ षΈをফしつつɺ៉ ྷな
৭ຯ͕࢒せるϑリーズυライՃ͕޻
り༷ʑな৯品ࢸదͩͱい͏結࿦に࠷
ͱの૊Έ߹Θせをࢼしたɻ

まͣイチジクを஌らないਓ΍৯΂たこ
ͱ͕ないਓ͕多いͱい͏ݱঢ়を受͚
Ίɺイチジクを஌って΋ら͏ࢭ たΊに
たちのΦリジφルキϟラクλーの「じࢲ
くお」を޿ ࠂ ౝにイチジクにؔする
ಈը΍ࣸਅなͲをS/Sに্͛ɺ「じく
お」をѳඒブランυのキϟラクλーͱ
してചりग़しɺイチジクにରするڵຯ
を࣋って΋らお ͱ͏͑ߟたɻ

һڭಋࢦ
山Լ༔ઌ生
からのコメント

学生にͱって͸͋まりೃછΈのないイチジクをͲのΑ͏ にՃ޻すΕ͹商品ͱなり͏ るのかɺ今
೥౓のゼミのதͰ࠷΋ࢼ行ޡࡨをしていたチームͰ͋ったɻϑリーズυライにண໨したͱこΖ
まͰ͸ண؟఺の良さ͕ޫった͕ɺԿをՃ͑Ε͹Αいのか࢛ۤീۤした印৅Ͱ͋るɻ

イチジクを使った特産品

ミキαーʤϑィグレートʥ
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専修大学ɹ奥瀬喜之ゼミ/大西ߤฏɺ山࡚ѥ優ɺҏ藤ҁ

ேにさくっͱඒຯしさͱӫཆをプ
ラεϫン

「.*9 EF いちじく」͸ே๩しくてே৯
をઁΕないਓɺ৯ཉ͕ないਓの೰Έを
解決するこͱ͕ग़དྷるイチジクシϩップͰ
͋るɻ
この商品͸イチジクにؚまΕる๛෋なӫ
ཆを؆୯にઁΕるΑ͏ にɺジϟムのΑ͏ な
果೑ײͱιーεのΑ͏ なさらさらײを௥ٻ
したシϩップͰ͋るɻී ஈ৯΂るϤーグル
ト΍ڇೕなͲにか͚る͚ͩͰ؁くてঁ性
にخしいӫཆ͕たっ΀りのே৯になるの
Ͱ͋るɻ༰ث͸シϩップを௚઀஫ こ͙ͱ͕
ग़དྷるܗঢ়Ͱɺଆ໘の໨੝りͰ一ճ分
の使༻ྔ͕分かるΑ͏ になっているɻ

イチジクのݱ在のೝ஌౓をௐࠪした
ͱこΖɺイチジクにೃછΈのないফඅ
ऀ͕多いこͱ͕ ൑໌したɻͦ こͰطଘ
の৯品にՃ͑てイチジクをઁり΍すく
するシϩップをߟҊしたɻまたே৯に
ෛ୲をײじているओ්͕多いͱい͏
σーλからɺイチジクの๛ ෋なӫ ཆ
を生かしてこの೰Έを解決する商品
を࡞りたいͱ͑ߟたɻ

イチジク͕ۤखなਓͰ΋৯΂らΕるΑ
に͏ɺ؁ΈをՃ͑ɺイチジクをखܰにɺ
しͦて᩵ ୔ ΋ຯΘ͑るΑ͏ײ に商 品

վ良を行ったɻළからͦ のままϤーグ
ルト΍ڇೕにか͚らΕるΑ͏ にɺシϩッ
プのさらさらײにこͩΘったɻまたɺՈ
଒΍ゼミ生にࢼ৯をして΋らいɺ཰௚
なຯのײ૝をٻΊたɻ

ϑルーツシϩップࢢ৔͸ジϟム΍ιー
εなͲのڝ߹商品͕多いɻͦ こͰࢲ
たち͸商 品のڧΈの一つͰ͋る൚
༻性のߴさからʢ1ʣεーパーɺಓの
Ӻͱʢ2ʣキッチンカーͰൢചํ法を
分͚たɻͦ ͏するこͱͰ૒ํ޲からೝ
஌を得るのͰ͋るɻまたS/SͰアレン
ジレシϐを౤ߘするこͱͰೝ஌౓の
をਤるɻ্޲

һڭಋࢦ
奥瀬喜之ઌ生
からのコメント

イチジクを使ったシϩップͱい͏ൃ૝͸Ϣχークͩったɻ一ํͰɺイチジクの果೑の৮ײを
生かͦ͏ ͱするͱɺ一ൠతな「シϩップ」からか͚཭Εた商品になる難しさ͕͋ったɻまたɺ商
品の৮ײを生かしたΦリジφルレシϐ͕͋Ε͹ɺ商品の長ॴ͕Αり఻Θったͱ͏ࢥɻ

イチジクを使った特産品

専修大学奥瀬ゼミɹイチジク൝ʤĔĐğ īĬ いちじくʥ
੒و্ࡔゼミ/લ田ྰԓɺ大ౡ໌Ֆɺٱ大学ɹ佐藤හࡁܦ࡚ߴ

ඒͱ݈߁をٻΊるঁ性にಧ͚た
い Ϊルトϑリーなお΍つ

「ブリεόー」͸࠭౶ɺグルテンɺఴՃ෺
ෆ使༻の商品Ͱ͋るɻ
イチジクのඒ༰΍݈߁に良いޮೳにண
໨しɺࡑѱײなくே৯ସΘり΍お΍つに
৯΂るこͱ͕Ͱきる商品ͩɻイチジクを৯
΂たこͱ͕ແいਓɺຯのイメージ͕ग़དྷ
ないਓ΋৯΂΍すいɻチϣコຯͱきなこຯ
の2छྨの展開Ͱɺアンチエイジングɺμ
イエットαϙートͱޮೳにΑってબͿの΋
おすすΊͩɻしっͱりͱした৯ײͱ࣋ちӡ
ͼのし΍すいαイズײ΋特௃Ͱ͋るɻ2ɺ
΋े分ͰײͰ৯΂らΕるこͱͰຬ଍ޱ3
͋るたΊɺ多くのঁ性のຯํͱなる商品
になるこͱをئい製࡞したɻ

イチジク͕݈߁・ඒ༰に良いӫཆૉ
を࣋つこͱを౿ま͑ ɺ৽型コϩφ΢ィル
εにΑる݈߁धཁのߴまりͱい͏؍఺
からࢢ৔のಈ޲を分ੳしたɻௐࠪか
ら݈ ߁ ध ཁ͕ߴまっているからこͦ
৯にରしてのࡑѱ૿͕ײしている事
͕分かったɻͦ こからࡑѱײなく৯΂
ΕるΪルトϑリーなお΍つを࡞りたい
ͱ͑ߟたɻ

ຯを2छྨͱしɺͦ ΕͧΕのຯに߹͏
φッツのछྨ΍υライϑルーツɺ഑分
ྔなͲを໛ࡧしたɻԿ౓΋࡞ࢼを܁
りฦしɺೲ得のいくຯ΍৯ײをٻΊ
たɻ࡞ࢼதにଞのレシϐͰ͸ݟない
「ΦーブンͰমく事」をࢼした結果ɺ
Αり良い৯ײͱなりɺ型くͣ Εを๷ こ͙
ͱに΋͕ܨったɻ

ॳ͸ѳඒϑーズ༷の࣮ళฮをத࠷
৺に商品を展開するɻళฮプϩモー
シϣンͰ͸ɺ௠ྻɺࠂ޿ɺキϟンϖー
ンの؍఺からλーήットͰ͋る20から
�0୅ঁ性にखܰにखにऔって΋ら͑
るΑ͏ にするɻෳ ਺ ߪ ೖ΍ଞ 商 品ͱ
の૊Έ߹ΘせߪೖͰׂҾՁ֨Ͱの
ఏڙɺࢼ৯ɺ*Os UBHSBNͰの֦ࢄ
なͲͰ஫໨をूΊるɻ

һڭಋࢦ
佐藤හٱઌ生
からのコメント

イチジク͚ͩͰなくɺ஍Ҭの特産෺を活かした݈޲ࢤ߁のブリεόーɻԿ౓΋࡞ࢼを܁りฦ
しɺূݕతௐࠪをした自৴࡞Ͱߴɺ Ձ֨ͰఏҊして΋े分に戦 る͑商品Ͱ͋るɻチームϫー
ク͕Αくɺا業ͱのަব΍製଄޻ఔにお͚るนをز౓ͱなく௒͑ていく࢟͸ૉ晴らしかったɻ

イチジクを使った特産品

.0Sʤブリεόーʥ
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専修大学ɹ奥瀬喜之ゼミ/大西ߤฏɺ山࡚ѥ優ɺҏ藤ҁ

ேにさくっͱඒຯしさͱӫཆをプ
ラεϫン

「.*9 EF いちじく」͸ே๩しくてே৯
をઁΕないਓɺ৯ཉ͕ないਓの೰Έを
解決するこͱ͕ग़དྷるイチジクシϩップͰ
͋るɻ
この商品͸イチジクにؚまΕる๛෋なӫ
ཆを؆୯にઁΕるΑ͏ にɺジϟムのΑ͏ な
果೑ײͱιーεのΑ͏ なさらさらײを௥ٻ
したシϩップͰ͋るɻී ஈ৯΂るϤーグル
ト΍ڇೕなͲにか͚る͚ͩͰ؁くてঁ性
にخしいӫཆ͕たっ΀りのே৯になるの
Ͱ͋るɻ༰ث͸シϩップを௚઀஫ こ͙ͱ͕
ग़དྷるܗঢ়Ͱɺଆ໘の໨੝りͰ一ճ分
の使༻ྔ͕分かるΑ͏ になっているɻ

イチジクのݱ在のೝ஌౓をௐࠪした
ͱこΖɺイチジクにೃછΈのないফඅ
ऀ͕多いこͱ͕ ൑໌したɻͦ こͰطଘ
の৯品にՃ͑てイチジクをઁり΍すく
するシϩップをߟҊしたɻまたே৯に
ෛ୲をײじているओ්͕多いͱい͏
σーλからɺイチジクの๛ ෋なӫ ཆ
を生かしてこの೰Έを解決する商品
を࡞りたいͱ͑ߟたɻ

イチジク͕ۤखなਓͰ΋৯΂らΕるΑ
に͏ɺ؁ΈをՃ͑ɺイチジクをखܰにɺ
しͦて᩵ ୔ ΋ຯΘ͑るΑ͏ײ に商 品

վ良を行ったɻළからͦ のままϤーグ
ルト΍ڇೕにか͚らΕるΑ͏ にɺシϩッ
プのさらさらײにこͩΘったɻまたɺՈ
଒΍ゼミ生にࢼ৯をして΋らいɺ཰௚
なຯのײ૝をٻΊたɻ

ϑルーツシϩップࢢ৔͸ジϟム΍ιー
εなͲのڝ߹商品͕多いɻͦ こͰࢲ
たち͸商 品のڧΈの一つͰ͋る൚
༻性のߴさからʢ1ʣεーパーɺಓの
Ӻͱʢ2ʣキッチンカーͰൢചํ法を
分͚たɻͦ ͏するこͱͰ૒ํ޲からೝ
஌を得るのͰ͋るɻまたS/SͰアレン
ジレシϐを౤ߘするこͱͰೝ஌౓の
をਤるɻ্޲

һڭಋࢦ
奥瀬喜之ઌ生
からのコメント

イチジクを使ったシϩップͱい͏ൃ૝͸Ϣχークͩったɻ一ํͰɺイチジクの果೑の৮ײを
生かͦ͏ ͱするͱɺ一ൠతな「シϩップ」からか͚཭Εた商品になる難しさ͕͋ったɻまたɺ商
品の৮ײを生かしたΦリジφルレシϐ͕͋Ε͹ɺ商品の長ॴ͕Αり఻Θったͱ͏ࢥɻ

イチジクを使った特産品

専修大学奥瀬ゼミɹイチジク൝ʤĔĐğ īĬ いちじくʥ
੒و্ࡔゼミ/લ田ྰԓɺ大ౡ໌Ֆɺٱ大学ɹ佐藤හࡁܦ࡚ߴ

ඒͱ݈߁をٻΊるঁ性にಧ͚た
い Ϊルトϑリーなお΍つ

「ブリεόー」͸࠭౶ɺグルテンɺఴՃ෺
ෆ使༻の商品Ͱ͋るɻ
イチジクのඒ༰΍݈߁に良いޮೳにண
໨しɺࡑѱײなくே৯ସΘり΍お΍つに
৯΂るこͱ͕Ͱきる商品ͩɻイチジクを৯
΂たこͱ͕ແいਓɺຯのイメージ͕ग़དྷ
ないਓ΋৯΂΍すいɻチϣコຯͱきなこຯ
の2छྨの展開Ͱɺアンチエイジングɺμ
イエットαϙートͱޮೳにΑってબͿの΋
おすすΊͩɻしっͱりͱした৯ײͱ࣋ちӡ
ͼのし΍すいαイズײ΋特௃Ͱ͋るɻ2ɺ
΋े分ͰײͰ৯΂らΕるこͱͰຬ଍ޱ3
͋るたΊɺ多くのঁ性のຯํͱなる商品
になるこͱをئい製࡞したɻ

イチジク͕݈߁・ඒ༰に良いӫཆૉ
を࣋つこͱを౿ま͑ ɺ৽型コϩφ΢ィル
εにΑる݈߁धཁのߴまりͱい͏؍఺
からࢢ৔のಈ޲を分ੳしたɻௐࠪか
ら݈ ߁ ध ཁ͕ߴまっているからこͦ
৯にରしてのࡑѱ૿͕ײしている事
͕分かったɻͦ こからࡑѱײなく৯΂
ΕるΪルトϑリーなお΍つを࡞りたい
ͱ͑ߟたɻ

ຯを2छྨͱしɺͦ ΕͧΕのຯに߹͏
φッツのछྨ΍υライϑルーツɺ഑分
ྔなͲを໛ࡧしたɻԿ౓΋࡞ࢼを܁
りฦしɺೲ得のいくຯ΍৯ײをٻΊ
たɻ࡞ࢼதにଞのレシϐͰ͸ݟない
「ΦーブンͰমく事」をࢼした結果ɺ
Αり良い৯ײͱなりɺ型くͣ Εを๷ こ͙
ͱに΋͕ܨったɻ

ॳ͸ѳඒϑーズ༷の࣮ళฮをத࠷
৺に商品を展開するɻళฮプϩモー
シϣンͰ͸ɺ௠ྻɺࠂ޿ɺキϟンϖー
ンの؍఺からλーήットͰ͋る20から
�0୅ঁ性にखܰにखにऔって΋ら͑
るΑ͏ にするɻෳ ਺ ߪ ೖ΍ଞ 商 品ͱ
の૊Έ߹ΘせߪೖͰׂҾՁ֨Ͱの
ఏڙɺࢼ৯ɺ*Os UBHSBNͰの֦ࢄ
なͲͰ஫໨をूΊるɻ

һڭಋࢦ
佐藤හٱઌ生
からのコメント

イチジク͚ͩͰなくɺ஍Ҭの特産෺を活かした݈޲ࢤ߁のブリεόーɻԿ౓΋࡞ࢼを܁りฦ
しɺূݕతௐࠪをした自৴࡞Ͱߴɺ Ձ֨ͰఏҊして΋े分に戦 る͑商品Ͱ͋るɻチームϫー
ク͕Αくɺا業ͱのަব΍製଄޻ఔにお͚るนをز౓ͱなく௒͑ていく࢟͸ૉ晴らしかったɻ

イチジクを使った特産品

.0Sʤブリεόーʥ
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த京大学ɹ宮಺ඒึゼミ/ྛ๖ʑՖɺҏ藤晴߳ɺ౦ւྛྰඒ

Ͳ΋から೥഑まͰ৯΂らΕるࢠ
͋ったかεイーツ

ਰୀの一్を୧る田ࢢݪのڷ土ྉཧ
「じΐじΐ੾り」を෮活させɺ஍Ҭの৯を
活性化させΑ͏ ͱ͑ߟた「いちじく೶Ոの
じΐじΐ੾り」ɻ
いちじくͱখ౾をֻ͚߹Θせた৽֮ײの
ຯにɺ໙自ମに΋いちじくの৯ײを෧じ
たɻ໙͑ߟ土ྉཧͱしてڷΊた৽しいࠐ
にগྔのシφモンをೖΕているたΊɺ和
༸の༥ ߹΋ײじらΕるڷ 土 ྉ ཧͱなっ
たɻ
田ࢢݪのڷ土ྉཧを෮活させるͱい͏
ҙຯͰ΋ɺいちじくを੝り্͛るͱい͏ҙ
ຯͰ΋ɺ༷ ʑなํ໘を活ؾҲΕさせるΑ
な͏商品にしΑ͏ ͱ͑ߟたɻ

テーマをग़しているا業͕田ࢢݪに
位 ஔしているこͱからɺ田 ݪ ڷのࢢ
土ྉཧにண໨したɻ「じΐじΐ੾り」ͱ
い͏ແくなってしまいͦ͏ なڷ土ྉཧ
をൃ ڷしɺこのݟ 土 ྉ ཧを෮ 活さ
せɺঘ׌ついちじく΋੝り্͛らΕるΑ

な͏商品にしたいͱ͑ߟɺこのఏҊ΁
結ͼついたɻ

製՛学ߍのઌ生΍製໙会社のํ
のҙݟからɺ1�छྨのຯを৯΂ൺ
΂るなͲしてࢼ行ޡࡨしたɻこのதͰ
1つのຯを決Ίるの͸大 มͩったɻ
202໊のアンケートを౿ま͑ てɺখ౾
ͱいちじくɺ໙ͱいちじくなͲの૬性を
ௐ੔して「いちじく೶Ոのじΐじΐ੾
り」をつくり͋ ͛たɻ

202໊΁のアンケートのதͰɺࢼ৯し
てからならこの商品をങいたいͱڼっ
ていたͩいたํ͕多かったɻͦ のた
Ίɺࢼ৯会を活༻したプϩモーシϣン
を行 こ͏ͱにしたɻまたɺコメμྻܥの
おか͛҇Ͱのఏڙ΋͑ߟておりɺコメ
μ商品ͱのコラϘ΋Ͱきない΋のかͱ
ていたɻ͑ߟ

һڭಋࢦ
宮಺ඒึઌ生
からのコメント

このチーム͸ɺطଘ製品ͱඃらͣ生産஍をલ໘にग़したɺ良い製品をఏҊͰきたͱ͏ࢥɻ
多くのํʑに͝ॿݴいたͩきɺԿ౓΋Կ౓΋࡞ࢼをॏͶɺテεトマーケティング΋࣮ࢪしてい
たɻ結果͸࢒念Ͱ͋った͕ɺඞͣ΍良いݧܦになったͱ৴じているɻ

イチジクを使った特産品

Ͱら͏ ΈΌ͋ʙʤいちじく೶Ոのじΐじΐ੾りʥ
ಉࢤ社大学ɹ෌田݈司ゼミ/খࣨඒ݄ɺ野ଜཾ司ɺ෱ౡ๖Ն

͋なたの日ৗにいちじくを

「いちじくͱόλー」͸ࡐݪྉにいちじくɺ
͸ちΈつɺ࠭ ౶ ɺԘ ɺͦ してӅしຯにク
リームチーズを༻いたϑルーツόλーͰ
͋るɻఴՃ෺を一੾使༻せͣシンプル
に࡞り͋ ͛らΕたこの一品͸ɺこΕまͰに
͸ຯΘったこͱ͕ないਂいຯΘいͱなっ
ているɻόλーのೱ ްさのதにいちじく
特༗のຯΘいͱࢫຯɺͦ してプチプチײ
をײじさせるɻ
ঁ性にخしい多くのӫཆૉをؚΉいちじ
くを਎ۙなଘ在にしɺ日ৗの৯事にऔり
ೖΕて΋ら͏ こͱを໨తͱしたɻϑルーツό
λーͱい͏商品্ɺফඅऀのアレンジ͕
商品の可ೳ性を͛޿てくΕるͱい͏఺΋
ັྗͩɻ

たち͸いちじく͕ࢲ ๛෋なӫཆૉͱ
特༗のຯΘいを࣋つに΋かかΘらͣ
όφφ΍Έかんͱいったϑルーツに
ൺ΂ɺ多くのਓʑにͱって਎ۙなଘ
在Ͱないͱい͏఺にண໨したɻͦ こͰ
ख ܰͰ日ৗ తにいちじくを৯΂て΋
ら͑ るたΊに「 ృる͚ͩ؆ ୯ � 」なό
λーのࣜܗを࠾༻するこͱにしたɻ

௨೥ൢചのたΊにྫྷౚอଘさΕてい
るいちじくを༻いてͲのΑ͏ においしくす
るのかにこͩ Θりを࣋ったɻ౰ॳ͸Φー
ブンͰਫ分をৠൃさせいちじくのࢫΈ
をॖڽさせるこͱをૂった͕ɺ解ౚ࣌
のोにࢫຯ༹͕͚ग़してしまいɺຯ͕
ബくなってしまったɻͦこͰমくのͰ͸な
くͦ のो ͱࣽ͝ࠐΉこͱͰΪϡッͱいちじ
くのࢫΈをॖڽするこͱ͕ Ͱきたɻ

に޲܏৔͸֦大ࢢ在ɺόλーݱ る͋た
Ίɺϑルーツͱόλーを૊Έ߹Θせた৽
しいൢ࿏をஙくඞཁ͕ る͋ɻ࠷ॳ͸ɺhい
ちじく・ϑΣア をɦ௨してɺいちじくͱόλーを
大ʑతにೝ஌して΋ら͏ ɻまたɺ商品のϙッ
プをফඅऀの໨のಧき΍すい位ஔに഑
ஔするこͱにΑってɺߪങҙཉをߴΊɺߪ
ೖにつな る͛ɻいちじくͱόλーのアレンジ
レシϐをื しूɺ生産 ͱऀফඅऀの྆ऀ
ՃͰきるプϩモーシϣン・プϩηεをஙࢀ͕
き্ ͛ていくɻ

һڭಋࢦ
෌田݈司ઌ生
からのコメント

この商品͸イチジクをジϟムͱして使 こ͏ͱ͕ϙイントͰ͋るɻジϟムͰ͋Ε͹֨ن֎品Ͱ΋Կ
ら໰題͸ແいからͰ͋るɻまた༷ʑなྉཧにԠ༻ͰきるたΊɺ使い勝ख͕良いɻお らͦく一
౓この商品をങ͑͹ɺリϐートߪങするফඅऀ͕多いのͰ͸ないͩΖ͏ かͱࢥ る͑ग़དྷͩɻ

イチジクを使った特産品

஥良し̏ ਓ૊ʤいちじくͱόλーʥ
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த京大学ɹ宮಺ඒึゼミ/ྛ๖ʑՖɺҏ藤晴߳ɺ౦ւྛྰඒ

Ͳ΋から೥഑まͰ৯΂らΕるࢠ
͋ったかεイーツ

ਰୀの一్を୧る田ࢢݪのڷ土ྉཧ
「じΐじΐ੾り」を෮活させɺ஍Ҭの৯を
活性化させΑ͏ ͱ͑ߟた「いちじく೶Ոの
じΐじΐ੾り」ɻ
いちじくͱখ౾をֻ͚߹Θせた৽֮ײの
ຯにɺ໙自ମに΋いちじくの৯ײを෧じ
たɻ໙͑ߟ土ྉཧͱしてڷΊた৽しいࠐ
にগྔのシφモンをೖΕているたΊɺ和
༸の༥ ߹΋ײじらΕるڷ 土 ྉ ཧͱなっ
たɻ
田ࢢݪのڷ土ྉཧを෮活させるͱい͏
ҙຯͰ΋ɺいちじくを੝り্͛るͱい͏ҙ
ຯͰ΋ɺ༷ ʑなํ໘を活ؾҲΕさせるΑ
な͏商品にしΑ͏ ͱ͑ߟたɻ

テーマをग़しているا業͕田ࢢݪに
位 ஔしているこͱからɺ田 ݪ ڷのࢢ
土ྉཧにண໨したɻ「じΐじΐ੾り」ͱ
い͏ແくなってしまいͦ͏ なڷ土ྉཧ
をൃ ڷしɺこのݟ 土 ྉ ཧを෮ 活さ
せɺঘ׌ついちじく΋੝り্͛らΕるΑ

な͏商品にしたいͱ͑ߟɺこのఏҊ΁
結ͼついたɻ

製՛学ߍのઌ生΍製໙会社のํ
のҙݟからɺ1�छྨのຯを৯΂ൺ
΂るなͲしてࢼ行ޡࡨしたɻこのதͰ
1つのຯを決Ίるの͸大 มͩったɻ
202໊のアンケートを౿ま͑ てɺখ౾
ͱいちじくɺ໙ͱいちじくなͲの૬性を
ௐ੔して「いちじく೶Ոのじΐじΐ੾
り」をつくり͋ ͛たɻ

202໊΁のアンケートのதͰɺࢼ৯し
てからならこの商品をങいたいͱڼっ
ていたͩいたํ͕多かったɻͦ のた
Ίɺࢼ৯会を活༻したプϩモーシϣン
を行 こ͏ͱにしたɻまたɺコメμྻܥの
おか͛҇Ͱのఏڙ΋͑ߟておりɺコメ
μ商品ͱのコラϘ΋Ͱきない΋のかͱ
ていたɻ͑ߟ

һڭಋࢦ
宮಺ඒึઌ生
からのコメント

このチーム͸ɺطଘ製品ͱඃらͣ生産஍をલ໘にग़したɺ良い製品をఏҊͰきたͱ͏ࢥɻ
多くのํʑに͝ॿݴいたͩきɺԿ౓΋Կ౓΋࡞ࢼをॏͶɺテεトマーケティング΋࣮ࢪしてい
たɻ結果͸࢒念Ͱ͋った͕ɺඞͣ΍良いݧܦになったͱ৴じているɻ

イチジクを使った特産品

Ͱら͏ ΈΌ͋ʙʤいちじく೶Ոのじΐじΐ੾りʥ
ಉࢤ社大学ɹ෌田݈司ゼミ/খࣨඒ݄ɺ野ଜཾ司ɺ෱ౡ๖Ն

͋なたの日ৗにいちじくを

「いちじくͱόλー」͸ࡐݪྉにいちじくɺ
͸ちΈつɺ࠭ ౶ ɺԘ ɺͦ してӅしຯにク
リームチーズを༻いたϑルーツόλーͰ
͋るɻఴՃ෺を一੾使༻せͣシンプル
に࡞り͋ ͛らΕたこの一品͸ɺこΕまͰに
͸ຯΘったこͱ͕ないਂいຯΘいͱなっ
ているɻόλーのೱ ްさのதにいちじく
特༗のຯΘいͱࢫຯɺͦ してプチプチײ
をײじさせるɻ
ঁ性にخしい多くのӫཆૉをؚΉいちじ
くを਎ۙなଘ在にしɺ日ৗの৯事にऔり
ೖΕて΋ら͏ こͱを໨తͱしたɻϑルーツό
λーͱい͏商品্ɺফඅऀのアレンジ͕
商品の可ೳ性を͛޿てくΕるͱい͏఺΋
ັྗͩɻ

たち͸いちじく͕ࢲ ๛෋なӫཆૉͱ
特༗のຯΘいを࣋つに΋かかΘらͣ
όφφ΍Έかんͱいったϑルーツに
ൺ΂ɺ多くのਓʑにͱって਎ۙなଘ
在Ͱないͱい͏఺にண໨したɻͦ こͰ
ख ܰͰ日ৗ తにいちじくを৯΂て΋
ら͑ るたΊに「 ృる͚ͩ؆ ୯ � 」なό
λーのࣜܗを࠾༻するこͱにしたɻ

௨೥ൢചのたΊにྫྷౚอଘさΕてい
るいちじくを༻いてͲのΑ͏ においしくす
るのかにこͩ Θりを࣋ったɻ౰ॳ͸Φー
ブンͰਫ分をৠൃさせいちじくのࢫΈ
をॖڽさせるこͱをૂった͕ɺ解ౚ࣌
のोにࢫຯ༹͕͚ग़してしまいɺຯ͕
ബくなってしまったɻͦこͰমくのͰ͸な
くͦ のो ͱࣽ͝ࠐΉこͱͰΪϡッͱいちじ
くのࢫΈをॖڽするこͱ͕ Ͱきたɻ

に޲܏৔͸֦大ࢢ在ɺόλーݱ る͋た
Ίɺϑルーツͱόλーを૊Έ߹Θせた৽
しいൢ࿏をஙくඞཁ͕ る͋ɻ࠷ॳ͸ɺhい
ちじく・ϑΣア をɦ௨してɺいちじくͱόλーを
大ʑతにೝ஌して΋ら͏ ɻまたɺ商品のϙッ
プをফඅऀの໨のಧき΍すい位ஔに഑
ஔするこͱにΑってɺߪങҙཉをߴΊɺߪ
ೖにつな る͛ɻいちじくͱόλーのアレンジ
レシϐをื しूɺ生産 ͱऀফඅऀの྆ऀ
ՃͰきるプϩモーシϣン・プϩηεをஙࢀ͕
き্ ͛ていくɻ

һڭಋࢦ
෌田݈司ઌ生
からのコメント

この商品͸イチジクをジϟムͱして使 こ͏ͱ͕ϙイントͰ͋るɻジϟムͰ͋Ε͹֨ن֎品Ͱ΋Կ
ら໰題͸ແいからͰ͋るɻまた༷ʑなྉཧにԠ༻ͰきるたΊɺ使い勝ख͕良いɻお らͦく一
౓この商品をങ͑͹ɺリϐートߪങするফඅऀ͕多いのͰ͸ないͩΖ͏ かͱࢥ る͑ग़དྷͩɻ

イチジクを使った特産品

஥良し̏ ਓ૊ʤいちじくͱόλーʥ
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立大学ɹ山本ಸԝゼミ/ळ田༔ొɺখ野結ҥɺ田ଜՂึࢢ屋ݹ໊

ͱΖーりͱきΊきチϣコカーテン

「$IPDP K J LV」͸ɺؙ くݻΊたイチジク
ϖーεトにチϣコレートをコーティングした
一ޱαイズのチϣコレートͰ͋るɻ
イチジクのൽまͰ༨すこͱなく使ったこの
イチジクϖーεトに͸ɺѳ ඒ 産のイチジ
クɺࡾ Տ 産のΈりんɺ田 ݪ の͸ちΈࢢ
つɺ๛ ڮ の੺ϫインを使༻しておりɺࢢ
「ϑーυϩε」「஍Ҭ活性化」ͱい͏఺に
まͰこͩΘったɻ
この商品のコンηプト͸༹かしたチϣコ
レートをか͚る༷ࢠをදしておりɺϏΦ͋
つΈ・エϐεリーのΦープンキッチンͰɺ
るこݟにお٬༷͕ങい෺をしな͕らࡍ࣮
ͱ͕Ͱきるɻͦ の੍޻࡞ఔのϫクϫクײ΋
ຯΘってほしいɻ

たち͸インλϏϡーௐࠪにΑって多ࢲ
くのਓ͕イチジクにೃછΈ͕ないこͱ
を஌ったɻͩ からこͦ イチジクをखܰに
औりೖΕらΕるΑ͏ な商品を࡞りたいͱ
た「ສೳいちじ͑ߟॳに࠷た͕ɺ͑ߟ
くϖーεト」Ͱ͸ɺまͣϖーεトすら΋な
かなかೃછΈ͕ないͱい͏ นにͿつか
るɻͦこͰ୭΋͕ ஌っているチϣコレート
ͱ૊Έ߹Θせるͱい͏ 結࿦にࢸったɻ

Ίたチϣコレートのதにイチジクϖーݻ
εトをೖΕるܗͰɺ3ਓͰͦΕͧΕҧっ
たϖーεトのレシϐɺチϣコレートのカ
カΦ਺Ͱ࡞ࢼ品を製࡞したɻ౉会さ
んからɺݻΊたイチジクϖーεトにチϣ
コレートをコーティングしたํ͕いいん
じΌないかɺ੺ϫインͰࣽたϖーεト͕
Αりඒຯしいͱい͏ ҙݟを௖きɺͦ Εを
にしてさらなるվ良を行ったɻߟࢀ

商品͸ϖーεトをౚらせたྫྷଂの΋の
ͱゼリーঢ়にしたৗԹの΋のの2छྨ
を༻ҙしɺྫྷ ଂ͸ϏΦ͋つΈ・エϐε
リーݶ定ͰɺৗԹ͸&$αイトなͲͰの
ൢചを͑ߟているɻళฮݶ定ͱい͏ 特
ผײをຯΘ こ͏ͱ͕ Ͱきɺさらに͸͋つ
Έ৯ಊͰσβートͱしてラインφップさ
せるこͱͰɺͦこͰঌし্͕ったお٬༷
͕ళฮ΁଍をӡͿきっか͚に΋なるɻ

һڭಋࢦ
山本ಸԝઌ生
からのコメント

ळカンͰ͑ߟていた「ϖーεト」についてɺѳඒϑーズ༷Ͱの࡯ࢹ΍࡞ࢼ品࡞੒を௨じてɺ
ͲのΑ͏ な商品にするͱՁ஋͕఻Θるかをݕ౼した఺͕ߴくධՁͰきるɻまたɺ商品のコンη
プト΍ੈք؍をফඅऀにັྗతに఻ る͑に͸Ͳ͏ したらΑいかをख़ߟした఺΋ධՁしたいɻ

イチジクを使った特産品

いちじくレϘリϡーシϣンʤĊįĶĪĶıİĲļʢチϣコジクʣʥ
日本大学ɹ石田大యゼミ/҆৯࿱ɺౡ本ޔܡɺന石ྯ

ͱඒຯしさをこの一本Ͱ߁݈

コϩφՒにお͚る݈޲ࢤ߁のߴまりにର
してɺイチジク͕࣋つ๛ ෋なӫ ཆ ૉを
活かしɺ野ࡊを৯΂るػ会をଅਐग़དྷ
るυレッシングͰ͋るɻ今ճの開ൃにࡍし
て一番のϙイント͸஍ݩのҿ৯ళのڠ
ྗ得てレシϐを開 ൃしたこͱͰ͋るɻ৯
なͲɺ৯ٻのѻいํ΍ফඅऀ΁のૌࡐ
にؔするプϩのアυόイεをߟࢀにした
఺͕զʑのఏҊのڧΈͰ͋るɻຯ͸い
ちじくの؁さͱে༉のԘຯ͕生きた͋ま
じΐっぱいຯͰɺͦ のதに果࣮͕ײ分か
るυレッシングͰ͋るɻ

߁たち͸コϩφՒͰ৯にରして݈ࢲ
まった఺に஫໨しɺͦߴ͕޲ࢤ こにध
ཁ͕͋るͱଊ͑たのͰɺͦ こにରして
アプϩーチしたの͕࢝まりͰ͋るɻま
た開ൃ৚݅に「֨ن֎品のいちじく
を使͏」ͱ͋るのͰɺこΕらを༗ ޮに
活༻しɺ೶Ոさんのॿ͚になるΑ͏ な
商品を໨ࢦしたɻ

なυレッؾに͋たりɺਓ࡞品製࡞ࢼ
シングのຯに஫໨し大ऺに受͚ೖΕ
らΕるຯをҙࣝして࡞ࢼ品を࡞って
いったɻコϩφՒにΑりີにならないこ
ͱɺӴ生໘にؾを෇͚な͕ら࡞ࢼを
行っていくこͱに౒Ίたɻ࡞ࢼ品͸大
学෇ۙのҿ৯ళに΋ࢼして΋ら͏ こͱ
Ͱߋなるվ良に౒Ίたɻ

ൢചଅਐに しؔてɺインελグラムの活༻
ͱطଘのݯࢿの༗ޮ活༻をओにߟ て͑
いったɻࢲたち͸インελグラムを௨しɺい
ちじく޷きのϢーβー΍いちじく೶Ոͱަ
ྲྀを行いɺ活ಈ΍商品に しؔて一からೝ
஌を͛޿ていくこͱに౒Ίたɻطଘのࢿ
にݯ しؔて͸ɺا業からఏҊさΕたݯࢿ
を΋ͱにプϩモーシϣンをߟ て͑いくこͱͰ
༗ޮなプϩモーシϣンఏҊを໨ࢦしたɻ

һڭಋࢦ
石田大యઌ生
からのコメント

ळカンͰのアイσアをఘΊるɻ൴ら͸ͦ͏ したඇৗに༐ؾの͋る決அをしɺさらに͸୹期ؒの
ؒにυレッシングͱい͏શくผの商品を生Έग़したɻ΋しこのいちじくυレッシング͕ചりग़さΕ
るΑ͏ なこͱ͕͋Ε͹ɺຖ日αラμを৯΂たいͱࢥΘせてくΕるΑ͏ な商品Ͱ͋るɻ

イチジクを使った特産品

S"Sʤ͋つΈのいちじくυレッシングʥ
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立大学ɹ山本ಸԝゼミ/ळ田༔ొɺখ野結ҥɺ田ଜՂึࢢ屋ݹ໊

ͱΖーりͱきΊきチϣコカーテン

「$IPDP K J LV」͸ɺؙ くݻΊたイチジク
ϖーεトにチϣコレートをコーティングした
一ޱαイズのチϣコレートͰ͋るɻ
イチジクのൽまͰ༨すこͱなく使ったこの
イチジクϖーεトに͸ɺѳ ඒ 産のイチジ
クɺࡾ Տ 産のΈりんɺ田 ݪ の͸ちΈࢢ
つɺ๛ ڮ の੺ϫインを使༻しておりɺࢢ
「ϑーυϩε」「஍Ҭ活性化」ͱい͏఺に
まͰこͩΘったɻ
この商品のコンηプト͸༹かしたチϣコ
レートをか͚る༷ࢠをදしておりɺϏΦ͋
つΈ・エϐεリーのΦープンキッチンͰɺ
るこݟにお٬༷͕ങい෺をしな͕らࡍ࣮
ͱ͕Ͱきるɻͦ の੍޻࡞ఔのϫクϫクײ΋
ຯΘってほしいɻ

たち͸インλϏϡーௐࠪにΑって多ࢲ
くのਓ͕イチジクにೃછΈ͕ないこͱ
を஌ったɻͩ からこͦ イチジクをखܰに
औりೖΕらΕるΑ͏ な商品を࡞りたいͱ
た「ສೳいちじ͑ߟॳに࠷た͕ɺ͑ߟ
くϖーεト」Ͱ͸ɺまͣϖーεトすら΋な
かなかೃછΈ͕ないͱい͏ นにͿつか
るɻͦこͰ୭΋͕ ஌っているチϣコレート
ͱ૊Έ߹Θせるͱい͏ 結࿦にࢸったɻ

Ίたチϣコレートのதにイチジクϖーݻ
εトをೖΕるܗͰɺ3ਓͰͦΕͧΕҧっ
たϖーεトのレシϐɺチϣコレートのカ
カΦ਺Ͱ࡞ࢼ品を製࡞したɻ౉会さ
んからɺݻΊたイチジクϖーεトにチϣ
コレートをコーティングしたํ͕いいん
じΌないかɺ੺ϫインͰࣽたϖーεト͕
Αりඒຯしいͱい͏ ҙݟを௖きɺͦ Εを
にしてさらなるվ良を行ったɻߟࢀ

商品͸ϖーεトをౚらせたྫྷଂの΋の
ͱゼリーঢ়にしたৗԹの΋のの2छྨ
を༻ҙしɺྫྷ ଂ͸ϏΦ͋つΈ・エϐε
リーݶ定ͰɺৗԹ͸&$αイトなͲͰの
ൢചを͑ߟているɻళฮݶ定ͱい͏ 特
ผײをຯΘ こ͏ͱ͕ Ͱきɺさらに͸͋つ
Έ৯ಊͰσβートͱしてラインφップさ
せるこͱͰɺͦこͰঌし্͕ったお٬༷
͕ళฮ΁଍をӡͿきっか͚に΋なるɻ

һڭಋࢦ
山本ಸԝઌ生
からのコメント

ळカンͰ͑ߟていた「ϖーεト」についてɺѳඒϑーズ༷Ͱの࡯ࢹ΍࡞ࢼ品࡞੒を௨じてɺ
ͲのΑ͏ な商品にするͱՁ஋͕఻Θるかをݕ౼した఺͕ߴくධՁͰきるɻまたɺ商品のコンη
プト΍ੈք؍をফඅऀにັྗతに఻ る͑に͸Ͳ͏ したらΑいかをख़ߟした఺΋ධՁしたいɻ

イチジクを使った特産品

いちじくレϘリϡーシϣンʤĊįĶĪĶıİĲļʢチϣコジクʣʥ
日本大学ɹ石田大యゼミ/҆৯࿱ɺౡ本ޔܡɺന石ྯ

ͱඒຯしさをこの一本Ͱ߁݈

コϩφՒにお͚る݈޲ࢤ߁のߴまりにର
してɺイチジク͕࣋つ๛ ෋なӫ ཆ ૉを
活かしɺ野ࡊを৯΂るػ会をଅਐग़དྷ
るυレッシングͰ͋るɻ今ճの開ൃにࡍし
て一番のϙイント͸஍ݩのҿ৯ళのڠ
ྗ得てレシϐを開 ൃしたこͱͰ͋るɻ৯
なͲɺ৯ٻのѻいํ΍ফඅऀ΁のૌࡐ
にؔするプϩのアυόイεをߟࢀにした
఺͕զʑのఏҊのڧΈͰ͋るɻຯ͸い
ちじくの؁さͱে༉のԘຯ͕生きた͋ま
じΐっぱいຯͰɺͦ のதに果࣮͕ײ分か
るυレッシングͰ͋るɻ

߁たち͸コϩφՒͰ৯にରして݈ࢲ
まった఺に஫໨しɺͦߴ͕޲ࢤ こにध
ཁ͕͋るͱଊ͑たのͰɺͦ こにରして
アプϩーチしたの͕࢝まりͰ͋るɻま
た開ൃ৚݅に「֨ن֎品のいちじく
を使͏」ͱ͋るのͰɺこΕらを༗ ޮに
活༻しɺ೶Ոさんのॿ͚になるΑ͏ な
商品を໨ࢦしたɻ

なυレッؾに͋たりɺਓ࡞品製࡞ࢼ
シングのຯに஫໨し大ऺに受͚ೖΕ
らΕるຯをҙࣝして࡞ࢼ品を࡞って
いったɻコϩφՒにΑりີにならないこ
ͱɺӴ生໘にؾを෇͚な͕ら࡞ࢼを
行っていくこͱに౒Ίたɻ࡞ࢼ品͸大
学෇ۙのҿ৯ళに΋ࢼして΋ら͏ こͱ
Ͱߋなるվ良に౒Ίたɻ

ൢചଅਐに しؔてɺインελグラムの活༻
ͱطଘのݯࢿの༗ޮ活༻をओにߟ て͑
いったɻࢲたち͸インελグラムを௨しɺい
ちじく޷きのϢーβー΍いちじく೶Ոͱަ
ྲྀを行いɺ活ಈ΍商品に しؔて一からೝ
஌を͛޿ていくこͱに౒Ίたɻطଘのࢿ
にݯ しؔて͸ɺا業からఏҊさΕたݯࢿ
を΋ͱにプϩモーシϣンをߟ て͑いくこͱͰ
༗ޮなプϩモーシϣンఏҊを໨ࢦしたɻ

һڭಋࢦ
石田大యઌ生
からのコメント

ळカンͰのアイσアをఘΊるɻ൴ら͸ͦ͏ したඇৗに༐ؾの͋る決அをしɺさらに͸୹期ؒの
ؒにυレッシングͱい͏શくผの商品を生Έग़したɻ΋しこのいちじくυレッシング͕ചりग़さΕ
るΑ͏ なこͱ͕͋Ε͹ɺຖ日αラμを৯΂たいͱࢥΘせてくΕるΑ͏ な商品Ͱ͋るɻ

イチジクを使った特産品

S"Sʤ͋つΈのいちじくυレッシングʥ
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法政大学ɹ杉浦未樹ゼミ/ߥ井ᴴ߳ɺ൧௩పɺ山ล࠼೫

いちじくをඒຯしくखܰに৯΂ら
Εるお՛ࢠ

「いちじく君のクッキー屋さん」͸εライ
εいちじくを;んͩんに使༻したクッキー
ͩɻいちじくをബく੾ってΦーブンͰমき
্͛ɺいちじくの؁Έͱ߳りをഒ૿させて
՛ࢠに੝りࠐΉ製法Ͱ͋るεライεイチ
ジク製法を৽نに開ൃしたɻしっͱりした
৯ײのクッキーͰɺ०のいちじくをखܰ
に৯΂らΕる一品Ͱ͋るɻいちじくͱ日本
のؔΘり͸ݹい͕ɺݱ在いちじくのೝ஌
౓͸௿くɺ一ൠతなεーパーͰ͸ചり৔
໘ੵ΋খさいɻこの商品をきっか͚にɺ多
くのਓにいちじくのඒຯしさを఻͑たいɻ

アンケート௨してɺいちじく͕ 日本Ͱ生
産さΕているこͱさ͑ ஌らないͱճ౴
͕多いΑ͏ にɺࠃ産いちじくの஌໊౓
͕௿いͱい͏໰ 題 ఺をൃ したɻさݟ
らに୳ࡧతௐࠪを௨じてɺいちじくを
खܰにた΂らΕなくするݪҼを特定
しɺইΈ΍すい఺΍いちじくのݟた໨
にؔする໰題を解ফしɺ長期อଘを
可ೳͱするํ法を௥ٻしたɻ

ѳඒϑーズのا業৴念にͦ ってอଘྉ
΍৯品ఴՃ෺を使ΘないΑ͏ にしɺ༷ ʑ
なछྨのお՛ࢠの࡞ࢼを܁りฦしたɻさ
らにɺ製࡞৔ॴͰ る͋「0:"56޻๪ͱ
いΖ༷」ͱڞにɺいちじく΍খഴคのྔな
Ͳࡉかな఺をௐ੔するվ良を行ったɻࢼ
品を༷ʑな೥୅のํに৯΂ていたͩ࡞
きɺϏΦ͋ つΈエϐεリーに๚Εるਓを͸
じΊɺ୭から΋޷ධͰ਌しΈ΍すいຯに
たɻ্͛࢓

ٹ品を֎֨ن」 ε͏トーリーͰɺ๛ڮ
から੝り্͕る」をテーマにɺ֨ن֎
品͕ϑーυ・ϩε໰題につな͕る఺を
アϐールしɺ๛ Ͱ製ڮ ଄さΕている
஍産をڧௐしたパッケージを࡞੒し
たɻ৯をָしΉํ͕多く๚ΕるϏΦ͋
つΈエϐεリーͱɺ๛ࢢڮに͋るಓの
Ӻの2カॴをメインのൢ࿏ͱするܭը
をたてたɻ

һڭಋࢦ
杉浦未樹ઌ生
からのコメント

を٧Ίる୲౰ɺプレゼンテーシϣンࡉし製品のৄࢪ৯会を࣮ࢼりฦしプϩトλイプをつくり܁
事ݟく୲౰ͱɺ分୲͕޲੒させる୲౰ɺ行ಈ೿Ͱॾํ໘に࿈བྷしग़׬૝を࿅りߏྉのࢿ
Ͱ͋ったɻඒຯしいクッキーなのͰ商品化にΑって多くのਓに஌って΋らいたいɻ

イチジクを使った特産品

Ήかかʤいちじく君のクッキー屋さんʥ
法政大学ɹ本條晴一郎ゼミ/Ӊݩॷɺ甲൹৽ࡊɺՃ藤஍大

҆ら͗ をٻΊる大ਓ΁の͝๙ඒ

ラムͱイチジクͱブラ΢χーをֻ͚߹Θせ
た大ਓなεイーツ「ラム߳るイチジクブラ
΢χー」ɻ本商品͸ɺओ්΍0-なͲ日͝
Ζ๩しくಇいている大ਓのঁ性に҆ら͗
を༩͑る「大ਓな͝๙ඒεイーツ」Ͱ͋
るߴɻ をҙࣝした৭߹いのパッケーײڃ
ジɺ݈ に良いӫཆૉͱແఴՃ΁のこ߁
ͩΘりɺѳඒの特産෺を;んͩんに使っ
たਂΈの͋るຯΘいにΑって大ਓ͕ຬ
଍する͝ ๙ඒεイーツを࣮ݱしたɻ大ਓ
の展開を行͚޲ こ͏ͱͰɺѳඒϑーズを
Αり活性化しɺѳඒのおいしさをશࠃ΁
にした商ܗいをࢥていきたいͱい͏͛޿
品Ͱ͋るɻ

メイン٬ސ૚Ͱ る͋30୅から�0୅ঁ性
にσプεインλϏϡーを行ったॴ「自分
΁の͝๙ඒ͕ཉしい」ͱい͏ ੠͕͋っ
たɻͦこͰɺ͝ ๙ඒͱしてεイーツに஫໨
したɻѳඒϑーズを࡯؍するͱՈ଒޲
͚のεイーツなͲ͸展開さΕている͕ɺ
自分΁の͝๙ඒεイーツ͸ଘ在しな
かったɻͦ のたΊɺ৽たに自分΁の͝๙
ඒεイーツを展開するこͱに決Ίたɻ

ラムイチジク͸ɺイチジクの෩ຯɺ৯
じらΕるΑ͏ײをΑりײ ද໘にトッϐン
グɻ生஍に͸イチジクジϟムをたっ΀
りࠞͥࠐΈɺイチジクͱカカΦのマリ
アージϡָ͕しΊるΑ͏ たɻଃ্͛࢓
り෺に΋దすΑ͏ にɺϕーεのチϣコ
レート͸ミルクͱϏλーの2 छ 展 開 ɻ
大ਓの͝๙ඒͱして৯΂΍すいαイ
ズに΋こͩΘったɻ

本商品͸ѳඒのΈならͣશࠃ展開
΋ࢹ 野にೖΕておりɺೝ ஌ ֦ 大を
ਤるたΊχϡーεαイト΍৽ฉɺおऔ
りدせαイトɺ*Os U B H S BNをݕ౼ɻ
またɺళ಄Ͱ͸イϕントカレンμーに
ϙップアップεトアを展開しɺεイーツ
ͱ一ॹにָしΊるお஡なͲのߪങに
る༧定Ͱ͋ったɻ͛ܨ

һڭಋࢦ
本條晴一郎ઌ生
からのコメント

ळカンҎ߱コンηプト開ൃから΍り௚しɺௐࠪにͮجいて商品の便ӹをઃ定したのΈならͣɺ
ѳඒϑーズ͕ݱ在展開するブランυに΋ϙジティブなӨڹを༩ る࣮͑ݱ可ೳ性のߴいプランを
念ɻ࢒い߹いの৔Ͱ商品のΈのධՁͰ৹͕ࠪなさΕたの͕ڝるこͱに੒ޭしたɻプランの࡞

イチジクを使った特産品

DSF Jʤラム߳るイチジクブラ΢χーʥ
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法政大学ɹ杉浦未樹ゼミ/ߥ井ᴴ߳ɺ൧௩పɺ山ล࠼೫

いちじくをඒຯしくखܰに৯΂ら
Εるお՛ࢠ

「いちじく君のクッキー屋さん」͸εライ
εいちじくを;んͩんに使༻したクッキー
ͩɻいちじくをബく੾ってΦーブンͰমき
্͛ɺいちじくの؁Έͱ߳りをഒ૿させて
՛ࢠに੝りࠐΉ製法Ͱ͋るεライεイチ
ジク製法を৽نに開ൃしたɻしっͱりした
৯ײのクッキーͰɺ०のいちじくをखܰ
に৯΂らΕる一品Ͱ͋るɻいちじくͱ日本
のؔΘり͸ݹい͕ɺݱ在いちじくのೝ஌
౓͸௿くɺ一ൠతなεーパーͰ͸ചり৔
໘ੵ΋খさいɻこの商品をきっか͚にɺ多
くのਓにいちじくのඒຯしさを఻͑たいɻ

アンケート௨してɺいちじく͕ 日本Ͱ生
産さΕているこͱさ͑ ஌らないͱճ౴
͕多いΑ͏ にɺࠃ産いちじくの஌໊౓
͕௿いͱい͏໰ 題 ఺をൃ したɻさݟ
らに୳ࡧతௐࠪを௨じてɺいちじくを
खܰにた΂らΕなくするݪҼを特定
しɺইΈ΍すい఺΍いちじくのݟた໨
にؔする໰題を解ফしɺ長期อଘを
可ೳͱするํ法を௥ٻしたɻ

ѳඒϑーズのا業৴念にͦ ってอଘྉ
΍৯品ఴՃ෺を使ΘないΑ͏ にしɺ༷ ʑ
なछྨのお՛ࢠの࡞ࢼを܁りฦしたɻさ
らにɺ製࡞৔ॴͰ る͋「0:"56޻๪ͱ
いΖ༷」ͱڞにɺいちじく΍খഴคのྔな
Ͳࡉかな఺をௐ੔するվ良を行ったɻࢼ
品を༷ʑな೥୅のํに৯΂ていたͩ࡞
きɺϏΦ͋ つΈエϐεリーに๚Εるਓを͸
じΊɺ୭から΋޷ධͰ਌しΈ΍すいຯに
たɻ্͛࢓

ٹ品を֎֨ن」 ε͏トーリーͰɺ๛ڮ
から੝り্͕る」をテーマにɺ֨ن֎
品͕ϑーυ・ϩε໰題につな͕る఺を
アϐールしɺ๛ Ͱ製ڮ ଄さΕている
஍産をڧௐしたパッケージを࡞੒し
たɻ৯をָしΉํ͕多く๚ΕるϏΦ͋
つΈエϐεリーͱɺ๛ࢢڮに͋るಓの
Ӻの2カॴをメインのൢ࿏ͱするܭը
をたてたɻ

һڭಋࢦ
杉浦未樹ઌ生
からのコメント
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Ͱ͋ったɻඒຯしいクッキーなのͰ商品化にΑって多くのਓに஌って΋らいたいɻ
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Ήかかʤいちじく君のクッキー屋さんʥ
法政大学ɹ本條晴一郎ゼミ/Ӊݩॷɺ甲൹৽ࡊɺՃ藤஍大

҆ら͗ をٻΊる大ਓ΁の͝๙ඒ

ラムͱイチジクͱブラ΢χーをֻ͚߹Θせ
た大ਓなεイーツ「ラム߳るイチジクブラ
΢χー」ɻ本商品͸ɺओ්΍0-なͲ日͝
Ζ๩しくಇいている大ਓのঁ性に҆ら͗
を༩͑る「大ਓな͝๙ඒεイーツ」Ͱ͋
るߴɻ をҙࣝした৭߹いのパッケーײڃ
ジɺ݈ に良いӫཆૉͱແఴՃ΁のこ߁
ͩΘりɺѳඒの特産෺を;んͩんに使っ
たਂΈの͋るຯΘいにΑって大ਓ͕ຬ
଍する͝ ๙ඒεイーツを࣮ݱしたɻ大ਓ
の展開を行͚޲ こ͏ͱͰɺѳඒϑーズを
Αり活性化しɺѳඒのおいしさをશࠃ΁
にした商ܗいをࢥていきたいͱい͏͛޿
品Ͱ͋るɻ

メイン٬ސ૚Ͱ る͋30୅から�0୅ঁ性
にσプεインλϏϡーを行ったॴ「自分
΁の͝๙ඒ͕ཉしい」ͱい͏ ੠͕͋っ
たɻͦこͰɺ͝ ๙ඒͱしてεイーツに஫໨
したɻѳඒϑーズを࡯؍するͱՈ଒޲
͚のεイーツなͲ͸展開さΕている͕ɺ
自分΁の͝๙ඒεイーツ͸ଘ在しな
かったɻͦ のたΊɺ৽たに自分΁の͝๙
ඒεイーツを展開するこͱに決Ίたɻ

ラムイチジク͸ɺイチジクの෩ຯɺ৯
じらΕるΑ͏ײをΑりײ ද໘にトッϐン
グɻ生஍に͸イチジクジϟムをたっ΀
りࠞͥࠐΈɺイチジクͱカカΦのマリ
アージϡָ͕しΊるΑ͏ たɻଃ্͛࢓
り෺に΋దすΑ͏ にɺϕーεのチϣコ
レート͸ミルクͱϏλーの2 छ 展 開 ɻ
大ਓの͝๙ඒͱして৯΂΍すいαイ
ズに΋こͩΘったɻ

本商品͸ѳඒのΈならͣશࠃ展開
΋ࢹ 野にೖΕておりɺೝ ஌ ֦ 大を
ਤるたΊχϡーεαイト΍৽ฉɺおऔ
りدせαイトɺ*Os U B H S BNをݕ౼ɻ
またɺళ಄Ͱ͸イϕントカレンμーに
ϙップアップεトアを展開しɺεイーツ
ͱ一ॹにָしΊるお஡なͲのߪങに
る༧定Ͱ͋ったɻ͛ܨ

һڭಋࢦ
本條晴一郎ઌ生
からのコメント

ळカンҎ߱コンηプト開ൃから΍り௚しɺௐࠪにͮجいて商品の便ӹをઃ定したのΈならͣɺ
ѳඒϑーズ͕ݱ在展開するブランυに΋ϙジティブなӨڹを༩ る࣮͑ݱ可ೳ性のߴいプランを
念ɻ࢒い߹いの৔Ͱ商品のΈのධՁͰ৹͕ࠪなさΕたの͕ڝるこͱに੒ޭしたɻプランの࡞

イチジクを使った特産品

DSF Jʤラム߳るイチジクブラ΢χーʥ
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Sカレ2020૯߹優勝戦［商品化ୡ੒チーム］

社会課題を解決する印刷製品

日本大学ʗਫ野学ゼミ
「Ήしキϟッチリー」

૯߹優勝

法政大学ʗ西川英彦・本條晴一郎ゼミ
「σコϖλシール」

૯߹準優勝

࿝の日のプレゼントܟ

クリアシートখ෺

和歌山大学 / 柳到亨ゼミ
「多可コレ」

૯߹3位

SDGs にݙߩする旅行商品
ؔ西学Ӄ大学ʗ石෵ॱ໵ゼミ

「33 5SJQ JO ࣎լ」

優秀賞

大学ʗኍ田ষޫゼミـۙ
「S5"35 61ˢ ब勝メイク」

優秀賞 ௨ൢ化হ品のए೥૚獲得戦ུ

法政大学ʗ杉浦未樹ゼミ
「ϐλッͱチΣキ」

優秀賞 インテリアマグωット商品

神戸大学ʗ宮尾学ゼミ
ுし͕ۓ」 ちなएख社һにリϙ Dʂ」

優秀賞 リϙ D10 ສਓ獲得大࡞戦ʂ

Sカレ2021コンηプト・テーマ1位

専修大学 / 奥瀬喜之ゼミ
「チームϑラϖチ」

クリアシート便利グッズ 

和歌山大学 / 佐野楓ゼミ
「/&0」

SDGs旅行商品

法政大学 / 西川英彦・本條晴一郎ゼミ
「ˏ-JOL」

多可町の定番お土産

໨ന大学 / 長࡚秀ढ़ゼミ
「# グループ」

長期型避難
自粛ケア商品ఏҊ

大ࢢࡕ立大学 / খྛ఩ゼミ
「ぺたΆんͣ」

在宅生活に役立つ
磁石商品

和歌山大学 / 柳到亨ゼミ
「ライクアεʂ」

社会課題を解決する
印刷製品

ಉࢤ社大学 / ෌田݈司ゼミ
「SFUVSO UP OBUVSF」

生分解性エコ袋
の日本展開

甲南大学 / 佐藤圭ゼミ
「CMPPN」

イチジクを使った
特産品
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受賞結果 S t u d e n t  I n n o v a t i o n  C o l l e g e  2 0 2 1  R e s u l t s

Sカレ2020૯߹優勝戦［商品化ୡ੒チーム］

社会課題を解決する印刷製品

日本大学ʗਫ野学ゼミ
「Ήしキϟッチリー」

૯߹優勝

法政大学ʗ西川英彦・本條晴一郎ゼミ
「σコϖλシール」

૯߹準優勝

࿝の日のプレゼントܟ

クリアシートখ෺

和歌山大学 / 柳到亨ゼミ
「多可コレ」

૯߹3位

SDGs にݙߩする旅行商品
ؔ西学Ӄ大学ʗ石෵ॱ໵ゼミ

「33 5SJQ JO ࣎լ」

優秀賞

大学ʗኍ田ষޫゼミـۙ
「S5"35 61ˢ ब勝メイク」

優秀賞 ௨ൢ化হ品のए೥૚獲得戦ུ

法政大学ʗ杉浦未樹ゼミ
「ϐλッͱチΣキ」

優秀賞 インテリアマグωット商品

神戸大学ʗ宮尾学ゼミ
ுし͕ۓ」 ちなएख社һにリϙ Dʂ」

優秀賞 リϙ D10 ສਓ獲得大࡞戦ʂ

Sカレ2021コンηプト・テーマ1位

専修大学 / 奥瀬喜之ゼミ
「チームϑラϖチ」

クリアシート便利グッズ 

和歌山大学 / 佐野楓ゼミ
「/&0」

SDGs旅行商品

法政大学 / 西川英彦・本條晴一郎ゼミ
「ˏ-JOL」

多可町の定番お土産

໨ന大学 / 長࡚秀ढ़ゼミ
「# グループ」

長期型避難
自粛ケア商品ఏҊ

大ࢢࡕ立大学 / খྛ఩ゼミ
「ぺたΆんͣ」

在宅生活に役立つ
磁石商品

和歌山大学 / 柳到亨ゼミ
「ライクアεʂ」

社会課題を解決する
印刷製品

ಉࢤ社大学 / ෌田݈司ゼミ
「SFUVSO UP OBUVSF」

生分解性エコ袋
の日本展開

甲南大学 / 佐藤圭ゼミ
「CMPPN」

イチジクを使った
特産品
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受賞結果

Sカレ2021プラン・テーマ1位［商品化権利獲得チーム］

法政大学 / 西川英彦・本條晴一郎ゼミ
「ぺらっ譜」

クリアシート便利グッズ

和歌山大学 / 佐野楓ゼミ
「SDGsリアル謎解きツアー」

SDGs旅行商品

京都橘大学 / 瀬良兼司・今井まりなゼミ
「多可おこし」

多可町の定番お土産

専修大学 / 奥瀬喜之ゼミ 
「かくしてほせるん」

長期型避難
自粛ケア商品

和歌山大学 / 柳到亨ゼミ
「ノートラブル」

社会課題を解決する
印刷製品

甲南大学 / 佐藤圭ゼミ
「ぱぴたつ」

在宅生活に役立つ
磁石商品

神戸大学 / 宮尾学ゼミ
「メモリアルパック」

生分解性エコ袋
の日本展開

法政大学 / 杉浦未樹ゼミ
「いちじく君のクッキー屋さん」

イチジクを使った
特産品

S t u d e n t  I n n o v a t i o n  C o l l e g e  2 0 2 1 R e s u l t s

Sカレ2021プラン優勝戦

和歌山大学 / 柳到亨ゼミ
「ノートラブル」

プラン優勝

SDGs 旅行商品

社会課題を解決する印刷製品

和歌山大学 / 佐野楓ゼミ
「SDGsリアル謎解きツアー」

プラン準優勝

在宅生活に役立つ磁石商品
甲南大学 / 佐藤圭ゼミ

「ぱぴたつ」

プラン3位

クリアシート便利グッズ
法政大学 / 西川英彦・本條晴一郎ゼミ

「ぺらっ譜」

日本マーケティング学会賞

神戸大学 / 宮尾学ゼミ
「メモリアルパック」

吉田秀雄記念事業財団賞 生分解性エコ袋の日本展開

法政大学 / 西川英彦・本條晴一郎ゼミ
「ぺらっ譜」

学生賞 クリアシート便利グッズ
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Sカレ2021プラン優勝戦
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/会社ࣜג特घ߯ؒٱ෦/佐ࢧ会ؔ西ڠ会社ѳඒϑーズ/ެӹ社団法ਓ日本マーケティングࣜג

/会社日本旅行/日本マーケティング学会ࣜג/会社ࣜג会社σィーエイチシー/χチレイマグωットࣜג

/会社༗൹ֳࣜג/ඒज़ڮ޹会社໌੒ࣜג/多可町ݝݿ会社ඒൢ/ฌࣜג

ެӹ財団法ਓ吉田秀雄記念事業財団/ྲྀ௨Պ学大学	ا業・団ମ໊�0Իॱ


˓ 業اԉࢧ

ҕ һ 長

ҕ һ

ळ カ ン

ౙ カ ン

ɿ

ɿ

ɿ

ɿ

石井३ଂ

西川英彦/ਗ਼ਫ৴೥ɹ

ੁ野佐৫

ಙ山ඒ௡ܙ

ळカン学生ҕһ長

ౙカン学生ҕһ長

学 生 ҕ һ

ɿ

ɿ

ɿ

ᖒ཮׏

宮؛५ฏ

ே૔結߳ࢠ/石૔͸な/࣮ݪࢢՂ/২দང/大浦ॣ໵/大ౡང/大ാ݈ଠ郎/খּ࠼ݪ/

ֿ田ਅҥ/؛本ᣦԝ/໦࣮ݪ༎/ᅳ井 き͋೫/権京՚/ࡔ本কܒ/佐ʑ໦Նึ/佐野ԁ߳/

/ݩྛ/޹まͲか/田தཬಸ/௽ᖒᣈਘ/長尾༐༎/த喜多ѯཥ/෰෦和ݟ஛/ر߉ڮ∁

ฏ本༟໵/藤࢙ډൕ/຀戸य़ඒ/૿山༝ཏ/宮ӽ๖࣮/山ޱཌྷ/山ྰޱಸ

ಉ෭ҕһ長

ಉ෭ҕһ長

ɿ

ɿ

࿬্໌日߳

দ尾ࡊ都

˓ Sカレҕһ会

ʻ学生ҕһʼ 

ʻSカレ本ฤूチームʼ

西川英彦/ֿ田ਅҥ/大ౡང/長尾༐༎/藤࢙ډൕ/山ޱཌྷ

˓ Sカレ学生ҕһ会

定Ձɿ本ମ3
000ԁ  ɹ   ੫ççൃ行ɿSカレҕһ会ç ൃ行日ɿ2022೥2݄2�日
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